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邪神編　第九話






　神の城の作業場。

「さて、次やらなあかんのは……」

　神の城に呼び寄せた人間の受け入れを終え、通信機を作り……と、怒ど涛とうのような時間を過ごし、すでに夕方。

　チェックリストを見ながら、今すぐに必要な作業を全て終えたことを確認した宏ひろしは、重要性も緊急性も高いが最優先ではない作業に移ろうとしていた。

「……次は管理者やな。巫み女こさんの魂こん魄ぱく結晶もええ加減何とかしたらんとあかんし、城の方も僕がおらなんだら防壁機能以外ほとんど死ぬようではあかんしなあ」

　神器装備の製造と並んで優先順位が高い、城の管理者の用意。

　管理者自体は別に普通の生き物が担当しても問題はないのだが、普通の生き物だと管理者として長期間神の城とつながることで、だんだんと神様寄りの存在になってしまう。

　それで何か不具合が起こるというわけでもないのだが、あまり神様寄りの存在がぽこぽこ増えるのもどうかという考えがなくもない。

　寿命が普通の生き物程度だと代替わりがいろいろ面倒くさいこともあり、結局当初の予定どおり、エルザの先代巫女の魂魄結晶に身体を与え、管理者として登録することにしたのだ。

「まずは、動力として賢者の石。ベース作るのに神しん珪けい土ど、馴な染じませるために生命の海……」

　先の理由から、神の城を管理させる都合上、普通の生き物の身体ではいろいろと面倒が多い。それを避けるためには、普通にホムンクルスを作るより数段高度な素材を使い、強きょう靭じんで能力の高い肉体を作る必要がある。

　なお、補足しておくと、ゲーム『フェアリーテイル・クロニクル』で作ることができるホムンクルスは、〝多少自律行動ができる生きた人形〟程度のものでしかない。

　似たような特性を持つ下級アンデッドやゴーレムとの違いは、普通の回復魔法で治療ができること、鍛えれば高度な魔法も覚えられること、その分再生能力が高いアンデッドや頑丈なゴーレムに比べると著しく脆もろいこと、の三点である。

　そのあたりはこの世界でも大した違いはなく、普通のホムンクルスを作ってもゴーレムの代用品にしかならない。寿命も一番長く生きた個体でも十年ほどで、肉体構造上繁殖能力を持っているはずなのに、繁殖に成功するどころか生殖行動が成立した事例すらない。

　また、寿命が短いだけでなく、死ぬときの姿がむやみやたらと凄せい惨さんなこともあり、錬金術を志す者達の間で倫理的な問題に関する議論が起こったため、現在ではまともにホムンクルスを作ることができる錬金術師はほぼ存在していない。

　技術そのものはある程度の応用が利くため細々と伝えられているが、この世界の錬金術は、最大の目標の一つである生命の探求に関してほぼ挫折した状態で止まっているのである。

「宏君、晩ご飯はいつぐらいにする？」

「師匠、ちょっと確認したいことがある」

　材料を混ぜてこね始めたところで、春はる菜なと澪みおが顔を出す。

「あ、作業中？」

「せやねん。ちょっと今手ぇ離せんでなあ」

「何作ってるの？」

「巫女さんの身体になる予定の素体や。下手にほったらかしにしたら何に化けるか分かったもんやあらへんでなあ」

　せっせと肉となる部分をこね、神鉄と三大食材モンスターの骨を混ぜて真火炉で焼き固めて作った骨格に巻きつけながら、春菜の問いに答える宏。

　宏の言葉を聞き、ようやくかと小さく頷うなずく春菜と澪。

　エルザの先代巫女の最期は、彼女達の心にも鮮烈な印象を刻み込んでいる。なので、どんな形であれ彼女が癒いやされるならそれに越したことはなく、宏の手によって新たな人生を送れるのであれば、その人生が幸せなものになるように全力を尽くすつもりはある。

「それで、結局どんなふうに作るの？」

「外見とか性別とかはまあ、魂魄結晶に自分で決めさせるとして、一応肉体構造そのものは人間とほぼ同じになるように作ってんで。ただ、僕も初めてやることやから、成長とか生殖とかそっち方面は何とも言えん」

「あ～、まあ、その作り方だと、そうなるよね」

　まるで粘土細工のように作り上げられていくベースボディを見て、春菜が言う。

　一応こねる際に若干配合は変えているようだが、はっきり言ってこねた肉が内臓になる部分なのか皮膚なのかそれとも筋肉なのか、内臓だとしてどの臓器なのか、見て分かるようなものではない。

　作り上げられた形状自体、全長十八センチほどののっぺりとした人型で、バランスこそ大体八頭身になっているが細部の形状はわざと適当にしてある。男女の識別はおろか凹凸自体ほとんどない作りだ。生殖能力を持たせるために丹田のあたりにベヒモスの卵子と精子をほんの少量埋め込んであるが、それ以外はいわゆる内臓の類たぐいは一切使われていない。

「師匠、一つ質問いい？」

「なんや？」

「ベヒモスの精子と卵子を茶さじですり切り一杯ぐらい入れてたけど、それってふたなりとかにならない？」

「……また中学生の女子が真顔で聞くようなことやあらへんストレートな質問きたけど、ホムンクルスに生殖能力持たす場合、なんかの生物の精子と卵子を入れて生殖方法を定義したらんとあかん、っちゅうシステムに従っただけやからな。正直初めてずくめやからならんとは断言できんけど、魂魄結晶が自分の性別をそう定義せえへん限りは多分ならへんはずや」

「なるほど」

　澪の、中学生女子が保健体育や生物の教師以外に聞くにはいろいろ問題がありそうな質問に、宏が内心では引きながらも表面上は平静を装って答える。

　正直言って、宏はこの種の性的な話はいまだにかなり苦手だ。オタク仲間と人ひと気けのない場所でひっそりエロトークで盛り上がるぐらいならいいが、異性とその種の話をする、もしくは異性がその種の話をしている場に居合わせると、反射的に身構えてしまう。

　宏の通っている高校は押し並なべて男女ともにそのあたりは慎み深く、ムードメーカー的な人物が場を盛り上げるために不快にならない範囲でネタにする以外は、不特定多数の人間がいる場所でその手の話題を口にすることはまずない。せいぜい、芸能人の服装についてとか生物や保健体育の授業の内容を真面目に話し合うとか、その程度である。

　おかげで高校入学当初からすれば随分と耐性はついているが、それでも中学時代のトラウマが払ふっ拭しょくされているわけではないので、澪のように真正面からがっつりエロトークというのは、問題ないと分かっていてもどうしても微妙な恐怖心があるのだ。

「とりあえず身体はこんなもんとして、魂魄結晶と動力の賢者の石入れて様子見よか」

「動力の賢者の石って、必要なの？　魂魄結晶だけじゃ駄目なんだ？」

「いけるとは思うんやけど、魂魄結晶って、物としては単なるＣＰＵに近いからなあ。制御信号としてエネルギーは出すけど、多分外部入力なしやと単独で人体動かせるほどのエネルギーは持ってへんで」

「そっか、なるほどね」

　春菜の素朴な疑問に、素材として観察した内容を宏が告げる。恐らく実際には、生物として安定するまで一時的に補ってやるだけで十分なのだろうが、どうしても未知の分野なので、いろいろ過剰になってしまうのだ。

「で、師匠。わざわざ簡易ベッド広げてるのは何で？」

「サイズがどないなるか分からんからな。今のサイズやったらともかく、ちゃんと人間サイズになったらこの作業台の上やとやばい」

「毛布は何のために？」

「そんなん、外見確定した時点で服なんか着てへんからに決まってるやん」

　などと言いながら、ベッドに移したベースボディの胸に賢者の石を、頭部に魂魄結晶を埋め込んで毛布をかぶせる。

　その作業が終わった時点ですぐに反応が始まり、あっという間にエアリスと同年代ぐらいの少女の姿になる。サイズの方も宏が予想したとおり普通の人間大となっており、作業台の上ではいろんな意味で問題があっただろうということは間違いない。

　容姿の方は春菜やエアリスほどではないが、いわゆるフォーレ美人といって差し支えない顔立ちだ。まだまだ幼い容姿だが、将来はなかなか楽しみな感じである。

　先代巫女の時との大きな違いを挙げると、髪の色が濃い緑になっていることだろう。素材に世界樹の葉が入っているため、その属性が大きく出てしまったようだ。先代巫女の髪が大地を思わせる深いブラウンだったことを考えると、随分と印象が変わっている。もっとも、その森を思わせる緑も大地属性と縁が深い色なので、元の性質から大きく変わったわけではない。

　今は目が閉じられているので分からないが、きっと瞳の色もこげ茶色から別の色になっているだろう。

　それらを合わせると、生前の彼女を知っている人間が見ても、なんとなく面影がある別人という判断をするに違いない。

「……胸が膨らんでるから、多分ちゃんと女の子の身体だと思うけど……」

「……ん、ちょっと確認する」

「頼むわ。僕はその間、そっち見んように残った材料でもう一体作っとく」

　確認を澪に任せ、全身全霊でもう一体に意識を集中する宏。無我の境地で骨格を作り、転移機能でウルスの工房に移動して真火炉で焼き、戻ってきて肉を巻きつけ盛っていく。

「むう……」

　管理者の身体を確認していた澪は、股間のあたりに視線を向けて軽く安あん堵どのため息をついたのち、胸元を見て不満そうな声を漏らす。

「どうしたの、澪ちゃん？」

「……こっち来たときのボクよりおっぱい大きい」

「……えっと、そこ？」

「それに、期待したのについてなかった」

「いや、さっきそのあたり見て安心してたような……」

「ついてたら面白かったのに。ついてたら面白かったのに……」

「二回言った!?」

　あまりに駄目な澪の発言に、ショックを受けたように絶叫する春菜。その会話を必死の形相でシャットアウトし、二体目のベースボディを完成させる宏。

　一応澪の名誉のために言っておくと、管理者の身体が無難な形で落ち着いたことについては、普通にちゃんと喜んでいる。だが、駄目人間の性さがとして、先ほどまで話題に上がったことをネタにしないでおくという選択肢は存在しないのだ。

　まあ、〝ついてたら面白かったのに〟というのが、まったく本音ではなかったのかと問われると、一割程度は本心だったりするのだが。

「ん。とりあえず確認した感じ、おかしいところは特になさそう。ちゃんと命は宿ってる。これ以上は時間経過で確認するか、お風呂の時にでもオクトガルに性的な意味で襲わせるぐらいしか確認できない」

「『性的な意味で襲わせる』はともかく、『時間経過で確認するしかない』っていうのはなんとなく分かるよ」

　澪の確認結果に同意する春菜。いかにブラが必要なサイズの胸があるとはいえ、全体的に見て肉体が成熟しているとは到底思えない。その胸にしたところで、澪の掌てのひらにすっぽり収まって余裕がある程度の大きさでしかない。人間であれば、明らかにまだまだ育つ体格体型である。

　ここからまだ成長するのか、肉体の成熟度合いがどの程度なのか。そういったことは、実際に目を覚まして生活して初めて分かるだろう。

「とりあえず服」

「そうだね」

　澪に言われ、間に合わせで適当な作さ務む衣えを着せておく春菜。寝かせておくのにちょうどいい服が他になかったのだ。

「ほな、次のんもそっち移しとくわ」

「そのベースボディはどうするの？」

「魂魄結晶とかその手のもん持ってへんから、自然に任せるしかあらへんな」

　新たに作り上げたベースボディを別の簡易ベッドに移しながらの宏の言葉に、なるほどと頷く春菜と澪。恐らく、それが本来のやり方なのだろう。

「そんで、澪は何の用事で僕んとこ来たんやっけ？」

「忘れてた。ファム達に作らせるポーション以外のもの、達たつ兄にいとかとの話し合いで優先順位を変えたから、もう一度確認してほしい」

「飯食いながらでもええか？」

「もちろん」

「じゃあ、晩ご飯用意するね」

　とりあえず魂魄結晶関係についてはこれで終わり、と、後回しにしていたことに話を移す宏達。

　この時、もう一つのベースボディにかぶせた毛布に春菜の髪の毛が一本ひっついており、それがちょうどベースボディの上に乗ってしまったことには誰も気がつかないのであった。




　　　　☆




「ヒロシ、相談したいことができた」

「なんや？」

「リーファ王女のことだが、ウルス城で預かっていると少々面倒なことになりそうでな。すまないが、こちらで預かってもらうことはできないか？」

「そらまあ、特に問題はないけど、どないしたんよ？」

　夕食の席。渋い顔で申しわけなさそうに頼みごとをするレイオットに、不思議そうにしながらも宏が了承する。

　レイオットがそんな顔をするぐらいなのだから、相当面倒なことになっているのだろう。そう思うと、親友としては断る選択肢はない。

　それで厄介事に巻き込まれていれば世話はない、と言われそうだが、こちらの世界に飛ばされてきた当初に、エアリスの事情に深入りした時点ですでに手遅れだ。

　今更リーファのことぐらい大した差にはならない。

「ウォルディス国内を探っていたうちの密偵が、脱出の際にリーファ王女を旗頭にしていた一派の残党と合流したらしい。リーファ王女をマルクトまで護衛してきた男も腹に一物あるようでな、その両者が合流するとどうなるか予測がつかん」

「なるほどなあ。つまり、万が一にも遭遇せんように、こっちに隔離しときたい、っちゅうことか」

「ああ。お前達にさらに迷惑をかけることになるが、できるだけ不安要素はなくしておきたい」

「っちゅうか、そんなに不安やったら、レイっちがもっと頻繁に面倒見たらええやん」

「こんな無愛想な男が、未婚の血縁でもない女性の周りをうろうろしては、王女の評判に傷がつく。彼女はこれから良縁を探さねばならぬ身の上、私がその邪魔をするわけにはいかないだろう」

　自分がその良縁というやつの相手になる可能性を完全に無視したレイオットの言葉に、宏達日本人チームだけでなく各国の王達、さらにはアズマ工房職員一同からも、何言ってんだこいつと言わんばかりの視線が突き刺さる。

　日頃そういう判断や認識を意識的に避ける宏ですら、レイオットなら良縁じゃないのか的な視線を向けるところが趣深い。あと数年待つ前提でならレイオットとリーファの組み合わせはいいんじゃないか、と思っているくらいだ。

　この場にいる他の人間は、それこそライムですら、リーファがレイオットを異性として好きになっていることを正確に認識している。

　レイオットは自分が子供、特に女の子の受けが悪いという自覚があるため、リーファからも同じように嫌われている、もしくは怖がられているという前提で物事を考えてしまっている。

　さらに、リーファがいかに王位継承者といえど、自分とは釣り合わないと、周囲の者達が考えていることも察している。

　その上、実態を知らない人間から見れば、今の状況はリーファが弱者で保護されている立場を利用して、女嫌いのレイオットに取り入ろうとしているように見えなくもない。

　今まで子供だろうが何だろうが関係なく女性とあらば排除してきたレイオットが、リーファに対してやたら親切なのも、そういった印象に拍車をかけてしまい、そのあたりを庇かばえば庇うほど悪化する。

　結果として、いくら保護者と被保護者に近い間柄であっても、レイオットがリーファをあまり気にかけると、逆にリーファが一方的に悪評を被こうむることになるのだ。

「レイオットの戯言ざれごとは置いておくとして、こちらに避難してもらう間、王女にはどう過ごしていただくかが課題だな」

「そうですなあ。こっちおる間は多分ライムも結構忙しなるでしょうし、王女様の相手できる人間も、王女様自身にやってもらえることもほとんどあらへんのが難儀ですわ」

　レイオットの懸念を一蹴し、身柄を引き受ける際の問題点について話を詰めるレグナス王と宏。

「父上、戯言というわけではないぞ。ヒロシも王女の評判については重要な問題なのだから、さらっと流さないでもらえるか？」

「王女に悪評が立って嫁ぎ先に困る、というのであれば、お前が娶めとればよいだろうが」

「ファーレーン王家としてはそれで良くても、王女がそれを良しとするわけがなかろうが。それに、仮に私が王女を娶ったとして、結局王女の評判は地に落ちる。あの繊細な王女に好いてもいない男と結婚させた挙句に悪評をなすりつけるなど、さすがに人としてどうかと思うぞ」

「その時はお前が王女を守ればよかろうが。それとも、ファーレーンの王太子は、后きさき一人いわれのない悪評から守ることもできんのか？」

「そういう問題ではない」

「そういう問題だ」

　珍しく思いっきり藪やぶ蛇へびになったレイオットを、ここぞとばかりに攻め立てるレグナス王。王太子の嫁取り問題に一番頭を悩ませていた人物だけあって、いろんな意味で容赦がない。

　レイオットも完全に論点がずらされてしまっていることに気がついているが、男女間の問題には元々疎いうえ、相手は外交ではタヌキと名高い自身の父だ。完全に劣勢に立たされ、挽回の糸口すら見つけられない。

「妾わらわに言わせれば、意識的に逃げているだけで、ちゃんとある程度は歌姫殿や姫ひめ巫み女こ殿からの好意を察していた分、工房主殿の方がはるかにましじゃな。ほんに王女の自己評価の低さも問題じゃが、王太子殿の鈍さと女性への敵てき愾がい心しんの強さも難儀な話じゃのう」

「リーファ様の自己評価に関しては、時間が解決するのを待つしかないと思います。正直、過酷な逃避行を成し遂げ、あのウォルディスから生きてファーレーンまで亡命してのけた方が無能などとは誰も考えていないとは思うのですが……」

「姫巫女殿の言うとおりじゃな。ほとんどの工作員が生きて帰ってこれなんだウォルディスから逃げ延びただけでも十分評価されるべきなのは事実じゃが、王女の亡命が多数の屍しかばねの上に成り立ったこともまた事実。さすがにあの年頃の娘にその命を背負って立派に振る舞えと言うのも酷じゃし、屍の山を前に自分の無力と無能を嘆きたくなる気持ちも妾には分からんでもない。姫巫女殿とて、工房主殿に救われた過程で似たような経験をしておるのじゃろう？」

「そうですね……」

　レイオットをいじる権利を完全にレグナス王に譲り、気楽な第三者としてのんきに雑談するミシェイラ女王とエアリス。レイニーから第一報が入って以来、張りつめた気持ちのまま慌ただしく動いていたのだ。夕食ぐらいは気を抜いて食べたい。

「話を戻すのですが、結局リーファ王女のお世話はどうするのです？　ノーラ達は洒落しゃれにならないノルマがあるので、そこまで手は回らないのです」

「その話だが、ここにリセットを連れてきておる。どうせじーさまも我も動き回ることじゃし、王女の教育も兼ねてリセットに世話をさせればよかろう」

「ああ、それは助かります。正直、作らなきゃいけない家具とか薬とか膨大な量で、とても他人の面倒までは見れそうもないんですよ……」

　いろいろと揉もめそうな空気を察し、アンジェリカが一番問題が少なそうな提案をする。

　オートマタのリセットは、基本的に貴人につく侍女としての完璧な働きができる。何しろ、癖は強いがその気になれば宮中作法を完璧にこなす真祖連中に何千年も仕えてきているのだ。侍女としての年季が違うため、王侯貴族のための教育をすることも不可能ではない。

　リーファに欠けているのは、心構えも含めた王族としての素養である。現状そのための人員を連れてこれないことを考えると、リセット以上にリーファの世話に適した存在はいない。

「まあ、忙しいんは一週間か、せいぜい二週間ぐらいの話やからな。そっから先は、よっぽどでない限りは自分らをこきつかわなあかん状況やなくなるはずや」

「だといいんだけど、親方の仕事がらみの説明は、たまに全然当てにならないよね」

「状況っちゅうんは常に揺れ動くもんやからな」

　ファムのジト目の突っ込みに、視線を泳がせながらそう言って逃げる宏。

「で、結局レイオット殿下とリーファ王女って、どうなるのかしらね？」

「リーファ王女がその気であれば、そのまま婚姻が成立するのではないか？　少なくとも、ファーレーン王と姫巫女殿がその気であるから、ローレンとしては特に異を唱える理由はないからな」

「ウォルディスの王位継承者で数少ないまともな人材である、という点についても、ウォルディスの内情を考えると、王女自身に復興その他を押し付けるより、王太子と結婚させてその子供に王位を継がせる前提でファーレーンに立て直させたほうがよっぽどましであろうしなあ」

　さらに話を戻した真ま琴ことの問いかけに、特に反対する理由はないとあっさり言いきるローレンのアレクセイ王。ファルダニアのランドルフ王も、ウォルディスを自国と同じファーレーンから分かれた新たな国にしたほうがよほどマシだと、ネックとなる継承権問題自体を一蹴する。

　結局のところ、当のリーファがまったく意識していないだけで、すでに外堀は完全に埋まっているのだ。後は、過去の経緯でこの件では頑かたくなになってしまっているレイオットの意識改革だけなのである。

「どう転んだところで、そのあたりはウォルディスの侵攻を何とかして、戦を続けられぬようにしてからでないと進まん。儂わしらはまず、目先のウォルディス対策を進めんとな」

「そうよの。フォーレ王の言うとおりじゃ。工房主殿や真祖の娘殿が見たような連中が攻めてくるとなると、化け物対策をもうちっとどうにかせんとな」

「そのあたりについてだが、実はレイニーから追加情報が来ている。化け物兵もいろいろ種類がいるようで、少なくともヒロシ達が対応したやつらとウォルディスから脱出してきた密偵達がやりあった連中、それからガストールを滅ぼした兵はそれぞれ別物だったらしい。実際にやりあわねば分からんことも多いが、多少は参考になるはずだ」

　リーファの話題から逃れる格好の機会とばかりに、レイオットが化け物の情報を公開する。

　話題から逃げたレイオットに冷たい視線を向けながら、内容としては重要な話なので何も言わずに話題転換に従う出席者達。その様子にただ一人宏だけが、レイオットも大変だと同情するように見ているあたり、やはり親友は違うのだろう。

「とりあえず、共通するんは度合いの差はあれ姿見ただけでヤバい、っちゅうことだけやな」

「そうだね。それ以外は戦闘能力も特殊能力もばらばらだから、一様な対策って難しそう」

「報告書だけでは分からないことも多いし、こりゃ一度この中の誰かが直接会って詳しい話を聞いたほうがよさそうだな」

　結局、息抜きの時間も兼ねての夕食だったはずなのに、そのままウォルディスに対する準備についての会議に突入してしまうのであった。
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　宏達が会議を兼ねた夕食を続けている、その同時刻。

「……」

　作業場の簡易ベッドに寝かされていた管理者が目を覚まし、その身を起こす。

「……」

　生命の気配が一切ないその部屋をぐるっと見渡し、様子を確認する管理者。

　管理者といってもまだ神の城とのリンクは行われておらず、現時点では単なる魂を持つ高級ホムンクルスでしかない。

　呪いの影響を排除するため、魂魄結晶となる際にほとんどの記憶と経験は失われている。そのため、今の彼女には人格と呼べるほどのものはまだない。

　彼女が持つ記憶は、一般常識と言葉、この城についての知識、己に与えられる予定の業務以外は、仕えるべき主あるじの顔と性格、その人物に対する思慕の念のみ。

　故に、まだ名前も決まっていない彼女がとった行動は、至極当然のものであった。

「……」

　主の姿を探すため簡易ベッドから下り、再び部屋をぐるりと見渡す。

　やはり生き物の姿も気配もなく、これといって特に注目すべきものもない。

　あるとすればせいぜい、自分の隣にもう一つ簡易ベッドが置かれ、十八センチほどの人型が毛布をかけられた状態で安置されている程度だろう。

　その人型を見たとき、最初に彼女が思ったことは、これは自分と同じ存在だ、であった。

　そして次に思ったのは、この二つのベッドがこの位置にあっては、明らかに作業の邪魔になる、という管理者としての本能に近い思考。

　主を探したいという衝動と管理者としての本能。その二つが数秒間彼女の中でせめぎ合い、主を探そうにも手がかりがないという理由で管理者としての本能が勝利する。

　結局、彼女が起きて一番最初にとった行動は、簡易ベッドの移動であった。

「……」

　三度部屋を見渡して、機材や道具、作業台などの配置を再確認。頭の中で動線を描き、己の足で動いてみる。

　生産に関する知識は現時点では一切持ち合わせていないため、実際の作業がどのようなものかは彼女には分からない。

　だが、ただ歩いてみただけでも、二つのベッドはあからさまに邪魔なのは確かだ。

　この作業場のスペースは広い。小規模な工房なら数軒は入るだろう。

　しかし、主がどんなものを作るか分からない以上、可能な限りデッドスペースは小さくすべきだ。

　一番簡単なのは壁際にどけることだが、どこの壁際が一番邪魔にならないかは動線をもう一度考えないと断定できない。

　何度も作業場の中をうろうろ歩きまわり、想定される動線を全て確認し、ようやく納得できる位置を確定。慎重に簡易ベッドを動かす。

　幸いなことに、彼女の身体は第二次性徴が早めの十歳前後に見える姿とは裏腹に、実にパワーがあった。管理者として作られているからか、パワーの割に繊細な制御も可能だった。

　その能力を十二分に生かし、人型が安置されていたほうのベッドを、一切振動や衝撃を与えることなく壁際に移すことに成功する。

「……これでよし」

　二つの簡易ベッドを一番邪魔にならないであろう位置に動かし終え、達成感に任せて思わずぽつりと呟つぶやく。

　その瞬間、自分の耳に入ってきた可か憐れんな声に戸惑ってきょろきょろとあたりを見渡す。

　自身が声を出したという自覚すらない呟き。自覚がないがゆえに、彼女は人の気配もないのにいきなり声が聞こえてきたように感じてしまったのだ。

　何度も何度もあたりを確認し、探し回り、声の主がどこにもいないことを確認し、黙考。しばらく考え込んで、もしかしたら無意識に自分が声を出していたのではないか、とようやく思い当たったところで、部屋の外に人の気配が。

「ここも広いの！」

「きゅっ！」

　何者かと身構える管理者の警戒をよそに、小さな女の子が雛ひな鳥どりのように見える生き物とともに、元気よく入ってくる。

　微妙に想定外だった小さな侵入者に、反応に困って硬直する管理者。硬直したまま侵入者達を観察していると、その少女とばっちり目が合ってしまう。

「おねーちゃん、誰？」

「……」

「ライムはね、ライムなの！　アズマ工房で見習いみたいなことやってるの！　この子はひよひよなの！」

「きゅっ！」

　ライムと名乗る女の子の自己紹介と、ひよひよと紹介された雛鳥の鳴き声を聞き、どう反応すればよいか思わず考え込んでしまう管理者。どうやら、この城をある程度自由に動き回ることを許された存在であるようだが、どういう立ち位置なのかがいまいち分からない。

　もっと言うならば、目の前のライムと名乗る女の子以上に、自身の定義や立ち位置が曖昧だ。

　この城の管理者である、ということは胸を張って断言できるが、では管理者とは何をするのか、と問われるといろいろ困る。

　すること自体は具体例を挙げていくらでも答えられるのだが、実際にできるかどうかといえば、現状では不可能である。それでは管理者とは到底名乗れない。

　もう一つ困ったことに、現在彼女には名前がない。管理者というのは役割であって彼女自身の名前とは違う。なので、どう名乗ればいいのかが分からない。

「おねーちゃん、どうしたの？」

「申しわけありません。名乗ろうにも現在、私には名前がありません」

「お名前、ないの？」

「はい。私は先ほど起動したばかりで、管理者という役割以外何一つ与えられておりません」
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「そっか……」

　平へい坦たんな口調で話す管理者の言葉を聞いて、ライムが考え込む。そしてすぐに何かを思いついたようにぱっと顔を輝かせ、元気いっぱいに宣言する。

「ちょっと親方呼んでくる！」

「きゅっ！」

　こういうときは、大好きな親方に相談する。ライムにとって当たり前の考え方で即座に結論を出し、さっさと鍵の機能を使ってどこかへ転移してしまう。

　あまりに慌ただしいライムの行動に、思わずぽかんとしてしまう管理者。起動して間がないというのに、意外と表情が豊かである。

　ライムが転移して数秒後。今度は同時に数人の人物が直接転移してくる。

「あっ……」

「ほんまに起きてるやん」

「ちゃんと動けるようでよかったけど、ちょうど食事しょくじ時どきだったのはちょっとタイミング悪かったかもしれないよね。フォローできなかったって意味で」

　先頭に並んでいた男女。正確にはそのうちの男性の方の姿を見た瞬間、管理者の思考はあっという間に飽和する。

　会いたかった人物の姿を見ての歓喜。

　自分が彼の目にどう映るのかの不安。

　これからどう扱われるのかというかすかな懸念。

　ちょっと距離があるとはいえ、傍らに並んでいる女性の存在に対する疑念。

　そういった様々な感情を抑え、管理者の頭の中を埋め尽くすのは、その身を突き動かさんとする圧倒的な慕わしさ。巫女時代のことはほぼ全てがリセットされており、本来人格らしい人格などまだ存在しないはずの管理者が、感情と衝動に任せて行動を起こす。

「マスター……！」

「えっ？　わっ、なんや!?」

「会いたかった、マスター!!」

　言葉も何も思いつかず、ただただひたすら主にしがみつく管理者。一瞬主から怯おびえを含んだ悲鳴が聞こえたような気がするが、その意味を考えることもできずに腕に力を込める。

「えっと……、どうしようか……」

「ヒロの顔色考えると、とっとと引きはがすべきなんだろうけどなあ……」

「そうしたいんだけど、それってものすごく空気読んでないように見えるうえに、何か私が嫉しっ妬とに負けて八つ当たりみたいなことしてるような感じになりそうで……。でも、宏君の限界までそんなになさそうだし……」

「しゃあない、俺が悪役になるか……」

「達たつ也やさん、ごめんなさい……」

「いや。この場合、女が引きはがしに行くのもやばいだろう……」

　動くに動けない他の人物のそんな話し合いなど、一切耳に入っていなかった管理者。

　彼女が正気に戻るのは、主ではないほうの男性によって主から引きはがされたあとのことであった。
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「やっと落ち着いたなあ……」

「申しわけありません、マスター……」

「いやまあ、起動直後で僕の情報とかあんまりなかったんやろうから、しゃあないんやけどな……」

　十分後。宏がグロッキー状態から完全復活したところで、とりあえず場所を変えて話を進めることになり、いったん食堂に移動する一同。

　なおライムは、宏が復活したのを見届けたところで安心したのか、こてんと寝入ってしまったので、ここに移動する前に真ま琴ことが寝室まで運んでいる。

「とりあえず、自己紹介はあとにして、名前つけて管理者登録せなあかんな」

「そういえば、名前は決まってるの？」

「いんや。ええ名前が思いつかんかって、相談しながら決めようか思っとってん。ほんまやったら晩ご飯の時に話し合いしようか思ったんやけど……」

「あ～、ご飯の時って、ウォルディスがらみの話ばかりになっちゃったもんね」

「せやねん」

　宏と春菜のやり取りを聞いて、納得したように頷く一同。

　リーファとレイオットの話などもあったため堅苦しい話題ばかりではなかったのだが、名前の話を出せるような空気ではなかったのも事実だ。

「そんで、名前の候補やねんけど、誰か先代巫女さんの名前、知ってるか？」

「確か、カーラさんって言ったと思う」

　前もってジュディスから聞いてあった先代巫女の名を告げる春菜だが、無表情ながら管理者の反応は明らかに芳かんばしくない。

「その名前は、気に入らんか？」

「どうしてもとおっしゃるなら、不満はありません」

「それ、要するに不満やっちゅうてんのと一緒やで」

「申しわけありません」

　無表情のまま恐縮して見せる管理者に苦笑しつつ、とりあえずカーラという名前は没ということにする。

　別に悪い名前ではないし、元々の名前でもある。故に宏達には何が不満なのかは分からないが、むしろ元々の名前だからなのだろうとはなんとなく察している。

　どちらにせよ、当人が嫌がっているのだから、宏達としても違う名前をつけるのに否いなはない。

「で、なんぞ候補はあらへん？」

「ん。管理人といえばキョーコさん。ひよこのエプロンが基本」

「見た目が明らかに日本人じゃねえから却下だな」

「むう」

「つうか、多分元ネタはあれだろうと思うが、どっちかっつうと雰囲気や立ち位置はレラさんの方が近いだろうが。さすがにまだこの子には似合わねえし、元ネタどおりになると未亡人確定とか縁起でもねえ」

　しょっぱなにネタに走って達也に却下され、不満そうに唸うなる澪。反論の余地もないのがさらに不満らしい。

「他に候補は？」

「うーん、そうねえ。アマーリエ、ヴィルマ、ブリュンヒルデ、ガブリエーラ、ブリジット、あたりかしらねえ……」

「真琴姉、何でドイツ風？」

「ベースがフォーレ人だから、なんとなくね」

「なるほど」

　真琴の言う理由になんとなく納得しつつも、どの名前にもピンとこない一同。言った真琴自身も、どちらかというとそういう印象らしい。

　やはり、響きが強めの名前が多いのが影響しているのだろう。今の管理者の全体的な容貌や雰囲気は、あまり勇ましかったり気が強かったりする感じではない。

「つうか、あたし達に相談してくれるのは嬉うれしいんだけど、やっぱりこういうのは主である宏が考えて決めるべきよね」

「外国人の女の子の名前なんざ、そうそう思いつくかいな……」

　真琴にそう言われ、難しい顔で考え込む宏。だが、一生を左右するのだからちゃんとした名前を考えねば、などと気負ってしまい、思考が空回りして名前らしいものすら思いつかない。

　結局それほど経たずに考えるのを諦めて、助けを求めるように春菜に視線を向ける。

「春菜さん、何かある？」

「なくはないけど、もうちょっと考えてもいいんじゃないかな、って思うよ」

「いや、でもなあ」

「一生を左右するんだからちゃんとした名前を、っていうのは分かるんだけど、あえて難しく考えずに、見たままの印象から名前を決めてもいいんじゃないかな。変な名前とか悪い名前とかになりそうだったら、私達全員で止めるし」

　だから、〝気楽に〟と言う春菜の助言に従い、いったんややこしいことは全て横に置き、もう一度じっくり管理者の姿やしぐさを観察する宏。

　ぱっと見て目を引くのは、やはり若葉のような髪だろう。みずみずしい緑は、さわやかな生命力を感じさせる。次に印象に残るのは、アメジストのような澄んだ紫の瞳。どことなく、理知的な印象を与える瞳である。

　顔の輪郭などはフォーレ人の特徴であるややシャープで力強い曲線を持っているが、全体的な印象はむしろ大人しそうな感じである。少なくとも、フォーレ人の共通仕様であるパワフルさは感じさせない。

　身体全体は細く未成熟だが、すでに出るべきところが出始めていることもあって、強く若々しい生命力と未来に対する期待を全身からにじませている。例えるなら、若木か若草であろう。

　若葉、若木、若草──全体的に植物のような印象が強いことに気がつくと、そこからするするといくつかの単語が連想ゲームのように思い浮かぶ。

「せやなあ……」

「何か思いついたの？」

「ローリエ、とかどない？」

「悪くないと思うけど、どういう由来？」

「何かな、髪の毛見とったら若葉みたいな印象があってな。日本人的な風貌やったらそのままつけても問題ないんやけど、さすがにこの容姿で若葉はないやろう、っちゅう感じで考えてん。で、素直に考えたらリーフやけど、リーファ王女と紛らわしいから、ちょっとひねってローリエ、っちゅう感じでな」

「なるほどね」

　宏の説明に何度も頷く春菜。やればできるじゃない、という表情で親指を立ててみせる真琴。達也と澪もそれぞれに問題ないことを態度で示す。

　仲間達の反応で大丈夫だと確信し、じっと観察されて無表情のまま恥ずかしそうにしていた管理者に再び視線を向ける宏。

　宏の視線が再び自分に向き、ついにきたかと身構え、確認の言葉を待つ管理者。

「ほな、自分の名前は今日からローリエな。不満があったら先言うてくれたら、また頑張って考えるわ」

「いいえ。ローリエがいいです。ローリエでなければ嫌です」

「気に入ってくれてよかったわ。とりあえずそれで城に登録な」

「はい」

　宏の確認に、前のめりで気に入ったことを告げる管理者ことローリエ。

　その様子を、微笑ほほえましく見守る一同。

　非業の死を遂げたエルザの巫女・カーラは、宏の手によって神の城の管理者・ローリエとして、新たな人生を歩み始めるのであった。




　　　　☆




　その日の深夜、マルクト北北東の国境地帯。

「……来やがったか」

「……ああ。情報のとおり、化け物ばかりだな」

「……お前達、任務の内容を忘れるなよ。俺達の役目は、あいつらの殲せん滅めつじゃない。使える手を何でも使って時間稼ぎしながら、ある程度相手の戦力を把握して逃げることだ。間違っても先走って突っ込んでいって無駄死にするんじゃないぞ」

「……分かってる。そもそも、見て分かるだけでもあんな化け物が街道埋め尽くすぐらいいやがるんだ。俺達の装備と腕で勝負になるかどうかぐらい分かる」

　ガストール方面からついに現れたウォルディス軍を目視で確認し、哨しょう戒かいに当たっていたマルクトの兵士達がひそひそと話し合う。彼らの駐屯地はここから数キロ離れた場所。すべきことは、そこに到着するまでの時間稼ぎと戦力の確認である。

　とはいえ、哨戒任務など、そんな大人数では行わない。なので、できることなど限られている。

「……とりあえず、報告に行ってくる。お前達もほどほどのところで引けよ」

「分かってるさ。ここらに仕掛けた罠わなを三つ。それが限界だろう」

　リーファの亡命をきっかけに、近いうちに必ずウォルディスが仕掛けてくるとの確信のもと、せっせと積み重ねてきた準備。そのうちの一つが、ついに実を結ぶ日がやってきた。

　とはいえ本格的な装備は、つい最近中核となる精鋭部隊を中心に配備されたところで、残念ながらこちらまでは回ってきていない。本来、良い装備は最前線に優先されるべきなのだが、輸送と予算の都合で彼らのような下っ端に与えるのは不可能であった。

　故に、彼らができることといえば、思いつく限り仕掛けた罠を有効利用し、その精鋭部隊が前線に駆けつけるまで時間稼ぎすることである。

　だが、実は悲観するようなことばかりでもない。本格的な装備こそ精鋭部隊に全部持っていかれているが、代わりに彼らには魔鉄製の装備が支給されているのだ。

　今までなら最前線で使い潰つぶされてしまうような部隊に、魔鉄装備などという代物が配備されるなんてことはなかった。そのことからも、彼らの命を軽視したり無駄死にさせたりするつもりはないというマルクト上層部の強い思いが伝わってくる。

　他にも、今まで戦場はおろか普段の生活時ですら手にしたことのないような食料や消耗品も持ち込まれており、現場の人間としては、それだけでも十分に祖国のために命をかける気になれるのだ。

「さて、タイミングを計るぞ。連中の侵攻ルートなら、まずは三番だな。位置につけ！」

「おう！」

「化け物なんぞに、我がマルクトをいいように踏み荒らさせてなるものか!!」

　絶望的な数、絶望的な力量差を前に、士気も高く挑んでいく哨戒チーム。

　ウォルディスとマルクトの戦いは、静かに幕を上げるのであった。








邪神編　第一〇話






「ウォルディスのモンスター兵が、ついにマルクトに攻め込んだようだ」

「来ると思ってましたよ。まあ、予想よりちょっと早いですがね」

　翌朝。朝食の席でレイオットから報告を受け、達たつ也やが正直な感想を告げる。

　ウォルディス国内、およびウォルディスが侵略中の地域にて、各種アイテムによる通信が妨害されていることを考えると、レイオットのもとに情報が届いている時点で、ほぼ軍事行動は終わっていると見て間違いないのだ。

　なぜなら、ウォルディスの軍勢はモンスター兵。一般的な軍より行軍速度が大幅に速く、また兵へい站たんの問題もモンスターであるがゆえにそれほど考えなくてもよいため、荷駄などが足を引っ張ることもない。

　レイオットや達也の見立てではあと一日ぐらいの猶予はありそうだったのだが、その猶予がなかったといっても驚くに値するほどではない。

　なお他の王達は、朝一に情報を貰もらった時点でそれぞれの国に戻っている。元々、進しん捗ちょく確認のためにいったん帰る予定だったので大きな問題はない。昼頃には戻ってくるだろう。

「それで、確認しておきたいことが二つある」

「なんや？」

「現在、この城がどのあたりに来ているのかと、我々がどの程度この城を利用させてもらっていいのか、だ」

「せやなあ。位置に関しては、十一時頃にはアルファト上空に、そのまま進めるんやったら二時前には国境近くに到着する感じやな。ローリエを管理者に設定したから、大分スピードは上がっとるし」

　そこまで言って言葉を切り、少し考え込むような様子を見せる宏ひろし。そのまま、ちらりと達也の方へ視線を向ける。

　宏の視線に小さく頷うなずき、達也が口を開く。

「どの程度城を使っていいのか、に関してですが、その前にこっちからも確認しておきたいことが」

「なんだ？」

「正直な話、俺達はウォルディス自体にはこれといって因縁の類たぐいはないんですが、そっちはどの程度まで付き合わせるつもりですかね？」

「どの程度、か……」

　達也の言いたいことを察し、難しい顔で沈黙するレイオット。

「達たつ兄にい、どの程度って？」

　その言葉の意味がピンとこなかったらしい澪みおが、小首をかしげて確認する。彼女の認識では、ウォルディスと邪神教団と邪神は完全に一体になっているのだ。

「ウォルディスの国王がモンスターになっちまってるからちょっとややこしいが、本来俺らが相手にしなきゃならないのは邪神と邪神教団であって、ウォルディスって国じゃねえのは、分かるよな？」

「ん。でも、ウォルディスの王様が邪神教団のモンスターなら、必然的にウォルディスと事を構えるんじゃ？」

「その認識も間違っちゃいないが、俺らが気にしてるのは、邪神と偽王を排除し、モンスター兵を全部駆逐したあとのことだ」

「それが終わったら、ウォルディスとの戦争なんて終わってるんじゃ？」

「とも限らない。リーファ王女派の連中が生きてたように、邪神と無関係な勢力が全滅したとは言い切れない。で、その生き延びた勢力が、ファーレーンをはじめとした五大国やマルクトに協力的だとも断言できない。仮に元々のウォルディスの思想に近く、そのうえ邪神教団とも一切無関係な一派がそれなり以上の軍事力を保った状態で生き延びていた場合、そいつらと俺達が事を構える理由はない、ってのが今の話なんだが、分かったか？」

「ん、理解した。言われてみれば、ウォルディス全部が邪神教団だとは誰も言っていない」

　澪が納得したところで、達也がレイオットに視線を向ける。

　達也に視線で促されて、レイオットが重い口を開く。

「まず最初に、ウォルディス国内の邪神教団排除後は、西部三大国とファルダニアにお前達を関わらせる気はない。生臭い話になるが、あまり戦功を立てさせると各国の政府内で警戒が強まってややこしいことになるからな。それに、ウォルディスの領土をどうするかという話し合いについても、お前達に頼りすぎると新たな揉もめごとのきっかけになりかねん。もっとも、お前達が旧ウォルディス領を欲しいというのであれば、好きなだけ暴れてくれて構わん。後々のために、リーファ王女の血筋の誰かをお前達の国のトップ、もしくはその嫡子と結婚させる必要はあるが」

「ということらしいけど、宏は領地とかいる？」

「欲しかったらこの城拡張するから、わざわざ人様の土地なんざいらん」

　宏の言葉に頷くレイオット。

　一応、この世界とつながっている神の城ではあるが、半分は独立した異世界だ。資材やエネルギーが足りれば、実質無限に拡張できる。

　そのことを説明され理解しているだけに、アズマ同盟に参加している王族達は、宏達が領土的な野心を持つことなどあり得ないと心の底から納得している。というより、門の外に広がっていた大平原や大海原を実際に見て、領地が欲しければ拡張するという言葉を疑うのは難しい。

　だが、それを直接関わっていない人間に説明しても、到底納得などしてもらえないのもまた、事実である。

　ならばどうするのか。できるだけ大人しく、攻撃的なことはしないようにすればいいのだ。

「それで、我々はどの程度利用させてもらっていい？」

「ぶっちゃけた話、せいぜい難民と怪我人の一時避難場所として以上は貸さんつもりや。やろう思ったら大規模な兵員輸送も物資供給もできるけど、そこまでやったらうちらの領分超えるやん」

「そうだな。こちらとしても、その程度で抑えてくれるほうがありがたい。はっきり言って、この城の防衛能力やお前達の持つ供給能力は魅力的だし、神の船やワンボックスカーの兵器も使ってもらえるのであれば非常に助かるのは事実だ。だが、それを実際にやってしまえば、我々の負債が大きく増えるうえに政治的な後始末が面倒になる。そうでなくても不本意ながらいろいろ頼りきっているのだから、これ以上本分ではないところで手を借りては信義にもとる。今更と言われれば今更の話だが、な」

　今更と言われれば今更、と口にしたときのレイオットの自嘲するような表情に、思わず苦笑が漏れる宏達。

　こちらに飛ばされて一番最初に住みついた場所だけあってか、ファーレーン王家とアズマ工房の関係の深さは、他の王家とは一線を画する。そのため、彼らの活動により一番多くの利益を得ているのがファーレーン王家であり、本分ではないところで手を借りるのも今更、とレイオットが自嘲するのも無理はない。

　ただし、ファーレーン王家や第三者から見ればそうでも、宏達の側から見ればまた事情が違ってくる。

　というのも、宏達は宏達で、それなりに上う手まくファーレーン王家を利用して、ちゃんと大きな利益を得ているのだ。

　たとえばインスタントラーメン工場などのように、ファーレーン王家を巻き込むことで面倒なところを全部丸投げして、やりたいことだけをやっているケースはいくつかある。

　工房の拡張にしても、ファーレーン王家やメリザ商会が借りを返すためと勝手にせっせと骨を折ってくれ、さらに不必要に妬ねたまれないように裏で動き回ってくれているため、毎回余計なことに手間をかけずに済んでいる。

　また、装備品を格安で押し付けたりといった行動も、一見してファーレーン王国だけが一方的に利益を得ているように見えて、その実、素材を消費するために作ったはいいが倉庫を圧迫し処分に困っていた不良在庫を、貨幣経済に混乱を与えずに体よく厄介払いしているだけだったりする。

　そもそも一般的な地位や名誉、金などは宏達にとって利益たりえない。金が利益となりえた時期もあったが、それも最初の工房を入手するまでのわずかな期間であり、それ以降はある程度好き勝手をやっても問題にならない、後始末は国が勝手にやってくれる、という立場が一番の利だったのだ。

　利害の利の部分が他の人間から見れば嚙かみ合っていないように見えるだけで、宏達はちゃんと利害に基づいて動いているのである。

　その自覚があるだけに、レイオットの考え方には苦笑するしかなかったのだ。

「あと、とりあえず確認しときたいんやけど、ウォルディスのモンスター兵に仕掛けるん自体は問題あらへんか？」

「ああ。一応軍の体裁は整えているようだが、結局のところ連中はどこまで行ってもただのモンスターだ。アズマ工房としてあれに仕掛けたからといって、誰かに何かを言われるようなことはない。そもそも、お前らは冒険者としての側面も持っているしな。ただし、ウォルディスの領内に直接仕掛けに行くのは、こちらの許可を取ってからにしてくれ」

「なるほどな、了解や」

　それで、お互いに今確認すべきことは終わったとばかりに、食事に意識を戻す宏達。

　程なく食事を終えたところで、それまでずっと黙っていたエアリスが口を開く。

「ヒロシ様。そろそろ他の巫み女この方々に声をかけて、一度集まっていただいたほうがよろしいのではないでしょうか？」

「せやなあ。やっぱりそのほうがええか？」

「はい。このお城は言ってしまえば動く地脈ですし、邪神教団やモンスター兵との戦いを考えるなら、できるだけ現場の近くで儀式を行ったほうがいいものもあります。それに、昨日の初期設定で聖堂を用意していただいていますので、設備という面でも各神殿の本殿とまったく遜色はありませんし」

「なるほどな。ほな、許可は出すから、ちょっと代わりに呼んできて。誰呼んでくるかの判断はエルに任すわ」

「分かりました。そうですね、アルチェムさんとジュディスさんは確定、ナザリアさんとサーシャさんもいたほうがよろしいでしょう。プリムラさんはまだザナフェル様の巫女として調整中ですので、それが終わるまではザナフェル様の元におられたほうがよさそうです」

「つまり、基本はいつものメンバーっちゅうこっちゃな。分かった、それで頼むわ」

「はい」

　宏から許可を得て、一つお辞儀をしてエアリスが転移する。それを見届けた後、次の行動を考える宏。

「やっぱり、何ぼ考えても人手が足らん。アルファト着くまで、作れるだけのドールサーバントとかオートマタ作っとくか」

「じゃあ、私は昨日に続いて、野戦食とか作れるだけ作っておくよ」

「ボクはファム達のサポート」

「んじゃ、俺と真ま琴ことは、こっちに避難してる人達の手伝いでもしとくか」

「そうね」

　とにかく、やるべきことはいくらでもある。ほんの少しの時間でも可能な限り無駄にしないように、大層勤勉に働く日本人一同であった。
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　神の城が到着したとき、最前線はマルクト軍がいつ瓦が解かいしてもおかしくない形で、どうにか膠こう着ちゃく状態を保っていた。

「こらまた、えらいことになっとんなあ……」

　大量のモンスター兵と乱戦になりながら、必死になって前線を維持しているマルクト軍。ローリエによって投影された巨大モニターでその様子を見て、どう手を出すか悩みながら後方に城を着地させる宏。

　マルクトの首都であるアルファトに寄った際、宏達が頼まれた事柄は負傷兵の保護と治療のみ。戦闘に関しては、介入しろともするなとも言われていない。

　場合によっては、精鋭部隊が到着するまで一時的に兵を回収して籠城することも頼まれているが、現状では彼らが神の城に逃げ込むような余裕すらなさそうだ。

「なあ、ヒロ。このままいくと、そんなにかからずに全滅しないか？」

「せやねんなあ。っちゅうたかて、迂う闊かつに大規模な攻撃ぶちこめる状態でもあらへんし」

「だよなあ。少なくとも、天地波動砲以上の攻撃は無理だ。余波でマルクト兵も巻き込む」

　明らかに分の悪い戦況に、中立論などあっという間に投げ捨てて介入を考える宏と達也。

　これが普通の戦争であれば、どちらか一方に肩入れしようなど考えなかった。それ以前にそもそも、宏達が関わることなどなかったであろう。関わったとして、せいぜい負傷者の治療ぐらい。こんな場所に神の城を持ってくることなどなかった。

　だが、今の状況はどう見ても、軍が必死になってモンスターの大規模発生に抵抗しているようにしか見えない。この現場を見ていれば、アズマ工房がウォルディスとの戦争に介入したなどと非難することは誰にもできまい。

　もっとも、こういう状況になるのがほぼ確定していたからこそ、宏達がわざわざ最前線に神の城を運んできているのだが。

「てか、モンスターがいるから、こういう大規模な戦争はできなかったんじゃないの？」

「真琴姉、今それ言っても意味ない。介入するかどうか、介入するなら何をするか決めないと」

「澪の言うとおりやな。っちゅうても、とりあえずできそうなことっちゅうたら春はる菜なさんの歌増幅して聞かせてみるぐらいやけど」

「そうだね。なんとなくだけど、般若心経シリーズか聖歌なら、ちゃんと相手だけを弱体化させられそうだし」

　などと言いながら、歌の準備に入る春菜。その意図を汲くんだかのように、世界樹の根元、コアルームの反対側にある聖堂でスタンバイしていたエアリスから通信が入る。

『ハルナ様。戦場全域に聖属性の強化フィールドを張ろうかと思うのですが、いかがでしょうか？』

「お願いして、大丈夫？」

『はい。こういうときのために、ここに揃そろっているのですし』

「じゃあ、お願いするね」

『お任せください』

　春菜から要請を受け、儀式に入るために通信を切るエアリス。

「マスター、舞台の準備は整えておきました。ハルナ様、大ホールへお願いします」

「段取りええなあ、助かるわ。スピーカーとかは？」

「すでに起動とテストは完了しております。現在戦闘状態になっている全域に音が届くよう、遠隔操作のスピーカーも放出、配置済みです」

「了解や。ほな、春菜さん」

「うん。宏君達は、ここで他のことを進めておいて」

「分かった」

　主達の意図を汲み、先回りで準備を完了させているローリエ。昨日の時点でそれなり以上の数のドールサーバントが用意されていたからこそ、可能だった荒業だ。

「あとは、負傷者をどうやって保護するか、やな」

「モンスター兵が引かない限りは、保護なんて無理だろうな」

「劣勢になったわけでもないのに、相手が引くわけないわよね。というかそもそも、あいつらの命令系統って、どうなってるのかしら？」

「師匠、達兄、真琴姉。指揮官は多分あれだと思う」

　頼まれている負傷者の保護。それをどう果たすかを相談しているうちに、澪がモンスター兵の中に混ざっているそれっぽい存在を発見する。

　といっても、外見的に統一感のないモンスター軍だけに、見た目に何か分かりやすい違いがあったわけではない。ただ、動きを見ている感じでは他のモンスター兵に指示を出しているように見えるし、比較しなければ分からない程度の差ではあるが見た目そのものも他のに比べて強そうだ。

「あれだけか？　他にもおりそうやけど」

「多分、探せばもっといるだろうな。ただ、総大将はこんな前線にはいないとは思うが」

　などと言いながら、もう一度戦場全体を確認する。一度見つけてしまえば不思議と見分けやすくなるもので、次々と指揮官を発見していく宏達。

　その結果、小隊長から中隊長ぐらいの指揮官と思おぼしき存在が、全部で二十五体ほど確認できた。

　そいつらを全て発見したタイミングで聖属性強化フィールドが戦場を覆い、春菜の聖歌が響き渡った。

「さて、ここでの問題は二つ。あれをどうやって排除するかと、排除したとして連中がどう動くかやな」

「マスター。現在、この城は稼働率が六割程度です。防衛機能を優先したため、まだ攻撃手段が使えません。攻撃するには、城の外に出る必要があります」

「せやな。残念ながら、安全圏から、とはいかん」

　ローリエの指摘に頷き、少し考え込む宏。残念ながらこういうとき、宏達にはちょうどいい攻撃手段が少ないのだ。

「澪の狙撃は……」

「距離がありすぎて無理」

「やんなあ。天地波動砲とかは、最初言うたみたいに余波がヤバすぎてアウトやし……」

　結局、なんとなく攻撃する流れで宏達の話が進んでいく。

　春菜の歌の効果で敵の動きが鈍ったことと乱戦ぶりがひどすぎて迂う闊かつに手を出せないことから、状況の緊迫ぶりとは裏腹に実にのんきな感じで話し合いが進む。

　とりあえず巨大化ライトで誰かを巨大化させる、もしくは小型化ライトで敵を片っ端から小型化する、あたりで話がまとまりかけたところで、宏が何やら思い出す。

「せやせや。よう考えたら、神の船のミサイル、威力的にちょうどええんちゃうか？」

「そういや、そんな武装もあったわね」

「乗りもんの武装はほとんど使わんから、どうも忘れがちやねんなあ」

　そう言いながらも、さっさと神の船を出すべく本宮の外に出る宏達。

　空から攻撃できることと爆発の範囲が限定的なこと、そしてミサイル自体に結構な誘導性があることから、後方の指揮官個体に撃ちこむ分には誤射や巻き添えのリスクも自分が殴られるリスクも低い。

　やっと適度な介入手段を見つけたことで、少々前のめりに行動しようとする宏達。

　そんな彼らをさらに焦らせるように、ウォルディス軍が展開している場所、その中央付近で急激に魔力が膨れ上がる。

「こらやばい！　急いで潰つぶさんと！」

　焦りながらも神の船を出し、大急ぎで乗り込んで離陸させる宏。誰にでも分かるほど巨大な魔力に、絶望を感じつつも一切引く気配を見せないマルクト軍。上空を駆け抜ける複数の大きな影。

　そんな彼らををあざ笑うかのように魔力が膨れ上がっていき……。

「まてい!!」

　聞き覚えのある声が戦場全体に響き渡ると同時に、まるで妨害系のスキルでも食らったかのように一瞬で魔力が霧散する。

「泣き叫ぶ無む辜この民を踏みにじり、笑いながら蹂じゅう躙りんする。己が欲望を満たすために他者の故郷を奪うは、畜生にも劣る行いと知れ。人、それを侵略と言う！」

　いつの間にか戦場に現れ、地面に着地していた白い大きなワイバーンの群れ。その中でもひときわ巨大な個体の頭上にいる人物が、朗々と口上を述べる。

　あまりに唐突に現れた謎の人物。太陽の向きを完全に無視した逆光のおかげで、どう頑張ってもシルエットしか見えないところが、その謎さ加減に拍車をかける。

　そんな怪人物とワイバーンの群れ。その両者の相乗効果で、戦闘は完全に中断していた。

「何者だ!?」

　不気味な沈黙の中、この戦闘においてウォルディス側としては初めて、指揮官らしいモンスターが人間の言葉で叫び声を上げる。どうやら、先ほど大魔力で攻撃しようとしていた個体らしい。

　あえて人間だと、会話が通じる可能性がある相手だと思わせないよう、人を小馬鹿にした笑顔を浮かべながらずっとモンスターのふりをしていた指揮官。そんな彼をしてついつい声を上げてしまうほど、この怪人物の登場は衝撃的だったらしい。

「様式美に従うなら『貴様らに名乗る名などない！』と答えるところだが、ここはあえてこう名乗ろう。全ての女性の下僕、お兄様スイート・ブラザーだ！」

　その声と同時に、不自然な逆光が消え怪人物の姿が余すことなくさらされる。

　そこにいたのは、まごうことなき変態バーストであった。

　ただ唐突に現れただけならまだいい。

　問題なのはバーストの姿で、彼は登場時、自分だけの努力ではどうにもできないいくつかの事情が重なり、ブーメランパンツと若干の服の残骸、そしてなぜか無傷のマスクとカタール以外はほぼ全裸という、本来ならとても人様の前に出られないような格好をしていたのだ。

　しかも厄介なことに、『お兄様スイート・ブラザーだ！』と高らかに名乗った瞬間、力みすぎたのか、辛うじてちゃんと機能を残していた最後の砦とりでが、力尽きたようにはじけ飛んでしまう。

　幸いにして、見えてはまずい場所は全て、どの角度から見ても不自然な自然光やワイバーンの頭部の角などで隠されているが、それを踏まえても戦場に乗り込んでくるような格好ではない。

　その変質者全開の姿に、その手の倫理観など最初から持っていないはずのモンスター兵すら絶句し、完全に動きを止めていた。

　なお、かなりどうでもいい話だが、ゲーム『フェアリーテイル・クロニクル』には、開発がノリと勢いで実装したとしか思えないネタスキルが多数存在している。

　その中の一つに裸族御用達の局部修正という、湯気や自然光、葉っぱ、障害物などで見えてはいけない場所を隠す実に分かりやすい効果のスキルがあった。スキルレベルが上がれば上がるほど隠される範囲が減少し、最終的にはインナー装備時とほぼ同じ範囲だけ湯気や自然光が覆い隠すという、誰もが認めるバカスキルである。

　ちょうどバーストは、そのスキルを完全に極めきったぐらいの範囲だけ露出している感じだ。なぜこんなスキルをマスターしているのか、という疑問はあるが、そこはもうバーストなので気にするだけ無駄であろう。

　もっともこの世界の場合、習得すらしていなかったはずのスキルが、ある日突然最大レベルまで育っていることがごくまれにあるため、バーストが好き好んで習得して育てた、という証拠もない。

　そもそもバーストの変態性とは方向性が違うので、自力で習得して育てたとなると、微妙にしっくりこないところではある。

「行くぞ、ワイ太郎、ワイ美、ワイ吉、ワイ助、ワイ香!!」

「「「「「クエ～!!」」」」」

　その隙すきを見逃さずワイバーン達に声をかけ、ウォルディス軍に襲いかかるバースト。声をかけられた五匹に続くように、他のワイバーン達も容赦なくウォルディス軍を食い荒らす。

「成敗!!」

　そんな中、雑魚をワイバーン達に任せ、バーストは先ほど大魔力を発射しようとしたモンスター兵を一撃のもと解体する。相変わらず、不意打ちからの一撃は健在のようだ。

　余談ながら、バーストが縦横無尽に動き回っている間中も、謎の自然光その他はずっと仕事を続けており、どの瞬間を切り取っても局部がしっかり隠れているのはここだけの話である。

「……逆光からの割り込みと口上、そこからの無双での逆転とか、変態にやられるのってなんとなくものすごく腹が立つわね」

「……タイミングとか挙動とかが妙に完璧なのが、余計に人の神経逆なでするよな、あれ」

「……大事なものを汚された感じ」

「……久しぶりに悪質なパロディ見た気分やな」

　バーストの活躍に、いろいろ釈然としないものを感じて少々不機嫌そうにコメントする宏達。その間にも、バーストは次々と指揮官モンスターを仕留めていく。

　バーストが無事だったのは喜ばしく、怪我人も死人も多数出て全滅コース一直線だった今の戦況を変えてくれたのも十分にありがたい。なのに、素直に感謝する気にも喜ぶ気にもなれないのはどういうことだろう。

「……まあ、変態兄さんが頑張ってくれとるし、今のうちに助けられる怪我人は全部回収や！」

「お、おう！」

「そ、そうね！」

「お仕事……」

　変態の変態らしからぬ活躍とその悪質なパロディぶりに完全に状況を忘れていた宏達が、ようやく己の仕事を思い出して行動を開始する。今回は城の転送機能を使ったほうが早いと判断し、各種ステルスアイテムで姿を隠して戦場へ散っていく。

「総員撤退！」

　同じタイミングで、我に返ったマルクト軍の指揮官が撤退を指示する。その動きを見て、城と自身のステルスモードを解除し、指揮官の前に移動して宏が声をかける。

「こちらアズマ工房の工房主、東あずま宏です！　マルクト王の要請を受けて支援しに来ました！　あの城は安全圏ですんで、あそこに逃げ込んだってください！」

「……疑っている余裕はないか！　聞いたな！　全員、あの城へ逃げ込め!!」

　壊滅的な被害を受けている自軍の状況を考え、一か八かで宏の申し出を受け入れる指揮官。その背後では撤退を支援するかのように、ワイバーン達がウォルディス兵を片っ端から蹂躙している。

　あわや壊滅するかと思われたマルクト軍。その生存者が神の城へ逃げ込み、宏達が取り残された治療可能な怪我人を全員回収したのとほぼ同時に、ワイバーン達の総攻撃で潰かい走そうし始めたウォルディス軍が一兵残らず殲せん滅めつされた。

「よう、ご苦労さん」

　戦闘の終了を確認し、ワイバーンの頭から飛び降りて宏達に声をかけるバースト。いまだに自然光は頑張って仕事を続けている。

「お巡りさん、この人です」

「お巡りさん、僕です!!」

　そのあまりに堂に入った変態ぶりに思わずネタをぶつけた澪に対し、やたらめったらよく通るいい声でそんなネタを返すバースト。

　余談ながら、お巡りさんという単語は、例の英雄によってほぼ日本と変わらない意味でマルクトに定着している。
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「自覚があったのかよ!?」

「いや、様式美じゃないか」

「そういう問題じゃないわよ！」

「まあ、そういう問題じゃねえわな。っつうか正直、あのハルナって姉ちゃんがいなくて助かったわ。あの娘がいると、ちっと洒落しゃれですまない感じがするしなあ」

　珍しく少々困った様子を見せながら、ポリポリと頭を搔かいてそう言うバースト。

　状況とノリでいろいろやってしまったが、地味に本人も全裸がまずいという自覚ぐらいはちゃんと持っているのである。いくら不自然な自然光が仕事をしていても、それで許されるわけではない。

　もっとも真琴と澪に関しては、全裸をさらして暴れていても洒落ですむとバーストに思われており、しかもそれを肯定しているのと変わらない反応を示している点については、いろいろ突っ込むべきではあろうが。

「でまあ、悪いんだが、誰か服譲ってくれね？」

「そうやと思って、今用意してるからちょい待ち」

　バーストの頼みを快く聞き入れ、男物の服を数点鞄かばんから取り出す宏。状態的にモザイクがかかっている映像と大差ないとはいえ、全裸の細マッチョな男などマジマジと見ていたいものではない。そうやって用意した服を渡そうとしたその時、

「何やってんだこの腐れ兄貴!!」

「わいば～ん!?」

　どこからともなく現れた僧服姿のウサギ系獣人の男にメイスでホームランされ、バーストが意味不明な悲鳴を上げてお星さまになる。

　なぜ悲鳴が『わいば～ん!?』なのかは、恐らく口にしたバースト自身も分かってはいないだろうが、昭和終期のギャグマンガ的な流れとしては完璧といっていい展開である。

「すみません、うちのあんちゃんが見苦しい姿をお見せして……」

「いやまあ、何で全裸やったんかは大体予想はついとるし、その理由が正しかったら恐らく変態兄さんにとっても不可抗力やし、ここにおるメンツはあんまり気にしてへんけど……」

「いや、そういう問題じゃねえんで」

　とりなすような宏の言葉に、やけにきりっとした顔できっぱり言い切る僧服ウサギ。

　これがバーストの実の弟であり、兄専属の突っ込み役＆制裁役のイーヴァスと、アズマ工房との出会いであった。




　　　　☆




「人の話を聞く前に吹っ飛ばすのは、さすがによくないと思うぞ弟よ」

「普通、女性の前で身内が全裸さらして変態行為してりゃ、問答無用で吹っ飛ばすだろうよ」

　戻ってきてちゃんと服を着たバーストが、真っ先に弟に対して苦情をぶつける。その苦情に対して、取りつく島もない態度を見せるイーヴァス。

　ようやくたどり着いたマルクトの精鋭部隊が被害の確認と今後の侵略に備えた準備を行っている中、空気を読まずに行われるバーストへの尋問。ワイバーンの群れがその様子をじっと大人しく観察しているところが、異様な空気を醸し出して実にシュールである。

「実の身内が全裸で戦場を飛び回ってるの見たとき、俺がどんな気持ちだったか分かるか？　あんちゃん、俺本気で情けなかったんだからな」

「お兄ちゃんだって、別に好き好んで全裸で暴れ回ってたわけじゃねえぞ。そもそもの話、俺らみたいな使い捨てのアサシンが、ワイバーンに食われかけて無事に済むような防具着てるわけねえじゃん」

「そりゃそうかもしれねえけど、それ言い出したらそもそも、何であんちゃんはワイバーンに食われかけて無事だったんだよ？」

「そりゃ、お兄ちゃんだからな」

　バーストの答えになっていない答えに思わず眉間を押さえ、いろいろ諦めたように首を左右に振って尋問を続ける。

「まあ、理解できないけどそれはいいとして、だ。ワイバーンに食われかけて無事に生き延びてるあんちゃんが、どうして予備の服の一着も持ってなかったんだよ？」

「そりゃ、荷物を持ってない状態で拉致されたからな。そもそもこっちは身軽さが身上のアサシンだぜ？　いくらなんでも、ベースキャンプの護衛中に予備の服まで持ち歩いてねえよ」

「持ってなくても、現地調達ぐらいできるだろうが！」

「あのなあ。そっちの工房主じゃあるまいし、ワイバーンが生息してるような場所で手に入る皮とか繊維なんか、お兄ちゃんに加工できるわけないだろう？」

「適当に切って腰に巻くぐらい何でできないんだよ!?」

　イーヴァスのその台詞に、宏と澪、バーストの三人から『何言ってんだこいつ』、という視線が突き刺さる。達也と真琴もどこか遠い目をしているあたり、同じことを考えて失敗した経験があるのだろう。

　実際のところ、トロール鳥ぐらいまでのモンスターならともかく、ワイバーンが普段生息している土地で狩れるモンスターは、解体はともかく加工となると、どんな単純な作業でも職人技なしには不可能だ。

　解体の段階までは、生産スキルなしでもまったく問題はない。せいぜい貴重な素材が分からずに無駄にするぐらいで、解体そのものは普通にできる。

　だが、一度解体して素材にしてしまうと、今度は急に単純な加工すら素人には許されなくなる。

　たとえば皮の場合、適当なサイズに切ろうとしても刃物が通らなかったり、わけの分からない切れ方をしたりと、なぜか初歩的な加工すら上う手まくできなくなるのだ。

　さらに、洗浄して血の臭いを落とすのがまた難易度が高い。特に解体途中だと、変に切り落とすとやたら血の臭いなどが染みやすくなるので、さらに問題はひどくなる。

　たとえアサシンでなくても、ワイバーンが飛び回りイビルタイガーやヘルハウンドの上位種がうろうろしているような環境で、こびりついた血の臭いを周囲にこれでもかとまき散らすような皮を身にまとうなど、自殺行為以外の何ものでもない。バーストが諦めるのも当然であろう。

　ネットゲームで言うところの後半マップ的な地域に飛ばされて、現地調達で衣食住を確保できるのは宏か頑張ってもせいぜい澪ぐらいなのだ。

「なあ、変態兄さん。こっちのツッコミ兄さん、もしかしてヘルハウンドとかばらしたり加工した経験あらへん人？」

「弟の私生活まではちゃんと把握してねえが、多分そんな経験はないだろうなあ。あったら、こんな頭の悪いこと言わねえし」

「そうよねえ。あれを経験してたら、絶対に出てこない台詞よねえ、あれ」

「ん。そんな簡単だったら、師匠もボクも春はる姉ねえも苦労はしない」

　どうにも自身には理解できない理由で、駄目出しの集中砲火を食らうイーヴァス。

　なぜか味方が一人もいないことから、どうやら適当に切って腰に巻くだけ、というのが不可能なのは理解したが、どうにも釈然としないものを感じる。

「……それが無理ってのはまあいいとして、何で全裸のままでワイバーンに乗ってこんなところで暴れてるのさ？　途中で服調達するとか考えなかったのかよ？」

「最初はオルガ村で調達するつもりだったんだよ。服がないのと同じ理由で文無しだから、自分の荷物回収するかシームリットの家に書き置きしてちょっと服を拝借する予定だった。一応言っておくが、さすがに勝手に持っていくのは弟に悪いから、あとで埋め合わせはするつもりだったんだぜ？」

「いやまあ、あんちゃんがいなきゃ俺ら生きてねえから、俺もシームリット兄ちゃんも服ぐらいあんちゃんにいくらでも提供するけどさ。じゃあ、何でそうしなかったんだよ？」

「ワイ太郎がな……っつうかワイバーンがモンスターとしての本能に逆らえなくて、ここの大規模戦闘を発見した途端、一直線に突っ込んじまったんだよ。オルガ村まで到底歩いていける距離じゃなかったから、ワイ太郎に頼るしかなくて、どうにも防ぎようがなかった」

「……そもそも、何でワイバーンと意思疎通できてんだよ？　つうかそのワイバーン、何で瘴しょう気きの欠片かけらもないんだ？」

「そりゃまあ、ワイ太郎達は御み仏ほとけの教えに目覚めてるからなあ。それに、お兄ちゃんと意思疎通できるのは、ずっと一緒に暮らしてたからだし。なあ、ワイ太郎？」

「クケ～!!」

　バーストに呼びかけられて、そのとおりとばかりに胸を張って高らかに鳴くワイ太郎。ものすごく仲がよさそうだ。ワイバーンとは思えない、つぶらな瞳が実にラブリーである。

「正直、今でもワイ太郎達との甘美な蜜月の日々に未練はあるが、ワイ太郎の嫁や娘以外の女性にもそろそろご奉仕したくなって戻ってくることにした結果が、今の状況なわけだ」

「別に、そのままずっと蜜月の日々を過ごしててもよかったと思う」

「いや、正直、ワイ美もワイ香もワイ恵も他のワイバーン達も、美の追求をやりきっちまったところがあってなあ。お兄ちゃんとしては腕を錆さびつかせないためにも、ワイ美達をもっと磨きあげるためにも、いい加減人里に戻る時期だったんだよ」

　そう言って雌ワイバーン達の方に視線を向けるバースト。

　視線の先には、キラキラと輝く鱗うろこと整った爪や牙、そして何より、ワイバーンらしからぬ優美な優しい曲線を描く身体とつぶらな瞳が美しい、人間達の目から見ても美ワイバーンとしか言いようがない集団がいた。

「女性ならワイバーンでもいいのね……」

「お兄ちゃんは、全ての女性の下僕だからな！」

　ワイ美達の成果を見て呆あきれたようにコメントする真琴に対して、胸を張ってそんな宣言をするバースト。ここまで徹底されると、いっそ清すが々すがしい。

「で、わざわざ全裸さらしてまで、あんな見栄切って口上ぶちあげたんは何でなん？　自分アサシンやねんから、立場的にああいうんはあかんのとちゃうん？」

「そのまま突っ込んでいったら、マルクト兵にも余計な被害が出そうだったからな。効果があるかどうかはかなり博ばく打ちだったが、注目を集めつつ魔力の溜ためを潰せるちょっとした発声方法を試してみたわけだ。これでも、御仏の教えに目覚めたワイ太郎達のためにも、少しでも被害を抑えようとない知恵絞っていろいろ考えたんだぜ？」

「つうことはつまり、それが思った以上に効果があったから、相手の意気をくじくために道化っぽい真似やってみた、ってところか？」

「そそ。乗ってきたら儲もうけもんぐらいのつもりで、伝説の客人が伝えた物語のクライマックスシーンを真似てみたら、ウォルディスのモンスター兵のくせに見事に様式美にあわせてきたからな。そのまま勢いで押し切ったってわけだ」

　宏と達也の確認に、何を考えて全裸であんな真似をしたのかを説明するバースト。

　全面的に無罪判決を出せるかどうかはともかく、経緯を考えるとバーストを責めるのは酷な面がある。

　話を聞いただけの人間が後からああすればよかった、こうすればよかったというのは簡単だが、当事者になってしまうと大抵は思いつかない、もしくは思いついても実行できないものだ。

　それに、そもそもワイバーンに拉致されて、そのワイバーンを手て懐なずけたうえで生還したというだけで、すでに普通はできない種類の偉業である。

　その上、今回は全裸だったこと以外は行動に問題があったわけではなく、むしろ被害をかなり抑えた状態で、一部隊だけとはいえ敵軍を完全に殲滅しているのだ。

　全裸同然の格好で来るしかなかった事情まで含めて考えると、今回に限って言えばバーストは責められるほど悪いことはしていない。いかに日頃の行いが悪かろうと、それだけで全否定はいくらなんでも不当であろう。

　ほぼ全裸のバーストが口上を行ったことに関してはいろいろ思うところがある宏達だが、そもそも全裸だったこと自体が不可抗力だし、逆に言えば明確に非難できるところは全裸であったことだけなのだ。

　すでにイーヴァスが一度吹っ飛ばしてお星様にしていることだし、これ以上の追及は本当に不当にすぎる。

「それにしても、ワイバーンが仏教、なあ……」

「おう。般若心経も唱えられるんだぜ。なあ？」

「「「「「クエ～!!」」」」」

　微妙な表情を浮かべながらワイバーンを見てそうこぼした達也に、どれだけ仏教に影響されているのかを証明するようにワイ太郎達に声をかけるバースト。

　バーストの言葉を受けて、ワイ太郎達が一声鳴いてから般若心経を唱和し始める。

「本気で般若心経ね……」

「さすがにワイバーンがお経唱えるんは、シュールを通り越してコメントできひん世界になっとんでなあ……」

「師匠、真琴姉。そもそも、ワイバーンの口の構造で般若心経、正確に唱えられる？」

「さすがにそれは分からんわ……」

「そこは永遠の謎ね……」

　見事な般若心経の唱和に、宏達がものすごく悩ましい表情を浮かべる。

　ユニコーンのそれと同様に、恐らくちゃんとした効果がありそうなのが悩ましい。

「……ねえ、宏君……」

「春菜さん、いつの間に……？」

「今来たところ。怪我人の治療のことで相談したかったんだけど……」

　そう言いながらも、春菜の視線は般若心経を唱和するワイバーンに釘くぎ付づけだ。その、どことなく悲しそうな表情に、春菜の気持ちと言いたいことを察してしまう宏達。

「私って、結局なんなんだろうね……」

「ダメよ春菜！　深く考えちゃダメ！」

「そうだぞ春菜！　これはお前がどうってより、単純にブッダが偉大だっただけだ!!」

「春姉、大丈夫だから！」

　ユニコーンを皮切りに次々にモンスターが仏門に帰き依えしていき、ついにはワイバーンまで般若心経をそらんじる姿を見せられ、己のアイデンティティに重大な疑義を抱き始める春菜。この世界の仏教の始まりがダールの頃にやった悪乗りであり、当時の悪ふざけ成分の報いを受けたと言えなくもないが、いくらなんでも少々度が過ぎている気がする。

　そんな春菜を慌てて一生懸命なだめる真琴達。戦況が押し迫っている今、春菜のテンションがここまでマイナス方向なのは少々どころではなく困る。

「なあ、春菜さん。別に悪いことしたわけやないんやし、あんまり気にしたり落ち込んだりするんもどうかと思うで」

「まあ、そうなんだけどね……」

　宏にたしなめられても、いまいち気分が上向かないらしい春菜。

　先ほどエアリス達に儀式を頼んだときの様子を見る限りでは、般若心経関係のあれこれについてはそれなりに折り合いがついているように見えた。だがそれでも、さすがにワイバーンが仏門に帰依して人間と連携を取り、挙句に般若心経を唱和してのけた姿はショックが大きかったらしい。

　今の春菜は放置しておくと、なんちゃってでいい加減な仏教を広めた責任を取るため、頭を丸めて出家しかねない危うさがある。

「とりあえずあんちゃん。さっきの事情は分かった。恐らくさっきの制裁はやりすぎなんだろうとは思うが、そこは日頃の行いのせいってことで諦めろ」

　工房総出で春菜を慰め、なだめすかし、たしなめてどうにか気持ちを切り替えさせようと奮闘しているその横で、イーヴァスがバーストに対して先ほどの話の続きを始めていた。

「諦めろって、それはひどいぞ弟よ」

「けどな、あんちゃん。実は、あんちゃんがこれまでにいろいろやらかしすぎたせいで、まだ制裁自体は終わってないんだ。特にいくらなかったことにしてくれる人しかいなかったとはいえ、異文化出身の人相手に人前で堂々と太もも触るのは、さすがにきっちり制裁しとかなきゃいけない案件なんだぞ？　この件はちゃんとやっとかないと、お天道様が許しちゃくれない」

「それはさっきの分と相殺でよくないか？」

「こたえはノー。それはそれ、これはこれ、だ。てなわけであと三発ほど、累積分で制裁するわ」

「ちょっと待て弟よ。いくらなんでも横暴すぎる話あべし!?」

　バーストの必死の主張もむなしく、公約どおりイーヴァスに……ではなく、なぜか最初の一発はワイ太郎に尻尾で大きく弾はじき飛ばされる。

　信頼関係があるはずなのに、否、信頼関係があるからこそ、これまでの会話の中でワイ太郎的にバーストを制裁しておかねばならない理由があったようだ。それが何かは分からないが、わざわざ割り込んでまでやるあたり、どうやら見逃すわけにはいかないことらしい。

　とはいえ、ただ派手に吹っ飛ばすだけで済ませているあたりは、きっちりある程度のダメージも入れているイーヴァスよりは温情がある印象だ。

　己の仕事をよもやワイバーンに横取りされるとは思わず、一瞬呆ぼう然ぜんとするイーヴァス。だが、すぐに気を取り直して戻ってきたバーストをさらにお星さまにする。

　そんなことをやっていると、般若心経の唱和を終えたワイバーン達が、ワイ太郎を残して次々に飛び立っていく。飛び立つ先は彼らの営巣地である北西部の山脈、ではなく、なぜか南東の方。

「お～、ワイバーンの群れが飛んどる」

「あっちの方向に行くってことは、南東方面にもウォルディスが来てるってことかしら？」

「うん。さっき連絡があって、南東部からもウォルディス軍が侵入してきてるのが確認されてるんだ。怪我人の治療のことで相談したい、っていうのも、そのあたりのことが関係してるし」

「なるほどな。ほな、そっちの対応も含めて、作業急ごか」

「うん、お願い」

　春菜の話を聞き、大急ぎで治療に目途をつけるべく行動を開始する宏。

　マルクトとウォルディスの戦争は、順調（？）に規模を拡大していくのであった。






邪神編　第一一話






「随分と苦戦しているようね」

「五大国が相手だ。これぐらいは織り込み済みよ」

　マルクトとウォルディスが戦端を開いてから三日。早くも膠こう着ちゃく状態に陥った戦況を見て言うオルディアに、実に愉快そうに偽ウォルディス王が笑う。

「正直、ガストールの弱兵ぶりには拍子抜けだったからな。あれでは良い聖気は絞りとれぬ」

「確かに、あまり弱すぎてあっさり滅んでも収支は微妙になるけど、かといって苦戦しすぎると、それはそれで連中を調子づかせて聖気が減るわよ？」

「分かっておるよ。分かっておるからこそ、生かさず殺さずの数を切れ目なく投入しておる」

「一般的に、戦力の逐次投入は愚策って言われてるって知ってる？」

「下手に大軍を投入しても、大技一発で殲せん滅めつされるだけよ。なれば、常に連中に負荷をかけ、精神を削り取ったほうが確実。それに、これだけ続けば向こうの雑兵の被害も馬鹿にならんからな」

　オルディアの指摘に動じる様子もなく、淡々と現在の戦術について語る偽王。現在のウォルディスが他国に対して圧倒している要素といえば、使い潰つぶせる兵の数と質である。それを最も活かすとなると、昼夜問わず攻め立てて負荷をかける、というのが一番確実であろう。

　使える兵がもう少しタフで、英雄クラスの大技を一発耐えきれるのであれば、圧倒的な数で一気に制圧するのだが、残念ながらそこまでではない。

　故に、心理的にプレッシャーを与えることで相手の判断力を鈍らせ、じわじわと被害を増やすことで苛いら立だちや不安を煽あおり、瘴しょう気き（彼らにとっての聖気）を絞りとるのが最適な手段、となるのだ。

　しかも都合がいいことに、現状の推移ではモンスター兵を生産するコストより発生する瘴気の方が多い。モンスター兵自体、仕留められたときに発生する瘴気と生産に必要な瘴気はほぼ同じ、最近の技術開発により若干生産のコストが下回るところまで来ている。

　残念ながら、モンスター兵が死亡した際に発生する瘴気が生産コストを上回るのは、あくまで戦闘で仕留められたときのみ。適当に生産して適当に殺しても生産コストを回収することはできないが、逆に言えば、現状ならばあえて逐次投入を続ければ、微量ではあるが徐々にモンスター兵の数が増えていくのである。

　恐ろしいことに、モンスター兵が倒されたときに発生させる瘴気は、録音の春はる菜なの歌の浄化を無力化する。生歌や聖属性強化フィールドが展開されている状態なら浄化されてしまうとはいえ、常に春菜本人が歌えるわけではなく、聖属性強化フィールドなど常時発生しているわけもない。

　この特性に関しては、今までさんざん春菜本人が歌いまくったり録音を垂れ流しにしたりした結果、邪神教団側でも研究が進んでしまったのが一因である。

　その上で、英雄クラスの敵に連続使用が難しい大技を無駄撃ちさせることができれば、戦況としてはこの上なくよくなるのだが、さすがに英雄クラスの将が、そこまで間抜けであるはずがない。

　また、マルクト側の前線拠点を完全包囲して孤立させる、というのも現時点ではいまいち上う手まくいっていないが、油断すれば包囲されかねないという状況と、その状況の終わりが見えないことは、これまたいい感じでマルクト兵に対してプレッシャーになっている。

　なんだかんだ言っても、一定水準を超えさえすれば数もまた力なのだ。

「それで、オルディア殿の方は、連中を仕留めるための策はありそうなのか？」

「百パーセントとは口が裂けても言えないけど、連中の二つの弱点を突く用意はできたわ。問題は……」

「あの城から、どうやって引っ張り出すか、ということか？」

「そうそう。さすがに私達では、半ば違う世界として独立しているあの城に対して、直接手出しする方法はない。この世界のルールに従って発生している異界化とは、次元が違いすぎるわ。あれに干渉しようとするなら、間違いなく我が主ぬし様ぐらいの力が必要ね」

　偽王の言葉に頷うなずきながら、問題点を整理するオルディア。

　伊だ達てに神の城などと大層な名前を持っているわけではないらしく、城の中に引きこもられてしまうと、正直手の出しようがなくなってしまう。

　城壁を砕けば侵入できそうに見えるが、あれは単に世界と世界を隔てる壁を視覚的に表しているに過ぎない。そういう理由なので、上空から侵入しようにも見えない壁があって不可能である。見える壁も見えない壁も、この世界の法則にのっとった方法では、何をどうやっても破壊できない。

　かといって普通に侵入しようにも、宏ひろしが許可を出さない存在は城壁に触れることすらできない。

　そして、最も強い邪神の眷けん族ぞくであるオルディアといえども、さすがに世界の外に直接干渉できるほどの能力は与えられていない。そもそも、それだけの能力があれば、とうの昔にこの世界を滅ぼして違う世界に侵攻していただろう。

　さらに言えば、あの城壁の内側は一つの独立した世界で、その気になれば衣食住の全てを完全に自給自足できてしまう。故に、兵糧攻めも無意味だ。

　難攻不落。まさしくその言葉どおりの要よう塞さいとなってしまっている神の城。

　それを前に、オルディアはどうにも攻めあぐねているのだ。

「こうまで完全に後方支援に徹されてしまうと、ちょっかいを出すにもねえ……」

「そうよのう。今回の城のように、時間を与えてさらに準備を整えられても困る。少しばかり奮発してみるか？」

「奮発？」

「うむ。闇の主ぐらいの強さがあれば、さすがに連中ものほほんとはしていられまい。用意する数じゃが、十五ほどあればいけるか？」

「それなら問題なさそうだけど、そんなに用意できるの？」

「奮発する、と言うたであろう？　どちらにせよ、今残っている闇の主にしても、今更裏工作などできんで事実上遊んでおる。この手の資源は、効率的に使わねばな」

　妙に上機嫌に言い放った偽王の言葉に、毒々しい笑顔を浮かべて頷くオルディア。

「で、いつ仕掛ける？」

「早いほうがいいわね。準備ができるのは？」

「その気になれば、二時間もあれば可能だ」

「なら、もう一度戦況を確認して計画を立てるわ。二時間だとちょっと厳しいかもしれないから、そうね。半日後。日が落ちるタイミングで仕掛けましょう」

「分かった」

　なんだかんだと言って、じりじりとした展開が続くことに飽きていたらしい。オルディアの提案に、非常にいい笑顔で頷く偽王。

　ついに、邪神一派の本当の意味での反撃が開始されようとしているのであった。




　　　　☆




「参ったもんやな」

　オルディア達が悪だくみをしていたその頃、神の城の会議室では、一進一退の展開が続く戦況に宏達が苦い顔をしていた。

　因ちなみに神の城には現在、これまでの面々に加えてマルクト軍やドーガ達の応援部隊も続々と合流してきており、今までにないほどの大所帯となっている。

　とはいえ、単一世界となっている神の城の場合、このくらいの人数は誤差の範囲であり飽和する可能性など皆無ではあるが。

「薬の生産が追いついてへん」

「傷病兵の治療も追いついてねえぞ。さすがにこちらに収容された人間に死人は出ていないが、怪我人が増えた分、前線を支えられる人間が減ってるのがまずい」

「モンスター兵のくせにやけに頭使ってくれちゃって、どうやっても味方に被害出さずに天地波動砲を叩たたき込めないのよねえ……」

「小型化ライトも巨大化ライトも、案外効果が薄かったよね」

「春はる姉ねえの歌も、録音の方に対してはどうにも対策取られちゃってる感じ」

　薬を作る手を止めずにぼやく宏に同調するように、現状の問題をどんどん挙げていく一同。

　戦況はなかなかピンチであった。

　特に誤算だったのが、一見役に立ちそうだった小型化ライトと巨大化ライトが、案外効果が薄かったことであろう。

　小型化ライトの方は実に単純で、敵の抵抗力が高く照射した相手の七割に効かなかったのだ。照射範囲も狭く、しかも乱戦状態で敵が有効射程から外れてしまったのも災いし、期待したほどの効果が出せなかったのである。

　巨大化ライトに関しては、いろいろと予想していなかった問題が積み重なり、ある程度訓練しなければ使えないことが発覚、現在はいったん使用を中止している。

　巨大化ライトの問題で一番致命的だったのが、巨大化した味方が動き回ったときの振動や衝撃波に、一般兵が対応しきれなかったことであろう。サイズに合わせて重量が増えるため、人間や馬を巨大化させてしまうと、ただ歩きまわるだけでも大地震が起こってしまうのだ。

　では空を飛ぶワイバーンならば、と試してみると、今度は風圧による衝撃波が平時よりひどく、しかも普段と違い風圧や衝撃波の発生に関してまったくコントロールが効いていないことが分かり、味方の方の被害が大きくなりかねないと大慌てで元に戻したのだ。

　兵士を一度全て撤退させ、巨大化させたものだけを前線に出せばいいのでは、というアイデアもあったのだが、中途半端に巨大化しても効果が薄く、かといって十分な効果が出るほど巨大化させると隙すき間まが大きすぎてモンスター兵が後方に素通りしてしまう。

　他にも投石などをしたあとに巨大化させては、とか、巨大化した兵士に岩でも投げさせれば、とか、三日間でいろいろ試してはみたのだが、どれもこれもそのまま続けるには問題があり、現在軍部の方で運用を検討中となっている。

　幸いにして、各地に派兵された精鋭部隊に関しては、現在のところ軽傷者すら出ていない。それゆえに一般兵にもそれほど死者は出ていないが、精鋭部隊は精鋭だけに数が少ない。普通の戦いや対モンスター戦なら一般兵千人より強いエリート部隊といえど、実際にカバーできる広さまで千人分とはいかないのが難点である。

　そういったもろもろに加え、大技で一掃しづらい陣形を維持したまま、切れ間なくモンスター兵が襲いかかってくることが、現在ピンチに陥っている一番の原因だと言えよう。

「全然、数が減ってる気がしないよね」

「せやな。あからさまに相手の生産速度の方が上や」

「本気で、せめて天地波動砲が使えればねえ……」

「地形的に、どないしても相性悪いんが難儀やで」

　あの手の大軍を一掃できる、最も効率のいい武器が使えないことに、真ま琴ことの口から何度も愚痴が漏れる。

　天地波動砲がどうしても使えないのも、結局は巨大化ライトなどと理由は同じである。

　そもそもあの手の武器は破壊力がありすぎて、元々地形的には平原か砂漠ぐらいでしか使えない。砂漠で撃ったときの惨状を思い出せば、考えるまでもないだろう。

　砂漠で撃ったときは余波だけで視界ゼロになるほどの砂嵐が直径十数キロに及び、軽微な影響が二百キロ以上離れていたダールにまで及んでいたのだ。割と近い場所に森と山がある現在地で下手にぶっ放した場合、どんなものが飛んでくるか分かったものではない。

　別に最大出力で撃たなければいけないわけではないが、絞って撃つならもっと便利な魔法や技がいくらでもある。一応照射モードで薙なぎ払うならもう少し影響はマシになりそうだが、爆発の威力が落ちる代わりに今度は範囲が広がる。

　今回みたいに最初から乱戦になっていると、どう頑張っても使い勝手が悪いのだ。

　皮肉な話だが、一般兵がいる、ということが一番の足かせになってしまっている。だが、その一般兵がいなければ、戦場を固定することができずにモンスター兵の配置が野放図に広がってしまう。いろんな意味で悩ましいところである。

　なお余談ながら、天地波動砲の上には天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうという超大出力砲が存在しているが、これがまた最大出力だと地球を粉砕できるだけの威力を発揮するという、実にとんでもない代物である。

　仮に宏が一週間のお遊びで作った個人用の大火力砲が天地波動砲ではなく天地開闢砲だった場合、最大出力の照射モードで薙ぎ払うとダンジョンおよび異界化した空間、そしてオルディア達のような一部例外的な存在以外は、何一つ残らず世界が更地になる。生身で撃てる撃てない以前に、天地開闢砲はどれほど出力を絞っても地上でぶっ放せる代物ではないのだ。

「某ロボットものシミュレーションゲームの風属性のメカみたいに、ダメージを与える対象だけを選別できる範囲攻撃があれば簡単」

「ゲームの時はフレンドリィファイアとかなかったからよかったけど、現実だとそんなうまい話はないのよねえ……」

　せっせとポーションを作りながらぼやく澪みおに、真琴が深々とため息をつきながら同意する。

　現状に、範囲攻撃のフレンドリィファイアがなければ、それだけで随分状況がよくなるのだ。

「師匠、そういう武器、作れない？」

「ちょっと厳しいわ。できんことはないけど、巻き添えの問題は攻撃そのものの効果範囲だけやのうて、巻き込んだ石とか木とかが飛んできて、っちゅうんもあるからなあ。問題回避のために余波とかその手のもんが出えへんように、っちゅうとどないしても威力がなあ」

「無生物には最初から影響が出ないように……、だと問題があるか……」

「その定義やとゴーレムとか魔法生物の類たぐいはいけるけど、生物やない扱いのモンスターがすりぬけおるからなあ。精霊系とかゴースト系とか非実体の連中に、あと魔法系技術使ってへん、純粋にからくりだけで動いとるゴーレムとかパペットの類とかは生物扱いやないし、相手が相手だけにその手のがいつ出てくるかも分かったもんやあれへんしな」

「むう……、難しい……」

　宏の指摘に、ポーション作りの手を止めずに器用にうなだれる澪。余波による礫れきなどの被害が大きいのであれば、最初から他に影響が出ないようにすればと考えたものの、やはりそんな簡単な話でもない。

「となると、エルやエレーナ様に渡した懐剣みたいに、マルチロック方式で広範囲攻撃をするぐらいだろうな」

「せやなあ。それぐらいやろうなあ」

　達たつ也やの提案に頷きながら、いったんポーションを作る手を止める宏。どうやら、何か思いついたことがあるらしい。

「何か思いついたの？」

「思い切って、連中をダンジョンに閉じ込めたろうか、思うてな」

　宏の実に思い切った手段に、確認を取った春菜が思わず絶句するものの、とりあえず、恐る恐る考えを確認するために口を開く。

「ダンジョンに閉じ込める、って、どうやって？」

「この城のダンジョン生成機能を応用してな、連中の八割ほどがおる場所をダンジョンにしてまおうか、思ってん」

「……そんなこともできるんだ？」

「ちょっとした道具と、ローリエの協力が必須やけどな。ついでやから、連中の進路に入口置いて、おかわり全部閉じ込めたろうかってな」

「もしかして、それってフォーレのエルザ様の神殿で戦ったバルド達の親玉がやったのと同じ？」

「まあ、そこからの発想なんは否定せえへんで」

　思いついたら即実行、とばかりに必要な道具の製作に入りながら、春菜の問いに答えていく宏。

「というか、異界化とかダンジョンとか、大丈夫なの？」

「春菜さんが心配しとるんが瘴気方面やったら、そっちは問題あらへん。一番簡単に異界化するんが瘴気の溜たまりすぎやっちゅうだけで、一定範囲の空間を捻ねじ曲げて法則を書き換えられるんやったら、別段どんなやり方してもかまへん。春菜さんかて、瘴気が絡んでない異界化とかダンジョンとか、いくつか見とるやん」

「……あっ、そっか！　大だい霊れい窟くつとレーフィア様の神域！」

「そういうこっちゃ」

　春菜の不安を取り除くように、実例を思い出させる宏。

　実際のところ、ダンジョンを作ること自体は、五大神クラスの力があればそれほど難しくはない。特に時間と空間が専門分野であるアルフェミナにとって、舞台装置としての制約さえなければ、本来ダンジョンの製作や破壊などは目をつぶっていてもできることである。

　もっとも、いくらそれほど難しくないといっても、あまり乱造すると世界を不安定化させる要因になるのも事実なので、自然発生してしまったものはともかく、神が干渉して作ることはめったにない。やってせいぜい、自らの神域を作る程度で、それとて一定以上の力と役割を持つ神か、どうしてもスノーレディを隔離する必要があった雪と氷の神・ダインのように、必要に駆られたかのいずれかである。

　逆に、世界を不安定化させ、最終的には破綻、消滅させることが目的の邪神一派の場合、材料となる瘴気が自分達の生存のためのエネルギーでもあるため、あまり気軽にダンジョンを作ることができない。フォーレの時にしても、収支がプラスになる、もしくは舞台装置神々の力を大きく削そげると判断したからこそ、多大なコストをかけてダンジョンを作り出したのであって、思われているほどホイホイとダンジョンを作っているわけではない。

「あと、もし一般人がダンジョン迷い込んだりしたら、とか気にするやろうから先に言うとくとな、春菜さんの歌でダメージ受けるぐらい瘴気溜め込んでる連中しか入れんようにしとくから、安心してもらってええで」

「……そこで私の歌が基準として出てくるのがちょっと悲しいけど、それなら大丈夫そうだよね」

　先回りして懸念材料を潰してきた宏に、少し複雑そうな表情を浮かべながらも頷く春菜。基準に自分の歌を使われた以外、特に問題になることは何もない。

「で、話はまとまったみたいだが、実際にどんなふうにダンジョン化するんだ？　詳しい仕組みはどうでもいいが、どういう手順でどのタイミングでやるかってのはちゃんと話しておかないと、現場が混乱するぞ」

「分かっとる。まずは範囲の確定をしたらんとあかんから、話通す前にその準備だけはやっときたいんよ」

「準備ってのは、どんなことするんだ？」

「こいつを配置してこなあかん」

　と言って宏が取り出したのは、表面に魔法陣が刻まれた掌てのひらサイズの円板であった。

「ああ、作ってたのは範囲確定のための目印だったか」

「せやねん。これで神の城の機能とリンクしたらんとあかんねん。ついでに言えば、僕は神の城とこの世界とのパイプ代わりみたいなもんやから、ローリエに制御振らんと微調整ができん」

　宏の言葉に頷き、用意された目印を手に取る達也。毎度のことながら、やたら細かい彫刻などが入っており、たいした大きさではない割に作るのに手間がかかりそうな見た目をしている。

「それで、どのあたりから閉じ込める予定だ？」

「この辺からこの辺までやな。状況次第で始点はずれるけど、終点はウォルディスの連中の通り道になっとるこの辺っちゅうんは確定や」

　そう言いながら、地図に大おお雑ざっ把ぱに印を書き入れる宏。

　始点と称した前線側については、現在両軍が競り合っている場所から五キロほどウォルディス側へずらした場所を指定しており、大体マルクト東部の平野を真ん中あたりで両断するようなラインを描いている。

　終点側は北東部の山脈の切れ目全域と、南東部の海沿いの街道を覆うように設定されている。どちらもウォルディスのモンスター兵が進軍ルートにしている土地で、一番北の端と南の端は、直線距離だとざっと二千キロ以上は離れている。

　この範囲全てを覆ってダンジョン化するとなると、はっきり言って前代未聞の広さとなる。正直、そんなことをしてしまって大丈夫なのか非常に不安になる規模だ。

「……なあ、広すぎないか？　本当にできるのか？」

「間に合わせの対策やからな。今うろうろしとる連中をいったん無力化できるだけでも十分や。百パーセントの成功なんざ、最初から期待してへん」

「俺が気にしてるのは、範囲が広すぎてまったく変化しない、って可能性なんだが」

「それは大丈夫や。備蓄エネルギー大分食うんがちと痛いぐらいで、広さだけやったら余裕や。っちゅうか、起動時に設定して城に併設させておいたダンジョンなんざ、今やと普通に占有面積自体がそれより広いし」

「はあ!?」

「最初の設定アバウトにやりすぎてなあ。この城の世界の地下百メートルほどの深さ全域を占有する形になってもうとって、海作った時点でマルクトよりうちのダンジョンの方が広なっとる」

「それ、誰が攻略するんだよ……」

　あまりにグレートなアバウトさに、思わず震える声で突っ込みを入れる達也。大陸規模のダンジョンなど、長命種だとしても寿命が尽きる前に探索が終わる気がしない。

　もっとも、実のところ神の城のダンジョン機能は、瘴気の浄化処理システムとしての側面が強い。広ければ広いほどダンジョンの維持に瘴気が持っていかれるため、安全に効率よく瘴気を処理するとなると、最初から世界の地下全体がダンジョンになっているほうが都合がいい。

　恐らく、そのあたりの事情が、初期設定を細かくいじらずにダンジョンを設置すると、地下全域に広がるようになっている理由であろう。

「とりあえず、目印必要な分作ったから、澪と手分けして設置してきてもろてええか？　戦場全域の地形は情報として取り込めとるから、城の転移機能使えばすぐ行き来できるはずや」

「了解。任せてくれ」

「ポイントの中には、敵の進軍ルートすぐそばとか逃げるん難しい場所とかもあるから、気ぃつけてな」

「分かってる」

　宏の言葉に頷き、地図を受け取ってざっと分担を決めて転移する達也と澪。それを見届けた後、春菜と真琴の方に視線を向ける。

「春菜さん、真琴さん、大まかなタイミングは通信で連絡するから、悪いけど各所に根回ししてきて。決行の時は城の鐘鳴らして教えるから」

「分かった。ちょっと話してくるよ」

「話が通ったら連絡するから、ちゃんとタイミングを教えなさいよ」

「ローリエ、ダンジョン転換の準備や。一気にケリつけるで」

「すでに大まかな設定は済ませてあります」

　春菜と真琴に指示を出し、すでに準備に入っていたローリエに頷いて、神の城とのリンクを強化する宏。

　リンクが強化されたことで、城を起点にスキャンが完了した範囲内にいる敵味方の細かい挙動や出入りの様子が手に取るように分かる。

　そのうち、達也と澪の出入りに意識を集中し、設置状況を追跡する。頭の片隅で出入りの回数をカウントし、目印の数をチェックし、タイミングを計る。

　そして三十分後。

『宏君、こちら北方部隊。総司令官との打ち合わせ、および伝令完了。いつでもいけるから、大まかなタイミングを教えて』

『こちら南方部隊。こっちも打ち合わせと伝令が終わったわ』

『こちら神の城。あと五分ぐらいで目印の設置完了やから、それぐらいに作戦開始や』

『こちら北方部隊、五分後了解』

『こちら南方部隊、五分後了解』

　春菜と真琴からの連絡と同じタイミングで、目印の設置は残り一カ所。

　五分後と聞いた伝令兵がすぐに動き、前線を構築している兵士達に大急ぎで連絡を済ませる。

　そして、

「今や！　異神の魔ま窟くつ、展開！」

　達也が最後の一カ所を設置し、戻ってくるのとほぼ同時に、宏がトリガーを引く。すると、戦場全域に鐘の音が鳴り響き、兵士達がウォルディス軍の展開を阻止するように動き始める。

「合図発動。……伝達の確認を完了。異神の魔窟、起動確認。システム調整開始。……最適化完了。……異界化確認。……反動発生、キャンセル開始。……キャンセル成功」

　タイミングを微調整して、一気にウォルディス軍をダンジョンに閉じ込めるローリエ。展開していたウォルディス軍の八割を取り込み、異神の魔窟は無事に起動した。

「エネルギー消費はどないなもん？」

「事前予想のおよそ一割未満です。神の城の維持運営、および強化にはまったく影響ありません」

「そうか。せやったらええわ」

　ローリエの報告を聞き、宏が安あん堵どのため息をつく。面積が広いだけにかなり多めに必要エネルギーを算出してあったが、どうやら心配しすぎていたらしい。

「その様子だと上手くいったようだが、そんなに少ない消費で大丈夫だったのか？」

「実質的にただの転移と変わらない条件設定でしたので、あの空間全てを異界化せずとも可能だと判断、それに合わせて手段を構築しました。恐らく、当初の計画どおりにやるより、ダンジョン自体の強度も上でしょう」

「なるほどな。てか、ヒロはそのもっと効率的な手段、とやらは思いつかなかったのか？」

「神の城の機能に限って言えば、ローリエの方がよう知っとるからなあ。正直、僕は何ができて何ができんのか、完全には把握できとらへんで」

　割と情けないことを言い出す宏に、思わず達也が呆あきれたような視線を向ける。その視線に小さく苦笑し、あえて何も言わずに次の作業に移る。

「とりあえず、連中に瘴気回収させへん形で、ダンジョンに閉じ込めたモンスター兵の処分しとかんとな」

「師匠、誤魔化した」

「そこは突っ込まへんのが武士の情けやで。それに、結果オーライで終わったことを深く追及しても利益あらへんし」

「そこを突っ込むのもお約束」

　わざわざ突っ込んでくる澪に対して、宏がジトっとした目を向ける。その視線をきっちりスルーし、勝手なことを言う澪。

「それで、連中をどないして殲滅するか、やな」

　そのまま言い合いをしても不毛だと感じた宏が話を進める。

　するとローリエが察しよく解決策を提示した。

「そのまま内部に天地波動砲か天地開闢砲を発射していただければ、発生した瘴気はこの城に回収できます」

「この城に回収するんはええとして、その瘴気どないするん？」

「地下ダンジョンの成長に流用します」

「なるほどな。せやったら、とっとと吹っ飛ばしてまおか。ローリエ、天地開闢砲の準備頼むわ」

「分かりました。発射権限があるのはマスターだけですので、トリガーはマスターがお願いします」

　その言葉に宏が同意したのを見て、ローリエは準備を始める。

「天地開闢砲三番砲塔、アクティブ。異神の魔窟内に砲門解放。空間状態確認開始、……完了。強度、安定性ともに問題なし」

　淡々と天地開闢砲の発射シークエンスを開始するローリエ。

　その落ち着いた声で読み上げられる声に、妙にテンションが上がってくる宏と達也。

　一方の澪も最近は表情が豊かになってきており、実にわくわくとした笑みを浮かべている。

「チャージ開始。……80％、……90％、……マキシマムレベル確認。マスター、トリガーをどうぞ」

「おう！　天地開闢砲、発射や!!」

　何かをオマージュ、もしくはパロディしたのがありありと分かる、目の前に浮かび上がった大きな赤いボタン。それを思いっきり右ストレートで殴り飛ばす宏。

　がちっと大きな音を立ててボタンが押しこまれ、天地開闢砲が唸うなりを上げてモンスター兵を飲み込んでいく。

　作った本人が、宇宙空間などでしか使えず、使ったとしても邪神相手にぶっ放す以外に使う機会はないのでは、と思っていた天地開闢砲。その破壊力は絶大なものであった。

「……こら、ダンジョン内でなかったら地上では絶対撃てんで」

「つうか、こんなもん城の主砲にしてどうするつもりだよ……」

「ポイントが豪快に余っとったから、一番値段高いやつ選択したんやけど、さすがにここまでとは思わんかってなあ……」

　天地開闢砲が暴れ回ったあとの状況を見て、どこか遠い目をしながら感想を言い合う宏と達也。モンスター兵を丸ごと取り込むためにマルクトの地形や地層も一緒にコピーした異神の魔窟が、今の一撃で底が見えないほど深い穴になってしまっていたのだから、遠い目をしたくなるのもしょうがないだろう。

　しかもその気持ちに追い打ちをかけるように、モニターの片隅に穴の深さが約六千キロと表示されているのだからたまらない。今回に関しては異界化した空間の広さの問題で深さ六千キロで止まったようだが、下手をすれば惑星の中心まで届いている、どころか貫通していてもおかしくない。

「……なあ、ローリエさんや」

「どうかなさいましたか、マスター？」

「これ、天地開闢砲フルチャージで撃つ必要まったくなかったんちゃう？」

「その疑問の答えに関しましては、肯定であり、否定でもあります」

　ローリエの言葉に宏達は首をかしげたが、彼女はそのまま解説を続ける。

「確かに、威力という観点だけで見れば、天地波動砲のフルチャージを数発撃ちこめば十分だったでしょう。数発というのも相手の数と範囲だけの問題であり、数がもっと少なくて配置が密集していれば一発で殲滅できます。ですが、最大出力で発射した天地開闢砲の威力については仕様上の性能以上のことは、私も含めて誰一人として知りません。ですので、リスクが少ない今の段階で、とりあえず一度使って確認しておくべきだと判断しました」

「その結果があれ、っちゅうことか……」

「はい。正直、私も最大出力がこれほどとは思っていませんでしたので、一発試射しておいて正解だったと考えています。とりあえず現状では、『ダンジョンの外では使えない』と認識しておけば間違いないかと思います」

「せやな。あれはさすがに、宇宙でぶっ放す場合でもいろいろ注意せんとまずい」

　ローリエの言葉に、しみじみと頷く宏。はっきり言って、カタログスペックだけでは数字が大きすぎて、実際の威力が今までまったくピンとこなかったのだ。せいぜい分かっていたことは、性能的には天地波動砲の数十倍の威力がある、というだけである。

　そのため、宏はなんとなくアバウトに、天地波動砲が半径二キロぐらいだったから天地開闢砲だと半径百キロぐらいか、程度の認識しかしていなかった。

　よく錯覚しがちなことではあるが、威力やエネルギー量が十倍になったとしても、実のところ発生する影響が単純に十倍になるとは限らない。例えば攻撃力と防御力の関係で見た場合、威力が十倍になれば、元々与えていたダメージ次第では十倍をはるかに超えることは当然起こりうるし、逆に十倍に届かないケースも当然出てくる。

　さらに、カタログスペックというやつは往々にして当てにならない。大抵はスペック未満の性能しかないものだが、時折安全マージンを多く取って実際の数値よりかなり小さく記載されていることがある。また、使い方次第では安全マージンをさらに余分に取ってなお、カタログスペックをはるかに超える性能を発揮したりもする。

　トドメに、この世界はスキルなどが最終的な効果にダイレクトに影響するため、天地開闢砲クラスになるとその差もかなり洒落しゃれにならなくなる。この場合、神の城の影響や製作時の宏自身のスキル、森羅結晶による補正に加え、天地開闢砲と天地波動砲との威力以外の性質の違いもかなり大きく影響しており、もはやカタログスペックなど何の意味もない状態になっている。

　そういった、目に見えない誤差や補正や勘違いの積み重ねが、今回の一件につながっているのだ。ローリエが宏の認識の甘さを察し、念のために実際はどうなのかを確認させたのは実に正しかったと言えよう。

　もっとも、甘めの認識をしていたスペックでさえ、地上で撃つのは無理であることはちゃんと理解していたので、そもそも、追い詰められて破れかぶれで発射する、なんてことにはならなかったであろうが。

「……師匠、一割未満ぐらいまで絞れば、某メイオウなマシンの設定画しか存在しない強化型が使う必殺技、とかその程度まで威力を落とせない？」

「あれ、確か爆風が大気圏外まで突き抜けとった記憶あるから、どっちにしても使いもんにならんやろ」

「むう。さすがに某ロボットシミュレーションＲＰＧみたいにはいかない……」

「あのゲームは基本、単なる演出やっちゅうても普通に地球貫通したり何回も衛星粉砕したりしても平気な世界やからなあ。そんなうまい話は普通あらへんで」

　どうにかして地上でぶっ放せないかと検討する澪に対し、宏が駄目出しをする。天地波動砲ですら迂う闊かつに使えないのに、威力を絞った程度で使えるようになるわけがないのだ。

「まあとにかく、とりあえずまずは敵の残りがどういう状態かと、増援がちゃんとダンジョン方面に侵攻しているかどうかの確認だな」

「せやな。ローリエ、どないや？」

「現時点で増援は三組約千五百を確認、全てダンジョンに誘いこまれています。数が少ないのは恐らく、異変を察知しての様子見かと思われます。また、最前線での戦闘は、敵の数が急激に減ったことにより、マルクト軍の精鋭部隊が積極的に攻勢に出られるようになったため、そろそろ収束しそうな気配になっています」

「そらよかった。ほな、しばらくポーション作ったら、その後は他のことできそうやな」

　ローリエからの報告を聞き、安堵のため息をついて肩の力を抜く宏。これまでずっと、ピリピリした状況でひたすらポーションを作り続けていたこともあり、気分的に少々疲れが出てきていたようだ。いくら精神力が強かろうと、元々性格的にも性質的にも常在戦場向きというタイプではないのだから仕方がない。

　この時宏達は、闇の主クラスどころかバルド第二形態クラスすら出てきていないことに気がつかず、なんとなく終わったような気分になってしまっていた。

　目の前の対処が上手くいきすぎた結果、宏達は油断とも言えないレベルではあるが油断して、気を緩めすぎてしまうのであった。
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「やはり、いつまでも気がつかれずに済む、とはいかんかったようだな。聖気を回収できんやり方で潰されてしもうた」

「随分やられたようだけど、損失は？」

「なに、この戦が始まってからの蓄積分は超えておらんよ。痛くないといえば噓うそになるが、のう」

　そこまで言って、何かを問いたそうにオルディアを見る偽王。

　その視線を受けて、小さく頷くオルディア。

「計画は、予定どおり日没に。さっきの偵察のおかげで連中が何をしたかは分かったから、準備も兼ねて潰しておくわ」

「うむ、助かる」

「闇の主がモンスター兵を壊滅させた罠わなに引っ掛からないかどうか、少し不安なのよね。不安要素は排除しておかないと」

「連中に見つからぬよう、慎重にな」

「ええ」

　偽王の言葉に一つ頷き、気を引き締めるオルディア。

　一時的にとはいえ、ウォルディス軍がほぼ一掃されてしまっている現状は、ある意味において最大のチャンスだ。さすがにアズマ工房が油断しているとまでは思っていないが、多少なりとも最前線から意識がそれることは期待できる。

　マルクト軍とウォルディス軍は、三日間ずっと片時も休まず戦い続けていたのだ。結構な数の負傷者や死者が出ている以上、目先の戦闘が終わった最前線に彼らがずっと意識を割くのは難しいだろう。

　三日間の激戦の疲労を癒いやすには短く、だが、先の戦闘の興奮や緊張を維持するには少々長い。そんな日没までの時間も、プラスに働きそうだ。

　懸念事項は、アズマ工房に日没までの時間（三時間程度だろうか）を与えてしまうと、どんなものを作ってもおかしくないことだが、そもそもアズマ工房に何カ月も時間を与えている時点で今更だろう。

　ここまで来たら幸運を祈りつつ、できることを全力で行うだけだ。

「ザーバルド、オクトゥム、そろそろ最後の準備に入るわよ。打ち合わせは覚えているわよね？」

「うむ」

『問題ない』

「ならいいけど。って、オクトゥム、あなたいつの間にそんなものを捕獲したのよ？」

　今回の戦におけるある意味最大の作戦。それを前に気合いを入れながら呼びかけに応じて現れた同僚に視線を向け、思わず呆れた声を出してしまうオルディア。

　なぜなら、オクトゥムと呼ばれた不定型の魔物は、マルクト兵を三人、生きたままかじっていたのだから。

『先ほどの戦闘にまぎれて捕まえた。なかなか活きがいい』

「大事な作戦の前に、そういう危なっかしい真似をしないの」

『腹が減っては戦はできぬ』

「お腹が減っているのは分かるけど、捕まえるなら連中を仕留めた後にしてほしかったわね、正直。もし見つかってたら、やる前から作戦が失敗していたかもしれないのよ？」

『そんなへまはしない。見つからないようにするために、三つだけで我慢した。それに、作戦決行後に食える保証がない』

　暖の簾れんに腕押しのオクトゥムに呆れ、ため息をつくオルディア。

　正直、気づかれていないとは思えないのだが、すでに終わったことだ。警戒されている前提で事を進め、無理そうだったらきっぱり諦めて手を引くしかないだろう。

　頭の中でどうにかそう割り切ったものの、それでも気持ちの整理が完全についているわけではない。のんきにバリバリとマルクト兵をかじっているオクトゥムに、思わず恨みがましい目を向けてしまうのは無理からぬことであろう。

　とはいえ、生きたままかじられ、痛みと恐怖にのたうちながらも気を失うことも死ぬこともできぬマルクト兵と、それを美う味まそうに時間をかけてかじっているオクトゥムを見ていると、なんとなくほのぼのと気持ちが落ち着いてきて、別にいいか、という気分になるのだから、自分も案外単純だとオルディアが自嘲するのも仕方があるまい。

　不定形モンスターの親玉であるオクトゥムと、見た目は二足歩行でフルアーマーのワニかドラゴニュートといった風情のザーバルド。

　オルディアと同格のこの二人の存在は、今回の作戦には必要不可欠なだけに、ザーバルドはともかくオクトゥムの妙な緊張感のなさはどうにも不安が残る。

「作戦決行は日没。上手くいっても私達が無事に戻ってこれる保証はない。だから、あとのことはお願いね」

「そちらの作戦に合わせての動きに関しては任されたが、あとのことまでは聞けんなあ。余はあくまでもウォルディス王ゆえに、我らが主の眷族まで面倒は見切れん」

「……そうね。弱気な発言だったわ、ごめんなさい。必ず帰るから、それまでよろしく」

「承った」

　邪神の眷族という、まがまがしいはずの存在とは思えない、妙に穏やかなやりとり。その裏に悲壮感すら漂う決意を見せながら、オルディアは決戦に向けて準備を進めていくのであった。
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「……!?」

　日没直前。神の城にて本日の世界樹の世話を終え、一番太い枝の上で修行を兼ねた瞑めい想そうをしていたアルチェムが、何かに弾はじかれたように目を見開く。

「今のイメージは……」

　惨劇──そうとしか表現できぬイメージに、アルチェムの表情がこわばる。誰かに話さねばならない。そう思うのに、誰にどう話せばいいのかが頭の中でまとまらない。

　そんなアルチェムの耳に、聞きなれた声が届く。

「アルチェムさん！」

「エアリス様！」

　アルチェム同様、表情がこわばっているエアリス。それを見て、エアリスも同じイメージ、もしくは情報を得たと確信するアルチェム。

「エアリス様も、あれを!?」

「ええ！　ですので、アルチェムさんもヒロシ様のもとへ！」

　いつになく焦るエアリス。その切羽詰まった様子に、アルチェムもあのイメージが現実になる可能性が高いことを悟る。

「ヒロシさん達は、今どこに!?」

「それを、アルチェムさんに確認していただきたいのです！」

「えっ!?」

　エアリスの意外な申し出に、アルチェムが困惑する。いつもなら、エアリスはアルフェミナの神託により宏達の居場所ぐらい最初から把握している。それなのに、それをわざわざ確認するというのがいろんな意味で腑ふに落ちないのだ。

「さすがのアルフェミナ様も、この城の中にいるヒロシ様達の位置把握はできないそうです！　それで、いそうな場所を大急ぎで探したのですが……！」

「見つからないので世界樹から聞き出してほしい、ということですね！　分かりました！」

「お願いします！」

　本気で切羽詰まった様子でアルチェムに懇願するエアリス。

　こういう余裕のない様子を見せることが滅多にないエアリスが、態度を取り繕おうともせずに頼みこむのだ。アルチェムが知らないもっと詳しい情報を得ているに違いない。

　これはいよいよ急がねばと、世界樹に手を当てようとしたところで、ラーちゃんそっくりの芋虫の群れが世界樹を這はい上がってくる。

「ぴぎゅ！」

　芋虫とは思えない速度で這ってきた虫達が一声鳴くと、唐突にエアリスとアルチェムの腰に糸を巻きつけ固定し、背中にしがみついて世界樹に向かって糸を吐き出す。

　そして、世界樹の枝にきっちり糸を巻きつけたところで二人を吊り上げ、糸の長さを制御することで振り子のように揺らし、一気に勢いをつける。

「えっ？　ええっ!?」

「ちょっとまってちょっとまって!!」

　いきなりの芋虫達の動きについていけず、素すっ頓とん狂きょうな声を上げるエアリス。

　芋虫達の狙いを悟り、大慌てで待ったをかけるアルチェム。

　そんな二人の態度を完全にスルーし、振り子運動で思いっきりよく勢いをつけて、

「えええええええええええっ!?」

「やっぱり～!!」

　次々に世界樹の枝から飛びおりるアイキャンフライする芋虫達であった。
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「えええええええええええっ!?」

「やっぱり～!!」

　日没直前。採れる素材を確認しに採取場へ来ていた宏ひろし達の耳に、エアリスとアルチェムの悲鳴が聞こえてくる。その足元には、いつの間にか大量の芋虫達が集まっていた。

　なぜ宏がポーション作りを放り出してここにいるかというと、単純に四級以上のポーション素材の一部が、完全に枯渇したからだ。ついでに、ユニコーンの異変解決後から情勢的に後回しにせざるを得なくなり、結局探しに行けなかった大陸東部地域の素材が生えていないかを確認する目的もある。

　因ちなみに、宏以外の日本人メンバーも全員ここにいる。仮に何か状況に変化があったとき、場合によってはすぐに動く必要があるため、特に別行動しなければならない用事がない限りはまとまって行動することにしたのだ。

「なんや？」

「ぴぎゅ！」

　戸惑いながら空を見上げる宏達の足元で、芋虫の群れが一声鳴いて糸を吐き出し、一瞬で安全ネットのようなものを作り上げる。

　ネットが完成したと同時に、様々な手段により落下速度が落ちていたエアリスとアルチェムが、それなりの勢いで安全ネットにダイブする。

　さらにその後からたくさんの芋虫がぼとぼとと落ちてくる様は、虫が苦手な人間にとってはホラーとしか言えないであろう。

「え、エルちゃん、アルチェムさん、大丈夫!?」

　あまりにも予想外の登場の仕方をしたエアリスとアルチェムに、春はる菜なが慌てて声をかける。

「だ、大丈夫です」

「ただ、ものすごくびっくりして怖かったですけど……」

　青い顔をしながら、どうにか立ち上がりつつそう答えるエアリスとアルチェム。

　アルチェムはまだしも、日頃割と泰然としていて、よほどのことがない限りはいつもにこにこしているエアリスが、こういう表情を見せるのは割と珍しい。さすがのエアリスも、何十メートルもの高さから強制的に飛びおりアイキャンフライさせられるのはかなり怖かったらしい。

「それで、いきなり飛びおりてきたんは何で？」

「あ、そうでした！」

　そう問われて、宏達を探していた理由を思い出してあたふたする二人。これまたアルチェムはともかくエアリスとしては珍しい態度である。

「あの、ヒロシ様、皆様！　先ほどアルフェミナ様からご神託がありまして、何の準備もせずにこのままいくと、皆様の命が危ないのです！」

「そらまた物騒な神託やけど、具体的にはどんな内容や？」

「女性、……そう、邪悪とか禍まが々まがしいとかそんな言葉では生ぬるい、でも人間の語ご彙いでは他に表現しようもないほど邪悪な印象を見せる女性が……」

　エアリスがそこまで言いかけたところで、城全体を地震が襲う。

　現在、神の城は現界した状態で地面に降りている。そのため、外部で地震が起きれば神の城も揺れるのだ。

　残念ながら、現界しているときは外部からの影響を完全に遮断することはできないのである。

「えっ？　地震？」

「っ！　ダンジョンの入口が潰つぶされおった！」

　突然の揺れ、それも割と大きなものに戸惑う春菜達をよそに、モンスター兵隔離用ダンジョンに対する異変を察知した宏が険しい顔をする。

「ローリエ！　状況確認や！」

　とにかく現状を把握しなければ話にならない。そう考えて宏がローリエを呼ぶ。

「現在、外部に強力な敵性体が複数出現しています。先ほどの地震は、敵性体の攻撃によるものです。まだ全数の出現が終わっていないため、数は現在サーチ中……、ただいま全数の出現を確認、サーチが終了しました。全部で十五体です」

「出てきたんはどんなやつや？　それと、ダンジョンの入口が潰されてもうとるけど、最後に閉じ込めた連中とかどないなっとる？」

「敵性体については、現在映像情報を準備中ですので、先にダンジョンについて報告します。ダンジョンですが、入口が消失したうえ何者かの妨害により再度の接続が不可能なため、コスト削減のため私の判断で消去しました。最後に内部に閉じ込めたモンスター兵は、天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうにより発生した穴に落ちた衝撃で跡形もなく消失しています。そのため、ダンジョンを消去した影響は一切ありません」

　宏に呼ばれてすぐに現れたローリエが、現状を淡々と説明する。

　すぐにリアルタイムの映像情報を出せないあたり、まだまだ城の機能は十全とは言えないようだが、それでも必要最低限の情報収集はちゃんとできているようだ。

「なるほどな。とりあえず今まで隔離した連中が復活する、っちゅうことがないんやったら問題ないわな」

「そのあたりは問題ありません。……映像情報の準備ができました。表示します」

「おう、頼むわ」

　宏に促され、ローリエが全員に見えるようにリアルタイムの映像を表示する。そこでは、敵と思おぼしき存在が何やら儀式中であった。

「……こいつ、エルザ神殿本殿にちょっかいかけとった、バルドの上司ちゃうか？」

「……そうね。あいつが十五体、か。厳しいわね……」

「あんときに比べたらこっちのスキルは充実しとるけど、装備はちょっと手ぇ入れた程度やからなあ……」

　エルザ神殿本殿での戦いを思い出し、思わず渋い顔をしてしまう宏達。合体前の時点でも飽和攻撃で非常に苦労させられ、宏が自力でエクストラスキルのガーディアンフィールドを習得しなければ、ジリ貧のままパーティが壊滅していた可能性もあった相手だ。

　あの頃に比べるとスキルも非常に充実し、何より足りなかった火力が随分と補強されている。合体さえさせなければ、さほど苦労せずに倒せる可能性は十分にある。

　だが十五体という数は、一度も合体させずに仕留めるには少々荷が重い。

　何より、エネルギー源として相手のコアを取り込むという連中の合体の仕様上、コアを取り込める数の上限が二体分とは限らないのが厄介なところだろう。

「……とりあえず、俺らも出るしかないだろうな……」

「あの数だと、ドルおじさんクラスがユニオン組めるぐらいいても厳しいわね」

　達たつ也やの言葉に頷うなずきながら、かつて実際に戦ったときの実感を正直に口にする真ま琴こと。ドーガを筆頭とする各国の最強戦力をレベルで表現するなら、ちょうど達也と真琴の中間ぐらいになる。ゲーム当時のボリュームゾーンよりは大幅に上だが、トップクラスの廃人には届かないぐらいだ。

　因みに、ゲームの『フェアクロ』のユニオン（複数のパーティで組むチーム）は上限人数が五十人である。

　今出現したボスがフォーレ当時のバルド上司と同じであれば、一体をドーガクラス五十人で相手する、もしくは二体を相手に連携を取らせずに戦う分には十分に勝てる。ノーダメージは不可能だが火力も足りれば回復も追いつくので、余裕とは言えないが死人が出ることもないだろう。

　ただし、それはあくまで一体を相手どれば、もしくは二体でも連携させなければだ。ドーガですら回復魔法なしでは長く耐え切れない相手を三体以上も相手取るのは、いかに彼らが歴戦の勇士であっても不可能だ。

　少しでも負荷を減らすためには、間違いなく宏達が戦闘に参加しなければならない。

「あ、あの……！」

　話をぶった切られた上にそのまま出撃しかねない流れになり、慌てて口を挟もうとするエアリス。

　その瞬間、まだ微妙にトランス状態が続いていたエアリスの脳裏に大量の情報が流れ込んでくる。

　最初に見えたのは、宏達を引き止めている間にドーガをはじめとした各国最強の戦士達が出陣し、数体の敵を仕留めたところで全滅、そのまま付近一帯が神の城を残し更地にされる未来であった。

　ほかにもいろんなパターンの未来が頭をよぎるが、それらは被害の軽重の差はあれ、全て大量の死者を出し、マルクト東部が壊滅的な被害を受ける結末につながっていた。

　起こりえそうな未来に青ざめ、エアリスがちらりとアルチェムに視線を向けると、アルチェムも同様に青ざめて言葉を失っていた。

　普段彼女達が仕える神から受け取る神託とは違う、巫み女こ達の行動を阻止するのが目的としか思えない脅しのような神託。

　受け取った波動は邪悪ではなく、瘴しょう気きの気配も一切しない。

　だが、神や世界中が発するような、温かみのあるものでもない。

　最も犠牲を減らし世界を存続させることを目的とし、数人の犠牲を出すことで一番被害が小さくなるのであれば何の苦悩もなくあっさり生いけ贄にえを捧ささげる、ある種防衛反応的な波動。

　なまじ巫女としての能力が高かったことが災いし、二人とも完全にその波動に飲まれてしまっていた。

「ヒ、ヒロシ、様……」

　どうにかして宏に情報を伝えようと声を出そうとするものの、映像の凄せい惨さんさと神託による圧力で蚊の鳴くような声しか出せないエアリス。それどころか、余計なことはさせまいとどんどん強くなる圧力に、ついに震えを抑えることはおろか、立っていることすらできなくなってへたり込んでしまう。

　エアリスの代わりにと、へたり込みながらも声ではなく縋すがりつくやり方で注意を引こうとするが、身体が一切いうことを聞かずに目的を果たせないアルチェム。

　対邪神の切り札となりうる宏を、いや、そんな理屈などどうでもよく、愛する人達を目先の被害軽減のためだけに切り捨てようとする世界の防衛本能に怒りを覚える巫女二人。

　だがしかし、悲しいかな世界そのものを敵に回して抵抗するには、人の身でしかないエアリスもアルチェムもちっぽけな存在すぎた。

「やばい！　エネルギー量が急増しよった！」

「このエネルギー量はやべえな！　あれ完成させちまったら、目的が何であれこっちは壊滅しかねないぞ！」

「宏君！　今から出撃すれば、発動前になんとか一体か二体は潰せるかもしれない！」

「うだうだ話してる暇はなさそうだし、早いところ出撃してちょっとでも数を減らすわよ！」

「せやな！　ローリエ！　あいつらの相手はうちらがやるから、他の国の連中は下手に手ぇ出さんように通達しといて!!」

「了解しました」

「すまん、エル！　アルチェム！　神託もすごい気になるけど、聞いとったらえぐいことになりそうや！　できるだけはよもどってくるから、悪いけど待っとって！」

　エアリスとアルチェムが新たな神託に青ざめ言葉を失って震えながらへたり込み、それでもどうにか情報を伝えようとあがいている間に、さっさと腹をくくった真琴が出撃を宣言する。

　それに応じて宏が余計な被害を出さぬための指示を出し、エアリスとアルチェムに謝罪の言葉を告げる。そのまま全員すぐさま装備を展開し、万能薬を飲みながら転移で出撃する。

　宏がここ最近で手を入れた要素の一つ。それがこの装備の緊急展開機能だ。

　恐らくこの時、宏達がエアリス達の方に視線を向けていれば、あまりに異様な様子に少しは足を止めたであろう。

　だが、彼らもまたらしくないことに、あまりに緊迫した状況に飲まれて、エアリス達に声をかけるだけで、一度も視線を向けずに出撃してしまったのだ。

「ま、待ってくださ……!?」

「ヒ、ヒロシさん！」

　再び引きとめようとしたエアリスとアルチェムが、脅しのように見せられるマルクト滅亡のイメージにひるんで言葉に詰まる。その間に、ついに宏達の姿は完全に消えてしまっていた。

「……アルチェムさん、どうしましょう……？」

「結局、ちゃんとした情報は伝えられませんでしたね……」

　宏達が何かひとつアクションを起こすたびにひとつずつ未来の予言が消え、彼らが出ていった時点で、最初に見ていた惨劇のイメージだけが残る。

　マルクト東部壊滅のイメージが全て消えたところで、己の役割を果たせなかったことに気がついた二人が、思わず呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　その様子を見ていたローリエが、二人に対してアドバイスをしようと口を開く。

「城の支援機能を起動しますので、お二人には祭壇で儀式をお願いしたいのですがよろしいでしょうか？」

「あ、そうですね！　よろしくお願いします！」

　ローリエの救いの手に飛びつくエアリス。今更詳しい話をする余裕などないし、下手に話をして士気を下げるのも危険だ。

　こうして、情報不足かつ準備不足のまま、強制的に厄介な中ボス戦に突入させられるのであった。




　　　　☆




「往生せいやあ!!」

　宏が吠ほえながらタイタニックロアを叩たたき込む。その一撃で、最初のバルド上司が消滅する。

　宏達は、初手から出し惜しみなしで攻撃を仕掛けていた。

「さすがに今回のは効いただろう!?」

　宏が粉砕したのとはまた別のバルド上司が、達也の超魔力圧縮式聖せい天てん八はっ極きょく砲ほう・四発同時発射の全弾直撃により致命傷を食らい、そのまま超魔力圧縮の追加ダメージで浄化される。

　これまで戦ったボス級の敵がやたらと魔法防御や魔法抵抗が高かったため、いまいち目立った活躍をしてこなかった聖天八極砲。それが、ようやくちゃんとした成果を見せたようだ。

　もっとも、まともなバランスのＲＰＧであれば、オンライン、オフラインの作品問わず、中盤以降のボスを一撃で倒せるような技や魔法は用意されていないのが普通だ。これまでの聖天八極砲はいささか効果が薄すぎる感はあるが、逆に今回はバランス的に威力過剰である。

　無論、オンラインゲームのアップデートの結果、などや、一度使えばＭＰが枯渇した上でしばらく回復しないなどの特殊条件のもとに必殺の威力が出る、普通なら不可能といいたくなるレベルで激烈に習得条件と使用条件が厳しい、などの例外もあるので絶対とは言えないが、聖天八極砲に関してはこれらの例外には含まれない。

　装備と達也の努力が嚙かみ合ったものではあるが、普通の範囲に含まれる魔法でよくここまで威力を出したと称賛されるべき結果であろう。

「シッ！」

　鋭い呼気とともに抜刀の構えから刀を一気に抜き、三体目のバルド上司を塵ちりとなるまで斬りまくる真琴。今回初めて使うことになった疾しっ風ぷう斬ざん・地ちの上位派生技、エクストラスキルの疾風斬・天てんである。

　性能としてはそのまま上位技で、斬撃の密度が一気に上がり、また相手のサイズによる減衰が疾風斬・地とは比べ物にならないぐらい軽減されている。

　実はゲーム時代にすでに習得していた技なのだが、春菜のウルトラスローと同じようにロックがかかっていて、使えなかったのだ。

　もっとも、そもそも真琴は今まで疾風斬・天が使えなかったことに気がついていなかったりする。というのも、今まで真琴は、ヒヒイロカネ製の刀の成長度合いを確認しながら疾風斬を使っており、前回までは発動前に刀が折れそうだと判断していたのだ。

「師匠、時間切れ」

　インフィニティミラージュと巨竜落としの合わせ技という、極悪かつコストの重いやり方でバルド上司を仕留めた澪みおが、残りの個体を視線で示しながらそう告げる。

　視線の先では、残った十一体のバルド上司が、儀式を終えて早々に合体を始めていた。

「……あかんな。外部からの干渉は無理や」

「そりゃまあ、敵のパワーアップ中はちょっかい出せねえってのが基本ルールだからな。パワーアップを指くわえて見守らにゃならん側としては、正直釈然としねえが……」

　どうにかして合体を阻止できないかと検討し、そうそうに不可能だと判断を下す宏。その宏に答えるように、達也が渋い顔でお約束に言及する。

　いかに神になったといったところで、できることには限界がある。

　宏の場合、そもそもなってから日が浅く、自身の力を掌握しているとは言いがたい上に、ものを作ることによって神に成り上がった関係上、基本的に何かを作る、もしくは作ったものの機能で、という形でしか神としての力を発揮できない。

　かなり応用範囲が広い反面、どうしても即応性には欠ける。それが、現在の宏の能力である。

　故に、こういう状況では、世界の確固たるルールとして守られている相手には一切手出しできないのだ。

　きっと、年齢を重ねて経験を積み、今より自身の能力を掌握すれば、この状況下で即座に相手の合体を阻止するためのアイテムを作って行動を潰すこともできるだろう。

　だが、まだまだ新米で人としての常識に縛られている宏に、そこまでのことは不可能である。

「正直、もう少し数を削りたかったわよね……」

「できりゃそうしたかったが、クールタイムとコスト考えると一気に削れる数はこれが限度だろうな。正直な話、クーリングキャンセラーを使ってもあと二体か、上う手まくやっても三体が限界だったと思うぞ」

　真琴のぼやきに、達也が厳しい現実を突きつける。

　実際、先手必勝とばかりに叩き込んだスキルは、どれもエクストラスキルかそれに準じたスキルばかりだ。一番コストが軽いと思われる超魔力圧縮式聖天八極砲四連ですら、五級のマナポーションで回復しきれない消耗があるのだ。澪に至っては、一度に三発も四発も使えるようなやり方ではない。

　クールタイムにしたところで、一番早く再使用可能な聖天八極砲でも二十八秒かかる。それ以外はなぜかタイタニックロアが十分ほどで再使用できるのを除き、全て時間単位のクールタイムが存在している。

　そして、クーリングキャンセラーを考慮する場合、魔力の圧縮と魔法詠唱が絡んでくる聖天八極砲より、攻撃モーション以外に事前の準備時間が発生しない物理攻撃系スキルの方が手数が稼げて有利になる。

　その手のもろもろを考えると、仮にもう一撃入れるのが間に合ったとしても、コストとの兼ね合いや出の速さを踏まえれば、叩き込めてせいぜいタイタニックロアとそれ以外の大技一発が限度だっただろう。上手くいけばタイタニックロアの三発目が間に合ったかもしれないが、それでも全部は駆逐できない。

　なお、達也のエナジーライアットに関しては、もとより合体を阻止できるとは思えなかったこともあり、合体前に使う選択肢は最初からなかった。

　あそこまでの威力となると、いかに廃人級のボスとはいえ、たかがノーマルのバルド上司ごときに使うのは、あまりにももったいないのである。

『ウォォォォォォォォォォ!!』

　念のために強化魔法をかけ直し、いつでも反撃に移れるように準備をしながら与太話を続けること約二分。全長二百メートルほどまで巨大化し、牛頭の悪魔の姿になったバルド上司が、パワーアップの完了を告げるかのように大きく吠える。

　物理的な衝撃を伴うほどの大きな声に、思わず動きが止まる宏達。あまりの音量に、春菜の歌も完全にかき消されてしまう。

　声が途切れる直前に、小さく何かが割れるような音が宏の耳に届く。

「っ!!　ヤバい!!　今の声で、死亡キャンセルのエンチャントを使わされた!!」

「こっちもよ！」

「ボクもレジスト失敗！」

「私も！　宏君は!?」

「僕は大丈夫や！」

　どうやら、今の叫び声には即死の効果があったらしく、宏以外の全員が死亡キャンセルのエンチャントを消費してしまう。

「まずいわ！　さすがにあれはタンク系のスキルでは防げないわよ！」

「そうなのか!?」

「そうなのよ！　攻撃扱いじゃないからアラウンドガードの対象外だし、大声系の状態異常は魔法じゃないから抵抗力高い一人を前に置いて、っていう範囲魔法対策も使えないし！」

　真琴の説明に、宏達の顔がこわばる。

　今までに敵としては遭遇しなかった、攻撃扱いでも魔法扱いでもない状態異常技。ポメの亜種以外からまともに食らったことがなかったために、どんな種類があるかも把握できておらず、まったく対策が取れていないのだ。

　実のところ、今まで亜種ポメ以外で遭遇していなかったわけではなかった。ただ、残念ながら他のケースは全て装備込みでの抵抗力だけで完璧に無効化していたため、状態異常技を食らっていたという認識がなかったのである。

「厄介な状態異常でも飛ばされて、同士討ちにでもなったらやばい思って兵士の人らは誰も出えへんように通達したけど、正直大正解やったな」

「そうだね。下手をしたら、さっきのあれで精鋭が全滅してた可能性があるよ……」

　補助魔法の重ね掛けで抵抗力を強化していた宏達ですら、宏を除いて全滅だったのだ。ドーガ達が出撃していたとしても、今の即死咆ほう哮こうで全員死亡していた可能性が非常に高い。

『ようやく、ようやく我らが同胞の無念を晴らせるときが来た!!』

　湧きあがる力。それに背中を押され、今までうっ屈していた思いを叫ぶ巨大バルド上司。その声とともに、大量に瘴気がばらまかれる。

「こら、本気でヤバいな……。兄貴らは戻って、僕一人で相手したほうが……！」

　どう考えても長期戦にしかならない状況。対策が完了していないカバー不能な即死技。その嫌な予感しかしない組み合わせに、安全策を取ろうと宏が提案しかけたところで、空間が大きく歪ゆがむ。

「やられた!!　神の城の位置情報ロストや!!」

「どういうことよ!?」

「僕らがモンスター兵にやったんと同じことやられてしもたわ！　今いる場所ダンジョンにされてもうたうえにダンジョン内で強制転移食らったから、リンクも機能も不完全な神の城やと、ここにはゲート開けれん!!」

　悲鳴のような宏の言葉に、全員の顔色が変わる。

　現在彼らは、完全に退路を断たれてしまっていた。

　基本的に範囲魔法の類たぐいは大抵宏の抵抗力で発動そのものを潰せるのだが、あくまでも潰せるのは魔法だけである。異界化やダンジョン化の場合、魔法で行ったのではなく大量の神気や瘴気などが原因となると、発生そのものは宏にはどうにもできない。

　また、強制転移の類も、異界化した空間そのものを移動させたり機械的に特定の場所に移動させたりといったケースでは、宏の抵抗力は効果を発揮しない。

　そして、まだ宏とのリンクが不完全な現状の神の城の場合、ダンジョン内で転移されると、電波が弱く遮しゃ蔽へい物の多い地域でのＧＰＳのように正確な位置情報が把握できなくなるため、ゲートを開くことができなくなってしまうのだ。

　今回は、こういった抜け道を次々と突かれてしまった形である。敵にとってもある種の賭けではあったが、珍しく実に上手く成果を上げたようだ。

「こうなったらヒロ、腹くくってスケープドールとかを使いきる前に仕留めるぞ!!」

「分かっとる！　それしかあらへん!!」

　ポールアックスを構え、覚悟を決める宏。

　それに同調するように、普段より力強く歌い始める春菜。

「チッ！　地脈接続は無理か！」

「瘴気濃度が濃いから、集気法もやめといたほうがいいわ！」

「そのへんは最初から諦めとる！」

　できるだけ一気にケリをつけようと、外部からエネルギーを集めるタイプのスキルを使おうとして、問題に気づき中断する達也と真琴。

　これで最大威力のエナジーライアットは使えないことが確定した。

「ねえ、師匠」

「なんや？」

「今なら、個人用の飛行ユニット付き天地波動砲使えない？」

「せやな。僕がカバーするから、一発ぶっ放してみ！」

「ん、了解」

　敵の叩き潰すような一撃をスマッシュで弾はじき、スマイトで追撃しながら澪の提案に頷く宏。

　宏が誕生日プレゼントとして貰もらった時間で作成したもろもろのアイテムの一つ。春菜あたりが使用すれば映えるであろう、人間用のサイズの二連装天地波動砲と翼型の個人飛行ユニットのセット。それを澪が使用するべく、てきぱきと準備を始める。

　因みに、現在戦っている空間は完全なる謎空間だ。地面の感触と重力はあるが、地面を含めて視界内には一切物質らしきものはない。周囲の空間もゆらゆらと揺らぎ続けており、いろんな意味で不安定な印象が前面に出ている。

　この状況なら砂さ塵じんを巻き上げることも、岩石や大木を吹き散らすこともないだろう。何しろ、衝撃波でまき散らされそうな物質が一切存在していないのだから。

「準備完了。最大出力、発射」

　いつものように宏がスマッシュとスマイトと挑発を駆使してバルド上司の動きを固定し、決定的な隙すきを作るように誘導する。

　バルド上司が苛いら立だたしげに状態異常技・死の咆哮を繰り返し叩きつけるも、いつの間にかスピーカーまで準備してブーストした春菜の歌にかき消され、完全に潰されてしまう。

　そうやって宏達が作り上げたチャンスを、澪が正確にものにする。

　できるだけ余計なところに余波が向かわないように、慎重に発射角を調整したうえで範囲を絞りに絞って撃ち出された二門の天地波動砲は、見事にバルド上司の胴体中央を捉えた。

　背中の飛行ユニットのバーニアスラスターを全開にし、さらにアフターバーナーまで使って反動に耐えながら、天地波動砲を照射しつづける澪。チャージしたエネルギーが空になるまで照射を続け、ゆっくり地上に降りる。

「手応えはそこそこ。無傷ではない……はず」

「せやな。それなりに削っとる。ただ、致命傷には程遠い感じやけど」

「そこまでは期待してない」

　余波が完全に収まるまで待ちながら、そんな毒にも薬にもならない話をする宏と澪。

　予想どおり、天地波動砲では手傷と呼べる程度のダメージしか与えられなかった。

「とりあえず、思いついたことがあるからちょっとその下準備してくるわ」

　そう言うが早いか、余波が収まりきらないうちに、まだ体勢を立て直せていないバルド上司に向かって突撃を敢行する宏。いつの間にかその手には、大型パイルバンカーがスタンバイしている。

「大人しいぶち抜かれとけやコラァ!!」

　ようやく立ち上がりかけたバルド上司の頭をスマッシュで蹴り飛ばしてもう一度転倒させ、みぞおちのあたりにパイルバンカーを設置、無慈悲にトリガーを引いて貫通させる。

　さらに両の掌てのひら、肘、両肩、両膝、足首、股間、喉、額と次々にパイルバンカーを打ち込み、完全にボスを地面に縫いつける。

「よし、準備完了や！　ワンボックスと潜地艇出すから、大急ぎで乗り込んだって！」

　宏の言葉から意図を察し、敵が態勢を立て直す前にと大慌てで車両に乗り込む一同。全員がワンボックスカーの方に乗り込んだところで、宏がタッチパネルを操作する。

　なお、全員が潜地艇ではなくワンボックスカーに乗り込んだ理由は簡単。潜地艇の形状は、スムーズに乗り込むには少々手間だからである。

「行くで！　合体シークエンス開始！」

　宏がボタンを押したのと同時にワンボックスが巨大化、倍以上のサイズ差がある潜地艇と同じぐらいのサイズになったところで、ワンボックスと同期するように潜地艇も巨大化を始める。

　そのまま微妙なモーフィング変形を経て潜地艇のドリルが二つに増加、コクピット部分とそれ以外のパーツに五分割される。

　潜地艇が驚きのビフォーアフターを行っている間、ワンボックスはどこに折り畳まれていたのか膝ぐらいまでの脚パーツが展開され、縦に若干伸びて上半身を捻ひねれる形状に腰のくびれが発生、運転席が胸のあたりに来るように変形する。

　ワンボックスの形状が大方胴体として成立するようになったあたりで、運転席の後ろに潜地艇のコクピットがドッキング。さらにサイズ拡大とモーフィング変形が起こって、運転席を覆い隠すようにアズマ工房のロゴが入った放熱板のようなパーツが取り付けられる。

　その後、四分割された潜地艇のパーツが両腕と両脚となって接続され、ドリルパーツがいったん邪魔にならぬよう背部に移動、両肩に天地波動砲がせり上がり、頭部がにゅっと生えて変形が完了する。

「うっしゃ！　合体成功や！」

「マジで合体したよ……」

　作品タイトルに勇者なんとか、もしくは絶対無敵などのワードがつく、パイロットが基本的に小中学生の三人から五人乗りだった類のロボと同系統のデザインの機体に変形し、そのまま決めポーズをとる合体ロボ。巨大化したバルド上司と格闘戦をするためか、そのサイズは全長約二百メートルと数あるアニメの戦闘ロボットの中でもかなり大きなものになっている。

　実のところ変形合体そのものは一秒弱で完了しており、その意外と複雑で随所に物理的に怪しい要素がある変形合体シークエンスは、内部にいた宏達はもちろん、外から傍観せざるを得なかった敵もはっきりと確認できていなかったりする。

　ただし、状況はモニターパネルに表示されており、また、がっこんがっこん景気よく変形合体の音が聞こえていたため、ロボになったことだけは疑っていない。

「それで師匠、このロボの名前は？」

「特に決めてへんから、好きにつけてええで」

「ん、だったらベタに、『勇者工房ダイアズマー』でどう？」

「ほなそれで」

　澪に提示された、非常にベタな名前をそのまま採用する宏。宏の場合、作るのが楽しいのであって名前や用途には割とこだわらない傾向がある。

「いいのかよ、それで……」

「てかその名前だと、合体直後に口上とかいるんじゃないの……？」

「別に他の名前でもええで。なんぞアイデアある？」

　あまりにベタな名前にいろいろ突っ込みを入れ、宏に他の名前を求められて沈黙する達也と真琴。ベタで普通にダサいくせに妙にインパクトがある名前のせいで、他の名前がパッと出てこないのだ。

　どうやら合体ロボの合体シークエンスやデザインその他は、達也達をしてボスクラスと戦闘中であることを忘れて脱線し始めるぐらいには衝撃的であったようだ。

「とりあえずそのあたりは今はどうでもいいから、早くあれを何とかしようよ」

　戦闘中に余計な方向に脱線し始めた他のメンバーを窘たしなめ、今すぐどうにかしなければならないことに話を戻す春菜。くだらないことに時間を費やして、即死攻撃でも食らったら洒落しゃれにならない。

「せやな。ほなスピーカー展開するから、春菜さんは今までどおり全力で歌ったって」

「了解、任せて」

「合体ロボの場合、いきなり大技は割と負けフラグやから、まずはどの武装がどの程度通用するか確認しつつ、相手削るところからやな」

「そうね。下手なことはしないほうがいいわね」

「っちゅうわけで、適当に火器管制振るから、隙見てぶっこんだって」

　スーパー系巨大ロボットの基本、目からビームをバルド上司に叩き込みつつ、手持ち無沙汰になりそうな他のメンバーに適当に操作パネルを回す宏。それを受け、言われたとおり思い思いに現在磔はりつけ状態のバルド上司に攻撃を叩き込んでいく春菜以外のメンバー。

「えい、胸部熱線砲」

「ブレス○ファイアーとかじゃないのか？」

「おんなじような武器でも、かぶらないように名前をつけるか、熱線砲とかビーム砲みたいにかぶるも何もないような名前で呼ぶのがロボットもののマナー」

「そうか、そういうものか」

「ん、そういうもの」

「このパンチ射出するの、ドリルついた状態で飛んでいくのかと思ったんだけど、そうじゃないのね」

「単にパンチ飛ばすだけやったらまだしも、ドリルつけた状態でやってまうとパクリ扱いされかねんからなあ」

　などとそんな緩い会話をしながら、パンチを射出し、魔導ミサイルを大量に浴びせ、天地波動砲を叩き込み、ドリルでえぐって……と、好き放題攻撃を続けていく。

　一度は体勢を立て直し反撃に移ろうとしたバルド上司だったが、すぐに、

「ん、スパイダーウェブ射出」

「命中確認。続けて硬化剤と魔封結界弾いくわよ」

　行動阻害用のあれこれを叩き込まれて動きを潰され、哀れな咆哮を上げるにとどまる。

「さて、そろそろ大技いってみよか」

「師匠、大技って？」

「一応このサイズのポールアックス用意してあるから、タイタニックロアができるか試してみたいんよ。ちょうどええ感じにクールタイムも終わっとるしな」

「なるほど」

　澪が納得したところで、胸部の放熱板を変形させて巨大なポールアックスを作り出す宏。その格好よくもえぐい形状は、それだけで必殺技としての風格が十分である。

「ほないくで。パイロット同期モード起動、同調開始！　必殺のタイタニックロアや！」

　宏がパネルを操作したあと立ち上がり、非実体のポールアックスを手に持って振り回す。その動作の邪魔にならぬよう、宏が立ち上がった段階で他のメンバーは斜め後ろ上方に移動する。

　宏がポールアックスを振り下ろすと同時に、モニターパネルのエネルギーメーターがごそっと減り、派手な衝撃音と同時に、機体全体が大きく揺れる。

　ただひたすらなぶられ続けたバルド上司は、即死キャンセルのエンチャントを無駄遣いさせた以外にこれといった成果を上げることもできないまま、その早すぎる生涯を閉じた。

　もっとも、彼にも意地というものはあったようで……、

「ちっ！　置き土産で生存確保の札とスケープドールの効果が消去されちまった！」
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「やばいなあ。補助魔法とか強化バフの類も潰されたし、使えるように倉庫から出して準備してあったアイテム類も全部破壊されとる。即死回避系が完全に潰されとるから、このままやと二十四時間は無防備っちゅうんが痛いなあ……」

　自身の命を代償に、強烈な置き土産を残していく。さすがにバルド上司だけあって、宏特製のランクが高いアイテム類でも一方的に破壊できたようだ。

　異界化も解除されず、保険が全て潰された。

　なかなかの危機的状況に、さすがの宏達も表情が険しくなる。

「とりあえず、ロボは収納やな。途中で食らったダメージが結構バカにできんし、エネルギーもほぼ空や」

「そうだね。正直、ちょっとどころじゃないくらい嫌な予感はするんだけど、中にいても外に出ても変わらない感じというか……」

「ねえ、春はる姉ねえ。それって逃げ場なしでロボを棺かん桶おけ代わりにされるか、生身でなぶられるかの違いって感じ？」

「多分そんな感じ……」

　バルド上司を無事に倒したというのに、倒してからの方が生存本能が危険を告げる。そんな春菜の様子に、どう腹をくくるか悩む宏達。

　この時彼らは、万能薬の効果も一緒にキャンセルされていることに、一連の事態が終わるまで気がつかなかった。

　結局、最悪の場合は神の船を出して逃げるということで、とりあえずロボから降りて状況を確認することにする日本人チームであった。




　　　　☆




「まったく、これだから予測ができない連中を相手にするのは嫌なのよ……」

　巨大ロボによる闇の主の滅多打ち。それを観察していたオルディアが心底嫌そうにぼやく。内包しているエネルギー量的に、自分達が相手をする前に巨大ロボットが戦闘能力を失うであろうことは、観察していればすぐ分かる。

　それに、あの程度の装甲なら、オルディアはともかくオクトゥムやザーバルドなら余裕でぶち抜けるし、いくつかの技を除いてダメージを受けそうな攻撃はほとんどない。

　なので、あれに乗っている間はそれほど恐れる必要はない。

　ただ、全ぜん貌ぼうが分からぬ手札を使われるというのは、それだけで心理的に結構な負荷となる。ましてや連中の場合、神の城を作った上であんなものを動かしてくるのだから、他に何が飛び出してくるか分からない。

　本当に、面倒なことこの上ない。

「オルディア、そろそろ出番のようだ」

「そのようね。どうやら連中はこちらに気がついていないようだし、無駄死にに近い形の捨て駒にしてしまったあの闇の主も、予想してた最悪のケースと違って多少は有効活用できそうね」

「ふむ？　ああ、なるほどな」

「そういうこと。あれだけの聖気と怨おん念ねんなら、私が遠隔操作で多少増幅しても連中に察知されることはないわ。結果が出るまでできるかどうかは分からなかったけど、ね」

　ザーバルドにそう言いながら、巨大ロボの大技で消滅させられた闇の主の置き土産を強化し、宏達にかかっている補助や強化を全て解除。倉庫から出された消耗品も全て破壊するオルディア。

　ローグ系のゲームでは定番のアイテム破壊トラップと、ＲＰＧ全般でよく使われる強化解除。その合わせ技とでも言うべき攻撃が実行に移される。生産能力に特化したアズマ工房に対しては最も効果的であり、宏から見れば極悪非道この上ない災難である。

　対象が宏自身ではないため、宏にかかっていた魔法や持っていたアイテムですら完全に破壊できるという、これまた抜け道を突いたやり方。宏に通じるほどの、となると闇の主十体以上を生贄にするか、オルディアクラスが直接手を出さなければ成果を上げることは不可能であり、それゆえに宏達は対策を取れていないことにすら気がついていない。

　ルーフェウス大図書館の禁書庫にもぐったり、地道に調査をして行動パターンや性格傾向をつかんだりとこつこつ準備を積み重ねた下地があったとはいえ、今までのことを考えれば、今回は珍しいぐらい一方的に策が成功している。

「さて、恐らくここまでのあれこれだけど、次はもう通用しないわ。今回確実に目的を達成しないと、まず間違いなく次はないわ」

「分かっている」

『一発勝負、よくあること』

　最後の勝負の前に注意を促すオルディアに、ザーバルドとオクトゥムが油断も楽観も見せぬ態度で同意する。

　なぜ彼女達が、こういった回りくどいやり方で戦力を削ってきたかというと、真っ向勝負では宏相手に勝ち目がないことを自覚しているからだ。

　そもそもこれまでの仕掛けも、抜け道だと知られてしまえばあっという間に塞ふさがれてしまうようなものでしかない。せいぜい死の咆哮のように対策が抵抗力を上げる、くらいしかないものが残る程度で、それ以外はもう二度と使えないだろう。

　今まで抜け道のまま残っていたのも、単に対策が必要なレベルでそこを突けるのがオルディア達ぐらいしかいなかったからだ。

　対アズマ工房に関しては、これが最初で最後のチャンスだ。

　もし不発だったら、次は正面から挑むしかない。

「そろそろ仕掛けるわよ。覚悟はいい？」

「いつでも」

『問題ない』

「じゃあ、手て筈はずどおりに。タイミングその他は任せるわ」

　気合いこそ入っているが気負った様子もなく、どことなく飄ひょう々ひょうとした態度で作戦のための姿に変身し、最後の打ち合わせを済ませて仕掛けに入るオルディア。念のために、すぐに気づかれない程度に思考を撹かく乱らんさせる状態異常をかけて、宏以外のターゲットに通じたことを確認しておくことも忘れない。

　この世界に来て最大で最悪のピンチが、宏達日本人チームに襲いかかろうとしていた。




　　　　☆




「さて、不気味なぐらい何もないわけだけど……」

　刀に手をかけ、臨戦態勢のまま周囲を警戒していた真琴が、あまりに状況の変化がないことに対してさらに警戒を強める。

　もっとも、あからさまに不穏な空気に過剰反応してしまったせいか、それともひそかにかけられていた思考撹乱の影響か、この時点では自分達の意識の幅が狭まっていることにも、いろいろ見落としていることにも気がついていない。

「敵のコアは、正直最初のやつがそのままデカなっただけやな」

「今の段階では、ボクのセンサーには何も引っかかってない」

「つまり、手がかりはなしか。ってことは、神の船に乗ってもここからは出られないのか？」

「そうなるなあ」

　宏と澪の答えを聞き、達也が顔をしかめる。この、なんとも落ち着かない空間から抜け出す手段が見当たらないのは、いろんな意味でかなりのストレスになる。

「ただ、こんだけの強度で異界化が持続しとるっちゅうことは、それを引き継いどるやつがおる、っちゅうことや」

「なんかこう、完全にはめられてるよね」

　恐らく、宏達を神の城から引きずり出すためだけに行われたであろう一連の出来事。周りではなく宏達をピンポイントで狙ってくるあたり、間違いなく必勝の策が敵にはあるのだろう。

　宏を狙う上で必勝の策といえば、やはり女性恐怖症を突くことである。エアリスが言いかけていた予言も、そんな感じだった。そこまでは想像がつくが、どんな手段で仕掛けてくるのかが、まるで予想できない。

　それなりに時間が経っているため、魔力やスタミナの回復こそ不十分だがエクストラスキルのクールタイムは大半が終了している。なので、宏が一時的に戦闘不能になっても、相手に攻撃さえさせなければ何とかなる可能性は十分にある。

　そのあたりの悪くない条件を踏まえてなお、嫌な予感だけがどんどん膨れ上がっていく。

　時間がなかったとはいえ、エアリスの話をちゃんと聞けなかったのが非常に痛い。

「何にせよ、俺らをわざわざ引っ張り出して足止めしてるやつを探さねえと、話が進まないな」

「せやな。正直、神の城とのリンクが回復する気配がまったくあらへん。そっちが回復するまで持久戦で勝負、とか言い出したら、下手したら年単位の時間がかかるかもしれんで」

　気が進まないながらもボスを探す決意を固めた達也に、宏が厄介な追加情報をくれる。食料その他は年単位の時間がかかっても問題ないが、この空間に何年もいるというのは精神的に無理だ。

　エアリス達の気持ちも考えると、なおのこと何年もかけて脱出というのはあり得ない。

　嫌な予感しかしない状況だが、受け身で行動するよりは積極的に動いたほうが、まだいくらかリスクは小さいだろう。そんな達也の考えに全員が賛同し、この空間のボスを探そうと動き始めたのだが、その判断は少々遅かった。

「なんや東あずま、こんなとこにおったんか」

　唐突に聞こえてきた女性、というよりは少女の声に慌てて振り向くと、いつの間にか宏から約八十五センチほど前に、どこかの学校の制服らしき服装の見知らぬ女が立っていた。

　歳の頃は十五歳から十八歳の間くらい。

　容姿はどこからどう見ても日本人。

　真琴ほどの背丈で、髪は光の加減によっては茶色に見える程度の薄い黒。

　顔立ちは一応美少女の範囲に入るが、正直どうというほどの顔でもない。むしろ、少女の表情は加虐的な喜びに歪み、その目に宿す光は暗く澱よどんでいる。品性の欠片かけらも感じられず、人間というのは内面によってこれほどまでに醜くなれるのか、と驚くほど醜悪な印象を与える。

　はっきり言って、平凡な容姿の真琴やレラの方が、何万倍も魅力的である。

「……えっ？　な、何でや……？　何で吉よし村むらがここおんねん……？」

　その少女を見た宏が、まるでリトマス紙にアルカリ溶液を垂らしたかのように一瞬で青ざめ、震えてかすれた声で呆然とそんな問いかけを口にする。

「そんなん知らんがな。それより、あたしのこと病院送りにしといて、お前はのうのうと女三人もはべらせといてハーレム気取りか？　ほんまキモいウジ虫やな」

「なっ!?」

「いや、それはウジ虫に失礼か。ウジ虫かて生態系維持するんにしっかりした役目果たしとるからなあ。ほんま、こんな生きてるだけで酸素とエネルギーと食料の無駄にしかならんマイナスだけのやつのせいで、なんで何人も人生駄目にされなあかんのか、本気で理解できんわ」

　あまりの暴言に絶句し、取ろうとしていた行動を一瞬忘れかける春菜達を尻目に、吉村と呼ばれた女はすたすたと宏に近寄ると、にやにやと笑いながらしなだれかかり、ポケットから何かを取り出す。
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　仮に、そう、仮にこの後の惨劇を防げるタイミングがあったとすれば、恐らくこの直前、暴言を吐いている間までだったであろう。その時点で疾風斬なりエナジーライアットなりでこの女を吹き飛ばしていれば、この後の惨劇はどうにか回避できた可能性が高い。

　だが残念ながら、完璧な不意打ちだった上に完全にペースを握られ、さらに日本人の姿をしていたということで意表を突かれ、何よりあまりに劇的な反応を見せた宏に気を取られて、阻止できるタイミングを完全に逃してしまったのだ。

　やはり、完全に人間の姿をしている者を即座に攻撃するのは精神的に抵抗がある。

　かつて大図書館の禁書庫で春菜が問答無用で攻撃していたじゃないか、と言われそうだが、あの時は事前に宏の姿をした何かに襲われていたうえ、宏にちょっかいを出していた守護者は右腕が完全に人間のものではない、禍々しい何かのものになっていた。他にも攻撃モードに移りかけていたために何カ所か明らかに人間でないと確信させる要素があった。ゆえに、今回とは前提が違う。

　さらに誰も気づいていないが、出合い頭に軽度の混乱の状態異常を猫だまし的に受けていたのも致命的であった。普段なら即応できなくても暴言を吐いた時点で誰かが行動を起こしていたはずが、状態異常の影響で怒りにより頭の中が完全に真っ白になってしまい、阻止のための行動に頭が回らなかったのである。

　不確定名・吉村、その中身が最も得意とする、人間では察知できない精神操作スキルによる思考誘導。本来であれば、こんな短時間では身構えている相手の思考を完全にのっとったりはできないが、思考を空転させて行動を遅らせることくらいはできる。

　幾重にも強化や弱体化を重ねる手法で、不確定名・吉村は完全に状況を支配していた。

「ほら、これ食うて犬の糞ふんにでも顔突っ込みながらあたしらに土下座して謝り。ゴミにも劣る分際で、人様の人生無茶苦茶にしてすんませんってな！」

　そう言って取り出した、非常に気持ち悪い形をしたチョコレートを無理やり宏の口に突っ込もうとする、不確定名・吉村。

　春菜達は知らないことながら、そのチョコは形、大きさ、におい、その他全てが、宏があの事件で無理やり食わされたものと寸分たがわぬものになっていた。

　もっとも、それを知っていようがいまいが、春菜の考えは変わらなかっただろう。

　遅まきながらに、春菜が行動を開始する。

「宏君!!」

　事、ここに至っては、春菜の行動に迷いなどない。

　まずは女を宏から引きはがし、避難させなければどうにもならない。そう考え、明らかに邪神サイドの何者かが化けているであろう女性に一撃入れようとする春菜。

　だが、

「春姉、ダメ!!」

　何かを察知した澪が、春菜の横から体当たりをする。

　ただしそれは、春菜が人間を攻撃しようとしたことを邪魔する、というよりは、春菜が無策で突っ込んでいこうとしたのを見て、とっさに動いてしまった、という感じではあるが。

　日本人チームの致命的な弱点、その一。

　宏に何かがあると、全体的に冷静さを失いがちであること。

　普段の春菜であれば、ここまであからさまな誘いに乗ることはなかったであろう。宏から女を引きはがすにしても、罠わなが疑われるこの状況で最短距離を通るような真似はしなかったはずだ。

　それ以前に、たとえ状態異常を食らっていても、冷静であればもっと早期にもっと上手に行動を起こしていたであろう。少なくとも、オーバー・アクセラレートも発動させずに突っ込んでいくような無防備な真似はしない。

　その結果、見事に罠に引っかかってしまったのである。

「えっ!?」

　春菜を弾き飛ばした澪に、チョコレート色をした何かが襲いかかる。

　体当たりの勢いがあったために全身にかぶることだけは避けられたものの、下半身を完全に取り込まれてしまい一瞬で食いちぎられてしまう。

「澪ちゃん!?」

　澪を襲った惨劇に、春菜が悲鳴を上げる。だが、恐らくその声を澪は聞いてはいまい。

　辛うじて即死こそ避けられたものの、下半身を食いちぎられた痛みに耐えきれず、半ば意識を飛ばしていたのだから。

　また、悲鳴を上げた春菜の方も、人の心配をしている暇などなかった。

「春菜！　よけなさい！」

　真琴の警告も空しく、背後から飛んできたチョコレート色の何かが、春菜の心臓を正確に貫いて破壊する。

　その真琴と、さらに達也も当然無事では済まない。

「ちっ！　エナジー……！」

　せめてもの悪あがきと、強引に積層詠唱で短縮詠唱したエナジーライアット。それが完成し発動しようとしたタイミングで、明後日あさっての方向から飛んできた、天地波動砲を凌りょう駕がするほどの出力の攻撃魔法に二人揃そろって飲み込まれ、跡形もなく消滅してしまう。

　宏達日本人チームの致命的な弱点、その二。

　ザーバルドやオクトゥムの圧倒的火力の前では、宏以外の防御がまるで機能しないこと。紙より薄く豆腐より脆もろい。

　今の（ザーバルドやオクトゥムが放った）攻撃は、いずれも宏に直撃させたところで大したダメージを与えることなどできないものばかりだ。だが、これが対象が春菜達になった途端に、ガーディアンフィールドがあっても当たりどころによっては即死の可能性すらある脅威となる。

　しかも、今回は宏がパニックを起こしてフリーズしており、ガーディアンフィールドの効果も途切れている。即死回避の保険が全て潰されている現状、春菜達に防ぐ手立てはない。

　相手に舞台を整えさせてしまった時点で、全滅を回避することはできなかったのだ。

「えっ？　春菜さん？　澪？」

「ここまで上手いこといくとは思わんかったわ。さすがあたし、っちゅうところやな」

「兄貴？　真琴さん？」

「あとはこのゴミを、再起不能になるまでいたぶって心粉砕したるだけやな」

　目の前で起こった惨劇に、壊れたように仲間達の名前を呼び続ける宏。

　その姿を見て、実に愉たのしそうに笑う吉村ことオルディアであった。








邪神編　第一三話






「ローリエさん、まだですか!?」

「申しわけありません。予想以上に妨害が強力で、位置情報が絞り込めません」

　手に余るほど力を入れ脂汗を浮かべながら、余裕のない口調でローリエに状況確認するエアリス。

　そのエアリスに対し、一見して普段と変わらぬ、だがその実、内心でものすごく焦っていることが伝わる口調でローリエが答える。

　現在、エアリスとアルチェムは、完全にリンクが途絶した宏ひろし達を救助すべく、神の城の機能をフル活用して探していた。

　とはいえ、時空関係こそ本職ではあれどアルフェミナ以外の力を使うのは専門外のエアリスと、世界樹関連はエキスパートでも時空関係は転移魔法すら使えないアルチェムの組み合わせだ。元々神の城が持ち主である宏と管理者であるローリエ以外には使いにくい仕様なのもあって、稀き代だいの巫み女こ二人でもそうそう上う手まくはいかない。

　かといって、経験も不足していれば城の外との縁も薄いローリエでは、強力な探知妨害がかけられ、さらに異界化した空間に引きずり込まれた宏達を探すには、圧倒的に能力が足りない。

　今も宏達の存在をどうにか探知できてはいるが、それはアルチェムが城の機能の根幹である世界樹の力を増幅し、エアリスがそのエネルギーで空間の乱れを補正しているからこそである。

　だが、まだまだ成長期で身体ができていないエアリスでは、アルフェミナ以外の外部の力を長時間扱うのは厳しい。制御能力は足りているが、肉体的なあれこれが全然足りていないのだ。

　仮にアルフェミナの力が使えればもう少しましなのだが、現在アルフェミナもまた宏達のために動いており、エアリスのために降臨したりはできない。

　結果として、エアリスの人生で経験したことのない、どころか、その生涯で今後経験することなどあるのか不明なほどの無茶をせざるを得なかったのである。

　少しぐらいサポートになれば、と、制御している力の一部をアルフェミナの方に送っているが、それがどの程度役に立っているかも分からない。

　状況が好転せず、結果も見えない閉へい塞そく感かんが続く状況で無茶を続けるのは、まだまだ十代になったばかりの少女にとって耐えがたい苦しみであった。

　またアルチェムにしても、あまりに長時間世界樹の力を扱っていると、その存在が世界樹に引きずられていく。これは彼女の能力に問題があるのではなく、たかが人類の一種族でしかないエルフが、世界の根幹ともいえる世界樹を長時間扱える道理がない、という当たり前の話に過ぎない。

　その結果として、エアリスもアルチェムも、宏達を発見する前に限界を迎えようとしていた。

「エアリス様……、ローリエさん……、ごめんなさい……」

「アルチェムさん!?」

「……頑張ってるんですけど……、……だんだん意識が怪しく……」

　黙々と世界樹の力を調整し、エアリスの扱いやすい形にして供給していたアルチェムが、ついにギブアップする。

　とはいえ、そのアルチェムを誰も根性なしとは言えないだろう。何しろ、今のアルチェムは、皮膚の色やら質感やらがかなり植物っぽくなっており、恐らくこのまま続けていれば、あと数分もたずに世界樹に取り込まれてしまうのが明らかなのだから。

　かといって、エアリスにも余裕があるわけではない。いくら扱いやすい形にしているとはいえ、本来所属している世界のものではないエネルギーだ。しかも、強力な妨害に対抗するため、かなり高出力のものを制御している。

　歴代最高の、もはや人間かどうか疑わしい水準である巫女の資質をもってしても、まだ十二歳になっていない肉体では、いつオーバーフローを起こしてもおかしくない。

　そんな結果を避けるために、生命としての本能が急ピッチでエアリスの存在を作り変えてはいるが、それがまた負荷となって襲いかかってくるわけで、実のところエアリスも、もはや根性だけでどうにかしている状況なのである。

（やっぱり、あの時無理にでも引き止めて概要だけでも話しておけば……）

　厳しい制御を続けながら、エアリスが口に出せぬ後悔を続ける。

　だが、上に立つ者としても巫女としても、大勢が死ぬと分かっていてそれを強行できたかどうかとなると、恐らく無理だっただろうという自覚がある。少しでも被害を抑えるための手立てを考えるにしても、状況の変化が速すぎるうえに神託のプレッシャーが強すぎて、とてもそんなことは無理だった。

　しかも、あの時アルチェムは、宏達がどんどん話を進めている間も、悪いイメージが消えかけたりよみがえったりというのが繰り返されていたらしい。どうやらあの場で宏達を引きとめると、ここ百年で最大級の戦争被害が出ていたのは間違いないようだ。

　実のところあのイメージは、アルフェミナやアランウェンの神託とは違い、世界の持つ集合無意識の中の防衛本能とも言うべきものが、巫女の資質を持つ全ての者達に送っていたものだ。世界の集合無意識からすれば、放置しても確実に宏だけは生き残るアズマ工房のことより、維持そのものに影響が出かねないマルクト東部の大虐殺の阻止を優先させるのは当然であろう。

　ただし、あの時点で受信できていたのは、かすかながらトランス状態が維持されていたエアリスとアルチェムのみ。その結果として、まだ心身ともに未熟な少女達は、重い後悔を抱きながら限界まで根性を振り絞っているのである。

「……！　発見しました！」

　ローリエの言葉に、最後の気力を振り絞って最大出力で一点突破を図るエアリスとアルチェム。空間的に断絶している場所に対して、亜空間から一番弱いところをぶち抜くように楔くさびのようなイメージのエネルギーを叩たたき込む。

　すでに、どちらも意識が混濁し始めている。特にアルチェムは、意識どころか自我すら危うくなりかかっているが、あと少しだけと必死になって自分をつなぎとめていた。

　やたら強固な壁に対して二人が全力の一撃を叩きつけると同時に、内側から何らかの力がかかり、一瞬で壁が粉砕される。内側から壁を粉砕した存在が何者かを確認し、位置情報をローリエに渡したところで、ついに精根尽き果てて意識を手放すエアリスとアルチェム。

　最後の根性で作業の終了処理だけは完遂したが、それをしていなければ、少なくともアルチェムは完全に世界樹に取り込まれていただろう。

　混濁した意識でそこまでできたのも、宏に世界樹に取り込まれた自分を見せたくない、という恋心ゆえだったのだから、恋する乙女は時折信じられないほどの強さを見せるものである。

「お疲れさまでした。ありがとうございました」

　オーバーヒートしかかっている各種回路を冷却しながら、聞こえていないと知りつつも完全に意識を失っているエアリスとアルチェムに礼を言い、用意できる一番寝心地のいい寝台と寝具を用意して二人を寝かせるローリエ。

　ローリエとて、今回のことはいつ魂こん魄ぱく結晶か賢者の石がひび割れてもおかしくないほど制御まわりに負荷がかかっていたが、肉体が宏の作った特別製だ。余裕のなさは似たようなものだが、とりあえず通常業務に支障はない。

「アルチェム様は、どうにかまだ戻れる範囲に収まったようですね」

　恐らくすぐにでも帰ってくるであろう主達のためにいろいろ準備しながら、特に負担が大きかったアルチェムの状態を再確認するローリエ。

　エアリスもアルチェムも今までどおりとはいかぬが、それでも一応無事といえる形で、どうにか人生屈指の難仕事を終えることができたのであった。




　　　　☆




「……あれ？」

　胸に激しい痛みを感じた次の瞬間、春はる菜なの意識は見覚えのない空間へと引きずり込まれていた。

「どうやら、成功したようですね」

「もしかして……アルフェミナ様？」

「ええ、アルフェミナです。念のために説明しておきますと、今いるこの場はいわゆる肉体を持たぬ存在が普段いる空間です。厳密には空間という表現はおかしいのですが、あなた達に正確な概念を伝える言葉がありませんので、暫定的に空間と呼ばせていただきます。時間の流れに関しては、諸般の都合で完全には切り離せておりません。ただし、こちらで一時間ぐらい過ごしても向こうでは数分程度しか経過しませんので、多少の長話や長考をするぐらいの余裕はあります。それで春菜殿、あなたは自分の身に何が起こったのか、どの程度把握していますか？」

　アルフェミナに問われ、ほんの少し考え込む。

「確か、宏君からあの女を引きはがそうと思わず飛び出しちゃって、澪みおちゃんが体当たりしてきて、その後何かが胸に当たって……」

　そこまで思い出して、自分の身に起こったことを全て把握する春菜。ついでに、自分の身どころか他のメンバーについても、なんとなく現状を悟る。

「ここにいる時点で大体予想はしていましたけど、多分、あの時私達は宏君以外全員、死んだんですよね？」

「正確に言えば、あなたと澪殿はまだ死亡が確定してはいませんが、このまま何もしなければそれほど時を置かずに死にます」

「えっ？　というか、私は心臓を破壊されたんだと思うんですけど、まだ死んでないんですか？」

「生き物の身体というのは案外丈夫で、肉体の大部分が破壊されても、ショック症状を起こさねば即死はしないことも結構あるのです。といっても、生命活動が停止するまで数秒からせいぜい十数秒の猶予がある、という程度なのが普通ですけどね。ただ、あなた達はその気になって鍛錬すれば、神の座に手が届く肉体を持っているのですよ。長くても数分で死に至るとはいえ、心臓や下半身ぐらいなら即死は絶対にしません」

　あまり生き物として嬉うれしくないことを断言され、思わず現実逃避ぎみに遠い目をしてしまう春菜。宏に比べればまだまだ普通の範囲とはいえ、頭さえ残っていれば即死しないと言われて喜べるほど、人間をやめる覚悟はできていないのだ。

「まず最初に、エアリスに神託を下すのが遅れたことをお詫わびいたします。どうにも因果律が派手に乱れていて、神託としてエアリスに伝えようとすると、あのタイミング以降でなければ内容が安定しませんで……」

「いえ。『邪悪な印象を見せる女性』との情報を貰もらっていたので、警戒するのに十分だったんです。それを活かせずイノシシみたいに突っ込んでいって返り討ちにあったのですから、こちらのミスです。警告されてたのに、何とかなるだろうって図に乗ってこの結果です。正直言って、すごく情けなくて涙が出そうです……」

「あの程度の情報で心構えをしろ、など、結果を知っているものにしか言えません。そもそも、あれだけ慌ただしく事態が動いていては、エアリスが断片的に告げただけの情報など耳に入っていなくても不思議ではありません。せめて、女性に注意、だけでもエアリスにはっきりと繰り返し言わせるべきだったと反省しています」

　深々と頭を下げながらそこまで告げるアルフェミナ。別に彼女が謝る筋合いもなかろうに、妙に腰が低い女神である。

「それで、この後の話をするにあたって、まず現時点でどうなっているのかを知っていただくために、あなたの魂をこの空間に切り離す直前までの映像を確認していただきます」

　そう言って、アルフェミナが春菜にパーティ壊滅の一部始終を神の視点からの映像で見せる。

　宏が生肉入りのチョコに偽装した何かを食わされそうになり、春菜が何も考えずに飛び出す。その直後に罠わなに気づいた澪が春菜を体当たりで弾はじき、代わりに自分が下半身を食われる。

　澪が下半身を食われた次の瞬間、春菜の胸をチョコレート色の何かが容赦なく貫く。心臓というポンプがなくなったからかさほど派手に血が噴き出したりはしていないが、それでも辺り一帯に広がるぐらいには血が流れ出ている。

　瞬く間に二人殺され、せめてもの抵抗とばかりに技を放とうとした達たつ也やと真ま琴ことが別の方向から飛んできた破壊光線に全身を飲まれ、跡形もなく消失する。

　その一部始終を見てしまった宏が、うわごとのように春菜達の名前を呟つぶやき始めたところで、映像が途切れた。

「……今の防具じゃ、何の役にも立ってないんだ……」

　あまりの惨劇に現実逃避しそうになった心が、紙よりもあっさりと貫かれた自分達の防具に対する感想を真っ先に思い浮かべさせる。

　普通なら、自分達がモザイク必須のグロ映像に加工されていることに意識を持っていかれそうなものだが、そんなことよりもまず防具、というあたり、建設的ではあるがいろいろ手遅れな感じがしなくもない。

　正直なところ、素材こそオリハルコンクラスのままではあるが、世界中を回っている間に宏が手を入れた防具がここまで何の役にも立たないとは思いもしなかったのだ。

「皆様が相手にした三体は、邪神から直接生まれた大幹部です。三千年前は我々が例外規定をフルに活用して支援をし、油断をついて徹底的に罠にはめてようやく相打ち同然の形で封印に持ち込んだ相手なので、オリハルコンやアダマンタイトの防具ではどうにもならないでしょう」

「三体、ですか？　あの女と極太の破壊光線を撃ったのは分かりますが、あと一体は？」

「澪殿の下半身を食べていたのが、三体目です」

「あれ。攻撃じゃなくて敵の擬態だったんですか……」

「ええ。ついでに補足しておきますと、皆様が受けた攻撃は、向こうにとっても大技の範はん疇ちゅうではありますが、最大火力というわけではありません」

　春菜の感想に対し、厳しい現実を突きつけるアルフェミナ。

　宏達の現在の防具は、三千年前の基準なら最高峰とまでは呼べないものだ。当時最高峰の防具ですら致命傷を防げる程度の効果しかなかったのだから、それに届かない防具が役に立たないことなど、むしろ当然である。

　ただし、これは別に宏の腕が三千年前の職人より劣っていることを示しているわけではない。同等性能の素材で比較するなら、宏が作った装備品は全て三千年前の最高性能のものを大幅に凌りょう駕がしている。あくまで素材の限界により、三千年前の最高峰には劣ってしまうだけだ。

　せめて使っていた素材が、アミュオン鋼かガルドリウムならば、おそらく春菜の心臓は無事だっただろうし、達也と真琴も肉体が完全に消滅するようなダメージを受けなかったであろう。

　もっとも、即死を避けたところで今回の場合はほぼ意味がない。

　結果から察せられる敵の狙いは、宏が呆ほうけていると一気に防御能力が落ちる春菜達を殺し、宏の心を完全にへし折ることであろう。受けた攻撃の威力を考える限り、最初の一手を防いだところで、長くても十手ぐらいまでには結局殺されている。

　あの三体の中で、防具素材を一段階上げた程度で春菜達がまともに渡り合える可能性があるのは、恐らく吉よし村むらの振りをしていた何者かだけであろうし、それすら今ある情報だけでは断言できない。

「さて、状況を正確に把握したところで、お詫びも兼ねて春菜殿には選択肢を差し上げます」

「選択肢、ですか？」

　アルフェミナの言葉に我に返り、これからのことに意識を切り替える春菜。

　正直なところ、できることがあるなら早く行動したいのだが、考えなしに衝動で動いた結果が先ほどの惨劇である。今回はちゃんと説明を聞いてから、と必死に自分に言い聞かせてアルフェミナが用意する選択肢を待つ。

「はい。まず最初に言っておきますが、この状況をどうにかできるのは、現状では春菜殿だけです。ただし、ここで春菜殿が何もしなくても、恐らく宏殿は勝手に立ち直り……、いえ、違いますね。復ふく讐しゅう鬼きに変貌して、邪神を消滅させるまで暴れるだけでしょう。過去のトラウマに負けて仲間を全員死なせてしまった己を、いつまでも呪いながら、ね」

　アルフェミナの言葉にその情景がありありと思い浮かび、春菜が顔を曇らせる。

　そんな春菜の様子に頓着せず、アルフェミナが言葉を続ける。

「ここまで話せばお分かりかと思いますが、第一の選択は何もせず、このまま死亡という結果を受け入れることです。この世界では死んだことになりますが、ルールにのっとり元の世界に戻ることになるので、藤とう堂どう春菜という存在が死ぬわけではありません。メリットは残りの選択肢と違い、あなたが人間のままでいられること。デメリットはこちらでの思い出が高確率で消えてしまうことと、本来の世界で天寿を全うするか自力で神の座に至る、あるいはこちらのことを思い出してあなたのお知り合いに協力してもらうかのいずれかの手段を使わなければ、こちらの世界に来ることはできないことです」

「ごめんなさい、それは無理です」

「でしょうね」

　アルフェミナの説明を聞き、真っ先にその選択肢を捨てる春菜。宏が復讐鬼になってしまう未来などまっぴらごめんだからである。

　何より嫌なのが、宏が邪神を滅ぼして元の世界に戻ってきたとして、春菜に今の記憶が残っていない可能性が高いとなると、どうやっても彼の心を癒いやせないことだ。

　こちらでの思い出がなくなってしまった自分は、知らないがゆえに間違いなく宏の心をえぐる言動をする。それが分かるだけに、人間でいられるなんて些さ細さいなメリットで、そんな日和ひより見みのような選択など取れるわけがない。

　第一、覚悟が固まりきっていなくて先送りしていただけで、いずれ人の寿命に縛られない存在になるつもりだったのだから、人間でいられることはメリットになりえない。

「次に二つ目、に行く前に、先に死者の蘇生について話しておかねばならない大事なことがあります」

「はい、お願いします」

「そもそもの話、この世界に限らずどこの世界でも、死者の蘇生は世界を狂わせかねないほど多大なリスクが存在します。実際、この世界でも死者の蘇生がらみで巨大なダンジョンが一つ、不可触の呪われた領域が二カ所できています。理由については割愛しますが、できはしますがリスクが大きすぎて実質不可能といってしまってもいいでしょう」

　しれっと恐ろしいことを言うアルフェミナ。そのまま表情一つ変えず説明を続ける。

「さらに、神化することで神のルールに属することになるあなた自身とまだ死が確定していない澪殿はともかく、完全に死亡が確定している達也殿と真琴殿の蘇生に関しては、世界の理ことわりを無理に曲げる代償として、彼ら自身のどこかにゆがみが出てきます。幸いにして、達也殿、真琴殿、澪殿の三人は、こちらの世界に飛ばされてきた段階で魂を保全してありますので、神の力で強引に蘇生を行っても、精神面でゆがみが出てくることはないでしょう。もう一つの良い情報として、あなた方に関しては恐らくルールを悪用する形でならば、世界を狂わせることなく蘇生できます」

　かなり重要な説明に、春菜が真剣な顔で頷うなずく。自身だけでなく、達也や真琴にも関わってくることなので、ちゃんと理解しておかねば本当にまずい。

　長い上にやや抽象的な説明だが、事が事だけに焦りも苛いら立だちも出てこない。

　概要が分かったことで、ここで焦っていい加減な心構えで先に進んでしまうと、そのしわ寄せが全て達也と真琴に降りかかる、ということがしっかり理解できてしまったのが大きい。

　なので、出てきた質問事項を全て潰つぶしてから先に進むべし、と、腹をくくって口を開く。

「質問いいですか？」

「どうぞ」

「ルールを悪用する形、というのは具体的にどういうことでしょうか？」

「それを説明するには、まずこの世界で死んだ異世界の生命体の処理についての説明から必要になりますね。先ほど同様、なぜこういった処理をするのかは割愛します。まあ、世界と世界の間の力関係などが絡んでいるとでも思っていてください」

「はい」

「元々、こちらの世界に迷い込んできた異世界の生命体は基本的にその死をもって、元の世界の迷い込む原因が解消されたあとに最も時間経過が少ないタイミングへと戻されます。要するに、元の世界では死んだことがなかったことになっているわけですが、これは普通の生命体だと世界間を移動する際に肉体が消滅して再生成されるケースが多く、この流れに限ってだけは死者の蘇生と認識されないがゆえに可能な処理です。ただし、戻す際に問題が発生するため、二度とこちらに来れないように、とか、その種類のプロテクトはかけません」

「まあ、普通は必要ないですよね、その処理」

「そうなのですが、その結果、過去一万年で二例ほど、同じ個体がさほど時間を空けずに別の原因でこちらに飛ばされてきている事例が発生しています。また、戻す際に痕跡と影響を減らすという目的で、こちらで身につけた能力と記憶を消しているわけですが、そちらに関しては定着率その他の問題でどちらも完全に残ったまま、というのが一万件に三件程度発生しています。これらの事例を踏まえれば、確率的には達也殿と真琴殿が記憶と力を残したまま日本に戻り、再びこちらに戻ってくることがあり得ない、とは言い切れません」

「……つまり、確率を操作する、もしくは地道にそれが起こるまで時間を巻き戻し続ければ、現象としては生き返ったのと同じことにできる、ということですか？」

「理屈の上ではそういうことです。ただし、それでは世界に対してもあなたの精神に対しても負荷が大きすぎますし、何よりあなたに縁のある高次存在が関わってくると、素直にルールを正面から捻ねじ曲げて蘇生したほうがはるかにマシ、というほどの影響が出かねません。ですので、短縮する方法を使います。それをするためには、これから提示する三つのうち、いずれかの選択肢を選ぶ必要があります」

　アルフェミナの説明に、自身の関係者について頷いて肯定しつつ、先を促す春菜。

　実際、恐らく一番手間をかけて穏便に処理をしてくれるであろう天才科学者・綾あや瀬せ天あま音ねですら、春菜程度の発想力ではどんな影響をもたらすか想像もつかない。

「では、話を戻します。二つ目の選択肢は今の状態のまま、肉体を捨てた神になること。メリットは、最も小さな影響で奇跡を起こせることです。デメリットは、あなたがどう頑張っても元の生活に戻れなくなること。正直なところ、この世界の神としてはこの選択肢が一番処理が簡単でありがたくはありますが、一番目と結果があまり変わらなくなりそうなので、正直お勧めする気も強制する気もありません」

「それも、考えるまでもなく選べません」

「では、三つ目。忙しくてどなたも気がついておられませんが、宏殿が作ったもう一体の管理者のボディに、あなたの情報が混ざっています。それを利用して新たな身体を作ることで、肉体を捨てた神になるのと同じぐらいのリスクで奇跡を起こせます。寿命についても普通の人間よりは長くなりますが神になるよりは短く、死後に全ての記憶と経験をリセットして神ではない存在として新たな生を謳おう歌かすることもできます。また、先ほどの蘇生に関する問題点も、この選択肢を取った場合は春菜殿の新たな身体に全てのゆがみを持ち込むという手段が使え、達也殿と真琴殿に対するマイナスの影響なしで生き返らせることができます。デメリットについては、まだまだいろいろ不安定ですので必ずしも子を成せる身体になるとは限らず、また、自我や魂が出来上がる兆しを完全に潰してしまうことですね」

「……正直、他人の肉体を乗っ取る時点でいろいろアウトだとは思いますが、三つ目の選択肢って健康診断とかはどうなりますか？」

「当然、普通の結果は出ないでしょうね。さすがにあなたがいる時代から後の健康診断となると、少々のことでは誤魔化しようがなくなってしまいますから」

「……だったら、やめておいたほうが無難ですね。生まれるはずだった命を乗っ取るなんて後味の悪いことをした挙句、普通の生活に困る肉体を持つなんてそれこそ、高次生命体方面の知人とかがどんな反応をするか分からなくて怖いです」

　春菜の回答に、小さく頷くアルフェミナ。どれも一長一短ではあるが、元々無理をして本来死んでいる人間を生きていることにするのだ。全てにおいて丸く収まる選択肢などない。

「では最後の選択肢、この場で自力で奇跡を起こし、肉体を修復して全てを巻き戻すこと。聖人が己の死をもって神に至った場合、その際の奇跡として死者の蘇生を行うと、大幅に反動を小さくすることができます。今までの選択肢を選ばない以上、これ以外では世界を滅ぼしかねないような反動を発生させずに生き返らせる方法はもう残っていません」

「私が正真正銘の女神になれば、みんなを助けられるんですよね？」

「ええ。ですが、はっきり言います。これに関しては、どこにどんな影響が出るかはまったく予想できません。さらに言うと、まだ死亡が確定していない、完全に魂と縁が切れているわけではない肉体を修復する以上、三つ目の選択肢のように春菜殿の肉体にゆがみを集中させる、という手段も使えません。そして、これは二番目以降の全ての選択肢に共通ですが、あなた自身はいろんな意味で後戻りはできません。その恋心が成就しなかったからといって、定命の存在に戻ることはできないのです。それでも、この選択を望みますか？」

「もちろん」

　アルフェミナの覚悟を問う言葉に、迷うことなく頷く春菜。失恋後について脅されたが、仮に失恋が確定した場合、それを抱えて生きていくことに関しては寿命の長さなどあまり関係ない。

　それに、ポジティブに考えるなら、無限に近い寿命があるなら、その間想い続けてアタックし続ければ、いつかは成就する可能性だってある。それで迷惑をかけてしまうのは駄目だが、想い続けるだけなら誰に文句を言われる筋合いもない。

　故に、失恋の可能性は選択を諦める理由にはなり得ない。

「……分かりました。正直に言うと、イレギュラーであるあなたの影響力が極大にまで増幅されてしまうので、あまりその選択肢を選んでほしくはなかったのですが、人間関係という意味では一番丸く収まりそうなのもこの選択肢ですからね。このあと起こるあれこれはどうにかしますので、春菜殿の思うとおりに行動してください。女神となるための最後のひと押しについては、やり方は恐らく説明しなくても分かるかと思いますが、説明したほうがよろしいですか？」

「大丈夫です。ウルス城の禁書庫で得た四つの魔法、これを合成して進化させればいいんですよね？」

「ええ。それだけのことです。ですが、あなたが合成して作り上げる術は、わたくしが使うそれとは間違いなく別物になるでしょうね。はっきり言って、どうなるかが分からないので、アドバイスのしようもありません」

　どこか投げやりなアルフェミナの言葉に微妙に苦笑しながら頷き、さっさと術を合成、進化させる春菜。

　これまで制御に苦労し消耗に苦しみ、今でもオーバー・アクセラレート以外は使いこなせているとは言い切れない四つのエクストラスキル。実は春菜は、制御に苦労しているうちにこれが本来は一つの魔法であることに気がついており、ひそかに合成の仕方も見つけていた。

　ただ単純に、まとめ上げるには肉体が微妙に追いついておらず、さらに心の奥底で宏と並びたてる存在になることを望みながらも、人間をやめる踏ん切りがついていなかったため、事ここに至るまで触れずに放置してあったのだ。

　すでに結果が出てしまったためか、それとも肉体という枷かせが一時的にとはいえ無くなっているからか、気負いもなく合成作業を進めた結果、作業の難易度も何も無視して非常にあっさり一つになる四つの魔法。

　その作業による進化で四つの魔法は魔法というくくりから外れ、春菜の一部として完全に定着、春菜を人間から女神に後戻りできない形で変化させた。

　元々ユニコーンに御み仏ほとけの教えを定着させてしまった時点で、春菜はいつ神仏の類たぐいになってもおかしくないぐらいにいろんな条件を満たしていた。そして、聖者の肉体の復活というのは、新たな、それも力の強い神が生まれる流れとしては、最もポピュラーなものの一つである。

　春菜があっさり合成に成功したのも、ある意味では当然なのだ。

「……まあ、予想はしていましたが、あまり簡単に合成されてしまうと、いろいろ複雑なものを感じますね」

「多分、腹をくくったからでしょうね」

「……それくらいのことで簡単に女神になられても困るのですが、まあ、いいです。蘇生の作業に入る前に、注意事項があります」

「注意事項？」

「はい。あなた自身への反動は覚悟ができていましょうが、それ以外の問題についてです。生き返らせられる側にも関わってくることなので、休眠状態で保護してある達也殿と真琴殿の魂を、一時的に起こします」

　そう言って、達也と真琴の姿を呼び出すアルフェミナ。

　吹き飛ばされる直前の姿で唐突に知らぬ空間に引っ張り出され、落ち着かぬ様子で周囲を見回す達也と真琴。

「えっと、ここは……？」

「ってか、あたし達、まず間違いなく死んだわよね？」

「ええ、お二人は間違いなく死んでいます。ここはわたくし、アルフェミナのテリトリーともいえる高次空間です。今から、一度死んだことにより女神へと神化した春菜殿の力で、ルールを悪用してお二人を復活させることになるのですが、いくつか問題がありまして」

　突然現れたアルフェミナに一瞬驚き、だが、かけられた言葉で大体のことを察して聞く姿勢に移る達也と真琴。それを見て、話を続けるアルフェミナ。

「恐らくダルジャンから話を聞いているかと思いますが、お二人のように他の世界から我々の世界へ迷い込み、もしくは強制的に送り込まれた生き物は、基本的にこちらの世界で死ねばこちらに来る直前の状態まで巻き戻され、同じ原因で再びこちらに迷い込まないよう元の世界のタイミング調整をした時間軸に戻されます。ただし、戻す際にいろいろ問題があって、二度とこちらに来れないように、という処置は取っていませんので、違う原因であれば死んだ直後のこの世界に戻ってくることがないわけではありません。女神となった春菜殿の力を使い、その抜け道を悪用すれば、お二人はすぐに復活できます」

「それをわざわざ俺達に説明するってことは、その抜け道の悪用とやらに何か致命的な問題がある、ということですね？」

「あと、あたし達だけってことは、春菜と澪は対象外なんですか？」

「そうです。春菜殿にとって致命的な問題、というのはもうすでに説明を終え、本人が納得の上準備をしています。また、澪殿はまだ死んでおらず、元の時間軸に戻って春菜殿がリターンヒールでもかければリスクなしで復活できます。ですから、お二人にとっての致命的な問題を説明します。まず、復活した時点で魂の保全の効果が切れるため、次に死んだときには本来の処置で元の世界に送り返すことができません。所しょ詮せん抜け道は抜け道でルールの悪用はルールの悪用ですので、場合によっては次の死亡が本当の死亡となりえます。また、お二人が今持っている力が全て定着してしまい、お世辞にも普通の人間とは言えなくなってしまいます。宏殿のように包丁が刺さらない、とまではいきませんが、お二人とも包丁で刺されたとか信号無視で突っ込んできたトラックにはねられたとか、その程度のことでは死ななくなるでしょう。そして最後に一つ。どれほど春菜殿が上手くやっても、肉体側に何らかの変質が出てくるはずです。その度合いがどの程度になるのかは春菜殿の腕次第ですが、最悪肌の色が緑になったり、角やうろこが生えてきたり、その他日本で生活するのに不都合が生じる種類の変質が起こる可能性もあります。それらを踏まえたうえで、それでも今生き返ることを望みますか？」

　アルフェミナの長い、まるで保険の契約時のような説明を聞き、しばし考える達也と真琴。ちらりと視線を交わし、春菜の様子を確認し、意を決したように口を開く。

「今回の様子を見た限り、生き返っても足手まといになる可能性が高いのは承知しているが……」

「このまま向こうに戻るってのも、正直嫌なのよね。逃げたみたいで気分悪いし、宏をそのままにしとくのも怖いし、そもそも対邪神の戦力以外でも役に立てることはあるし」

「ま、そういうことだ。迷いがないわけじゃねえが、正直、ヒロと春菜と澪だけってのもいろいろ不安があるしな」

「ウジウジ悩んでる暇もなさそうだし、さっさとパーッと生き返らせちゃって」

　声に震えこそ混ざっているが、思ったよりも迷いのない口調で告げる達也と真琴。

　死んだら終わりという微妙に想定していなかった問題を聞かされた春菜が、少し泣きそうな顔で二人に確認する。

「本当に、本当にいいの？　今回はともかく、次同じことがあったら終わりなんだよ？」

「二度と生き返れない、っつうけどな、元々人間ってのはそういうもんだ。今までが過保護すぎたんだよ」

「そうそう。それに、後戻りできないのはあんたもでしょう？　陳腐かもしれないけどね、あたし達にも意地ってものはあるし、年長者としてここで日ひ和よるのは情けなすぎるのよ」

「さすがに身体の変質だけはちょっと怖いが、そこはもう春菜を全面的に信頼するさ。お前なら、こういうときにはそこまで致命的なミスはしないだろう？」

「まあ、変質っていうのがボインになる、ってんだったら大歓迎だけどね」

　春菜の問いかけに、笑って答える達也と真琴。相変わらず声は震えたままだが、最後には茶目っ気のある言葉を告げる程度には意地を張ってみせる。

　あれだけあっさり死んだのだ。達也にせよ真琴にせよ、怖くないなどとは口が裂けても言えない。タンク以外は当たれば即死、なんて状況はネトゲでは珍しくもなんともないが、それがいざリアルに自分の命に降りかかってくるとなると、怖がらないのはよほどの愚か者だけだ。

　自然の摂理に従うだけなのだから、ここでルールに従って退場しても誰も文句を言わないだろう。正直に言うなら、死んだ記憶を持ったまま再び死の危険がある相手と向き合いたくなどない。

　だが、それ以上に、残される宏達が心配なのだ。

　怒りにまかせて無茶をしないか。

　自分達の死で心を壊さないか。

　己の無力に自や棄けを起こして自堕落な暮らしをしないか。

　春菜がいれば大丈夫だと思いたいが、最近の春菜は宏に対してはいろいろと引きずられやすい。

　エアリスもアルチェムもローリエも、この点に関してはまだまだブレーキにはなり得ない。

　宏の行動に悪乗りしたり、強引に押し切られたりといまいち頼りなくはあっても、結局達也と真琴は、ちゃんと宏達の保護者をしていたのだ。

「つうわけで、さっさとやっちゃって」

「……うん」

「春菜殿、エアリスからわたくしのもとに力が届いています。少々制御が難しくなりますが、リスク分散のために使ってください」

「分かりました、ありがたく使わせていただきます」

　真琴に促され、アルフェミナから受け取った力を自身のものと混ぜ込んだ上でリンクを形成しながら、完成した己の新たな力を、完成した瞬間に思い浮かんだ名前とともに解き放つ春菜。




「──タイム・ドミネイション」




　春菜がキーワードを口にすると同時に、

　本来の時間軸にいる春菜の身体が輝き──

　澪の下半身が巻き戻しのように元通りになり──

　消失したはずの達也と真琴の身体が何事もなかったかのように五体満足の姿で現れ──

　それと同時に、達也と真琴の魂がこの場から消えた。

　これだけの奇跡だ。初めてオーバー・アクセラレートを起動したときぐらいの消耗を覚悟していたのだが、よほど完全に馴な染じんだのか、小指を動かすほどの苦労もなくあっさりと事を成し遂げてしまう。

　その事実に、自身がいわゆる神の類になってしまったことをこれ以上ないぐらい自覚する春菜。

　もっとも、エネルギーの消耗とは別に、反動に関しては念のために時間制御で先送りをしているため、一番やばいあれこれはこの後に利息を乗せた状態で襲いかかってくるのだが。

「……達也殿と真琴殿に対する影響は必要最低限、世界の因果に対しても異界化した空間で起こった新たな神の誕生に伴う出来事として、抜け道を悪用したことも含めて完全に欺き切っています。ここまで完璧だとあなたへの反動がいろいろ心配ですが、世界としては問題がないところが一安心です。恐らく単独で邪神とやりあえるであろう宏殿にも呆あきれるしかありませんが、春菜殿も大概ですね、本当に」

「さすがに、最善を求めて全力を出した結果に呆れられるのは釈然としないんですけど……」

「正直に言います。わたくしはあなたに対して、こちらに来た当初からずっと驚かされ、呆れさせられてきました。そもそもの話、本来こちらの世界に飛ばされてくる人間の中にあなたが含まれるケースは、どの過去にもどの未来にも存在しなかったんですよ？」

「えっ？」

「こちらに飛ばされてくる確率ゼロパーセントという因果律を無視し、何度も確定しかけた未来をひっくり返し、挙句の果てに本来の流れでは起こり得なかった宏殿の神化という結果を手繰り寄せる、そのきっかけを的確に引きよせたのですから、わたくしが呆れるのも仕方がないとは思いませんか？」

「……えっと、その、なんかごめんなさい……」

　アルフェミナのある種理不尽な糾弾に、思わず謝ってしまう春菜。宏の性格や行動原理を理解している今となっては、確かに春菜と行動していなければ絶対に選ばないであろう選択肢が多数存在し、その積み重ねがエクストラスキル習得につながっている事例があるのは納得せざるを得ない。

　宏がこちらで習得したエクストラスキルのうち、特に春菜の関与が怪しそうなのが土木と農業、それから釣り。初期段階で宏単独だった場合、人との関わりが薄くなることが予想されるため土木関係は今ほど積極的に触れなかっただろうし、農業も似たようなものである。

　釣りに関しては、確率うんぬんに関わってくる部分で、宏が気まぐれに釣りをしたポイントで、リヴァイアサンを釣り上げる確率はどうなのか、という話だ。さらに、釣りの関係から料理も春菜がいなければエクストラスキルには至らなかったであろう。

　もっとも、確率ゼロパーセントを無視するという話から考えると、神の船で飛行中にジズのバードストライクを受けて相手を墜落させるなんてことは、春菜が絡んでなければまず起こらなかっただろう。

「とりあえず最後に忠告しておきます。あなたの存在で、もはや完全に因果律が乱れており、わたくし程度ではこれから先の出来事はほとんど確定的なことは分かりません。あと、その力を過信してはいけません。時間や空間を自由に操作できるのは、あくまであなたの干渉力で上回れる範囲だけです。相手の干渉力の方が強い場合、全面的に受け入れてもらえる範囲でしか制御できないことを肝に銘じておいてください。それと、念のためにもう一度言っておきますが、同じことができるのはあくまで今回だけ。達也殿と真琴殿に次はありません。あなた自身にしても、肉体を完全破壊されれば、いかに時間を制御できようと千年は元の世界にもこの世界にも干渉できません」

「分かってます。とりあえず今だけどうにかできれば、それで十分です。元々乱用するような力でもありませんし」

　春菜の返答に、いまいち信用できないものを見るような視線を向けながら、アルフェミナがため息交じりに小さく頷く。もはや春菜の存在そのものに馴染みきった力なので、どう注意したところで無意識に使ってしまうのは分かりきっている。そして、その度に巻き起こる問題のつじつま合わせでアルフェミナが振り回されることになるのも、すでに覚悟ができている。

　アルフェミナ自身も、この世界とともに神として自然発生してから、しばらくは似たようなミスを繰り返していた記憶がある。その度に、この世界の管理を任された創造神やその他の神々を振り回していたのだ。

　自身がかつて通った道である。因果応報として受け入れるしかないし、春菜はそういう部分は慎重なので、生まれたばかりの頃のアルフェミナ自身よりはマシであろう。

　それに、宏達が来てから多忙だった原因の半分以上は春菜にあるのだ。はっきり言って今更の話である。

「では、そろそろ愛する人を助けに戻りなさい」

「はい。いろいろお世話になりました」

　アルフェミナの言葉に一つ頭を下げ、奇跡関連の反動を先送り処理しつつ、修復した自分の身体に戻る春菜。

　あまりにあっさり戻った彼女を見て、再びアルフェミナがため息をつく。

「補助もなしであっさり自分の身体に戻れますか。本当に飲み込みが早い……」

　以前に神化した者達の姿を思い浮かべ、彼らとのあまりの違いに口からぼやきが漏れる。彼らのように飲み込みが悪いのも困るが、あそこまで何事もなかったかのように使いこなされると、余計なトラブルが降りかかってきそうで、それはそれで困る。

　贅ぜい沢たくを言うようだが、邪神がらみでいろいろと手が足りない現状、ほどほどのところで大人しくしておいてほしいのが、アルフェミナの本音だ。

　だが、神すらも超えた春菜の因果律撹かく乱らん体質のことを考えると、本人がどれほど気を使ったところであまり意味がない。アルチェムがどんなに慎重に行動してもエロトラブルを巻き起こすのと同じようなもので、本人の努力や周囲の協力だけではどうにもならないことなどいくらでもあるのである。

　しかも、神化したことでその振れ幅や影響範囲が今までよりはるかに大きくなっている。

　またしても貧乏くじを引かされることを悟り、思わず遠い目をするアルフェミナであった。




　　　　☆




「お前、ほんまゴミっちゅうんももったいないほど最低やなあ」

　まだエアリス達が必死になって宏達を探し、春菜がアルフェミナと話し合いをしていたその頃。微妙に復活しかかっている宏の心を徹底的に折るために、オルディアは演技を再開していた。

　とはいっても、言葉遣い以外はさほど演技の必要がない人物だ。何しろ、たかだか十三～四歳くらいでオルディア好みの腐った性根を完成させた女だ。少しでも本性が外に漏れれば間違いなく排除されるしかない類の屑くずであり、わざわざ考えなくても、この種の女が言いそうなこと、取りそうな態度、浮かべそうな表情など自然に再現できる。

　正直な話、オルディアからしてもモデルとしたこの女は、いろんな意味でゴミ以下としか思えない人種だ。性根の腐り具合は好みだが、では自分の手駒、もしくは仲間にいたらどうかというと、こんな無能はとっとと捨て駒にでもして排除するべし、と真っ先に判断するだろう。

　協調性など求めないが、周囲を見下すだけで碌ろくに頭も使わず、感情だけで行動して周囲を巻き込んで自滅するような脳なしは、いかに腐った性根の持ち主がもてはやされる邪神教団といえども必要ないのだ。

　はっきり言って、同じ無能ならまだ理屈の上では正しい行動を取っていたファーレーンのカタリナの方がはるかに使える。

　オルディアに言わせれば、上手く環境を利用して東あずま宏に一生もののトラウマを刻み込んだこと以外、この吉村という女には一切価値がない。

　似たような属性、似たような立ち位置にいるオルディア達にそこまで言われるのだから、主犯として宏を徹底的に壊し、その報いを受けて精神崩壊を起こした吉村という女がどれほどだったのか、想像に難かたくない。

「お前のせいで死んだ連中も存在そのものが公害みたいなもんやったけど、それでもお前の最低さには負けんでほんま」

　本人が実際に口にしたなら『お前が言うな』と、オルディアですら突っ込んだであろう。そんな言葉でじわじわと宏のトラウマをえぐり直す。

　どう考えても二度目のチャンスがない以上、今回罪悪感と過去の恐怖の合わせ技で心を壊しきらないと、二度と自分達では宏を排除することはできない。

　何しろ、この期に及んでも、肉体の再生能力を超えるだけの物理ダメージを与えられる気がしないのだから。

「こいつらもええ面つらの皮やろうな。善人ぶって東みたいな再生利用も再処理で無害化もできんようなゴミ屑に同情する自分に酔っぱらった挙句、巻き込まれて無駄死にしたんやから」

　そう言いながら、春菜と澪の死体に視線を向けるオルディア。その視線にあわせて、澪の下半身の咀そ嚼しゃくを終えたオクトゥムが、残りのパーツをかじろうとする。

　その瞬間、青い清浄な光が春菜の身体から広がり、巻き戻しのように自身と澪の身体を修復。さらにザーバルドが消滅させたはずの達也と真琴を復活させる。

「なっ、なに!?」

　いきなりの出来事に、演技を忘れてうろたえるオルディア。

　異世界から飛ばされてきた人間である以上、例外ルール適用による死者蘇生の可能性も考慮はしていた。

　だが、今回起こったのは、そんな例外ルール適用なんていう簡単な話ではない。

　例外ルール適用ならば、ダンジョン化したこの空間にも外の世界にも、尋常ではない影響が発生する。なのに、今回の死者蘇生は、目立つ影響はまったく出ていない。

　恐らく、よく調査すれば出ているのだろうが、少なくともオルディアがざっと確認できるようなレベルでは発生していない。

「ま、まさか、トウドウハルナを仕留めそこなった!?」

　宏とは別の意味で要注意人物とマークしていた春菜。間違いなく心臓を完全破壊してはいたが、宏の追撃に利用するため、即座に死体を完全破壊するのは避けていた。

　実際のところ、心臓を破壊した程度で即死したかどうか、という点は大いに不安ではあった。だが、無駄に強きょう靭じんな宏の精神を完全に壊しきるには、あえて死体を残し残酷に食らい尽くされる様を見せつける、という演出を行う必要があったのだ。

　正直、ただ殺すだけならチャンスは何度かあった。それをあえて見送ったのも、知らぬところで殺しても今ほど効果的にダメージが入ると思えなかったからだ。なので、最後の最後まで利用しつくそうと色気を出してしまったのだが、どうやらここにきてそれが裏目に出たようだ。

　やはりさっさと破壊しておくべきだったと後悔するが、立ち上がった春菜を見て、きっと先に壊していても無駄であっただろうことを悟るオルディア。

「……やっぱり、初めてだと何もかも上手くとはいかないね。向こうでイメージしてたのと、随分タイムラグが出てる」

「……春菜……さん？」

「うん。とりあえず、詳しい話は後にして、いったんお城に戻ろう。澪ちゃん達もまだ意識が戻らないし、私と宏君だけで澪ちゃん達を守りながら相手を全滅させるのは厳しいし、ね」

　そう言いながら、あっさり閉鎖空間の壁を砕く春菜。時間と空間に関しては、宏よりはるかに強力な権能を持つからこそ可能な荒業である。

　砕けた閉鎖空間があった場所は、実はオルディア達が拠点としている城の中であった。

「逃がすとでも……！」

　あっさりダンジョンを砕いた春菜に対し恐れを抱きながらも、二度目の奇跡はあるまいと踏んでせめてもの抵抗とばかりに達也と真琴、澪の三人を再び殺害せんと攻撃を仕掛けるオルディア達。どことなくふざけた態度を見せている不定型生物・オクトゥムでさえ妙に必死だ。

　だが、あっさり閉鎖空間が砕かれたことからも分かるように、オルディア達では春菜の干渉能力を超えられない。故に、

「タイム・ドミネイション」

　仕掛けた攻撃は、春菜のその一言であっさりと停止する。

「ん～、制御は難しくないけど、力加減の基準がないから使うのがちょっと怖いなあ、これ……」

　そんなことを言いながら、さっさと現在地の座標と神の城の位置を割り出し、仲間全員をそばに呼び寄せて転移する春菜。神化したばかりとは思えない、実に無駄のない力の運用である。

　とはいえ、神の城の所在地割り出しが、何やらよく知る気配に誘導されたために簡単に終わったからこそで、それがなければ探知妨害の影響もあって、ここまでスムーズにはいかなかったのだが。

「……最後の最後で、作戦失敗だなんて……」

　春菜の力を振りほどいて再びオルディア達が動き出したときには、もはや日本人一行の存在は姿どころか、残り香すら感じとれなくなっていた。

『オルディア。あれには勝てない』

「今度は自爆特攻の計画を立てて、あの女が己の力をもっと高精度で使いこなすようになる前にぶつかっていくしかないな」

　オクトゥムとザーバルドの正直な言葉にうなだれ、その場に崩れ落ちるオルディア。手の内がバレてしまった以上、もはやザーバルドの言うように、早い段階で自爆特攻をする以外にできることなどない。

「……犬死にすることになるかもしれないけど、いいの？」

「上手くすれば、神化していない三人を仕留めることぐらいはできよう」

　恐ろしく潔いザーバルドの言葉。それを聞いて腹をくくるオルディア。

　ありったけのリソースを注ぎ込んだ作戦は失敗に終わった。もはや簡単に立て直せないところまで疲弊してしまった以上、責任を取る方法はザーバルドの提案しかない。

「そうね。覚悟を決めましょう」

　春菜の神化というイレギュラー。それにより致命的な形で作戦が失敗したオルディアは、もはや後がないと完全に覚悟を決める。

　こうして、双方に後戻りできない形での影響を残しながら、事態は最終局面へと動き出すのであった。




　　　　☆




　神の城に戻ってすぐのことであった。

「えっと……、師匠!!　春はる姉ねえ!!」

　春菜がとりあえず適当な部屋のベッドに三人を寝かせたところで、目を覚ました澪が飛び起きる。

　下半身を食いちぎられ意識を飛ばす直前、澪は春菜の心臓を謎の液体が貫いたシーンを目撃していた。そのため、意識を取り戻して真っ先に気にしたのは、やはり宏と春菜の無事であった。

　なお、一番最初にやられてしまった関係上、澪は達也と真琴がどうなったかまでは知らない。せいぜい、状況的に無事ではないだろうと察している程度である。

「よかった。澪ちゃん、ちゃんと目が覚めたんだ」

　飛び起きた澪が周囲の状況を把握するより早く、ほっとしたような笑顔で春菜が声をかける。

「春姉……？」

「うん」

「大丈夫、だったの？」

「大丈夫、ではなかったかな？」

　すでに鎧よろいを外して普段着になっている春菜の胸元を見て問いかけてくる澪に対し、春菜が正直に答える。その答えを聞いて、そばに来た春菜にしがみつき、その胸元に耳を当てる澪。

「……私の身体はちゃんと元に戻ってるから、安心して」

「……ん」

　春菜の柔らかな胸の奥、確かに聞こえる心臓の鼓動。普段通りの優しい温ぬくもり。記憶の中にあるそのままの春菜の感触。

　五感のうち味覚以外全てで春菜を感じ、ようやく自分達が生きて帰ってきたことを実感する澪。

「本当に、本当に元どおり？」

「中身は完全に元どおり、とは言えないけど、身体の方は元どおり」

「傷跡とか、残ってない？」

「時間を巻き戻したから、大丈夫。さすがにここではちょっと見せられないけど、後でお風呂の時に確認してくれればいいよ」

「……ん」

　いくつか疑問の残る春菜の回答。だが、普段どおりの春菜がこの場にいるということに比べれば、澪からすれば大した問題ではない。

　それに、ザナフェル復活の時の会話あたりから、春菜が恐らく神化したというのは大体想像がつく。その想像どおりならば、正直澪にとってはどうでもいいことである。

　溢あふれてくるに任せて涙を素直に流し、澪は自分の心の整理がつくまでずっと、春菜に抱きついて甘えることにした。

「……春姉」

「何？」

「師匠、大丈夫だったの？」

「……大丈夫、ではないかな……」

　数分後。自然に涙が止まると同時に心の整理もつき、先ほどから気になっていたことを聞く澪。

　澪の問いに対し、部屋の隅でいまだに呆ぼう然ぜんとしている宏に視線を向け、悲しそうに春菜が言う。

　過去に受けた一番大きな心の傷をえぐられ、目の前で仲間が全滅し、さらにそれをネタに敵から散々精神攻撃を食らっているのだ。

　死んだはずの春菜が復活し、その力で奇跡を起こしていろいろな出来事が書き換えられたからといって、すぐに立ち直れるはずがない。下手をすると、今の状況が自分の都合のいい夢だと思っている可能性すらある。

　いかに宏の精神力が強靭であっても、その処理能力をはるかに超える体験をしてしまったのだ。このまま放置すれば壊れかねない。

「……師匠、どうして動かないの？」

「私達が生きてることを、多分信じられてないんだと思う。思うんだけど……」

「……難しい」

　春菜の言わんとしていることを察し、澪が渋い顔をする。

　身体を起こした直後の様子を考えるに、恐らく宏と春菜はまだ、物理的な接触を持っていない。宏は今まで視界に入らない場所に座ったままだったし、春菜は達也と真琴をベッドに寝かせて様子を確認していた。

　はっきり言って、澪ですら春菜が生きていることを実感し、納得できたのは春菜に抱きついた後だ。あそこまで目の前で見事に殺されていると、実際に肌を触れ合わせて確認しなければ、生きていることを理解するのは難しい。

　だが、そもそもパーティ壊滅の原因は、相手が宏の女性恐怖症の根幹とも言える部分を容赦なく徹底的にえぐってきたことである。これまで劇的とも言えるほどの改善を見せていた女性恐怖症が、再び極端に悪化していてもおかしくない。

　それゆえに、春菜は自身が生きていることを納得させられる一番簡単な方法を、素直に実行できずにいるのである。

「……正直、今まで生きてきて、こんなに怖いと思ったことはないよ……」

「……春姉……」

「ここに逃げてくるまでは、このままだと宏君が壊れるって必死で……あえて深く考えずに、っていうか、あとのことを考えてためらう暇が惜しくて一気に突っ走ったけど……」

「……ん……」

　春菜の感じている恐怖、それに共感してしまい、己の身体が小さく震えるのを自覚する澪。

　このまま放置すれば、間違いなく宏は壊れる。だが、安易な接触によって女性恐怖症が悪化しても、やはり宏は壊れかねない。

　微妙な天てん秤びんのバランス。迂う闊かつな対応をすれば単に天秤が傾くだけでなく、天秤そのものがバラけてしまいかねない。そのくせ放置しておいても天秤が壊れる側にどんどん傾いてしまう、そんな危機的状況。

　何もしないのが最悪と知りつつ、ではどうすればいいのかが見いだせず、生まれて初めて春菜は、何の決断もできないところに追い込まれていた。

　だが、春菜が恐怖でためらっていた時間は、なんだかんだいってそんなに長くはなかった。

「……怖いからって、このままじゃ駄目、だよね」

「……春姉？」

「少しだけ、様子を見てみるよ」

　何もせずに宏が壊れてしまっては、何のために自分が人間をやめてまで、澪達を生き返らせたのか分かったものではない。同じ後悔をするならば行動してから後悔しようと腹をくくり、宏の反応を見るために慎重に距離を詰める春菜。

「宏君」

　普段の距離である七十五センチまで近づいたところでわずかに反応があり、その反応がネガティブなものではないことを確信したところで、声をかけながら思い切って十センチ距離を詰める。

　いまいち焦点があっていなかった瞳で達也達が寝かされているベッドを見ていた宏が、春菜の呼びかけに反応してのろのろと顔を上げる。

「大丈夫だよ、宏君。みんな、ちゃんと生きてるから。宏君の都合のいい妄想とかじゃなくて、ちゃんと現実だから」

　視線を合わせるようにゆっくりそばで膝をつき、そっと慎重に宏の手を取る。

　春菜の手が触れた瞬間、宏の身体が震える。

　女性恐怖症の反応が大きく出たのを見て慌て、それでも慎重にそっと手を離そうとする春菜。頭の中は失敗したという言葉と、その結果に対する恐怖と後悔でいっぱいである。

　だが、今までなら意識を手放しかねないほどの反応を見せながらも、なんと宏の方から春菜の手を握りしめた。

　その反応に意識を軌道修正し、宏のもう一方の手に自身の手首を摑ませ、脈拍が分かるように親指を誘導する春菜。

「ちゃんと、脈があるでしょう？　体温を感じるでしょう？　私、ちゃんと生きてるから。大丈夫だから……！」

　春菜の言葉と指に伝わる春菜の脈拍。その二つにより、呆然としていた宏の目の焦点が合い始める。

「師匠。ボクもちゃんと生きてる。ちゃんと足も体温もある」

　縋すがるように春菜の腕を握り脈を確認していた宏に、澪が同じようにそばに近づいて健在をアピールする。

　今が勝負どころだ。その直感に従い、慎重に、だが大胆に行動を起こす。

　宏は確認するように澪の全身に視線を這はわし、澪もその視線に応えるように、元気に飛び跳ねてみせた。

「ほんまに、ほんまに無事なん……？」

「うん。元通り、とは言えないかもしれないけど、本当にみんな生きてるから。ね、澪ちゃん？」

「ん」

　春菜に促され、健在アピールをやめて宏のそばまで近寄る澪。戦闘中やダンジョン、作業指導などのどうしようもないときを除き、初めて澪が九十センチの壁を突破した瞬間であった。

「……師匠」

　春菜にならい、宏に手を差し出す澪。

　縋りつくように春菜の腕を握りしめていた手を片方だけ離し、差し出された澪の手を取る宏。

　平熱がやや低めの澪の体温。それを感じ取り、恐る恐る脈拍を確かめる。

　控えめに、だが元気にしっかりと生きていることをアピールする澪の脈拍。

　それをはっきり確認したところで、宏の中で何かがはじけた。

「春菜さん……、澪……」

「えっ？」

「あっ」

　感極まったように、二人の少女を引き寄せ抱きしめる宏。性的な意味も下心も、恋愛感情すらない行動だが、今の宏にとっては、何よりも必要なことだった。

　今まで、ライム以外でこれほどの接触を持てば、一分たたずに女性恐怖症の症状が出ていた宏。いや、現時点でもすでに身体には症状が出始めている。だが、この時ばかりは、自分の準備不足を含めた情けないミスで死なせてしまったはずの仲間、その生存を確認したいという欲求が、女体に対する恐怖心を一蹴していたのである。

　抱きしめた腕から伝わってくる体温。

　至近距離から聞こえてくる息遣いと鼓動。

　春菜と澪、それぞれの個人特有の香りと生きている人間だけが放つ生命力溢れる匂い。

　間違いなく、春菜も澪も生きている。

　吐息が一つ耳に届くたびに、鼓動が一つ伝わってくるたびに、その確信が強くなっていく。

「宏君……」

「師匠……」

　図らずも、自分達の意識がある状態で恋する乙女の念願の一つが叶かない、嬉しさと恥ずかしさと幸福感でどうにかなりそうになりながらも、しっかりと宏を抱きしめ返す春菜と澪。うるさいぐらいに嬉しそうに高鳴る心臓の音が恥ずかしく、だが、むしろどんどん聞こえてほしくもある。

　これで女性恐怖症を乗り越えられるとは一切期待していないが、それでも今回をきっかけに自分達の恋心が正しく伝わり、そっち方面で少しぐらいは意識してくれると嬉しいなどという下心もある春菜と澪。宏に抱きしめられながら、この時間がいつまでも続けばいいのに、などと切実に思っていた。ちゃんと立ち直ったうえでとの但ただし書き付きで、ではあるが。

「……よかった……、……生きとった……、……ごめんな……」

　いつの間にか感極まったように泣き出した宏が、嗚咽おえつ交じりにうわごとのように繰り返す。そんな宏の震える腕にそっと触れ、背中をぽんぽんとあやすようなリズムで叩く春菜。

「もう大丈夫だから。私達は死なないから」

「……ごめんな……、……ごめんな……」

　涙でかすれる声でひたすら謝り続ける宏。そんな彼に黙って大人しく、どこか幸せそうな顔で抱きしめられ続ける春菜と澪。

「……青春してるなあ……」

「……なんか、声をかけづらいわね……」

「……だよなあ……」

　そんな学生組を、ようやく目を覚ました達也と真琴が困ったように、だが温かい目で見守り続ける。

　死んで生き返ったという意味では、達也と真琴も結構なものだった。だが、死にざまの凄せい惨さんさで言えば春菜と澪に比べれば、という面がどうしてもある。やはり、死体が残るかどうかは結構違う。

　まあ、何より最大の問題は、目が覚めるのがかなり遅かったために、どう転んだところで出遅れて空気に馴染めなかったことだろうか。

「とりあえず、ヒロを立ち直らせるのは春菜と澪に任せて、俺らは俺らで反省会だな」

「そうね。何か宏はものすごく自分を責めてる感じだけど、実際のところあたし達の方が反省点は多いわよね」

「まったくだ」

　空気を読んで宏達が落ち着くのを待ちながら、先に反省会を始める達也と真琴。正直、今回のパーティ壊滅に関して言えば、年長者として情けないにもほどがある点が山ほどある。

　自分達が吹き飛ばされた破壊光線はまだしも、春菜と澪がやられた攻撃に関しては、手持ちの札だけでも対処のしようが十分にあった。

　もっと言うなら破壊光線の方も、気がついた時点で避けようとしていれば、もしかしたら澪ぐらいのダメージで済んで、春菜に生き返らせてもらう必要などなかったかもしれない。極太といっても人二人分、速度も矢よりは遅かったのだから、相手に誘導性がない限りは絶対に避けられないほどでもない。

　おそらく、最大の反省点は、避けられそうな攻撃を迎撃しようとして直撃を食らうという頭の悪い選択をしたことであろう。

「……次は、絶対に誰も死なせねえぞ」

「……もちろんよ。この際だから、徹底的に駄目だったところを洗い直して、宏が機能不全を起こしたときの対処法をちゃんと構築するわよ」

　春菜と澪を抱きしめながら、いまだにうわごとのように謝罪を続ける宏を見て、そんな決意を新たにする達也と真琴。

　壊滅状態になりながら春菜の起こした奇跡により窮地を脱した日本人チームは、今まで手つかずだった弱点の数々を克服するきっかけを得るのであった。

　オルディアの予想どおりに。
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「さて、落ち着いたところで、反省会だ」

　一通り喜び終えたところで、達たつ也やが真剣な顔でそう切り出す。

　とはいえ、本気で真面目に話を進めるつもりの達也だが、先ほど我に返った宏ひろし達に真ま琴こととセットでよかったよかったと派手に泣きながら喜ばれたことに対する照れがまだ残っており、よく見ると顔が赤い。真琴もこの辺の事情が同じなのは、言うまでもない。

「達たつ兄にい照れてる。可愛かわいい」

「やかましい。真面目な話してんだから、いちいち混ぜっ返すな」

　こういうときにいちいち余計なことを言う澪みおをきつめの口調で叩たたき潰つぶし、話を戻す達也。

　照れ隠しの要素も多分にある行動だが、それ以上にそのまま続けていると話が進まないので、かなり容赦なくあしらっている。

「というか、あの時は考えることが多すぎてそこまで気が回ってなかったけど、奥さんのことはよかったの？」

「今更それ聞くか？　っつうか、正直いろいろ情けない話になってくるから、できればそのままスルーしててほしかったんだが……」

　本気であまり触れてほしくなかったらしい達也の態度に、いまいち納得できずに不思議そうな表情を浮かべる春はる菜な。情けない話、というのがピンとこないようだ。

　その表情を見て、仕方がないと正直に気持ちを伝えることにする達也。

「そりゃ、生き返るかって聞かれたときに真っ先に考えたさ。あのまま戻ってすぐに詩し織おりと抱き合いたいって、本気で思ってたのも事実だよ。多分、あの場でお前さんに嫁のことで念押しされてたら、心が折れて向こうに戻ってただろうな」

「だったら……」

「でもな。そのまま戻ったら、俺はいろんな意味で終わってたよ。だってな、俺も詩織も、澪とはリアルで顔を合わせる仲で、ゲームじゃヒロともよくつるんでるんだぞ？　俺の記憶がなくなったとしてもヒロも澪も今回のことは絶対に態度に出るだろうし、残ってたら残ってたで、どの面下げてお前さん達と顔合わせりゃいいんだ？　そういうのは絶対、詩織に気づかれる。それで俺のことを責めるような女じゃないが、俺の方が多分耐えられねえよ。ま、あんときはそこまで深く考えなかった……っつうか、考えるのが怖くて深く考えないようにしたんだよ。意気地なしって思われるのが怖くて、意地張って嫁捨てるような選択したんだ。情けないだろう？」

「ごめんなさい……」

　達也の正直で赤裸々な内心の吐露に、そこまで言わせてしまった春菜が申しわけなさそうに一つ頭を下げる。あまりの察しの悪さに、今にも土下座しそうな雰囲気だ。

　そんな春菜の肩を苦笑しながらぽんと叩き、これでこの話は終わり、と合図して見せる達也。今度は意図と空気を読んで気分を切り替える春菜。

「反省会はよろしいのですが、できれば先に、エアリス様とアルチェム様のお見舞いをしていただけたら、と思います」

　春菜が納得したところを見て、それではと話を進めようとした達也に、呼ばれて合流したばかりのローリエが意見してくる。

　一方、エアリスとアルチェムの見舞いと聞き、真剣な顔をする春菜。

　エアリスとアルチェムがどれほど無理をしたか、その実感があるのはこの場では春菜だけだ。それゆえに、二人の現状はとても気にはなっていたが、見舞いとなるといろいろデリケートな問題が絡む。特に相手が自分同様恋する乙女なのもあり、弱っているところを見られるのは嫌がる可能性もないわけではない。

「お見舞いに行っても大丈夫なの？」

「むしろ、できるだけ迅速に向かっていただければと思います。特にマスターは、絶対に向かっていただく必要があります」

　春菜の確認を受け、何か他にも言いたそうなのをこらえる様子を見せながら、ローリエがどことなく淡々と見舞いの意味について説明を続ける。

　ローリエが何か言いたそうにしたことにひそかに気がついた達也だが、まずはエアリス達のことが優先と、とりあえず黙って話を聞く。

「今回の件について、お二人とも随分といろいろ頑張ってくださいまして、その反動で現在寝込んでおられます。お二人がこの城で全力の儀式をしてくださらなければ、いかにハルナ様が神となられたところで、あれほど速やかにこの城へ逃げてくることはできなかったでしょう」

　ローリエの言葉に、思い当たる節がある春菜が顔色を変える。

　まだ力を使いこなせていないことを差し引いても、ダンジョンを潰したあとに転移した場所は、神化した春菜ですらまともな空間探知ができないほど、いろいろな妨害が行われていた。

　そこをぶち抜いて春菜達に加護を届けるほどの儀式を行っていたのだ。いかに歴代最高の資質を持つエアリスと世界樹の知恵を継承したアルチェムが組んだとはいえ、肉体的には普通の人間系種族でしかない巫み女こ達が平気でこなせるような負荷ではない。

　しかも二人は、達也と真琴の復活のためにアルフェミナに力を届けてくれている。因果関係としてはアルフェミナに届いていた力を復活のために使った、というのが正しいが、どちらにしても随分助けられているのは変わらない。

「エルちゃんとアルチェムさんは、大丈夫なの？」

「はい。命に別条はありません。ただし、エアリス様は随分とマスターやハルナ様のそばに近づいています。肉体的には最盛期に至っているとはとても言えませんのでまだまだ成長するでしょうが、もはや一般的な長命種と同程度の寿命では済まなくなってしまっているかと思われます。アルチェム様も無茶を続けると、存在が世界樹と同質化してしまう可能性があります。変質自体に時間がかかるためにすぐに、とは言いませんが、このまま放置すればエルフとして子を成すことはできなくなるかと思われます」

「うわあ……」

　ローリエのとんでもない言葉に、春菜の顔が引きつる。

　エアリスのことだから、まっとうなヒューマン種王族としての人生など最初から捨ててはいようが、それでも洒落しゃれにならないぐらい致命的な現在の状況に、正直かなり申しわけなくなってくる。

　アルチェムにしても、エルフとしての寿命や経験を考えると、ここで今後の人生を決めさせるのはちょっとどころでなく躊躇ためらうところだ。

　何より申しわけないことに、そこまで頑張ってくれた二人に、少なくとも春菜はこれといって明確に報いることができそうにない。恐らく、それができるのは宏だけだろうが、自身の恋心を横においても、なんとなく宏だけに頼るのは悲しい。

　どうやら、他のメンバーも大なり小なり似たような気持ちがあるらしく、ローリエに言われるまで二人がそこまで頑張っていたとは思ってもいなかったこともあり、非常に情けなそうな申しわけなさそうな表情になる。

「というか、ローリエ。お前さんはお前さんで何か言いたいようだが、それはいいのか？」

「はい。正直、今から言うのはなんとなく間抜けな気がしますし、それに、本音を言うのは空気が読めていない気がしますし……」

「お前さんぐらいの子供がそういうことを気にしすぎるのも、それはそれでどうかと思うがね」

　このまますぐにでもお見舞い、となりそうな流れに対し、引っかかるものがあった達也がローリエにいろいろと突っ込む。口にすべきかどうか内心でかなり迷いはしたが、なんとなく直感で一応気にかけていることは示しておいたほうがいい、と判断したのである。

　ローリエの場合、見た目年齢と実行動のギャップが激しくてややこしいが、それでも総じてまだ子供の範囲なのだけは間違いない。話すときがクールな口調で、会話の内容の大半がシステマチックなものだから勘違いしがちだが、情緒の部分は外見年齢とそれほど大きな食い違いはない。

　単に今のローリエとなってからの時間が短く、感情表現の仕方が未熟なだけなのだ。

　さらにエアリスやアルチェムに対する遠慮もあって、宏達が無事戻ってきたことを喜ぶことも、自分だって頑張ったんだというアピールも上う手まくできずに、表面上は淡々とした態度を取ってしまったのだ。

　その結果、とりあえず無茶の代償で苦しんでいるエアリスとアルチェムを優先するという、実に不器用な真似をしつつ、そんな自分に対して表に出せない不満を抱えてしまっているのである。

「まあ、言いたいことってのは多分こうだろうってのは想像がついてるし、それが正しかったら確かに今から言うのはちょっと間抜けかも、って気にするのも分かるけどね」

「察しているのであれば、いちいち言わないでください」

「いやいやいや。確かにちょっとタイミングを外したかもしれないけどね、言ってもらえればやっぱり嬉うれしいもの」

「真琴。わざわざそこに突っ込んだ俺が言うのも何だが、いい大人がそういうことをねだるんじゃない、みっともない」

「ホントそれ、お前が言うな、よね」

　悪乗りモードに入った真琴に無理やり言わされかけ、達也に止められたことで思わずホッとするローリエ。なんとなくこういうことは、ねだられて口にするのはタイミングを外す以上に言葉の価値が暴落しそうで嫌だったのだ。

　ほとんど死んだような状態で戻ってきた宏も、明らかに出ていく前と別の存在になっている春菜も、あちらこちらに無理をした形跡があった達也達三人も、ローリエにとっては衝撃的な姿だった。

　そこから元通りとは言えないがちゃんと立ち直り、普段と変わらぬ会話をしているのにはほっとしたし嬉しくもある。

　だが、そんな自分の気持ちを素直に口にできるタイミングが一切なかったのは、正直言ってものすごく不満だ。これではまるで、心を持たぬ機械のようではないか。

　そんな気持ちを察してくれたのはありがたいが、かといって、さっきも言ったようにねだられて口にするのは何か違う。そのあたりのもやもやした気持ちを微妙に持て余しつつ、どうにか表面上はいつもどおりに取り繕い、話を進めようとするローリエ。

　別に取り繕わなくてもいいのに取り繕ってしまうローリエの妙な不器用さを打ち砕くように、何かに気がついた様子の宏が口を開いた。

「っちゅうかな、ローリエ。よう考えたら話聞いとる限り、さっきのことで自分にも結構な負担かけたんちゃう？」

「……私はハルナ様やエアリス様、アルチェム様と比べれば大したことはしていません」

「いやいや、そないなことあらへんで。普段の城の管理を続けたままでエルとアルチェムのフォローに城のガード、ぶった切られた僕とのリンクの回復に春菜さんの誘導。そのうえで使いもんにならんかった僕らのためにこの部屋用意して、って、無茶苦茶忙しかったはずやで」

　ローリエがやってのけたことを口にして、改めて彼女がどれぐらい頑張ったのかを認識する宏。それなのに、自分のことはそっちのけでエアリスとアルチェムのことを優先する姿勢に何か感じ入るものがあったのか、それとも今回の一件で何か本人も自覚しないような心境の変化があったのか、今までなら絶対に言わないようなことをぽろっと口にする。

「今まで気ぃつかんで悪かったな。正直助かったわ、ありがとう」

　ほとんど不意打ちのように告げられた宏のねぎらいと感謝の言葉に、ローリエの顔が普段のクールな無表情のまま真っ赤に染まる。

　通常業務に関してはともかく、今回のことはローリエもかなり忙しく、しかもシビアな制御が必要な状況も多かった。なのに、やっていることが地味すぎて誰にも気がついてもらえない。そんな、心の片隅でほんの少しだけ持っていた現状への不満。

　他の関係者がそれ以上に大変な状況に追い込まれていたため、思っていても表に出せなかったその不満を、宏の言葉が見事に吹き飛ばしてしまったのだ。

　これが、単に形だけのねぎらいの言葉なら、ここまで感激することはなかっただろう。だが、宏は物を作る側だからか、縁の下の力持ちというやつの大変さと重要さを理解しているようで、その口調と表情には、疑いようがないほどの本心が込められていた。

「ま、マスター……。あ、ありがとうございます……」

　不満はあっても期待していなかった、だが本心では心の底から欲しかった言葉。それをあろうことか創造主であり上司であり、この世の誰よりも慕っている男から言われたのだ。不意打ち気味だったこともあり、ローリエは喜びと驚きで上手く反応できなくなっていた。

「……ねえ、達也」

「……言いたいことは大体分かるが、個人的には天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうレベルの墓穴を掘りまくってるようにしか見えないぞ」

「……あ、やっぱりあんたもそうなんだ……」

　いまだに女性恐怖症が完治しているとは思えないのに、どう見てもたらしとしか思えない言動をかました宏に、思わず大丈夫なのかと心配になってしまう達也と真琴。

　行動で女（それも主に巫女）を無意識に落としていることはあっても、はっきり言葉でたらしこんだのは初めてのケースゆえに、なんだかんだ言って達也達も動揺しているようだ。

「まあ、ヒロなら男女関係がこじれて刺されてもダメージ受けないだろうし、周りの行動が行きすぎたら発作起こしてそれどころじゃなくなるだろうし、何とかなるんじゃないか？」

「それはそれでどうかと思うんだけどさ……」

「つうか、春菜も澪もむっとした様子がないってのが、一番怖いんだがどうだ？」

「子供褒めたぐらいでむっとしてたら、人間として駄目すぎるんじゃない？」

「それもそうなんだがなあ……」

　何とも形容しがたい据わりの悪さに、達也一人だけ唸うなっている。

　真琴の言うように、今回のことは言ってしまえば子供を褒めてねぎらっただけだ。実際に目立たなかっただけでローリエはものすごく頑張っていたし、それに宏達がずいぶん助けられたのも否定できない事実だ。

　が、大変だったのはローリエだけではなく、状況的には春菜や澪も大概だったのに、あのレベルの褒め言葉や感謝の言葉は、現時点ではローリエにしか口にしていない。

　少なくとも、達也の知っている範囲ではそうだった。抱きしめられて満足した、というのも分からなくはないが、恋する乙女としては頑張りを認めて褒めてもらいたいものではないのだろうか。

　そんな疑問が、どうにも据わりの悪さという形で達也の中に居ついているのだ。

　そのあたりの達也の言いたいことを理解しつつ、では真琴はどう思っているのかというと、ネタと分かる形でネタと分かる言葉を選んでやってるならともかく、ガチでやきもちを焼いて攻撃するほど春菜も澪も恋愛脳に染まっているとは思えない、である。

「ま、マスターも皆様も、無事、ではなかったかもしれませんが、普段の皆様に戻ることができたようで、とても嬉しいです。戻ってきたときの皆様の様子は、本当に賢者の石が機能停止するかと思いました」

「うん、心配かけてごめんね。いろいろありがとう」

　内心で、自分のあまりのチョロさに呆あきれつつ、喜びを抑えきれずに挙動不審になって、タイミングを外したと思っていた言葉を告げてしまうローリエ。

　そんな様子を生温かい目で見守りながら、宏に便乗してちゃんとお礼の言葉を告げる春菜。

　達也の感じる据わりの悪さとは裏腹に、学生組とローリエの関係は、どこまで行っても親子や兄弟姉妹の域を出ないのであった。




　　　　☆




「……よかった」

　見舞いに訪れた宏達を見て、青白い顔のエアリスが最初に発したのはその一言だった。アルチェムの方は、意識こそはっきりしているものの、とても口を開けるような状態ではない。

　二人とも、数分前に意識を取り戻したところである。正直言って、本来なら見舞いなど受け入れられるような体調ではない。だが、今回に限って言えば、宏達の姿と状態を確認しないことには、おちおち寝込むこともできないのである。

　ローリエもそれを理解していたからこそ、エアリスとアルチェムの体調を踏まえたうえで、宏達を見舞いに来させたのだ。

　反省会の話に移るまで見舞いのことを告げなかったのも、二人が起きていないと意味がない、とあえて口にしなかったのである。

「えらい負担かけてもうたみたいやけど、大丈夫か……？」

「……はい。……一晩、……眠れば、……落ち着き、……ます」

　そう言いながら、弱々しく、だが心の底から嬉しそうな笑みを浮かべるエアリス。最悪の事態も覚悟し、下手をすれば完全に壊れた状態で戻ってきかねない宏と、どう接すればいいのか悩んでいたのだ。たとえ最良の結果ではなくとも、無事に全員が揃そろっているというだけで、エアリスにとってもアルチェムにとっても望外の喜びなのである。

　実際、二人が見たイメージは、宏達がオルディアにやられたときの展開そのままだったのだ。そのイメージをちゃんと伝えられない状態でローリエからリンクが途絶えたと告げられたのだから、ずっと気が気でなかった。限界を超えるまで精神力を振り絞り、アルフェミナのものとは違う力を使いながらも、心の中では春菜達が無事に帰ってくることを祈ることしかできなかった。

　その最悪の想像と比較すれば、現状は出来すぎなぐらいだと言えよう。

　この結果に落ち着けるために春菜が多大な犠牲を払ったらしい、ということは、春菜が入ってきた瞬間に分かった。恐らく、自分達の努力はほとんど役に立っていなかっただろう、ということもなんとなく察している。

　だが、春菜のことはともかく、自分達の努力についてはどうでもいい。結果が悲劇でなければ、無駄な努力だったとしても気分的には十分報われる。

　ただ、結果的に春菜一人に全てのしわ寄せが行ってしまった感があり、その点だけは自分達の無力が情けなく、申しわけない部分ではある。

「エルちゃん、アルチェムさん。アルフェミナ様に力を届けてくれてたのと私に場所を教えてくれたの、すごく助かったよ。あれがなきゃ達也さんと真琴さんのことはもっときつかっただろうし、間違いなくもうちょっとこっちに戻ってくるのに苦労してたよ。下手をするともう一発ぐらい攻撃受けてたかもしれないから」

「……お役に、……立てたようで、……何よりです」

「お礼言いたかっただけだから、無理に返事とかしなくていいよ。今はちゃんと身体休めてて。というか、お願いだから、今は私達のことなんて気にしないで、しっかり休んで元気になって」

　微妙に泣きそうな春菜の言葉に小さく微笑ほほえみ、軽く目を閉じるエアリス。アルチェムの方は、迂う闊かつに眠ると変質しようとする力に引きずられるため、無理に限界を超えた反動が抜けるまでは、ひたすら根性で耐え続けるしかない。

「……あの」

「……どうしたの？」

　うつらうつらしながら、まだ宏達がここにいることを察して、エアリスが小さく声をかける。その声に反応して、春菜が聞き返す。

「……わがままを、……申し上げて、……よろしいでしょうか？」

「できることやったら何でもするから、何でも言うてや」

「……あの、……厚かましい、……お願いですが、……ヒロシ様、……私達の、……手を握」

　そこまで口にして、力尽きたように息を整え直すエアリス。命に別条はないものの、今の彼女はこの程度の会話ですら難しいほど衰弱しているのだ。

　そんなエアリスが口にしたわがまま。その内容に、宏の表情が凍りつく。この状況で、よもやエアリスがそんなことを言い出すとは思いもよらなかったのだ。

　状況が状況なだけに、エアリスが宏達の身に何があったのか、正確なことを知らなくてもおかしくはない。だが、知っているいないにかかわらず、今までのエアリスの態度を考えると、そんな要求が出てくること自体があり得ない。

　いくら心身ともに弱っていると言えど、この件に関しては春菜と同じぐらい慎重なエアリスが、このタイミングで口にするのだ。何か意味があるのは理解できるが、トラウマをえぐられた直後の、それも変に冷静になった今のタイミングで手を握って大丈夫かどうかは宏にしか分からず、他のメンバーは口を挟めない。

「……恐らく、……何があったか、……大体のことは、……想像がついて、……います」

　そんな宏達に、さらに追い打ちをかけるように、エアリスが先ほどのチーム壊滅の顚てん末まつをおおよそ察していることを正直に告げる。エアリスからそのことを告げられ、さらに宏の混乱が深くなる。

　その様子を、どこか不安げに、祈るように見守る春菜達。

「……それを、……知っていて、……わがままを言うのが、……どれほど、……恥知らずなのか、……重々」

　本来なら身体を休めるべきときに無理をしているがゆえに、どんどんと弱くかすれていくエアリスの声。それを見かねた宏が、エアリスの言葉を手で制して質問をする。

「知っとってそれを言う、っちゅうことは、どないしても必要なことやねんな？　あ、声は無理に出さんでええで」

　宏に問われ、力なく頷うなずくエアリス。実のところ、手を握ってほしいという要望は今回に限っては、単に惚ほれた男に甘えたい、などという次元ではないほど恥知らずな頼みなのだが、それを正直に告げたくとももはやそんな体力すら残っていない。

　エアリスだけのことであれば、このまま素直に意識を飛ばし、さっさと身体を変質させて終わらせていただろう。だが、これに関しては、エアリスのような逃避が許されないアルチェムにこそ必要であり、だが本人にそれを口にする余裕がない。

　嫌われようがどうしようが、エアリスはここで引くわけにはいかないのだ。

「……分かった。ただ、僕の身体にどんな反応が出るか、僕自身にも分からん。ものすごい失礼な反応するかもしれんけど、そこは勘弁してや」

「……もちろん、……です。……申しわけ、……ありません」

　そんなただならぬ様子のエアリスに、ついに宏が覚悟を決める。

　宏の返事を聞き、心底申しわけなさそうに、だがほっとしたように小さく吐息を漏らすエアリス。誰がどう見ても、そろそろ彼女は限界だ。

　とはいえ、手を握ってほしいと言ったエアリスにも、エアリスの発言に巻き込まれた形のアルチェムにも、布団の中から手を伸ばせるような体力は残っていない。そのことを最初から分かっていたローリエが、宏の返事を聞いてすぐにエアリスとアルチェムの手を取り、布団の外へ優しく引き出す。

　ローリエが二人の準備をする間、もう一度覚悟を決め直すように深呼吸を繰り返す宏。

　正直な話、すでに身体の方は拒否反応が起こり始めている。頼んだのがエアリスでなければ、そして、その状況がここまで切実そうでなければ、今からでも断っていただろう。

　だが、そうやって甘えて逃げた結果があの惨劇だとすれば、ここで逃げるのはあまりにも情けなく進歩も反省もない。友好的な相手で、決して自分を積極的に傷つけることなどしないと分かっているエアリスから逃げているようでは、もう一度邪神連中が同じことをしてきたときに立ち向かうことなどできるわけがない。

　情けない己の心にそうやって喝を入れ、なかなか思うように動かない自分の腕を根性で制御し、震えながらぎこちない動きでそっとエアリスとアルチェムの手を握る。

　女性らしい柔らかな二人の手の感触に震えがひどくなり、全身に鳥肌が立ち、今にも胃袋の中身をぶちまけたくなるほどの吐き気が襲ってくる。

　一瞬にして、頭の中を恐怖が埋め尽くし、反射的にパニックに陥りかける宏。

　今までだったら、ここまでくれば何の抵抗もできずにパニック症状を起こしていたであろう。

　もっともそれ以前に、日本人チーム壊滅の惨劇さえなければ、さすがにエアリスとアルチェムの手を握ったぐらいで、ここまでの症状は出なかったのだが。

（これぐらい……、何ぼのもんや!!）

　弱々しい力でそっと握り返しながら、心配そうな視線を向けてくるエアリスを見て、心の中で再び喝を入れる宏。残念ながら恐怖が完全に消えることはないが、それだけで心が落ち着いていくのを自覚する。

　そもそも、先ほど春菜と澪を抱きしめたときはそこに気がつく余裕がなかっただけで、やはり心の底では女体に触れることに対する恐怖を感じていたのだ。二人が生きていたことに対する安あん堵どや一度は死なせてしまったことに対する自責といった感情が強く、震えながら涙を流していたためにお互い気がつかなかったが、実際には接触面積が広かった分、今よりはるかに強い拒絶反応が出ていたのである。

　あの惨劇の後に女体を抱きしめてすら、結果的には大丈夫だったのだ。それから比べれば、向こうから乞われて気遣われながら手を握るぐらい、それこそ何ぼのものでもない。

「あの……」

「大丈夫や、安心し」

　不安そうなエアリスの声に、強がりでも何でもなくそう答える宏。

　実際、今後のことを考えると、これぐらいでビビっていては話にならない。

「それにしても、なるほどなあ。そういうことか」

「……はい。……申しわけありません」

　落ち着いたことにより、エアリスが本当は何を求めていたのかを理解する宏。理解してしまえば、自然とアルチェムの様子にも目がいく。

「落ち着いてよう見たら、アルチェムかなりヤバかった感じやな」

　エルフと植物の境界線をふらふらしていたアルチェムを見て、ため息交じりに宏がぼやく。エアリスの様子に目を奪われて、本当に危険な状況だったアルチェムの状態に気がつかないとは、自分の目は節穴にもほどがある。

「結局、どういうことなんだ？」

「エルがほんまに欲しかったんは、僕が垂れ流しにしとるエネルギーと、僕らが持っとる普段の二人の情報、まあ、要は思い出とか日頃の言動とかの方やったみたいでな」

「あ～。エネルギーの方は、アンジェリカに精気を分けたときと似たようなもんか？」

「そんな感じやな。言うたら地脈の余剰エネルギー使うんと変わらんねんけど、今の身体が弱っとるエルとアルチェムやと、接触なしで取り込んで制御するとか無理やったわけや」

　完全に落ち着いたらしい宏に解説され、恥ずかしそうにそっと目を伏せるエアリス。手を握ってほしい、と言うだけでもあさましい話なのに、本当に必要としていたのはエネルギーの方、なんて、普通に考えれば失礼なんて話ではない。

　無論、病人の心理という面でも、エアリスは宏に手を握ってもらいたかった。だが、そちらの方は宏の心情を考えると、いくらでも我慢できる、というよりエアリスの性格上、我慢できなくても無理にでも我慢してしまう種類の欲求だ。

　アルチェムの致命的な変質を防ぐという建前がなければ、昔のようにその欲求は意識することすらなく心の奥底に閉じ込めていただろう。

　宏から彼特有の穏やかで制御しやすいエネルギーを貰もらい、変質前の自分達の情報をコピーさせてもらったことで、反動が落ち着きいろんな面で余裕が出てきたエアリス。その結果、彼女はかえって自分の本音が分からなくなっていた。

「で、情報ってのは？」

「今回のことは、二人にも大分無茶させてもうたみたいでなあ。正直、どっちも種族がどうとかっちゅう以前のレベルでの定義が怪しなっとってん。特にアルチェムはかなりヤバくて、ローリエが言うとった程度では済まんとこまで変質しかかっとったみたいやで」

「……それ、むちゃくちゃヤバかったんじゃねえか？」

「むちゃくちゃヤバかってん。せやから、僕から情報引っ張り出して、ついでに僕のエネルギー使って強引に定義書き換え直した、っちゅうところやな。春菜さんらと同じで完全に元のままっちゅうんは無理やけど、少なくとも性格とか魂とかのレベルでは問題ないところに落ち着くと思うで」

「なるほどな。正直、具体的にどうなったのかを聞くのは怖いからスルーさせてもらうが、致命的なことにならなかったんならそれでいい」

　達也の言葉に頷く宏。

　エアリスもアルチェムも、主に寿命の面でいろいろすごいことになっているが、子供がつくれなくなるとか、今の時点で成長や老化が完全に止まってしまうとか、その手の致命的な問題は起こっていない。

「っつうか、記憶やエネルギー貰う相手は、春菜じゃ駄目だったのか？」

「春菜さん自身がまだ安定してへんから、僕やないとあかんかったんやと思う。それに、春菜さんは僕ほど外にエネルギーだだ漏れでもあらへんし、僕からやったらそのまま神の城の世界樹とか森羅結晶まで情報リンクが取れるから、精度も高なるしなあ」

「あ～、完全に納得した。お前も大変だな……」

「今回に関しては、僕がやらかした問題の後始末や。こんぐらいはやらんと罰ばち当たるで」

「ま、お前が納得するって意味でも、この方がよかったみたいだしな」

　宏の言葉に達也が何度も頷く。宏がちょっと焦りすぎな気がしなくもないが、それで納得するなら後の問題は達也達がフォローすればいい。

　そもそも、達也と真琴はこのあたりの部分をフォローするために生き返ったのだ。それを苦にするつもりはない。

「……アルチェムも完全に落ち着いたみたいやな」

「……ちょっと印象変わった気がするんだけど、あたしの気のせいかしら？」

「完全に外見に影響出てへんわけやないから、間違いなく印象は変わっとるやろうな。っちゅうか、髪の色がちょっと変わっとんで。具体的にはＲＧＢのカラーパレットに直して、全体の色相が５か６かぐらい緑色の側に寄ったっちゅうとこやな」

　宏に告げられた非常に微妙な変化。それをまじまじと観察して確認する一同。

「……比較対象もないのに、よくすぐに気がついたよね、宏君」

「……正直、ボクはこういうの、直接カラーパレットをいじりながら見ないと判断できない」

「アルチェムの金髪は色が明るいからなあ。つうか、一ケタ台の数値で色相が変わっても、ＣＧとかでもやってない限り分からないんじゃねえか？　正直、俺はどれだけ観察しても違いが分からん……」

「てか、えらく具体的な数値でしかも妙に正確だけど、あんたそういうの触った経験あるの？」

「アバター作るときにいろいろいじって遊んだぐらいやけど、あるっちゅうたらあるで。ただ、アバターいじったときの記憶やから、結構ええ加減やけど」

　観察した結果、この種の観察力に優れている春菜と同人作家としてＣＧもいじっていた真琴が辛うじて明確に、生産スキルと感覚値が高い澪が言われてみればそうかもという程度に把握するにとどまる。言ってしまえばそれだけ微妙な、下手をすると髪が日焼けしただけで分からなくなる程度の変化でしかない。

　その程度の変化でも分かるようになっているのだから、神になったり神に近づいていたりするというのは伊だ達てではないらしい。

「まあ、この程度で済んでよかったで、ほんま。下手したら皮膚が木の皮になるとか足が根っこになるとか、かなり取り返しのつかんことになっとったんやし」

　安堵のため息とともに口にした宏の言葉に、その場にいる全員が頷く。そろそろ緊張の糸が途切れて意識がもうろうとしてきているエアリスまで同意するあたり、アルチェムの状態がいかに危険だったかがよく分かる。

「もう手ぇ離して大丈夫やとは思うけど、一応自分らが寝るまではこうやって握っとくわ。嫌やったら言うてや」

「……ぜひ、……お願いします」

「……私も、……お願いします。……こういうとき、……こうやって手を握ってもらえると、……すごく安心できるんですね」

　宏の確認の言葉に、エアリスだけでなくアルチェムまで握っていてほしいと告げてくる。

　その返事に一つ頷き、いまだにしつこくしつこく鳥肌を立てようとする恐怖心を根性で抑えこむ宏。肉体の条件反射までは完全に制御できないが、恐怖心に関しては正直、苦手なものを我慢して食べるほどの苦痛もないので、一時間ぐらいこうしていても特に問題はない。

「じゃあ、私は一度自分の部屋に戻るよ。あんまり大勢で病室に居座るのもよくないし、念のために身体の確認もしておきたいし」

「あ、だったら宏以外は全員、部屋に戻って着替えとか確認とかしたほうがよさそうね」

　春菜の申し出に真琴が乗っかり、達也と澪も頷いて同意する。

「ほな、全員もうちょい落ち着いたら、反省会やな」

「そうだね」

　春菜の言葉でこの後の予定が決まったとみて、宏が反省会に言及する。宏の提案に特に異を唱える理由もなく、代表するように春菜が返事をしてそのまま部屋を出ていく。

　結局、エアリス達が完全に寝入って宏が解放されたのは、それから十五分後であった。




　　　　☆




「で、まあ、今度こそ反省会を始めるとして、だ。正直、今回は反省することが多すぎる。春菜がいたからこそこうして無事に反省会もできるが、普通ならヒロ一人だけ生き延びて、碌ろくでもない形で全部終わらせることになってたぞ」

「そうね。後から落ち着いて考えてみれば、はっきり言って駄目すぎる判断ばかりしてるわよね」

「まったくだ。その結果ヒロは壊れかかるし春菜は人間やめる羽目になるしで、俺らは一体何してたんだ、って感じだぞ……」

　エアリス達の見舞いから一時間後。ようやく反省会に入ると、勢いで大まかな流れを口にして自分達の駄目なところをいろいろ自覚して、そのままの勢いでズドンとへこむ達也と真琴。少しぐらいは危機に反応して動けた澪と違い、割とぎりぎりまで呆ぼう然ぜんとしていた点に関しては言いわけできない。

「それ言い出したら、一番あかんの間違いなく僕やん……。明らかに偽モンの、しかもどっからどう見ても敵以外の何もんでもあらへん相手にビビって怯おびえて、そのままええようにやられてもうてんから……」

「いや、それ自体が俺達のミスだ。正直に言って、ヒロのそれは最初から分かってたことで、しかもお前自身の努力とか根性だけでどうにかできる範囲を超えてる事柄だ。今までたまたま邪神教団がそこを突いてこなかっただけで、本来ならああなった時の俺達の対策や対応をちゃんと考えておかなきゃならなかったんだよ」

「そうそう。そうでなくても、生身の防御力不足を全部宏君にカバーしてもらってたんだから、それ以外の部分はちゃんと私達でフォローしなきゃ駄目だったんだよ」

　自分が役立たずになったことでパーティが壊滅してしまったことに対して、再びどん底まで落ち込みそうになっている宏に、そのことを全否定する達也と春菜。

　正直なところ、宏が吉よし村むらと呼んだあの女が一体何なのか、という点は全員気になってはいる。ある程度察するものはあるが、正確な話を聞けるのであれば聞いておきたい。

　が、今回の反省事項には関係ないし、それを宏の口から語らせたところで意味もない。故に暗黙の了解で絶対に今の宏に質問してはいけないという点で意見が一致し、全員がその疑問を心の奥底にしまっている。

　そもそも根本的な問題として、いくら役割分担だからといっても、一人の人間に防御全てを依存していたことがアウトである。どうしようもないような攻撃も確かにあるが、今回のはそこまででもなかった。

　最初の澪が下半身を食いちぎられた攻撃も、春菜が心臓を破壊された攻撃も、まったく対処できないほどのものかと言われればそうではなかった。春菜が冷静であればそもそも食らうこともなかっただろうし、澪の察知能力と回避能力なら逃げ延びることも難しくはない攻撃だった。

　達也と真琴が食らった攻撃に関しては、完全な形で防ぐ手段はなかった。だが、あの攻撃は基本、射線上から退避すれば一切ダメージを受けない。故に、これも澪が健在であれば恐らく警告が間に合い、達也達が直撃を受けることもなかったであろう。

　結局のところここ最近は、普通なら本人が個別に対処できる攻撃すら全部宏が潰していたため、そのあたりの高威力攻撃に対するノウハウが蓄積されていないのだ。下手をするとダールで活動していたくらいの頃より劣化している可能性すらある。

　信頼関係の上に成り立っている状況とはいえ、最低限の自衛を考えていないのはいろいろ駄目だ。宏を全面的に信頼するのと、もしもの時のために自衛能力を鍛えておくことは別問題だろう。

「まあ、俺らが図に乗って油断してたのは間違いない事実だとして、だ。とりあえず、最初から検討するとして、神託聞かずに飛び出したことはどう思う？」

「難しいところね。あれって結局、自分の命と他の人達の命を天てん秤びんにかけてるのと同じだもの。知らないところで縁もゆかりもない街が襲われてる、とかいうのならともかく、目と鼻の先で、そんなに深くないにしても交流があった人達が襲われて犠牲になるってなると、ね」

「まあ、そうだな。全員が完全に状況確認に意識が向いちまって誰一人エル達を気にしなかった、ってのは問題だが、出てから儀式完成までの連中の動きが異常に速かったからなあ」

「しかも、基本的にあたし達だけで倒せる可能性が高かった相手だったじゃない。現実問題として、あいつら自体はあたし達だけでどうにかなったわけだし。罠わなってのは分かってたけど、じゃあスルーできたかっていうとねえ。あと、阻止の目がある場所で儀式してる大物を放置とか、戦術レベルでも基本的にアウトだし」

「だよな。ただ、今にして思えば、やりようはあったんじゃねえか、とは思うんだよ。たとえば誰か一人、そうだな、この場合は俺か春菜が妥当か？　その一人が残って、神託の詳細をちゃんと聞いてから出てくるとか、な」

「それはそれで分断されてた危険があるから、何とも言えないところね」

「たとえば、の話だ」

　達也の思いつきに対して真琴が問題点を指摘する。ただ、達也の言わんとすることは理解しているので、全否定をする気はないようだ。

「どっちにしても、タイミングの問題だけで、罠と分かってても突っ込んでいかざるを得ない感じだったのは確かね。で、その後の戦闘はまあ、何とも言えないところかしらね」

「神の船出して天地開闢砲でよかったんじゃないか、って説もあるが、あの空間がどんな設定だったのか結局分かってないしな。それに、船もヒロよりは脆もろいから、連中に撃墜されないとも限らない。大穴があいてる状態で撃墜されたら、場合によっちゃフライトで着地もできんしなあ」

「それも含めて、あれでよかったとも悪かったとも言いがたいのよね。そもそもあたし達自身は無傷で倒せてるし」

「まあ、さすがに戦闘中にロボットネタで盛り上がって気を抜いちまってるのは、間違いなく反省点だろうがね」

　合体したバルド上司については、全員何とも言えない感じのようだ。もっといい対応もあったのでは、という気持ちもあるが、ワンボックスと潜地艇の破損以外の被害なしに、東部地域を壊滅させかねない化け物を仕留めているのだ。それ以上を求めるのはそれはそれで贅ぜい沢たくかもしれない。

「問題は、そこから先だ。いくらなんでも、あんな怪しい女を前に呆然としてるとか、駄目すぎるだろう」

「それ以外にもいろいろあるわよ。ってかね、これはトラウマえぐられてた宏を除く全員なんだけど、らしくない行動が多かった気がするわよね」

「そうだな。いくら頭に血が上ってたとしても、春菜が何の準備もせずに真正面から突っ込んでいくとか、普通におかしい。いつもなら、積層詠唱でオーバー・アクセラレートとハイパーリジェネートを発動させるぐらいの下準備はするよな」

「春菜の場合、宏の絡みで頭に血が上ってるときこそ、後先考えずにそのあたりのスキルをさっさと使う傾向があるのよね。なのに、今回はそれを一切しなかったわけよ。おかしいでしょ？」

「だよな。俺にしても、なんでどの魔法の詠唱も始めてなかったんだ、って感じだったし、真琴も澪も微妙に反応がおかしかった」

「言われなくても、自覚あるわよ。今にして思えば、あの時は妙に頭が回らなかったのよね」

「そうだよな。ヒロの弱点を明確に攻撃された焦りがあったのは事実だが、それを差し引いてもあんまりにも頭が回ってない感じだった。恐らくだが、春菜と澪もそんな感じだったんだろう？」

　達也と真琴の指摘に、覚えがある春菜と澪が同意するように頷く。

　全員同時で、しかも内容が共通している、となると、答えは一つしかない。

「多分、あの空間そのものの特性か、あの女が出てきたときにかけられたかのどっちかで、軽度の混乱系の状態異常を食らってたんだと思う。あの手の状態異常は軽度だと、かかってることに気がつかない」

「だろうな」

　澪の推測に達也が同意する。

　精神系の状態異常の厄介さは、基本的に食らっていることを自覚しづらいことにある。それでもあまり派手に影響が出ていれば、全員同時に食らっていても誰かが違和感を持つ。

　今回は事が起こるまで、全員見て分かるほどの挙動は一切していなかったため、結果として、とっさの時の判断を後から検証して、ようやく状態異常を食らっていたことに気がついたのだ。

「っちゅうか、よう考えたら合体ボス倒した後、ものすごい大ポカしとったで」

「大ポカ？　っつうか今回、やっちまったのは全部ものすごい大ポカだと思うんだが？」

「対処ミスったとかそんなレベルやなくてな。あいつにバフとか全部解除されたことに気ぃついとったっちゅうに、万能薬飲み直すん完全に忘れとったやん」

「……言われてみりゃ、確かにそうだな」

「万能薬飲み直しとったら、多分状態異常は食らってへんで」

　宏の指摘に、全員が思わず沈黙する。持続型の万能薬による状態異常耐性が、いわゆるバフ枠に入るという認識がまったくなかったのだ。

「本気で迂闊やったわ。あの手のバフ解除攻撃、薬やろうがなんやろうがまとめて一気にチャラにしとったんをゲームんときに経験しとったはずやのに……」

「それに関しちゃ、気がつかなかったのは全員の責任だ。っつうか、よく考えたら、バフの掛け直しもしてなかったよな、俺達」

「スケープドールとかやられたのに完全に気を取られてて、そっちにまで気が回ってなかったよね、実際」

　宏の言葉に、それも達也と春菜が全員の反省事項だと窘たしなめようとする。

　実際のところ、ちょうどそうやって慌てていたときに状態異常を食らっていたため、本来誰かが気づきそうなことに全員気がつかぬまま、嫌な予感に流されて駄目な判断を重ねてしまった部分が強い。

「てか、今後のために一応確認しときたいんだけど、内服薬系まで駄目になるんだったら、大丈夫なバフってあるの？」

「……恐らく、アムリタとソーマは解除できん。もっと正確に言うたら、そのあたりのん解除する場合、他のバフまでは潰せん。あのあたりはエクストラスキルが嚙かんどるから、そんなまとめて解除っちゅうんはできんはずや。同じパターンで言うんやったら、オーバー・アクセラレートとかイグニッションソウル、金こん剛ごう不ふ壊えなんかもそうやな」

　真琴の問いに、正直に思いつくことを伝える宏。

　エクストラスキルやそれによる生産品が絡む強化の場合、一個解除するたびにエクストラスキルもしくはそれに相当する手段を一回使う必要がある。アムリタもソーマもエクストラスキルによるものなので、当然強制的に解除するなら同じだけの手段が必要となる。

　ゲームではこのあたりのことはちゃんと確認も検証もされていないが、実のところソーマだけは作られていた関係上、職人達の間ではある程度仮説が立てられていたりする。

「ただこれ、逆に言うたら、同じ強度のデバフ複数一気に食らったら、解除にとんでもない手間がかかるっちゅうことでもあるんやけどな。多分、パーフェクトキャンセレーションでも、そのまま普通にやったら解除できんやろうし」

「なるほどね。ってか、ゲームではエクストラスキルなんてほとんどなかったから、その辺は全然検証されてないんだけど、どうしてそれを知ってるのよ？　あっ、なんとなくメタな方向で予想した、とかは無しね。あんたの口ぶり、割と確信してる感じだし。まあ、神様になったからってんだったら、それでもいいんだけどさ」

「まあ、別に今更やし言えんことでもあらへんから正直に言うとや。ゲームやっとった頃、ソーマの材料だけはそれなりに調達できとってな。僕含めて三人ほどはソーマの量産やっとったんよ。っちゅうても、作った数はまともなんが全員分集めて何千、とかそれぐらいやけどな。で、その流れでソーマの性能試験やったことがあってな」

「何千って、それ十分な物量よ？　てか、性能試験って何よ？」

「品質八十以上での効果とか、バフ解除の条件とかやな。で、解除がらみやけど何の工夫もしてへんパーフェクトキャンセレーションとかでは解除できんことまでは確認してんねんわ。あと、もう一つ分かっとんのが、ソーマの効果時間中は、解除判定の一番最初にソーマが来るからか、バフ解除系の魔法とか全部弾はじかれおんねんわ。残念ながら、生産エクストラで作れる解除系アイテムってその当時あらへんかったから、そいつ使った場合どうなるかまでは確認してへんけどな」

「……一部聞かなきゃよかった情報が混じってるけど、まあいいわ。ただそれ、パーフェクトキャンセレーションが失敗した、ってことじゃないの？」

「それはあらへんで。見せてもろたログに、きっちり成功って出とったし。因ちなみにな、検証したときは変なノイズ入らんようにっちゅうことで、装備品は店売りの普通の服だけでやっとってな。パーフェクトキャンセレーションでエンチャ消されるっちゅうんは知らんかったんよ。今にして思えば、検証言い出したやつ、その情報知っとったから店売り装備でやらせたんちゃうか、っちゅう気はするけどな」

「なるほど、確かにそれなら失敗ってことはないわね。で、ソーマを作ったことがある、っていうことは、〝神の酒〟だったかしら？　それはこっちに来る前から育ててたのね？」

「実は、こっち飛ばされる直前にカンストしとる」

　宏のカミングアウトに、一瞬遠い目をする真琴。

　そう。飛ばされる直前に宏が行っていた作業は、実はソーマ作りだったのである。本来の予定では、誘ってきた相手にカンストしたスキルで作った当時の最高品質のソーマを見せて、そんなものまで作れると思っていなかった彼らの度肝を抜いて遊ぶつもりだったのだ。

　宏の主観ではもうずいぶん昔のことで、言われるまでサクッと忘れていた事実ではあるが、今にして思えば悪趣味なことをしていたと反省しきりである。

「まあ、バフ解除に絡む話はそんなとこやな。対策っちゅうても、エクストラスキル系のバフで固める、ぐらいの非現実的な方法しかあらへんし」

「そうだよね。あれって、レジストするのに私達の能力とか一切関係ないし」

　宏の出した結論に、春菜が同意する。厳密に言えば完全に無関係ではないのだが、関わってくる項目はスキルの場合はスキルのランクと熟練度、アイテムの場合はアイテムのランクと品質なので、一切関係ないのと大差はない。

　なので、宏が言った以上の対策など立てようもなく、これ以上は話し合いの意義も薄い。

「とりあえず、他の問題に話を移すか。現状、致命的な要素としては、相手の火力が上がってるせいで真琴や澪でもあっさりぶち抜かれるようになっちまった防御力と、万能薬頼りの状態異常対策だな」

「そうね。っていっても、状態異常はともかく防御力に関しては、前々から定期的に問題にはなってたわよね」

「そうなんだよな。ただ、対策っつっても装備を更新する以外は、フォートレスみたいな防御系のアクティブスキルを片っ端から覚えて鍛える、とか、俺や春菜だといまいち効果が薄い手段しかないな」

「そこが難儀なのよねえ。前回ぐらいの火力になっちゃうと、フォートレスなんてあたしでも焼け石に水だし。あ、そういえば、サークルガーダーってどうだったの？」

「ああ、あれか。まず、今の俺の技量と魔力じゃ、俺達が消し飛ばされたような攻撃には無力だ。それに、今の技量じゃ早口でも三秒ぐらい呪文詠唱にかかるから、積層詠唱を使いこなしてる春菜ならともかく、俺がとっさに出すのはきつい。考え方としては、ボスが準備動作とタメを始めたタイミングで詠唱開始で、大技の被害を軽減するために使う感じの魔法だな」

　達也の解説に、なるほどと頷く一同。習得していない春菜や真琴、澪はともかく、覚えているはずの宏まで感心しているのはどうなのかと問い詰められそうな話だが、詠唱が必要な時点で前衛の宏が使うには厳しく、把握していなくても仕方がないのかもしれない。

「とりあえず、防具系の神器作るまで、つなぎで全員分神鋼とかあの辺の素材で作っとくわ。それだけでも大分ちゃうはずやし」

「なんか、すごく贅沢なつなぎ装備だよね」

「春はる姉ねえ、さすがにもったいないとか言ってられない」

「分かってるんだけどね」

　結局、最初からそこしかないという結論に至る一同。スキルの習得や修練は一朝一夕では不可能で、しかも極めても焼け石に水なのだから、急場しのぎとしては装備を替えるしか選択肢がない。

　無論、スキルの習得や修練をさぼるつもりはない。やらないよりはやったほうがいいのは間違いないし、その程度の積み重ねに命を救われることもあるのだから。

　だが、焼け石に水だと分かっているものに、過剰な期待などできない。せっかく新米とはいえ創造神様がいるのだ。そこはこき使うべきだろう。

「ついでやから、今の手持ちの素材で作れる神器は全部作っとくわ。あと、ガーディアンフィールドの強化と維持の自動化も手ぇつけとく。多分、ガーディアンフィールドだけでも今回みたいなことは防げるはずやし」

「状態異常の方は？」

「アクセとかで何とかしよう思ったら神器の領域になりおるから、基本は万能薬、強敵相手はソーマかアムリタやな。確認したら、城で採れる素材でどっちも作れそうな感じやし」

「作れるんだ……」

「まあ、代用素材やから、品質はどないしても落ちるし、足らん素材に関してはそろそろここで採れるはずや、っちゅうだけで、すぐに作れるかどうかは要確認やけどな」

　結局、問題に対する対策は、このチームらしくアイテムを作ってどうにかする、というところに落ち着く。

　現実問題として、いつ再びオルディア達が仕掛けてくるかが分からない以上、マンガのように特訓で新技を身につける、なんて悠長な真似をしている余裕はない。

　第一、新技なんてぶっつけ本番で使うのは、信頼性の面で怖すぎる。特に今回問題になっている防御まわりの技となると、攻撃系以上に不慣れによるミスが致命傷に直結する。

「さて、方針も決まったことやし、あのアマが次仕掛けてきたら、喧けん嘩かふっかけてきたこと後悔させたるで」

「師匠、それ悪役の台詞……」

　非常にダーティな表情で悪役くさい台詞を吐き捨てる宏に、微妙に引きながら澪が突っ込む。

　一度チームが壊滅した結果、必要以上に張りきっている宏に、一週間好き放題やらせたとき以上の不安を抱く一同であった。
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「さて、この状況から、どうやって巻き返すべきか……」

　宏ひろし達が反省会を開いているのと同時刻のウォルディス城。

　己の大失敗に頭を抱え、オルディアは険しい顔で呟つぶやいた。

　持ちうるリソースを注ぎ込み、必殺の布陣で仕掛けた作戦。途中までは上う手まくいっていたのだが、最後の最後に春はる菜なの神化により力業でひっくり返されてしまい、追撃しようにも痕跡もたどれない形で逃げ切られてしまったのだ。顔が険しくなるのも当然であろう。

　春菜に対してはマークはしていたが、これといって対策の類たぐいは立てていなかった。というより、神化という現象に対しては、対策が立てられるようで立てられない。死ぬことがトリガーになっているケースも多く、かといって何もしなくても神化するときは神化するのだから、立てられる対策などあってないようなものである。

「これ以上ミスを繰り返さないためにも一応確認しておきたいのだけど、今回の件、藪やぶ蛇へびだったと思う？」

「何とも言いがたいところではあるな。ただ、あの女が時空系の女神に神化したことに関しては、恐らく我らが行動を起こした時点で手遅れだった可能性は高いが」

『あの女神強い。完全に時間止められた。抵抗不可能』

「どちらにせよ、一人神化していた時点で、用意できる戦力がたかが闇の主十五では、厳しかったのは間違いあるまいよ」

　オルディアの問いにザーバルドとオクトゥムが思うところを正直に答え、偽王が厳しい現実を突きつける。

　宏が戦闘向きではなく、さらに神になって日が浅くて未熟であるがゆえに勝負が成立しているだけで、本来は神もしくはそれと同等の存在相手に正面から喧けん嘩かをふっかけても、オルディア達には一切勝ち目などない。

　邪神の眷けん族ぞくとしては最強であるオルディア達と神。その間には、取りうる手段全てを駆使して自分を強化した上で相手を弱体化させ、さらに弱点を突くことでようやく神殺しが成るかもしれないという程度には、大きな壁があるのである。

「とはいえ、補給を断って追い込む、という観点で言うならば、連中を先に仕留めようとするのは正しい行動だ。単に、最後の最後で強引にひっくり返されただけで、手段が間違っていたとも藪蛇だったとも思わん」

「恐らく、御お三さん方かたが復活したタイミングが決定的に遅かったか、連中の成長と変化が異常に速かったかのどちらかであろう。正直、今回の失敗は不可抗力。問題を指摘するとしても、せいぜいが準備に時間をかけすぎたとしか言えんよ」

　厳しい意見から一転、甘い評価を口にするザーバルドと偽王。実際、じわじわ搾り取るやり方も宏に対応され始めており、アズマ工房を先に潰つぶさねばジリ貧になりつつあった。

　さらに悪いことに、西部諸国をはじめとした後方支援をやっている国に戦力を送り込もうにも、闇の主も雑兵もコストが見合わない上にいくつかの無視できないルールに引っかかって、効果が期待できない。地球の戦争がどれほどルール違反をしても物理法則や経済的な問題を無視できないように、この世界の神と外来種である邪神との戦いにも無視できないルールというのはあり、残念ながらそのあたりのレギュレーションに引っかかって現状では不可能なのだ。

　特に闇の主は高性能であるがゆえに、戦闘用としては致命的なコスパの悪さを誇り、戦闘に使うとなると一体程度ではウルスのような主要都市を即座に壊滅させるのは難しく、かといってそれ以外の都市では楽勝ではあるがやらないほうがマシ、という次元で収支が合わない。

　しかも現在の五大国家は、宏達が好き放題やり倒した結果、異常なまでに瘴しょう気き濃度が低くなっている上、西部を担当していた闇の主がやられた際に、東部との瘴気のやり取りをする補給線が完全に断たれている。そのため、下準備なしで闇の主を送り込んでも、戦闘形態に移ることすらできない可能性が高い。

　闇の主クラスになると、バルドのように人間形態を取って内部に侵入するのも結界に阻まれて不可能だ。オルディアが戦闘能力の割に立場が高いのも、闇の主十五体分以上の戦闘能力を持ちながら、街の中を自由に出入りできるからという一点に尽きる。

　その戦闘能力にしても、ファーレーンのバルドがやったように相手の王族を自分の側に取り込むなどをしない限り、大都市の中ではその戦闘能力の一パーセントも発揮できない。瘴気濃度の問題もあり、活動はできても戦闘はほぼ不可能、というのが西部諸国に行った場合のオルディアの現状である。

　この点に関してはそもそもの話、単独で何とかなるのであれば、最初からバルドで内部撹かく乱らんなどせずに闇の主が正面から仕掛けているはずだと考えれば理解できるだろう。

　闇の主クラスが五体以下で国家の根幹を担う都市に直接攻撃を仕掛ける場合、まずは十分に瘴気を増やして下準備を済ませた上で王族と神殿を無力化してからでなければ、各種防衛システムにより意外とあっさり返り討ちにあうのだ。

　ファーレーンのバルドがあれだけ頑張れたのも、長い時間をかけてカタリナを完全に籠ろう絡らくしたことにより、システム面での王族の機能をほぼ無力化できていたからにすぎない。

　レイドボス的なものが闊かっ歩ぽしている割に人類が文明を謳おう歌かしているのも、こういうからくりによる点が大きい。

　余談ながら、人口五万人以上の都市はモンスターの大侵攻にさらされやすいため、街自体に結構な防備が施されている。大都市というやつは亜種ポメのような仕様の隙すき間まを突くような手段で内部から崩されると非常にもろいが、外部からの攻撃に関しては結構強く、今回の合体闇の主が放った即死咆ほう哮こうでも、一回ぐらいなら完全にブロックする。さすがに五万人ぐらいの都市だと、その後は圧倒的な攻撃力であっさり壊滅させられるのだが。

　また、合体闇の主の即死咆哮は、よほどの数を合体させない限り、使えるのは基本的に一発のみでチャージ不能だ。この世界における最強クラスの人間が一切抵抗できないような、しかも数キロ四方を死滅させられる即死技が、何度も使えないのは当然であろう。対策不能な即死攻撃の連発が許されるのは、成功率が低いケースのみである。

「それで、私のミスで結果的に相手をパワーアップさせてしまったわけだけど、正直自爆特攻をかけるにしても確実な方法が思いつかないの」

「こちらとしては、御三方には自爆特攻などより、どこかの都市にダイレクトアタックでも仕掛けていただいたほうが、収支の面でもありがたいのだがね」

「分かっているわ。ある程度聖気を取り戻すためにも、何日かは適当な都市を潰して回る予定よ。でも、あの連中のおかげで、五大国家の首都はかつてないほど防衛力が高まっているわ。いずれかの時点で少しでも連中にダメージを与えないと、いずれにっちもさっちも行かなくなる」

「だが、ようやく復活した御三方がここで失われると、それこそこちらにとって取り返しのつかぬ痛手となる。その責任を取るというのであれば、いっそ連中の前でこれ見よがしに精鋭部隊を叩たたいてもらったほうがありがたい」

「なるほど、それもありね。恐らく確実に連中を釣れる方法だから、いい自爆特攻の方法を考えたら、その計画の一環としてやらせてもらうわ」

　無駄に悲壮感たっぷりのオルディアを翻意させようと、偽王が必死になって言葉を重ねる。

　この手のいわゆる悪の組織の場合、今回オルディアが出した損害を考えると、普通はとうの昔に粛清されている。恐らく三千年前の邪神教団なら、戻ってきた瞬間に粛清されていただろう。

　だが、ファーレーン建国王との戦いで痛手を負い、邪神自身も月を乗っ取って長きにわたる眠りについた今、ようやく蘇よみがえったオルディアほどの戦力を、たった一度の大失敗で粛清するような余裕はないのだ。

　それに、アズマ工房に関しては、邪神教団全体がいろいろと判断ミスを重ねている。ここまでパワーアップさせてしまったのは、オルディアだけの責任とは到底言えない。むしろ、アズマ工房を軽視したり、東部にリソースを割きすぎたりした邪神教団のしりぬぐいを、オルディアに押し付けた側面が強い。

　そういった意味でも、オルディアに自爆特攻するような責任の取り方をしてもらいたくはないのである。

「……三身合体は、可能かしら？」

「……不可能ではなかろうが、百パーセントとはいえぬ」

　オルディアの唐突な質問に、思わず顔色を変えながらも偽王が正直に答える。

　具体的に何と三身合体をする、とは一言も言っていないオルディアだが、今までの流れから考えると、後の二体が何かは決まっている。

「可能性は、あるのね？」

「うむ。だが、御三方による三身合体となると、恐らく成功しても制御は効かぬ。暴走して自滅するのが……」

　言いながらオルディアの狙いを察してしまう偽王。

　暴走して自滅。恐らくそれがオルディアの狙いなのだろう。自滅するといっても、オルディア達だけが死ぬわけではない。間違いなくその過程で周囲に多大な被害を与えるだろうし、また自滅する際に発生するエネルギーは、神といえども無事では済まない。

　普通にやっても勝ち目がなく、効き目がありそうな策は失敗した。あとは自爆特攻でも仕掛けるしかないが、そのまま馬鹿正直に実行したところであっさり防がれかねない。

　オルディアが合体という手段に目をつけるのも、ある意味当然といえば当然なのかもしれない。

「……正直に言おう。やめておいたほうがいい」

「成功率だけの問題なら、気合いと根性と執念でどうとでもしてみせるけど？」

「そういう問題ではない。オルディア殿は、なぜ闇の主を最初から合体させぬか分かっておるか？」

「分割しておかなければ、消費コスト的に長時間運用できないからでしょう？」

「それもあるが、一度合体すれば分離できん、というのもある。また、合体させるのにもそれなりに聖気を使う。自滅するためだけに行うにはあまりに効率が悪く、まかり間違って制御に成功しさらに連中に勝った場合、今度は御三方の維持に徹することになり、こちらがなにもできなくなる可能性がある。かといって、制御に成功した上で負けるなど、あってはならないことだ。どう転んでも、残される我々に先がない」

　赤裸々に内情を告げる偽王に、オルディアがしばし考え込む。

「地脈を新しく三カ所ほど乗っ取れば、少しはましになるかしら？」

「何とも言えんのう」

「でも、連中に邪魔されずに、となるとそれが限界よ？　私達が自爆特攻や合体を選ばなくても、連中が生きている限りいずれ頭打ちになるわ」

「……気は進まぬが、少しでも成功率とコストダウンを追求した合体方法を研究するかの。そのまま御三方に強行されるよりはましよ」

　どうにも意思が固い、というより意地になっている風情のオルディアを見ていろいろ諦め、妥協案を告げる偽王。三日や四日でできるものではないが、何もしないよりはマシである。

　それに、オルディアの言い分も間違いではないのだ。

「さて、今度こそ目にもの見せるためにも、まずはどこを潰して回るか決めないとね」

『全部食っていいか？』

「できるだけ搾り取るつもりだから、一カ所だけにしなさい」

「あまり派手にやると、すぐに目をつけられるぞ」

「分かっているわ。目立たず、かつ地味にじわじわと影響が出てくる場所を厳選する予定よ」

　自爆特攻にも準備は必要だ、とばかりに、裏方として暴れる計画を立てるオルディア達。

　実際のところ、地脈はともかく都市へのダイレクトアタックに関しては、基本的にオルディア達がやっても費用対効果が合わないのだが、遊んでいても必要最小限とはいえコストがかかる。

　それに、自爆特攻をかけるにしても、策の不発に加え春菜のタイム・ドミネイションを振り払う際に結構消耗している。

　このままでは、下手をすると自爆するコストすら足りなくなるかもしれない。そのためにも、比較的手を出しやすい状況になった場所にある地脈ぐらいは、全て確保しておかなければならない。

「次こそはどうにかしないと、ね」

　微妙ではあるが無意味ではない範囲の襲撃計画を立て、決意を新たにするオルディアであった。
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「……っ！」

　口の中に広がる血の味に、顔をしかめる春菜。

　反省会終了から約三十分後。現在春菜は、神の城の自室で必死になって先送りした反動に耐えていた。

「がはっ！」

　吐き出さぬよう必死になってこらえるも空しく、胃の中から次々に送り出される胃液と血の塊は限界を超え、ついに枕もとに置いたバケツの中に口の中身を吐き捨てる。

　反動の先送りを解除してから、そろそろ十五分が経過している。その程度の短時間だというのに、枕もとに置けるサイズとしては最大であろうバケツの中には、すでに容積の三分の二ほど血塊と胃液の混合物が溜たまっている。

　それだけでも春菜が受けている反動の激しさがよく分かるというものだ。

　しかも難儀なことに、今回受けている反動で春菜が死んだり消滅したりすることはあり得ない。言ってはなんだが、よほどの人材でもない限り、たかが一人二人死者を蘇生した程度では、派手な影響は出ても世界が滅ぶところまで行くことなどまずあり得ない。その程度のことに対するペナルティとして神化した存在が消滅するなど、釣り合いが取れないのだからある意味当然であろう。

　そもそもの話、同一世界内での生命の蘇生が禁じ手になっているのは、単純に魂こん魄ぱく管理の問題によるところが大きい。管理システムを無視するようにぽこぽこ生き返られてしまうと、どんな不具合が出るか分かったものではない。それだけの理由でしかないがゆえに、最初から古いゲームによくあるような、きちっとしたルールのある死者蘇生システムを用意している世界もある。

　実のところ、ゲーム的な死者蘇生システムが存在しない世界でも、不完全なものなら大抵は存在している。例を挙げるとすれば、アンデッドモンスターなどは多くの世界に存在する不完全な死者蘇生の典型といえる。高位のものともなると肉体が死んでいて固有の弱点を持っている以外は生前とまったく変わらず、恐ろしいことに、場合によっては子供をつくることさえできるのだから、とんでもない話だ。

　他にも、春菜がやってのけたように、神などの高次生命体になることで肉体に対する依存度合いを相対的に下げ、死んで復活したのと変わらない結果を出すという方法も、ほぼ全ての世界に存在する不完全な蘇生の手段である。

　結局のところ、魂魄管理や環境バランスなどの問題と、死んで復活することに対し世界が納得する理由が必要という点をクリアし、道理を捻ねじ曲げるための対価を支払うことができれば、死者蘇生自体は不可能ではないのだ。そして、死者蘇生の結果が不完全であればあるほど、ハードルを越えるのは簡単になっていく。

　だが、その両者を単なる人間がどうにかすることはほぼ不可能であり、問題なく実行できるとしてせいぜいアンデッド化程度。仮にハードルを越える準備ができていない状態で手段だけを構築して完全に近い死者蘇生を強行してしまうと、春菜の復活の際にアルフェミナが事例として口にした大惨事のような事態となってしまう。

　そして、成功したとしても道理を捻じ曲げた対価は必要であり、春菜の場合は、今現在苦しめられている反動という形で支払っているのである。

　特に今回の達たつ也やと真ま琴ことの蘇生に関しては、いくつか肉体に変質が起こっているとはいえ、ほぼ死ぬ前と変わらぬ完全に近い死者蘇生ということもあり、普通よりかなりきついペナルティを支払っている。一日未満、どころか半日に満たないとはいえ反動を先送りしたため、雪だるま式に膨れ上がった利息が乗っているのでさらにきつい。

「……ちょっと、甘く見てたかな」

　何度目かの血ち反へ吐どの後、必死になって爆はぜそうになった腕を維持しながら疲れたように呟く春菜。達也と真琴の蘇生に関する今までの判断や行いに関しては、一切後悔はしていない。

　だが、後悔していないのと、きつさに弱音を吐きたくなるのとは別問題で、春菜の肉体は現在、ものすごくグロッキーになっていた。

「……うう、今鏡見るの怖い……」

　卒倒しそうなほどの痛みと同時に不気味なほど腫れ上がり、一瞬で元の大きさに戻った左腕を見ながら、泣きそうな気持ちでぼやく春菜。心を折ることだけを目的としたわけの分からない恐怖映像やおどろおどろしい恨み言とセットで世界からふるわれる暴力は、春菜の気力をじわじわと削っていく。

　春菜が受けている反動は、言ってしまえば同じように志半ばで倒れ成仏しきれない者達の怒りである。ルール違反をして自分の身内だけ助けたことに対して、制裁を行っているのだ。

　こう書くと単なるリンチのようで、いきなりしょぼくなったように感じるが、こういうことを軽く扱うと、大抵碌ろくでもない形で破局につながる。

　古今東西、本気で怒って暴動を起こした民衆は、無視できないほどの爪痕を残すものだ。暴動のきっかけがどんな理不尽な理由であろうと関係ない。

　反動という名の制裁で春菜が死んだり消滅したりすることはないが、逆に言えば死んだほうがマシでも死ぬこともできないのだ。残念ながら、血反吐入りバケツが何百杯並ぼうと、全身が爆砕しようと、今春菜にできるのは耐えることだけである。

「……とりあえず、今度からは……」

　何かの決意を口にしかけ、ごぼっと音をたてながら血反吐を吐く春菜。そろそろバケツに頭を突っ込みそうな感じである。

「……よほどの事情があっても……、……安易な死者蘇生は絶対しない……」

　弱々しく決意を口にし、再び血反吐を吐き出すと、そのまま枕に突っ伏す。もはやいろいろ取り繕う気力もない。

　今回に限って言えば、別段安易に蘇生を行ったわけではない。だが、覚悟が足りなかったのも事実だ。少なくとも、死んだほうがマシだという目にあう覚悟まではできていなかった。

　結局、約三日続いた反動との戦いに勝利し普段とまったく変わらぬ姿を死守した春菜は、三桁を超える数が並んだ血反吐入りバケツを前に、決意を固めることになるのであった。
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「春はる姉ねえ、起きてこないけど大丈夫かな……」

　少し時間はさかのぼり、反省会翌日の朝食の席。

　いつもならとうの昔に起きてきて、元気にこだわりの朝ご飯を作っているはずの春菜の不在に、澪みおが心底心配そうに呟く。

　それを聞いていた宏が、小さくため息をつきながら首を左右に振った。

「世界樹情報やと、死にはせんっちゅうより死ぬこともできん、っちゅう感じらしいから、大丈夫とはよう言えんでな……」

「ん……」

　宏の言葉に目を伏せる澪。何かできることはないのか、と口にしないのは、あるならとっくに宏が行動していると分かっているからだ。

　肩代わりなどしようものなら、受け持った分はそのままに春菜の反動がよりひどくなるという、誰も得しない結果になることを知ってしまっている宏。故に、できるのは心配することと今後のための準備をすることだけなのである。

「正直情けない話やけど、春菜さんに関しては現状、僕らには何もできへん。こっちはこっちでやれることを着実にやっていくしかないで」

「ん……」

　厳しい顔で朝食を作っていく宏に頷うなずき、自分の担当料理を作る澪。作っても食べられまいと言う宏の言葉に従い、春菜の分は復活したときに体調を見て作ることにする。エアリスとアルチェムも、起きたときの体調に合わせたものを作ったほうがいいので、この時点では作っていない。

　いまいち重い空気のまま、料理を続けること二十分。春菜を除く日本人メンバーとローリエが朝食の席に揃そろう。

「とりあえず、こっちから仕掛けるまでは、この城から外出たらあかんで」

「ああ、分かってるさ」

　朝食前に宏に言われ、真面目な顔で頷く達也。昨日の今日で何一つ準備が整っていないのだ。襲撃されそうな隙を作る真似はできない。

「そういや、今回出た負傷兵の治療関係はどうなってるの？」

「受け入れた負傷者の治療は全て完了しています。また、ウォルディスのモンスター兵に関しましても、再侵攻してきた部隊は全て、国境間際で止められています」

「国境で、ねえ。それってマルクトの方は一般の部隊？」

「いえ。精鋭部隊がローテーションを組んで抑え込んでいるようです。彼らは対軍用の広域攻撃を得意としていますので、これまでのようにフレンドリィファイアの危険がなく、かつ殲せん滅めつ後次の部隊が来るまでに十分な時間が稼げる現在の状況では、負ける要素がありません」

「なるほどねえ。でも、精鋭部隊がローテーションでっていっても、交代と引き継ぎはあるわけでしょ？　その間はどうしてるの？」

「部隊の入れ替わりを支援するように、ワイバーンやドラゴンがウォルディス軍に襲撃をかけていることも確認されています。以前のように大量の兵を領土内に侵入させなければ、十分に堰せき止めることができると予想されます」

　現在の対ウォルディス戦線について、ローリエが詳しく教えてくれる。それを聞いた宏が、少し考え込む。

「もう一回、時間稼ぎのためにダンジョンやっといたほうがええか？」

「いえ、恐らく不要でしょう。昨日マスターが戻って以降は世界全体の瘴気量が大きく減っていますので、精鋭部隊を痛めつけられるような強力なモンスターを用意するのは難しいかと思われます」

「僕らを襲った連中が仕掛けてくる可能性は？」

「ないとは言い切れませんが、それこそダンジョンを作っても無駄かと思われます」

「せやな……」

　ローリエの鋭すぎる指摘に苦笑し、今は余計なことは考えないことにする宏。連中が精鋭部隊に仕掛けてきたなら、今度こそ気合いと根性でトラウマをねじ伏せて叩き潰せばいい。

　そのためにも、まずは作るべきものに専念しなければならない。

「とりあえず、これ食ったら採取場チェックして、ソーマとアムリタの準備からやな。ローリエ、今採れそうな素材リストあるか？」

「採取場でしたらこちらになります」

　宏の問いかけに、即座にローリエがリストをパネルに投影する。その中から目当てのものがあるかを絞り込み検索し、満足げに頷く宏。

「よし、そこそこええ品質のが採れそうや。それ回収したら材料使いきるまでアムリタとソーマ作りやな」

　素材リストの内容に段取りを決め味み噌そ汁しるを飲み干したところで、同じく朝食を終えた達也と真琴の顔に違和感を覚え、宏が少し眉をひそめる。

　ぱっと見て分からなかったが、間違いなくどこかが違う。

　そのどこかがどこなのかを一生懸命探していると、男に凝視される形になった達也が微妙な表情で口を開く。

「なあ、ヒロ。俺の顔に何かついてるか？」

「それを今探しとんねんわ。……ああ、分かった。兄貴も真琴さんも、左右の眼の色が揃ってへん」

「「はあ!?」」

　唐突に投下された宏の爆弾発言に、思わず同時に素すっ頓とん狂きょうな声を上げる達也と真琴。昨日も今朝も鏡を見ているが、どうにも身に覚えがない。

「まあ、揃ってへんっちゅうても、よう見な分からん程度に色の濃さがちゃうだけで、赤と青とか金と銀とかに化けとるとか、そんなあとで黒歴史になりそうな痛々しい感じの差やあらへんけど」

「……ん。確かに、気のせいで通せる程度に微妙に色が揃ってない」

　宏に指摘されて確認し、澪が何度も頷く。

「いやいやいや。それでも結構困るんだが……」

「てか、それ本当？」

「ローリエ、鏡頼むわ」

「かしこまりました」

　達也と真琴の疑わしそうな声に応じ、ローリエに鏡の準備を頼む宏。するとローリエは、達也と真琴の手元に手鏡を出現させる。

　用意された手鏡を覗のぞき込んだ達也と真琴が、瞳の色を確認して絶句する。鏡に映る自分の瞳が、間違いなく左右で色が揃っていなかったのだ。

「……何だこりゃ……」

「……もしかして、これも身体の変質ってやつかしら……」

　今もじわじわと色が変わっていく右目を見ながら、どうにか声を絞り出す達也と真琴。他におかしなところがないかとピリピリした感じで自分の顔を確認していると、いつの間にか左右の瞳の色が揃っている。

「……どういうことだ、こりゃ？」

「……分かんないけど、なんとなく精神状態に依存してそうな感じはするわね」

　法則は分からないが間違いなく変化している己の瞳に、本気で渋い顔をする達也と真琴。生き返った代償としては大したことはないのは確かだが、なんとなく自分達が人間じゃなくなったようで微妙にショックである。

「なあ、兄貴、真琴さん。昨日チェックしたとき、他におかしなっとったところはなかったか？」

「大したことじゃない、っつうか、おかしくなってるのカテゴリーには入らないようなのがあったな」

「あたしも」

　宏に問われ、素直にそう答える達也と真琴。あまりに大したことがなさすぎたために、昨日の反省会でも特に口にしていなかったのだ。

「どんなん？」

「ん？　ああ。服とか水着とか着てると目立たないようなところ何カ所かにな、Ｒｅｖｉｖｅ：０１ってはっきり読める染みっていうかほくろっていうかが小さく浮き出てたんだよ」

「あたしも同じね。普段見えるような場所じゃないし刺青いれずみとかには絶対見えない感じだったから、特に気にする必要ないかなってスルーしたのよ」

　二人の回答を聞き、肩の力を抜く宏と澪。

　どこに出ているかは知らないが、そんな騒ぎになるようなものではないのは確かだ。文字列の意味が関係者としてはかなり痛いが、知らない人間に見られたところで大した問題にはならない。というか、よほど痛い人でもなければ、わざわざ問題にしないだろう。

　少なくとも、濃淡が軽く変わるだけとはいえ瞳の色が不安定というのよりは、どうでもいい内容なのは間違いない。

「……こりゃ、他にも何かあるかもしれねえな」

「……澪、あんたは特に何もなかったの？」

「ん。傷跡一つ残ってない」

「そっか。よかったわ」

　さすがに事が事だけに、思ったよりたくさん後遺症的なものが残っているらしい。そのことに気がついた達也と真琴が、手鏡を置いて真剣な顔で悩み始める。

　その間にドールサーバントが食器を下げて厨ちゅう房ぼうへ運んでいくが、全員完全に慣れてしまっているので誰も気にしない。

「……なあ、ヒロ。神の城のダンジョンってどうなってる？」

「……そこそこ、っちゅうとこやと思う。少なくとも、クレストケイブ鉱山奥地とかオルテム村のダンジョンとかみたいな、殺意高い仕様にはなってへん」

「なるほどな。だとしたらちょうどいい。俺らがちゃんと戦えるか、一度確認したほうがいいな」

「そうね、賛成」

　宏の答えを聞き、本日からの予定を決める達也と真琴。どう転んだところで、宏が製作予定の物を作り終えて春菜が復帰するまでは、この城から出ることはできないのだ。だったら、訓練にちょうどいい施設を使って、甘ったれた心身を鍛え直すべきであろう。

「ほな、ちょっとだけ待って。訓練で死ぬんもあれやし、ダンジョンの仕様変更するわ」

「変更って、どんなふうにだ？」

「死ぬようなダメージ受けたらペナつきで入口に戻される仕様に変更や。ペナはダンジョン内でゲットしたもん全部没収と、全滅回数に合わせた行動阻害あたりがええな。行動阻害の方は時間経過で徐々に解消。とりあえず、個別設定がややこしいから今稼働しとるダンジョンは全部この仕様で、今後作るやつは普通に死ぬようにするわ」

　そう言いながら、パネルをせっせと操作する宏。ローリエが管理者としての技術を伸ばしているおかげで、コアルームまで行かなくても仕様変更その他ができるようになったのは、こういうとき便利である。

「さすがに死ぬ気はないが、その仕様で仮に中で死んだ場合、出てきたときは怪我とかはどうなるんだ？」

「状態異常は全部解除で、怪我は死んだり後遺症でたりせん程度に残るはずやで。いわゆるＨＰ１状態やな」

「なるほどな」

　宏の言葉に納得し、一つ頷く達也。少々過保護な気もしなくはないが、鍛え直すとなるとある程度無茶ができるようにしてもらったほうがいい。

　そうでなくても現在、死亡無効化系はどれも再使用可能になっていない。しかも、戦えるかどうか自体が不安な状態であり、達也と真琴は死ねば次はないのだ。

　過保護なぐらいがちょうどいいだろう。

「達たつ兄にい、真琴姉、ボクも行く」

「分かった。だったら、準備したらすぐ行くぞ」

「ん」

　現在、すぐに使えるように準備したアイテム類は全て破壊されている。倉庫には十分在庫があるが、とっさに取り出して使うには種類が多すぎる。

　そんなこんなでアイテムを厳選して準備し、達也達がダンジョンに出発したのは十分後のことであった。




　　　　☆




「親方、ハルナおねーちゃんは大丈夫なの？」

　ソーマとアムリタの材料を採りに採取場へ来た宏に対し、待ち構えていたように飛びついてきたライムが不安そうにそう質問する。

「死にはせえへんのだけは間違いあらへんけど、大丈夫、とはよう言わんなあ……」

「親方、エル様達やハルナさんに、お見舞いに伺ってもよろしいですか？」

「エルとアルチェムは明日ぐらいに確認、っちゅう感じやけど、春菜さんはあかん」

「そうですか……」

　ライムに乗っかる形で質問してきたテレスに対し、宏がきっぱりと答える。その回答を聞き、素直に引き下がる職員達。

　昨日の戦闘でエアリスとアルチェムがダウンし、しかも宏達がひどい目にあって逃げてきたと聞いていたので、いろいろ不安だったのだ。

　一応風呂の時に春菜を除く日本人四人の健在は確認していたものの、その時点ですでに春菜は反動の先送りを解除していたため、テレス達はまだ一度も春菜の姿を見ていないのである。

「心配やろうけど、今日は我慢していつもどおり薬作っといてな」

「分かっているのです。まだ戦争が終わっていない以上、しばらくはポーションの備蓄を増やさなければならないのです」

「しばらくはメリザさんのところに納品するのも、ヘンドリックさんとかに頼るしかない感じなんだよね」

「納品関係どないしよか思っとったけど、ヘンドリックさんが代わりにやってくれとったんか」

「アンジェリカさんも手伝ってくれてますね」

　ファムとテレスから聞かされた意外な情報に、宏が目を丸くする。

「何でも、微妙に手持ち無沙汰だそうでして」

「あの二人、暇やったんかい……」

「暇っていうより、動きづらい状況なんだって」

「なるほどなあ」

　ファムの一言に、ヘンドリックとアンジェリカの現状を理解する。

　二人が現在神の城に滞在している理由は、念のためにこちらに避難してきている二人の保護下の村人達と、アンデッドのヴァンパイアに対応するための二点である。

　そのため、基本的にはマルクトとウォルディスの戦争に対しては中立を宣言しており、現状ではどうにも行動しづらい立場にあるのだ。

「それで、親方は今日は？」

「いろいろ痛い目にあわされて反省したからな。その問題対策のために、今作れる最高のもんを作るつもりや」

「……とりあえず、ノーラ達が見てても参考にならないのだけは理解したのです。ノーラ達はさっさと材料集めて、本日の仕事に取り掛かるのです」

「おう。何かあったらすぐ呼びや」

　宏の言葉に頷き、思い思いの場所に散って素材を採り始める職員一同。ライムだけは宏のそばで黙々と分かる種類の薬草を集めているが、他の三人は結構距離がある。

「……親方、それ何？」

「これはな、ラメディカっちゅう草や。今回必要なんは茎と根っこやけど、一応葉っぱも花も使い道はあるで。ただ、使えるように採るには結構手間がかかってな」

　宏が次々に集めていく草が気になったのか、ライムが質問する。それに答えながら採り方を見せる宏。宏の実演を見て、自分にはまだ無理だとサクッと諦め、別の薬草を集めていくライム。

　そんな作業を続けること約三十分。必要な素材が集まったところで、ファム達に一声かけて宏が作業場に戻る。

「さて、ここからが正念場やな」

　ユニコーンの角、ラメディカ、大だい霊れい峰ほうで確保した苔こけのバルセラ、世界樹の葉、生命の海など、最上級の素材を次々作業台の上に並べながら、いつになく真剣な表情を浮かべる宏。

　ソーマとアムリタの材料のうち、宏の手持ちになかったのはラメディカとベラロナという草の二つ。ラメディカは今まさに戦場になっているあたりの草原に自生している薬草で、ベラロナはウォルディス領内の一部高山に咲く花である。

　どちらも神の城が現在位置に長時間居座ることで素材情報を収集、今日の早朝にようやく城内で採取できるようになったものだ。その分ラメディカはともかくベラロナは若干品質に難があるが、それぐらいは腕で何とかカバーできるだろう。

　余談ながらゲームの時の話をすると、ユニコーンの角はマルクトでの活動をメインにしている友人に高レベルポーションと引き換えに調達してもらい、生命の海は霊糸を手に入れるついでに入手、世界樹の葉を含む他の素材は大だい霊れい窟くつの中で採り放題であった。その他の素材は普通に採取である。

　ゲームの時でもユニコーンは狩るとマルクトに睨にらまれるうえになかなか手ごわいモンスターだったが、マルクトで一定以上の名声を持っていると、生え替わりの時に抜けた角をそれなりの値段で分けてもらえるのである。

　そういったもろもろから、ゲーム内のソーマとアムリタは、唯一素材を揃えることができたエクストラスキルの生産アイテムだった。

「まずは、ユニコーンの角の処理からやな」

　主観時間では、作ったのはもはや一年以上前になる神の飲み物。満足な品質のものが作れるかどうかはともかく、少なくとも効果時間中は死亡を防いでくれるものが作れるはずだ。

　頭の中でちらつく惨劇の記憶を必死になって振り払い、深呼吸して肩の力を抜きながら、手元の材料で作れる最高のものを作るべしと作業に集中する。

　実のところ、宏は昨日の夜から一睡もしていない。仲間達が殺された瞬間がずっと頭の中をぐるぐると回り続け、とても眠れなかったのである。まだ、人と話をしているときは話の内容に集中しているために意識の外へ追い出せるが、今のように作業の合間に一人でいると、すぐにそちらに意識が行ってしまう。

　普通ならこんなコンディションで生産作業などすれば、それこそ等級外ポーションでも普通に失敗するであろう。だが、良くも悪くも今の宏はモノづくりに権能を特化した神となっている。いくらコンディションが悪くても、物を作る作業で失敗することはない。

　そんな己の権能を目の前の材料に集中し、順調に作業を進めていく。品質で劣っていたはずのベラロナも、宏から注ぎ込まれる神力で活性化し、勝手に最高品質のものになっていく。

　だが、そんな素材の変質など目に入っていないかのように、宏はひたむきに作業を続ける。

　削って粉にしてベラロナと反応させることで効能を限界まで増幅したユニコーンの角を、世界樹の葉で活性化させた生命の海に投入して混ぜ合わせる。

　急激に反発した両者をバルセラを投入することで落ち着かせ、十分ほどかき混ぜたあとに、原液の性質をソーマに方向づけるためにラメディカの茎を入れる。

　そこそこ上手く反応し、ほんのかすかに酒の香りが漂ってきたところでソルマイセンの果汁を流し込み、ひたすら混ぜながら発酵を促進させる。

　そうしてできた澄んだ薄い琥こ珀はく色の液体。これこそが回復アイテムの最高峰・ソーマである。

「……よし、ちゃんとできたな」

　見る者の目をとらえて離さない美しい液体を、ほんのわずかな妥協も許さぬ厳しい目で観察した宏が、納得したように一つ頷く。

　今回の作業で作ったソーマの量は、大体酒さか樽だる一つ分。一回分ずつ小分けするなら百回分前後といったところだろう。

　実はソーマとアムリタは、一回で最低でも酒樽一つ分は作らなければいけない。当然、一回の作業で必要となる素材の量も多くなり、作業難易度も跳ね上がる。

　宏は、ゲーム中にて作った量は三人分集めて数千と言っていたが、それは五分間全ての状態異常をはじき、即死を防ぎ、常に生命力や魔力、スタミナを最大値に維持する能力を持ったものの数だけである。

　単に飲んだ直後に最大値まで回復するだけのものや、それに加えて一分ほど死亡を防ぐ機能があるものなどは、全部合わせると一級ポーション、ゲームの表記で言うレベル８ポーションの数よりはるかに多い。

　無論、失敗作はそのさらに数倍は作っている。初級生産スキルのように、失敗で熟練度が上がらない仕様だったら、とてもではないがカンストまで持っていくことはできなかったであろう。

　作業時間が三十分ほどと意外と短いのも、一回で作る数が多い分、生産エクストラスキルの割には熟練度の上昇幅が大きかったのも追い風ではあったが。やはり失敗でもスキルが育つ、というのはとても大きい。

「一応念のために、効果あるか確認しとくか」

　完成したソーマを一回分グラスに入れ、クイっと一気に飲み干す宏。

　一瞬かすかなアルコールの味を感じ、その直後に芳ほう醇じゅんな香りが喉から鼻につきぬける。恐らく酒としての味は甘口、ということになるのだろうが、基本的に調味料として味見程度しか酒を口にしない宏では、飲み物として美う味まいとは分かっても、酒としてどうなのかとかは分からない。ただ、少なくともジュースのような甘みはないので、大抵の料理には合う気がする。

　度数的にぎりぎり酒分類であるソーマを宏が飲むのは、普通に日本の法に触れる。

　だが、ソーマのアルコール分は、回復効果の影響で一切体に残らない、どころか下戸でも酔いすらしない。言ってしまえばアルコール系の成分が入った栄養ドリンクの究極系ともいえる代物だ。

　むしろ、ソーマのアルコールは酒であるという言い訳のために入っているようなもので、良くも悪くも一切影響がないのだ。

　宏としては、酒は日本で成人するまで飲むつもりはないと考えているが、ソーマに関してはバフつき回復アイテムの枠に分類し、気にせずに普通に飲むつもりである。

　まあ、そもそもこちらの世界では、宏の年齢で飲酒してもまったく問題ないのだが。

「……よし、ちゃんと最低限の効果は出とるな。ほな、次はアムリタやな」

　ソーマの効果が続いている間に、検証も兼ねてアムリタの製造に入る。とはいえ、バルセラを投入するまでは、ソーマもアムリタも製法は変わらない。その違いは使うラメディカの部位で、ソーマでは茎を、アムリタでは根を入れるのだ。

　作業開始から最初の五分弱、ソーマの効果が切れるまで魔力もスタミナも一切減る様子が感じられなかったことから、十分な効果があったことを確信する宏。身体の中に残るソーマの残ざん滓しが消える頃に、最難関であるバルセラの投入のタイミングが来たのを確認する。

　バルセラを投入し、反発が収まったあたりでかきまぜる手を止めずにもう一杯ソーマを飲む。ここからは難易度は下がるが消耗が一気に激しくなるので、ここで飲んでおくと非常に楽になるのだ。

　別に飲まなくても魔力もスタミナもまったく問題ない、という事実は指摘してはいけない。今回の飲酒はクールタイムの確認も兼ねているのだから、魔力やスタミナの残量はあまり関係ないのである。ただ、消耗するよりは減らないほうが楽なのは当然なので、価値がやや薄いだけで回復に意味がないわけではないのだが。

「……生産エキストラ全部揃えたからか？　向こうで作ったんと比べたら、明らかにクールタイムが短かったで」

　身体で覚えている作業時間と比較し、明らかに再使用時間が短かったことに首をかしげる宏。記憶にあるとおりであれば、もう一度飲めるようになるのはバルセラの粒が消え、尖とがっていた反応が消えたあたりのこと。時間で言うなら二分から三分ほどずれている。

「まあ、ちゃんと効果出てるし、クールタイムが短い分にはええか」

　効果が劣っているのにクールタイムが短い、とかであればともかく、欲しい効果が出た上でクールタイムが短縮されているのだ。問題視する理由はない。

　などとやっているうちに、アムリタの方も完成する。効果は心身双方の能力を派手に増幅すること。その際、肉体を健康に作り替えるため、ソーマ同様酔うこともなければ効果時間中に死ぬこともない。健康を保つのがソーマなら、無敵の肉体を与えるのがアムリタである。

　アムリタの色は澄んだ薄い赤。味はどちらかといえば辛口だが、さっぱりと飲みやすく複雑な美味さがあり、大体の料理と相性がよさそうという点はソーマと変わらない。

「両方問題なさそうやな。正直、これで春菜さんの反動が軽くなるんやったらよかったんやけどなあ……」

　現在進行形で使われているバケツが増えていっているのを見ながら、どこか悲しそうにぼやく宏。反動に耐えている最中にこんなものを飲ませた日には、苛か烈れつさと時間が倍々ゲームで伸びていくのが目に見えている。

　世界というやつは、こういうことに関しては実に厳格なのである。

　どうでもいいことながら、バケツは城の機能で無限に用意できるようにしてある。設定したのはローリエだが、指示を出したのは春菜だ。

「……さて、次は……」

「マスター、エアリス様とアルチェム様がお目覚めになりました。診察をしますので、お食事の用意をお願いします」

「おう、了解や。見舞いの方はどないや？」

「……本日はおやめになったほうがよろしいかと思われます。お二人とも、さすがに今日は身づくろいもできていないところをお見せしたくないとおっしゃっておられますし」

「まあ、せやろうなあ。僕はそれで問題ないから、テレスらにそう連絡しといたって」

「かしこまりました」

　ちょうど区切りのタイミングで現れたローリエの要請に応え、さっさと厨房へ移動する宏。現在のエアリスとアルチェムは、春菜とは違う意味でソーマやアムリタを飲ませるのは危険なため、それ抜きでメニューを考える必要がある。

　ローリエから送られてくるバイタルデータや診察結果をもとに、メニューを決め料理を作りながら、新たなトラウマとなった例の事件に、ずっと真正面から向き合い続けるしかない宏であった。
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「……ははは。情けねえな、おい」

　もはや原形を残さぬほど魔法を叩き込まれたミノタウロスの死骸を前に、震える声で乾いた笑いを上げる達也。過剰な火力で吹き散らされたその死骸は、どう頑張ったところで素材など取れはしないだろう。

　奥から出てきたミノタウロスが大声で吠ほえながら突っ込んできた瞬間、達也は腰を抜かしそうになりながら大慌てで発動が早く火力の高い魔法を連射し、死んだのを確認してもまだ魔法を叩き込み続けてしまったのだ。

「……本当、あたし達って情けないわね……」

　疾しっ風ぷう斬ざんでバラバラに斬り捨てたシルバーバックを呆ぼう然ぜんと見下ろしながら、やはり震える声で呟く真琴。背後から飛びかかられたときに、恐怖でパニックになって我を忘れ、思わず反射的に疾風斬・地ちを叩き込んでしまったのだ。

「……これは、相当リハビリが必要」

　達也と真琴ほど過剰ではないが、同様に恐怖で焦って過剰攻撃をしてしまった澪が渋い顔をする。二人ほどではなかったのは、単にそこまで過剰な火力の技を持っていなかったからにすぎない。

　どうやら、なんだかんだ言って一度死んだ、もしくは死ぬ直前まで追い込まれたことは、結構なトラウマになっているようだ。

「この分だと、フォートレスの訓練どころじゃなさそうねえ……」

「そうだよなあ……」

「まずは、冷静に戦えるようにならないと……」

「とりあえず、このダンジョンがあってよかったわよね……」

　思ったより深い爪痕を残した敗戦。そこから立ち直るために、達也達は相当な覚悟でリハビリすることになるのであった。






邪神編　第一六話






「ご心配をおかけしました」

　反省会から四日目の昼前。ようやく反動との闘いを終え、身づくろいを済ます余裕を取り戻した春はる菜なが、仲間達の前に姿を見せて一つ頭を下げる。

　見た感じ、その姿には変わったところはない。童顔気味だが驚くほど整った顔も、光を浴びてキラキラと輝く金糸の髪も、知性を感じさせる深い青の瞳も、細身ですらっとしていながら要所要所では肉付きが良く綺き麗れいなラインを描く肢体も、あの敗北の前と何一つ変わっていない。

　少なくとも、服を着た状態で分かる外見上の変化はない。表情や雰囲気に、一皮むけたと思わせる何かがある程度だ。

「春はる姉ねえ、よかった……」

「死ぬことだけはない、って聞いてはいたけど、三日もってなるとものすごく心配したわよ」

「うん。ちょっと私も甘く見てたよ」

　澪みおと真ま琴ことの言葉に、まだ午前中だというのに疲れをにじませた表情でそう答える春菜。

「そんなにきつかったの？」

「死ぬことだけはないって、結局は死にたくても死ねない、って意味だったことがよく分かったんだ、私……」

「そこまで!?」

「正直に言うと、宏ひろし君を好きになってなかったら、絶対にどこかで妥協して外見変わってたと思う」

　真琴の問いに、自分の覚悟の甘さをかみしめるように正直に春菜が答える。

　実際、春菜が本当の意味で反動に耐えきれていたのはせいぜい二日目の終わりまで。三日目に入ったときには、ほぼ心は折れていた。

　それでも最後の意地と乙女心で、絶対に見た目だけは変えられてはなるものかと踏みとどまったのだから、恋する乙女の根性というやつはなかなかのものである。

「……春姉、本当に大丈夫なの？」

「神様とかの肉体って、そういう方面ではかなり頑丈なんだよね。胃袋とか何回も破壊されてるのに、おかゆだけど終わってから普通にご飯食べられたし」

　割とスプラッタなことを平気で言い出す春菜に、その場にいた宏以外の全員が絶句する。明らかに普通なら死んでいるダメージである。

「とりあえず、もう私二度と感情だけで人を生き返らせたりとかしないよ……」

「いや、俺が言うのもなんだが、そもそも死人の蘇生自体、二度とするなよ」

「それはちょっと断言できないかな。状況と必要性によって、どうしてもやらざるを得なくなる可能性はあるし」

　そもそも死者蘇生自体が重大なルール違反で、そのペナルティも相当なものだったのだ。遠い目をしながらある種当たり前のことを言う春菜に、念のために釘くぎを刺す達たつ也や。

　生き返らせてもらってどの口が言うのか、とは言った達也自身も自覚はあるが、それでも生老病死は自力で克服した場合を除き、自然のルールに従うべきだと思っている。

　だが、そんな達也の言葉を理解しつつも、春菜は首を縦には振らない。世の中、やっては駄目だと分かっていてもやるしかないとき、というのはあるものだ。

「それで、私が動けない間は、どんな感じだった？」

「どんな感じといっても、三日ぐらいだからな。ウォルディス軍自体は精鋭部隊が完全に抑えこんでるし、情勢的にはこれといって大した変化はない。大陸北東部沿岸の方で結構な規模の街が三つほど潰つぶされたらしい、とか、ミダス連邦で急に紛争が始まったらしいとかはあるが、どっちも俺達が直接関われる話じゃねえしな」

「そっか。どっちも怪しそうな話だけど、放置してて大丈夫なの？」

「北東部の方は距離がありすぎるうえにルートに問題があるから、ちょっと手は出せない感じだ。そもそも確定情報ですらないしな。ミダス連邦に関しちゃ、元々あそこはそれが平常運転らしいってのと、ウォルディスと違って政治的な問題が多分に関わるから、俺達が手を出すといろいろとまずい」

「なるほどね」

　達也が語る現在の情勢を聞き、小さく頷うなずく春菜。

　前回のように目の前で敵が暴れており、知人友人や顔見知りが被害を受ける可能性があるうえ、わざわざ儀式を行って大規模な何かをやろうとしている、なんて条件が揃そろっていればともかく、基本的に縁が薄い、もしくはまったくない土地で、政治的にも地理的にも手を出すのに問題が山積みになっている場所にまで干渉する気はさすがにない。

　それに、大陸北東部の方は、確定情報なら今から動いても手遅れだ。わざわざ敵の勢力圏を突破してまで手遅れになっているところに突っ込んでいくよりも、その原因を排除するために全力を尽くしたほうが、まだ建設的だろう。

「装備とアイテムの準備は全部終わっとる。っちゅうても装備に関しては、神器は素材の問題で僕の分だけ、他のは全部、単に今までの装備と同じもんを神鋼とか世界樹とかで作り直しただけやけどな」

「あの時のは、それすらしてなかったっていうのも敗因だったもんね」

「せや。もうちょいで素材揃うかもしれんから、とかセコイこと考えんと、最初っからこうしとけばよかってん」

　春菜の言葉に、厳しい表情で頷く宏。

　あの時まで特に性能面で不足していなかったため、つい神器の素材が揃うまでねばろうとしてしまった。それも、ああも一方的にやられてしまった大きな原因である。

　言ってしまえば宏達の思考は、狩り系のゲームで上級装備を作るために、レア素材が出るまで初級装備でシビアな狩りを続けているプレイヤーと同じである。

　基本的にはそれで問題はないのだが、宏達の場合は、つなぎ装備を作った上で必須素材を収集し、最強装備である神器装備を作ることも不可能ではなかった。そこでケチくさいことを考えて準備をないがしろにしたのが運のつきである。

　今まではゲーマー根性やゲーマー的思考に助けられたことも多々あったが、今回はそのゲーマー的思考に足を引っ張られたと言えるだろう。

「消耗品の方は、ソーマとアムリタ、どっちも二百回分ほど作ってある。ただ、どっちも実験やらなんやらで十回分ぐらいは使っとるけどな」

「そんなに作ったの？」

「樽たる単位でしか作れんからな。必要な素材の量も洒落しゃれならんから、失敗したら大惨事やで」

　最上級の回復アイテムのはずなのに、大量生産しかできない。なかなか難儀な話である。

「あとは、反撃のための準備も終わっとる。今度はこっちから仕掛ける予定やで」

「何か、計画があるの？」

「あいつらに目にもの見せたるためにな、思いっきりふざけた計画立てたったで」

　宏の言葉に不穏なものを感じ、達也と真琴に視線を向ける。大丈夫なのかという春菜の不安とは裏腹に、年長組の態度はむしろ乗り気な感じである。

「今回のは、失敗したところで大した影響はないから大丈夫だ」

「それにむしろ、あの手の連中にはあれぐらいふざけた真似で洒落のめしてやったほうが、ダメージ大きいんじゃないかって気もするしね」

「春姉、少なくとも挑発としてはかなりいい」

　達也と真琴だけでなく、澪までやたらと乗り気である。それだけでも、計画とやらを聞くのが不安になる。

「なんか、聞くのがすごく不安なんだけど、どんな計画？」

「それはな……」

　にやりと悪い笑顔を浮かべて囁ささやいた宏の計画を聞き、何やら悟りを開いたような遠い目をしてしまう春菜。

　確かに、挑発としてはかなりいいだろう。失敗したところで大した影響が出ないのも事実だし、上う手まくいけば大ダメージにつながるのも間違いない。

　ただ、問題がないわけではない。特に重大な問題が一つ。

「……それ、オクトガルがいないとできない計画だけど、大丈夫なの？」

「アランウェン様は好きに使え、っちゅうとるし、オクトガルはむしろやる気満々や」

「そっか……。まあ、そうだよね……」

　すでにアランウェン相手に確認を取っているあたり、宏はかなり本気だ。それをはっきり悟り、春菜は細かいことを気にするのをやめた。

　オクトガル自身に危険はないのかとか、オクトガルだと味方にわざと何発か誤爆しそうだとか、気になることはいろいろあるが、たとえ邪神幹部相手であっても、オクトガルが逃げそこなったり直撃を受けたりする気がしない。

　現実にはオクトガルも捕まるときは捕まるし、ダンジョンに閉じ込められれば自由に逃げることはできなくなる。だが、それで全滅するほどの被害を受けるかと聞かれると、恐らく唯一スペックを完全に把握しているであろうアランウェンですら否いなと答えるに違いない。

　ある意味、謎生物の頂点とも言えるオクトガル。いろいろ便利すぎて、これでいいのかと葛藤が湧いてくる。

「ほんで、や。計画実行前に、僕ら自身にちょっとでかい問題があってな」

「どんな問題？」

「どうにもな、この前のことでビビってもうて、ちゃんと戦えん」

「……やっぱり？」

「まあ、予想はできるわな。で、今、必死になってみんなでリハビリしてんねん」

「そうだね。戦闘できるようになる必要があるかどうかはともかく、危険な状況で冷静に対処できるようにはなっておかないと危ないよね」

　宏が告げた問題点に、ひそかに心の片隅で心配していたことが現実になっていたと知る春菜。

　一度死ぬ、もしくは瀕ひん死しの重傷を負ったために、達也達が自身の死に重度のトラウマを負い、それをまだ克服できていない可能性は予想できていた。

　恐らく今後も何らかの戦闘があるだろうし、仮に戦闘を一切行わないにしても、日常生活で死の危険にさらされることは、日本ですら年に一回二回は起こることである。

　達也達のトラウマの範囲がどの程度かは分からないが、日常生活にまで影響があってはまずい。なので今のうちに、きっちりリハビリしておくに越したことはない。

　なお春菜は、宏に関してはさほど心配していない。理由は簡単で、宏が自分が殺されかけたことに対するトラウマを持っているのは、それこそこちらの世界に飛ばされる前からだからだ。

　仲間を目の前で殺されたことに関しては何とも言えないが、自分が死ぬ方向ではない分、達也達ほど行動面で致命的なことにはならないだろう、という予想もある。

　仮に何か問題が出たとしても、達也達のリハビリの過程で一緒にリハビリすることになるだろうから、そういう意味でもあまり心配はしていない春菜であった。

「で、リハビリってどういうやり方してるの？」

「この城のダンジョンでな、普通に戦闘やっとんねん。城の外に出て狙い撃ちとかされたらやばいから、中にダンジョン作っとってよかったわ」

「なるほど。で、どの程度のモンスターが出てきてるの？」

「絶対死にはせんけど戦闘は成立する、っちゅう相手選んでやっとるから、ミノタウロスとかあのぐらいから上が多いな。前の装備でぎりぎりノーダメになるかならんか、っちゅうラインや」

　予想外の大物に、一瞬春菜が絶句する。

　ミノタウロスはケルベロスやワイバーンにこそ劣るが、立派な危険生物だ。その怪力から繰り出される巨大な斧おのの一撃は、たとえオリハルコンの装甲であっても完全に無効化できるものではない。

　無論、宏の作った装備が、そんじょそこらのオリハルコン級装備と同じであるわけがない。ミノタウロスが普通に振り回す斧くらいでは、革鎧よろいである達也ですらダメージは受けない。

　だが、全力の必殺技となると、まったくのノーダメージとはいかなくなってくる。唾でもつけておけば治る、とか言われてしまう程度ではあるが、怪我はしてしまうのだ。

　もっとも、日常生活でもそのぐらいの怪我は普通にするので、本来なら何の問題にもならない範囲ではある。

「……リハビリでいきなりそのラインって、ちょっと危なすぎない？」

「一応、ダンジョンは仕様変更してあってな。死んだら、っちゅうか死亡が確定する状況になったら、死亡回数に応じてデスペナ食らったうえで、ＨＰ１的な状態になってアイテム全ロストで入口に戻るようになっとんねん」

「……それ、大丈夫なの？」

「結局のところ、基本的には魂こん魄ぱく管理の問題やからな。この城はまだそこまで世界として完成してへんから、ダンジョンみたいな限定的なフィールドだけやったら特に問題なく設定できるで。要は、誰もかれもが不老不死みたいな感じでぽこぽこ復活せえへんかったらええねん」

「そっか」

　宏の説明を聞き、なんとなく納得する春菜。自分が達也と真琴を生き返らせたときの感覚からも、そのあたりは間違っている感じはしない。

　正直な話をすると、そもそも達也達が無理を押してやっているリハビリが、治療として妥当なのかどうか自体、春菜には分からない。こういうことは、人によっても症状によっても効果的な対処方法が千差万別なのだ。

　だが、当人達がその気になっているとなると、専門家でもない春菜がそれで大丈夫かと言っても恐らく通じない。アルフェミナと違い、春菜は自身の体質もあって予知系の能力は非常に弱い。というより安定しなさすぎて当てにならないので、このまま続ければどうなるかも分からない。

　結局出した結論は、時間をかけて経過観察をしながら、無理をさせないようにコントロールするしかない、であった。

　その時間をかけての部分がネックになりそうだが、それに関しては練習も兼ねて己の権能を使い倒せば問題ない、と、神様がそれやっちゃダメだろうということをやり倒す覚悟を固めることで対応する予定だ。

「で、さっきまで潜っとった感じ、大分マシにはなってんねんけど、まだちょっと不安やから、飯食ったらまたダンジョンでリハビリ続行やねん。春菜さんも一応、参加しといてくれるか？」

「了解。そういえば、エルちゃんとアルチェムさんは？」

「そっちもかなり体力落ちとって、今リハビリ中や。昼にはこっち来るから、そんときに顔見せて安心させといたって」

「うん、そうする」

　気がかりだったエアリスとアルチェムの容態も聞き、確認は大体終わったと判断する春菜。細かいことは、昼食のあとのリハビリで確認したほうがいいだろう。

「それで、そろそろ昼作る予定やけど、春菜さんは食べれそうか？」

「さっきおかゆ食べたところだから、今はいいよ。晩ご飯はちゃんと食べる」

「さよか。ほな、お茶と軽いお茶請けぐらいは用意しとくわ」

「ん、お願い」

　宏の方も、連絡事項は全て終わったと判断したのだろう。昼食の用意のために席を立つ。

　その後、宏と入れ違いで入ってきたエアリスとアルチェムに健在をアピールしたり、昼食を食べながら新装備のスペックを確認したりと、復帰直後の時間を穏やかに過ごす春菜であった。




　　　　☆




「……これはひどい」

　リハビリのための戦闘を、というか、正確にはその結果生産されたモンスターの死体を見て、思わず春菜が正直な感想を漏らす。

　達也達の過剰攻撃は、今日も大絶賛継続中であった。

「これでも、初日と比べたら大分マシにはなったんだがね……」

　自分でもかなり駄目な自覚はあるようで、達也が弁明のようにそう告げる。

「うん。抑えようとしてるのは分かるよ」

　春菜も、達也達ができるだけ攻撃をセーブしようとしているのは理解できるため、そこまでごちゃごちゃと言うつもりもない。

　春菜が思わず『これはひどい』と言ってしまったのは、あくまで過剰攻撃を受けたモンスターの状態に対してだ。達也達自身の状態に対しては、むしろよくこの程度で済んでいると冗談抜きで感心しているぐらいである。

　ただ、初撃で十分仕留められているのに、わざわざ追撃で木っ端みじんにするのはかなり駄目だろう。主にリソース管理の面で。ついでモンスターの死に様の凄せい惨さんさにおいて。

　なお、春菜が予想したとおり、宏は戦闘に関してはそれほど問題はなかった。自分が敵の攻撃を防げずに味方を殺した、というトラウマこそ仕事をしているが、それは単に戦闘だけに限ってみれば、攻撃に対する判断の早さと過敏さという形で、どちらかといえばプラスに作用している。

「とりあえず、戦闘始まったらまずはいったん深呼吸するところから、かな」

　もうちょっとだけ落ち着け、という意味を込めて、春菜がそう告げる。

　現状、宏が普段より神経質なぐらい敵の行動をコントロールしており、他のメンバーが焦る必要はない。それにいざとなれば、春菜がタイム・ドミネイションで即座に敵を無力化することもできる。深呼吸をして心を落ち着かせる余裕ぐらいは十分にある。

「というか、春姉は何で平気？」

「ん～、いろいろと説明しづらい理由はあるんだけど、一言でまとめちゃうと、女神になったから、ってことになるかな？」

「……ん、納得」

　どうにも本当の理由を告げるのが躊躇ためらわれ、噓うそではないが真実全てではない理由を告げてごまかす春菜。三日間受け続けた死者蘇生の反動が原因で、物理的な暴力が怖くなくなったから、とはさすがに言いづらい。

「何にしても、無理して戦場に立てるようになる必要はないから、もうちょっと落ち着いて行動、ね」

「頑張ってはみるわ。すぐにできるかは分かんないけど」

　春菜に窘たしなめられ、できるだけ肩の力を抜くように意識しながら真琴がそう応じる。

「それにしても、こいつらぐらいだと、あまり新装備の性能が分からない」

「所しょ詮せんつなぎやから、あんまり期待したらあかんで」

　ついスキルを乱射してしまう自分達のふがいなさも含めて澪がぼやくと、装備に対する期待度を下げようと宏が窘めるように言った。

　ネットゲームなどではよくありがちだが、後になればなるほど、装備品の性能はそれ自体の数値的なスペックよりも付加機能の方が重要になってくる。武器自体の基本攻撃力が二割三割低くても、装備後のスキルも含めた最終的な攻撃力を一割から二割上げる装備の方が結果的に強い、などというのは普通にある。

　そういう面では、所詮つなぎ装備だということもあり、宏が身につけている神器以外はそこまで劇的な変化はない。神鋼の特性上使い込めば化けるだろうが、つなぎ装備なのでそれもあまり期待できない。単純にそこまで育てる時間が足りず、育てたところで神器の初期段階に負けるからだ。

　神鋼の採掘ができるようになった段階で作っておけばよかったのは事実だが、どちらにせよ育てる時間が足りないことには変わりがない。

　なにせ、真琴のヒヒイロカネ刀ですら、あれだけ使いこんでもいまだに育ち切っていないのだ。それより使用期間が短いのだから、恐らく大して育たないだろう。

　実はここだけの話、全員の装備を作り終えたところで宏がアイデアを思いつき、真琴の刀だけは本来存在しないはずの神器を作りにかかっているのだが、本来存在しないだけに相当な暴れ馬らしく、現在製作は行き詰まっている。

　もの自体はほぼ完成しているのだが、真琴が、というより人間が扱えるところまでスペックを落とすのが上手くいかないのだ。

「それにしても、神器だけあって、宏のポールアックスと鎧、ものすごくいかついわよね」

「なんとなくメタルヒーロー系で、普通に格好いい」

　宏が現在身につけている鎧は、重装鎧の頂点である神しん鎧がいオストソル。そのフルプレートモードだ。

　実のところ、春菜がいないときにお披露目するのは気が引ける、という理由で、神器を装備するのは今回からである。今までの装備でも絶対に死人が出ないエリアでリハビリしていたので、満場一致で春菜が復帰するまで使わないことになったのだ。

　澪がメタルヒーロー系と言うように、鎧というよりは身体に密着するタイプのパワードスーツに近いデザインではあるが、ショルダーガードをはじめとした各種パーツが間違いなく鎧カテゴリーであることを主張している。

　その結果か、それとも神器というもの自体がそういうものだからか、やたらめったら威厳があって格好よく見える。全身鎧であるために装着者の顔が完全に隠れており、中身が分からないのがその印象を後押ししている。

　正直、これで聞こえてくる声がヘタレ成分のにじみまくった宏の声で、しかもしゃべる言葉が関西弁となると、半端ではないがっかり感がある。

　ポールアックスの方は神しん斧ぷレグルス。獅子のシルエットを持つこれまた威厳と威圧感たっぷりの、やたら神聖な力を振りまく危険な斧である。

　獅子の要素はファルダニアの亀がいたのとは別のフィールドダンジョンで手に入れた、リオンスピリットという神器素材を使っている。作るためにグリフォンのブレス袋などの幻獣の素材が必要だったため、マルクト政府からそれらを譲り受けるまで製造不能だった究極の斧だ。

　なお、リオンスピリットを入手したダンジョンについては特に語られていないが、これは単純にダンジョンもボスも素材も特筆すべき要素がなく、リオンスピリット以外に話題に上るような内容がなかったからだ。

　素材に特筆すべき要素がなかったため、結果的に神器を作るまで宏達の間で話題に上る機会もなかったのである。

　ファルダニアの未開拓地のダンジョンには、結構な数の神器素材を入手している割に、似たような理由で話題に上っていないものが多かったりする。というより、神器素材以外特筆すべきものがないからこそ、宏達の間でもひとくくりにされて話題に上らないのだ。

「俺としてはむしろ、この周りをぐるぐる回ってるやつが妙に気になるわけだが……」

「ああ、それはセンチネルガードっちゅうてな。ガーディアンフィールドを強化しつつ、自律行動で範囲内の護衛対象をガードする防御装備や。使い道がなかったフェンリルブラッドを改造して作った、僕のオリジナル神器っちゅう感じやな」

「なんだ、その聞かなきゃよかった系の出自は……」

　よもやのオリジナルアイテム、それも神器と呼ぶにふさわしい代物に、表情の選択に困りながら乾いた声でコメントするしかない達也。

　恐らく、こんなものを強引に完成させた理由は自分達にあろうが、そこまで過保護にしてもらうといろいろと情けない気分になってくる。

　何より、今までいまいち実感として湧かなかった宏が神となっている事実、それが明確に目の前につきつけられた形になってしまって非常に複雑な気分である。

「ねえ、宏君。念のためにちょっと厳しいこと聞いていい？」

「何や？」

「そのセンチネルガード、あの時みたいに宏君がガーディアンフィールドを展開できない状態になったら、どうなるの？」

「その心配はあらへんで。あの反省会の時に言うた、ガーディアンフィールド維持のための手段も兼ねとるからな。こいつを展開してるときは、僕が生きてさえいればパニクってガタガタ震えてようが気絶してようが関係なく、強制的にガーディアンフィールドを維持しおる。普通やったらスタミナの枯渇とか起こるかもしれんけど、僕に関しては習得したときから維持コストでは消耗せえへんから、気絶しとる間にスタミナ切れてっちゅうことにはならんやろ」

「うわあ……」

　いろいろ覚悟を固めすぎているその仕様に、思わずヤバいものを見るような目でセンチネルガードを見てしまう春菜。死んでさえいなければ所有者をエネルギータンクにして護衛対象をガードし続けるとか、ある種の呪いの装備のような感じだ。

　何より問題なのが、ガーディアンフィールドは宏の防御力を一割ほど下げる。行動不能な状態で防御力が一割下がるのは、かなり危険なのではないだろうか？

「なんだかそれ、違う意味で大丈夫なのか心配だよ……」

「さすがにあかん仕様のもんは使わんから安心し」

　心配そうな春菜に対し、全然安心できないことを言い放つ宏。何が安心できないって、仲間を全滅させたという、負い目が強すぎる宏の精神状態だ。

「とりあえず、そのへんのどうでもええ話は横置いといて、や。雑魚がくんで」

「おう！」

「達也さん。深呼吸、深呼吸」

　現れたミノタウロスに対し、空回りするぐらい気合いを入れて対処しようとする達也。それを窘めるように春菜が声をかけ、その声に反応して達也だけでなく真琴と澪も深呼吸をする。

「じゃあ、落ち着いたところで攻撃開始」

「おう！　フリーズランサー！」

「ん、そこに追撃」

「で、念のために首だけ落とせば完了、ってね」

　春菜の合図に合わせ達也が弱点属性の初級魔法をいれ、澪が急所に追撃を撃ちこみ、真琴が止とどめに首を落とす。まだまだ若干過剰だが、無駄な火力を放出して息切れするまではいっていない。

　無論、こんなのんきなことができるのは、宏が完璧にミノタウロスを足止めしているからだ。そうでなければ、悠長に深呼吸などしていられない。

「いい感じいい感じ。じゃあ、もうしばらくこんな感じで」

「せやな」

　前ほど的確にとはいかないまでも、かなり落ち着いて攻撃ができていた今回のミノタウロス戦。ペースメーカー兼ムードメーカーとして春菜が参加したことは、実に大きいようだ。

　この後もしばらくいいペースでリハビリは続き、懸念していた横湧きからの乱戦も大過なく乗り越え、多少は自信と落ち着きを取り戻せた達也達であった。
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「さて、アズマ工房からの提案だが、どう思う？」

「彼ららしい、といえば彼ららしい、といったところか」

　宏達がダンジョンでリハビリをしているちょうどその頃。神の城の迎賓館には、ファーレーン、ダール、フォーレ、ローレンの王が集まっていた。

　議題は簡単。宏が立てた、悪ふざけの成分を多分に含んだ反攻計画。それに対してどういうスタンスを取るか、である。また、議題が議題だけに、どう転んでも即応できないファルダニア王は欠席している。

「計画内容自体は連中らしいとは妾わらわも思うがの、そもそもモンスター兵の集団とはいえ軍隊相手に自分から打って出るという発想が、やつらにしては妙に攻撃的な気がするのう」

「そのあたりは、先日の特級モンスターとの戦いで何かあったらしくてな。ヒロシ本人によると、壊滅寸前の被害を受けてぎりぎり逃げのびてきた、とのことだ」

「あの連中が壊滅させられかけた、だと？」

「うむ。自分達の装備その他に対する準備がおろそかになっていたのが原因だ、と言っておった。恐らく、我らに対する支援で自分達の装備まで手が回らなかったのだろう。ヒロシは一言もそのことについては口にせなんだが、そうでなければアズマ工房から提供された薬類の数は説明できん」

　ダールのミシェイラ女王の疑問に対し、ファーレーンのレグナス王が宏から直接聞いた話を説明する。その説明を聞き、にわかにその場をざわめきが支配する。

　レグナス王が宏から話を聞いたのは昨日のこと。エアリスがダウンし、ようやく面会謝絶が解除されたと聞いて、どうにか時間を作って見舞いに訪れた際にだ。

　なお、宏は正確な話はしていない。なので、壊滅させられかけた、ではなく実際に一度壊滅し、宏以外は致命傷を食らった、とまではファーレーン王も聞いていない。なので、春菜が完全に女神になってしまっていることも、達也と真琴が生き返っていることも知らない。

「あのヒロシが本気で怒ったところなど初めて見たが、正直ああいうタイプは下手に怒らせないに越したことはない、と再認識した。普段が普段だけに加減や引き際というものを知らず、相手が折れぬ限りはどちらかが破滅するまで突っ走ってしまうからな。正直、あそこまで怒らせた連中には余計なことを、と、恨みごとの一つでもいいたくなる」

「あのヘタレが、そこまで怒っておるか……」

　レグナス王がオブラートに包んだ一言を、ミシェイラ女王がズバッと言ってしまう。思っていてもなんとなく遠慮して口にできないことを、この女王は割と容赦なく言ってのける傾向がある。

　宏が怒っているところを、少なくとも王達は見たことがない。それは別に宏が温厚な人間だからではなく、少々のことでは怒りや不快感を表に出せないヘタレ男だからだ。

　なので、いいように仕事を押し付けられて愚痴を言うことはあっても、報復のために行動するような怒り方は滅多にしない、というより滅多なことではそれをできる度胸がない。

　こういうタイプは一線を越えると、ヘタレゆえにブレーキの掛け方が分からず、行きつくところまで行ってしまう傾向がある。小心者が報復に出るときは、基本後がないのだから当然であろう。

　春菜のように、自分にある程度自信があって心に余裕を持っているがゆえに、温厚で他人に心を配れる、というタイプのマジギレも大概危険だが、恐らく小心者のマジギレの方が陰湿な分、性質の悪さでは上になるだろう。

「とりあえず、儂わしらに害がある話でもないし、連中の邪魔をする必要もなかろう。むしろ、どういう形で乗っかるか、じゃが」

「もっとも、連中の策が上手くいった場合、妾達はやつらの作戦が終わったあと、派遣しておる精鋭部隊を突入させるぐらいが関の山じゃろうがな。手柄と暴れる機会は、最も被害を受けておるマルクトが一番享受すべきじゃ」

「派兵が遅くてアズマ同盟の精鋭部隊はあまり活躍していないことを考えると、それぐらいが妥当か」

　フォーレのゴウト王の話題転換に合わせてミシェイラ女王が正直な意見を告げ、ローレンのアレクセイ王がそれを追認する。

　現実問題として、同盟軍の精鋭部隊はあまり活躍できていない。到着したときにはすでに戦場は乱戦となっていて、マルクト軍を巻き込まぬよう大技を使うとなると、どうしても効果が薄くなる状況が続いていたためである。

　それでも、一般兵の数十倍の活躍を見せていた精鋭部隊ではあるが、モンスター兵くらいの相手なら一騎で数千から数万を駆逐できるという強みは、宏がダンジョン化の利用による敵兵の排除を行うまで、なかなか活かせなかったのだ。

　そんな連中が、もっと正確に言うなら、その程度の軍勢しか派兵していなかった同盟軍が、いざウォルディス本土へ攻勢をかける、それも圧勝が確定した状況になってから追加で大軍を派遣する。

　常識で考えれば、恥知らずもいいところだ。

「だがまあ、我がファーレーンに関しては、連中の策が不発で戦力が足りぬとなった場合は、容赦なく追加の軍勢を送り込む予定ではあるがな」

「それは無論のことじゃろう。その場合は、儂でもそうする」

　すでに独自に計画へ乗っかる準備をしているレグナス王に、苦笑しながらゴウト王が賛同する。

　相手国さえ同意すれば、即座に血統魔法で軍勢を送り込めるファーレーンだからこその計画であろう。あくまで相手国の同意が必要であり、送り込んだ軍勢でその相手国を攻撃した場合、国が傾く程度では済まないほどのペナルティが発生するため、国外の案件に対しては割と使いどころに困る切り札ではある。

　もっとも、ペナルティの存在によりだまし討ちのようなやり方に使える手段ではないとはいえ、この魔法があることにより、ファーレーンの友好国や同盟国が増えるたびに抑止力が強くなる。

　それ以外にも、限定条件でのみ使える切り札がいくつもあることを考えると、わざわざファーレーンを敵に回すメリットがいかに薄いかがよく分かる話であろう。

「それで、連中の計画とウォルディス攻めに関してはその程度の準備でいいとして、だ。久しぶりにしでかした愚か者どもに対しては、どうしたものだと思う？」

「前回から十五年か。よくもったほうだと思わなくはないが、わざわざこのタイミングで事を起こすとは、な」

　アレクセイ王の問題提起に、レグナス王がため息をつく。アレクセイが言う愚か者ども、とは、ミダス連邦のことである。

　ミダス連邦の紛争。この世界では、ある意味お家芸とも言える行為である。『そんなことをしているから土地が瘴しょう気きで汚され、碌ろくな作物が育たなくなるのではないのか』と、さんざん指摘されているというのに、一向に改まらないその気質。もはや周辺国家は完全に見放している。

　問題は、ミダス連邦はダールとフォーレの交易路をふさぐ形で存在していることだ。ここで紛争が起きると、どうしても商品の輸送がローレン側に大きく迂う回かいする形になってしまう。

　それ自体は、一見するとローレンにとっては好都合に見えるかもしれない。だが、迂回路全てがローレンを通っているわけではなく、またファーレーンからダールを経由してフォーレに入り、それぞれの国で加工されてからローレンに入ってくる品物も少なくない。

　ミダス連邦の参加国が少々無茶な関税をかけていても、迂回ルートを通る場合のコスト増に比べれば微々たるものであるため、紛争の度にいちいちルートを潰されるのはローレンにとってもありがたくないのである。

「というか、タイミングを考えると、ウォルディスもしくは邪神教団が関わっておるのではないかの？」

「可能性はあるな。というより、むしろ関わっていると考えるほうが自然だろう。逆に、なぜ今までやらなかったのかが不思議なぐらいだ」

「そんなことは知れておるわ。いつものことすぎて、手間をかけて事を起こしても効果が薄いからに決まっておる」

　ミシェイラ女王の疑問にアレクセイ王が新たな疑問を口にし、ゴウト王が一刀両断してのける。そのゴウト王の言葉に、大いに納得してしまう他の王達。

　実際、ミダス連邦が内輪揉もめをするのはいつものことだ。今回のように派手な紛争を起こすのは十五年ぶりとはいえ、内輪揉めの結果関税やら臨検やらで交易路が使えなくなるのは、割とよくあることである。

　業を煮やして平定し、あまりの統治のしづらさとコストパフォーマンスの悪さに二十年ほどで手放した事例が過去のダールになければ、ミダス連邦の所属国はとうの昔に地図の上から消えていただろう。

「つまり、裏を返せば、こんなことでもせねばならんほど、邪神教団かウォルディスのいずれか、もしくは双方が追い詰められておる、ということじゃろうな」

「案外、ヒロシ達が壊滅寸前まで追い込まれて逃げ帰ったという戦闘は、連中にとっても痛手だったのかもしれんな」

　ゴウト王の分析に感心しながら、レグナス王が思いついたことを口にする。

　楽観は禁物だが、それが事実ならばこの戦争の終わりはそれほど遠い未来ではない。少なくとも、かつてほどウォルディスが優勢ではなくなっているのは、いくつかの報告で確認している。

　ならば、国のトップが考えるべきことは、この転機をいかに利用して、このくだらない戦争を少ない被害で終わらせるかである。

「それで、連中の計画、決行はいつになると聞いている？」

「詳しくは聞いておらんが、準備が整い次第、とは言っておった。決行直前にはオクトガルが連絡に来るらしいが、明日唐突に動き出してもおかしくはない。我々はそのつもりで準備をしておく必要がある」

「その様子じゃと、工房主殿は想像以上に怒っているようじゃのう」

「準備、と言っておったが、そんなものはとうに出来ておる、と余は見ておるよ。恐らく、決行にあたっての気がかりが解消しておらず、それがいつになるかがはっきり分からんのではないか、という印象だ」

「なるほど。そうなると、明日唐突に我慢の限界が来て、という可能性もあるわけじゃな」

「そういうことだ」

　レグナス王とミシェイラ女王のやり取りを聞いて、いろいろなことに備える必要性を思い知るゴウト王とアレクセイ王。

　大国同士の戦争は、最終局面へと向かう気配が急速に濃くなっていくのであった。
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「……むなしいわね……」

　宏達がダンジョンにリハビリに入っていたちょうどその頃。いとも簡単に紛争に突入したミダス連邦諸国を見ながら、ため息交じりにオルディアが呟つぶやく。正直に言って、オルディアが直接動くような案件ではなかった。

　元々ミダス連邦は、どういうわけか比較的瘴気が溜たまりやすい土地柄で、そのせいか小は個人から大は国家まで、基本的に他者を信用しない風潮がある。

　結果として、他者を信用していないがゆえに、他者の敵対をほのめかすような偽情報をあっさり信用してしまうという、疑い深いのかそうでないのか分からない行動に出がちだ。

　なので、各国の上層部に怪文書でも撒まけば、紛争を起こすくらいは誰でもできる。

　オルディアの持つ最大の強みである、闇の主を超える単体戦闘能力を持ちながら都市に普通に出入りできる、という能力はまったく生かされない。

　邪神教団の信者でも使って煽せん動どうすれば、余裕で同じ結果を出せる。

　そんな誰が手を下しても結果が変わらないような地域がたまたま手つかずで、しかも手が足りないからオルディアがとりあえず事を起こす、という流れになっているのが、とにもかくにもむなしいのである。

「まあ、本来の計画が潰れてここを動かす理由もメリットも薄かったから、別のタイミングまで温存したというのは分からなくはないけど……」

　簡単に紛争が起こるだけあって、紛争が起こったときの効果も割と限定的だ。さらに言えば、国力のない国同士が戦争したところで、外部からの介入がなければ長続きはしない。そして、ダールもフォーレもその他周辺諸国も、面倒くさいのでミダス連邦の紛争になど介入する気もない。

　なので、他の策で周辺諸国を弱らせたうえで、ここぞというときに紛争を起こし流通ルートの混乱を誘発。双方の相乗効果でダメージを拡大する、という使い道でしか利用価値がない。

　今回に関しても、少しぐらいは後方撹かく乱らんになるということと、どう転んでも当面西方地域に策を仕掛ける余裕は捻出できないという理由で、自爆特攻決行までの空き時間を埋めるために紛争を起こしたが、所詮他にちょっかいをかけるついでの行動。はっきり言って効果など期待できない。

「ベリルのあたりにも一応仕掛けはしてきたけど、間に合うのやら」

　予定している宏達への強襲、その決行日は早くて明日。これまでの工作により手つかずだった地脈を数カ所取りこんでいるので、オルディア達が全力で暴れるだけのエネルギーは稼いでいる。

　なので、宏達を再び外へ引きずり出すことにさえ成功すれば、それこそ今からでも決行は可能だ。

　誘い出すのも、恐らく自分達があえて姿をさらして適当に暴れれば、勝手に釣られてくるだろう。その程度にはお互いに因縁ができている。

　だが偽王からは、できればもう少しだけ時間が欲しい、と言われている。

　オルディア達の三身合体自体は目途がついたが、現時点ではまだ運が良ければ合体ができる、程度でしかないらしい。

「……ここにいてもむなしいから、情報収集のついでに、他にいろいろ仕込んできたところを確認してこようかしらね……」

　早くも泥沼化し、だがそれゆえに息切れも見えてきた紛争の様子に飽きて、違う場所へ動くことにするオルディア。不和の種を残してきた場所は他にもたくさんあり、もう少し煽あおって事態を加速するくらいのことはしてもいい。

　対ウォルディスで結束している現状、何をやったところでウォルディスの後方撹乱と判断されて大きな混乱にはつながるまいが、場合によってはトップの暗殺ぐらいはやってもいいだろう。

「そういえば、ベリルの北側あたりに、面白いことになりかかっている国があったわね」

　ざっと情報を思い出し、ターゲットを絞る。

　この時オルディアは、自分達に残されていた時間が思うほどではなかったことには気づけなかった。




　　　　☆




　春菜が復帰してから二日目。

「そろそろ、大丈夫そうだね」

「せやな。あとは、あのクソアマしばき倒さん限りは無理やろ」

　大分さまになってきた戦闘を見て、宏と春菜が頷き合う。

　春菜が協力することで成立した、半日で数カ月訓練できる仕様のダンジョンにより、達也達は随分と立ち直っていた。具体的には、戦闘前にいちいち深呼吸しなくてもパニックを起こさなくなり、宏があえて後ろに通したモンスターにも、ある程度的確に対処できるようになっている。

　なおこのダンジョン、老化そのものは止まるため、何日訓練しても寿命に影響はない。春菜の女神としての訓練も兼ねているため、使えるのは日本人チームだけだ。

　そもそも、神の城のダンジョン自体、現状で使っているのは宏達だけ、という点は横に置いておく。

「そうだな。正直まだどうしてもビビってるところはあるが、雑魚なら普通に戦えそうだ」

「状態異常さえ食らわなきゃ、多分対応はできるわね」

「いつまでも後ろ向いてられない」

　攻撃を食らえばそこそこ大きいダメージを受ける相手にも対処できるようになり、これ以上はいろんな意味で頭打ちだと感じていたのだろう。達也達も宏と春菜の判断に同意する。

「ほな、作戦決行や。春菜さん、今の外の時間は？」

「昼前、だね」

「王様らとちょっと相談やけど、マルクトの準備が完了次第決行、やな」

「そうだね」

　いつまでもちんたらやって、相手に時間を与えることなどできない。ここは即断即決の時だと決行を決める宏と春菜。達也達にも異存はないらしい。

「結局、真琴さんの刀が形にならんかったけど……」

「気にしなくていいわよ。難しい仕様なんでしょ？」

「せやねん。作るんも使うんも難しい仕様やねん」

「そっちにまで時間割く余裕はなかったわけだし、あのクソ女を仕留めてからでいいわ。正直、あんたがその斧を振り下ろせる状態でさえあれば、あたし達に神器なんてなくても余裕だと思うし」

「そこが我がことながら信用できんのがネックやねんけどな」

　宏の言葉に、全員が苦い笑みを浮かべる。仲間と普通に接する分には以前ほど極端な反応を示すことはなくなったが、宏の女性恐怖症は別段完治したわけではない。むしろ、部分的には悪化している節さえあり、トータルで見ればそれほど軽くなってはいない。

　達也達同様、宏もここから先はあの女を乗り越えなければいけないのだ。

「どっちにしても、あれを叩たたき潰さんと、みんな前には進めん。センチネルガードとソーマがあれば時間かかっても絶対勝てるはずやねんから、その覚悟であのクソアマに目にもの見せたらんと」

「ええ。あいつらに、あんたのトラウマえぐってくだらないことしたことを徹底的に後悔させてやるわよ！」

「殺された恨みぐらいは晴らさねえとな」

「最低でも三倍返し」

　宏の言葉に、異常なぐらい気合いの入った返事を返す真琴と達也、澪。特に何も言わないが、春菜も思うところは当然あるらしく、攻撃的な言葉は言わない代わりに過激な発言を窘めたりもしない。

　できる範囲の準備も終え気合いも十分な宏達は、前のめりになりすぎないようにだけ注意しながら、意気揚々と作戦開始のために動き出すのであった。
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「反撃の準備も整ったし、とうとう目にもの見せたるときが来たで」

「もっと緻密で攻撃力のある作戦じゃなくて、本当に大丈夫かなあ……」

　打ち合わせも兼ねた簡単な昼食を終え、宏ひろしが実にいい笑顔で楽しそうに宣言する。その様子に、一抹の不安を抱かずにはいられない春はる菜な。

　宏達は、ついに反撃に打って出ようとしていた。

「オクトガルも準備はええか？」

「いつでもいいの～」

「準備ＯＫ～」

「ほな、スタートはこのポイントからや。東海岸目指して頑張ってや」

「「「「「「「「「「「「りょうか～い」」」」」」」」」」」」

　宏に再度作戦を説明され、無数のオクトガルが同時に敬礼し、そのまま転移で外に出ていく。

「なんか、簡単に迎撃されて上う手まくいかないんじゃないかな、って気がするんだけど……」

　何度作戦内容を吟味しても、そこの部分が引っ掛かってしょうがない春菜。なんだかんだ言ってもオクトガルは大丈夫だろうが、オクトガルのために用意した『攻撃手段』が不発になるのではないか、という懸念がどうしてもぬぐえない。

　なんというか、せっかく反撃するのにもっといい攻撃手段がなかったのか、と思わずにはいられないのだ。

「なんだ。春菜はこの期に及んでまだそこを心配してるのか？」

「落とすものが落とすものだけにね。なんというか、近接信管と高密度弾幕で対策取られちゃった某事例が頭に浮かんできちゃってね」

「それに関してはちゃんと実験したから大丈夫やで。それに、オクトガルには矢が届かん高さから投下するように、ちゃんと言うてあるからな」

　春菜の懸念を和らげるように、しっかりと実験も検討もしていることを教える宏。達たつ也やの方は、もう始まってしまっているのだから心配するだけ無駄だ、と割り切っている。

「ちゃんと実験した、っていっても、ねえ……」

　ついに始まったオクトガルの手による絨じゅう毯たん爆撃をモニターで確認しながら、春菜はどうしても不信感をぬぐえない決定的な理由を口にする。

「ポメは、どこまで行ってもポメだと思うんだよね、私」

　春菜の言葉に、思わず苦笑する一同。

　そう、宏の立てた反撃計画とは、オクトガルに大量のポメを絨毯爆撃のように投下させる、というものであった。

「何にしても始まってもうた以上、うちらは結果待ちや」

　モニターの中で行われている無慈悲な絨毯爆撃を見ながら、妙に力強く言い切る宏。

　何はともあれ、宏達の反攻作戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだった。




　　　　☆




　その時ウォルディス軍は、混乱の極みに達していた。

「「「「「「「「「「「「遺体遺棄～」」」」」」」」」」」」

　空を覆い尽くす謎生物の群れが、能天気な声を上げつつ次々と投下してくる何か。それが破裂すると、一瞬にして至近距離にいたモンスター兵の生命力が一割前後削られるのである。

　それだけではない。

「「「「「「「「「「「摩ま訶か般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た心しん経ぎょう」」」」」」」」」」」

「「「「「「「「ハレルヤ、ハレルヤ」」」」」」」」

　投げ落とされる厳いかつい顔をした何かが唱えている言葉。それがまた、聞いているだけでウォルディス軍の動きを妙に鈍らせるのである。

　動きを鈍らせる効果自体は大したものではない。普通の戦闘であれば、それが原因で後れをとる、というほどの影響も出ない。

　ただ、投下される数が数だけに、ワンテンポ防御が遅れただけで致命傷となりうる。

　その結果、謎生物が絨毯爆撃したあとには、まるで消しゴムで消したかのように綺き麗れいにウォルディスのモンスター兵だけが消えていた。

「空戦部隊に伝達！　あの謎生物どもをどうにかしろ!!」

「できると思うのか!?」

　師団長の命令に、即座に空戦部隊のトップからそう答えが返ってくる。

　何しろ、現在空を覆い尽くしている謎生物の数は、大発生して飛ひ蝗こうと呼ばれる状態に変異した蝗いなご（正確にはトノサマバッタの一種）を超える。その暴力的とも言える数に恐れをなし、猛もう禽きん類はおろか野生の飛行型モンスターですら、絨毯爆撃の範囲から泡を食って逃げだしているぐらいだ。

　そこまでの大群になってしまうと、何をしたところで焼け石に水だ。下手をすると、飛び上がる前に大量の爆撃を受けて消滅しかねない。

　ようやく十分な数が揃そろい、これから連合軍の後方を襲撃しようとしていた空戦部隊とでは、迎撃どころか全滅を避けることができるかどうかもあやしいほどの戦力差である。

　そうこう話しているうちに、ちゃっかり撤退を開始していた師団長の頭上を謎生物が覆い尽くす。どうやら追いつかれてしまったらしい。

「くそ！　ただでやられてたまるか！」

　自身の頭上に次々と降り注ぐ謎の爆発物。それを迎撃するためのブレスを吐き出す師団長。謎生物までこそ届かないものの、結構な範囲を焼き払うことに成功する。

　だが、その効果も一瞬のこと。次々に投下される爆発物は瞬く間にブレスによって空いた穴を埋め尽くし、さほど密度を変えることなく地上に降り注ぐ。

「「「「「「「「「「是ぜ舎しゃ利り子し是ぜ諸しょ法ほう空くう相そう不ふ生しょう不ふ滅めつ不ふ垢く不ふ浄じょう」」」」」」」」」」

「「「「「「「「「「「アーメン、アーメン」」」」」」」」」」」

「せっかくここまで進化できたのに、こんなところでこんなやられ方をしてたまるか!!」

　音声多重でやたらと力の抜ける言葉を呟つぶやき続ける、変に神々しい爆発物。その姿を見ながら吠ほえる師団長。だが、その気合いもむなしく、新たな言葉を発する余裕もなく数秒の間に浄化属性の爆発を数百発食らい、跡形もなく消滅してしまう。

　もっとも、一瞬で消滅させられたのは師団長だけではない。

　襲撃をかけようとした空戦部隊は、謎生物が八本の足を使い次々と無駄に鋭いコントロールで投げつけてくる爆発物を大量に浴び、仕掛ける前に全滅している。

　結局、ウォルディス軍の前線部隊は、奮闘どころかまともな抵抗もできぬまま壊滅し、ウォルディス本土に爆撃を許してしまうのであった。




　　　　☆




「ほら、心配あらへんやろ」

「うわあ……」

　絨毯爆撃の結果を見てドヤ顔で胸を張ってみせる宏に対し、思わずひきつった顔で絶句する春菜。言葉で説明された時にも大概ひどいと思ったが、実際に映像で見るとひどいなんてものではない。

　ソーマとアムリタで強化し、さらに神の食材をふんだんに使った料理を食べさせることででオクトガルを大増殖させた時には、正直そこまでやるかと思ったものである。

[image: ]

　だが、映像を見てしまうと、やりすぎだと思う反面、相手の心をへし折るにはここまでやる必要があるのかもしれないと素直に思ってしまう自分もいる。

　いろんな意味で、春菜の内心は複雑であった。

「それにしても、予想外に効いてるな」

「まえに低級アンデッドが一撃だったから効くだろうってことは疑ってなかったけど、ここまでとは思わなかったわね」

「ん、数の暴力は偉大」

　次々に壊滅していくウォルディスの部隊と、どんどん浄化されていく土地。それを見て達也と真ま琴こと、澪みおも呆あきれた様子をにじませながら次々にコメントする。

　彼らがそんなことを言っている間にも、オクトガル空爆隊はその数を増やしながら順調に進んでいき、ついにウォルディス領内で最も国境に近い都市を通過する。

　その際に空爆を受けた住民のほとんどが、爆風を受けた瞬間に人間の姿を保てず異形に変化し、そのまま崩れ去ってしまう。

　ある程度予想はしていたが、やはり国境付近の村や町の住民は、ほとんどモンスターに変質してしまっていたようである。

　しかも恐ろしいことに、聖職者ポメおよび僧形ポメと名付けられた今回のポメは、爆発しても普通の生き物や建物などには一切影響を与えない代わりに、結界だろうが物理的な壁だろうが、ありとあらゆる遮しゃ蔽へいや障壁をすりぬける。

　つまり、浄化でダメージを受けるほど瘴しょう気きを溜ため込んだ生き物は、空爆を受けた時点で一体残らず根こそぎやられてしまう可能性が高いのだ。

「あたし達が心配するようなこっちゃないけど、終わったあとウォルディスってどれぐらい人口残ってるのかしらねえ」

「ボクは、作物的な意味でも怪しいと思う」

　一瞬で繁華街の住民がほぼ全て消滅した街を見て呟いた真琴に、爆撃を受けて作物がきれいさっぱり消滅した畑を指しながら澪が応じる。

「そのあたりは、でかい都市の上通過する頃にはある程度は分かるだろうよ」

　一体上限は何体なんだ、と問い詰めたくなるほど数を増やし、ウォルディス全土を蹂じゅう躙りんせんと爆撃を続けるオクトガル達を見ながら、妙に静かな表情で達也が言う。

　すでに国境周辺の村や町は全て空爆で蹂躙され、跡地を見ればまともだったところと汚染され切っていたところがはっきり分かる状態になっている。

　このままオクトガル達が順調に進めば、恐らく土地の浄化自体は大方完了するだろう。それも、神殿ほど清浄ではなく、かといって普通の町や村よりは浄化されているという、ある種理想的な浄化度合いで。今回の絨毯爆撃は、それだけの効果を発揮していた。

「そろそろ、ものすごいでかい都市の上通るみたいやで」

「交易都市ヤンキンですね。ウォルディスでも十指に入る大都市です」

「なんぞ反応があるかもしれん、っちゅうことか」

　空爆開始から十数分。集落も農地もない場所は加速し、そうでないところは念入りに爆撃し、とメリハリのある移動で予想外に早く移動していたオクトガル達が、ついにウォルディス領内で初めての大都市に到着。その都市についてローリエの説明を聞いた宏の言葉に、全員が反応する。

　その直後、

「ＧＲＹＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　ヤンキンの中央、領主の館やかたが立っているあたりから輪郭が曖昧な巨人が出現する。気の弱いものなら下手をすればその姿を見るだけで正気を手放し、声を聞いた瞬間卒倒するか最悪命を落としかねない、そんな異形の巨人だ。

　なのだが……、

「遺体遺棄～」

　数体のオクトガルが転移能力を駆使した急降下爆撃（？）で、自身より数倍は大きな僧形ポメと聖職者ポメを叩たたきつけ離脱、全部で三十ほどの爆撃を食らわせてあっさり消滅させてしまう。

　オクトガルが叩きつけたのは、ファーレーンでバルドに致命的なダメージを与えた特大ポメのサイズをさらに上回る、突然変異の僧形ポメと聖職者ポメだ。サイズに比例、ではなくサイズが大きくなると指数関数的に威力が上がるポメ系統の爆発、それも浄化に特化した品種の爆発を何十個も食らってはたまらない。

　タワーゴーレムよりはるかに戦闘能力があったはずの、侵入者を苦しめながら殲せん滅めつすることしか考えていない邪神教団のガーディアンは、非常に情けない形であっさりと消滅させられてしまった。

「……あのポメ、相当効くんやなあ」

「……こう、もっと早くにやっときゃよかった、って感じだよな……」

「あの品種が完成したん、うちらがやられる直前やったしなあ……」

　恐ろしいまでの効果に、思わず遠い目をしながらそんなことを言い合う宏と達也。

　そもそもこのポメに関して宏は、オルテム村とアドネで採取したポメを神の城の温泉に放り込むことしかしていない。その後、適当に放置しておいたら突然変異を起こして、気がつけばあれになっていたのだ。

　発生過程に明らかに神の城が絡んでいる以上、もっと早い段階で準備するというのは難しかっただろう。土地の準備や根回しなどを考えると、どんなに早くてもファルダニアから戻ったあとに着手するのが限界である。

　それ以前に、そもそもあれだけの規模の空爆だ。いくらポメの繁殖能力が元々異常に高いといっても、普通に栽培（と言っていいのかどうかは微妙なところだが）して数を揃えることなどできるわけもなく、今回は春菜の力でポメの生育速度を加速させて対応している。

　春菜の女神としての力を借りているのだから、当然春菜が女神になる前にはどうやっても実行できない。

　女神の力を結構好き勝手に利用しまくっている春菜だが、これでも一応はちゃんと世界に対して気を配って自主ルールを決め、それに従って使うようにはしていたりする。

　具体的には、ここまで好き勝手するのは神の城の内部だけに限定し、使う力も練習とか能力の把握のためとか言い訳ができる範囲にとどめ、城の敷地外で使うときは緊急事態かダンジョンなどの異界化した空間内のみにする、といったところだ。

　練習や能力の把握といった言い訳ができる範囲でこれなのだから、人と神とを隔てる壁は果てしなく分厚い。

　なお余談ながら、空爆部隊にポメを供給するため、ポメ用温泉には数百匹のオクトガルが常駐している。八本の足を最大限に伸ばし、ワイパーのように動かしながら一定以上のサイズになったポメを片っ端から回収、オクトガル共有システムによりリアルタイムで空爆部隊に送っている。

　その数は現在、毎秒数兆個。調子に乗って一秒間に十個以上投下しているオクトガルがほとんどで、空爆部隊の数が増えるに従い消費量がうなぎ登りに増えた結果である。それにあわせて春菜が生育速度を加速しているので、基本的に足りなくなったり余ったりはしない。

　ウォルディスの広さを考えるに、近いうちに毎秒の投下数は兆どころか京の単位でも足りなくなるであろう。必要なポメの数が毎秒何兆個だの何京個だの、反物質粒子コンデンサまで使ってクッキーを生産し続ける某ブラウザゲームの生産量を彷ほう彿ふつとさせる数字である。それを聞いた澪が、思わずｐｐｓ（ポメパーセコンド）なんて単位をでっち上げたくなったのも仕方がないことであろう。

　それだけのポメを生産する空間については、気にしては負けだ。どうせ神の城の空間は宏の意思によっていくらでも拡大縮小できるし、回収役のオクトガルだって増えるなり拡大するなりでどうとでもなるのだから。

「そろそろ首都か。連中が首都におるかどうかは分からへんけど、何も反応なしっちゅうことは多分あらへん。上手いことあいつらが釣れたら……」

　その後も順調に進み、空爆開始から約三十分後。ついに首都が見えてきたところで、宏が気を引き締めるようにボスに言及する。

　因ちなみに、国が復活するたびに何度も遷都した結果、現在のウォルディスの首都は第二の都市ヤンキンに意外と近い。ワンボックスの速度なら、半日かからないぐらいの距離だ。

　そのヤンキンから首都までの間はやけに不毛な土地が多く、人口密度は極端に低い。村や町は国境から首都までの街道を維持するための必要最低限しかなく、ほとんどは単なる荒れ地である。

　さすがに首都が近くなってくるにつれ空爆に対する妨害も激しくなってきているものの、謎生物由来の便利機能と聖職者系ポメの効果により、何事もなく撃退されていたりする。

　特に傑作だったのが、高高度から襲撃をかけ、数体のオクトガルにあっさり捕獲されて大量のポメ爆撃を食らった挙句、ウォルディス国外の適当な山の中に生きたまま遺体遺棄されて、そのまま現地のモンスターに食われた大型の鳥系モンスターだろう。

　やはり、オクトガルに有効な攻撃手段を持たせてはいけないようだ。

「サクッとやっちまわねえとな」

「そうそう。苦しめようとか目にもの見せてやるとか考えて、手札を小出しにしていたぶるような真似すんのは、余計な隙すきを作って逆転のチャンスを与えかねないものね。特にあの手の相手は、そういう負の感情をエネルギーにしてパワーアップするとかもお約束だし」

「ん。むしろあのタイプの場合、歯牙にもかけてないって感じで完全に無力化された上でやられるほうが、いたぶられるより精神的にもダメージ大きい」

　目にもの見せてやる、と意気込んでいた宏達の方針は、どうやらそこに固まったようだ。〝いたぶって目にものを見せる〟のではなく、〝ちょっと手間のかかる雑魚でも仕留める〟といった感覚で事に当たることを選ぶあたり、微妙に性格が滲にじみ出た話である。

「……なんぞ、首都に騎馬の集団がわらわら戻ってきとんなあ」

「ものすごくえらそうなのが混ざってるし、別方向から来ててなんか競争してる感じだから、第一王子と第三王子の軍ってところかしらね」

「あっ、ポメの爆撃に飲み込まれた。……馬も含めて綺麗に消えちゃったね」

　珍しくほぼ人間に見える存在だけで形成されていた二つの軍。彼らに対しても容赦なく爆撃を続けたオクトガル。その結果、逃げることもブロックすることもできぬまま、あっという間に聖属性ポメの雨に飲み込まれ消滅していた。

「マスター。現在地より北に十五キロ、五大国連合軍精鋭部隊の駐留所付近に転移反応があります」

「狙いどおりやな。澪！」

「ん！」

　宏に言われ、弓を構える澪。澪の照準の先にゲートを開き、外部と同調させるローリエ。転移反応が消え何かが現れたその瞬間、澪の弓から三本の矢が同時に放たれる。

　それらの矢は神々しい光を纏まといあり得ない軌道を描いて、現れた何かを正確に貫いた。

　澪の新技、セイクリッドアロー。聖属性が乗る弓の技としては二番目ぐらいに強力なスキルで、最大の特徴は技量さえ伴えば数発同時に放つことができる速射性とコストパフォーマンスだ。

　体感時間数カ月のダンジョン合宿、その成果の一つである。

「ヒット」

「よっしゃ。ほんなら向こう切り離して、とっととあいつらしばき倒すで!!」

　宏の言葉と同時にローリエがパネルを操作、現地を異界化させて通常空間と切り離す。

「マスター、準備完了です」

「おう。ほな行ってくるわ」

「ご武運を」

　アムリタとソーマを立てつづけに飲み、囮おとりとして何かを敵の目の前に転移させたあと、ローリエの言葉に軽く手を上げて返事をし、宏達はボスとのリベンジマッチに臨むのであった。
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「名のある将だとお見受けするけど、この状況でこんなところでくすぶっていていいのかしら？」

　時は少し遡さかのぼり、オクトガルによる大規模空爆が開始された頃。マルクトの首都・アルファトの下町にある安っぽい酒場で、オルディアは一人の飲んだくれに声をかけていた。

「ふん、どこの誰だかは知らんが、知ったような口をきかんでくれぬか？」

　安酒をぐっとあおりながら、よどんだ瞳で不機嫌そうに飲んだくれが言う。

　飲んだくれの名はタオ・ヨルジャ。完全に目もく論ろ見みが外れ、当てにしていた連中全てから協力を拒まれ、かつての名将は完全にやさぐれていた。

　特に彼を堕落させたのが、リーファ王女を亡命させた功績として金だけは十分すぎるほど渡された、ということであろう。その金額は、リーファ王女をウォルディスから連れ出す際にかけたコストや背負ったリスクを考えても大おお儲もうけと言い切れる金額ではあったが、かつての地位や権限を手にするにはまったく足りぬ中途半端なものであった。

　金額を考えるに、明らかに手切れ金と口止め料が入っている。それを証明するように、最も当てにしていた伝つ手てであるマルクト宰相の懐刀、レーゼット・ヨールからはっきりと縁切りを宣言されてしまった。タオが宏達との接触に失敗した翌日のことである。

　それでも納得できるかと奮起し、これまで長い時間をかけて築いてきた人脈に片っ端から当たってみたものの、生活の援助や仕事の紹介ぐらいがせいぜいで、リーファ王女との接触に協力してくれる人間は一人もいなかった。

　中にはレーゼット・ヨール同様、ゴミを見るような目で多少の手切れ金を押し付けて追っ払おうとする者までいて、タオのプライドは日を追うごとに削られていく。

　それならばと、最近こちらに逃げ延びてきたリーファ王女派の残党と接触したものの、資金提供をするからと全面協力を求めても誰一人首を縦に振らぬ。それどころか、最大の功労者であるはずのタオを奸かん臣しん扱いである。

　ここまで袖にされ続ければ、いかに諦めが悪かろうと心が折れてくるものだ。その諦めの悪さも悪いほうに作用してしまい、今ではどこへ行っても立派な鼻つまみ者扱いだ。もっとも、止とどめを刺したのはもっと別の要因ではあるが。

　そんなこんなで、マルクトから手切れ金を渡されてからの二カ月ほどで、タオはすっかり駄目人間の飲んだくれへとクラスチェンジしていたのである。

「確かに、私はあなたに何があったかなんてまったく知らないわ。せいぜい、信じていた人間に裏切られて立場を全て失った、と、今の様子から推測しているぐらいね」

「だとしたら？」

「見返してやろう、とは思わないの？」

「できるなら、とうにやっておるよ」

　オルディアの言葉を、即座に否定するタオ。今の立場に追い込まれて、自分一人では何もできないということを改めて思い知ったのだ。

　確かに、タオは歴戦の戦士であり、大軍の指揮もこなす優秀な将軍でもある。だが、歴戦の戦士などといってもユリウスやドーガのように一人で戦況を左右するほどではなく、いかに優秀であっても信頼して一軍を任せてくれる上司と命令に従ってくれる部下がいない将軍など、ただの人にすぎない。

　余計な野心を持ち、国を腐らせるリスクをもたらすことを承知の上で抱え込むには、タオの実力は物足りないのである。

「それに、某それがしごときがどうあがこうが、もはや状況は変わらん。放っておいても、憎きウォルディスは年越しを待たずに勝手に滅ぶ」

「その根拠は？」

「根拠？　そんなもの、あの空飛ぶ城を見れば、考えるまでもないことではないか？」

　オルディアに根拠を問われ、やけを起こしたように酒をあおりつつも、妙に楽しそうに言うタオ。残念ながら、あれを見てなお野心を維持できるほど、タオの心は強くなかったのだ。

「貴様からは某と同じ腐ったにおいがするが、余計なことはせんほうが幸せだと忠告しておこう。神が本気になれば、我々なんぞゴミ屑くず同然だからな」

「だったらせめて、身近な連中にだけでも仕返ししたらどう？」

「これ以上、みじめになりたくないのでな。何のために立ち上がったのかすら忘れ、利用しようとした子供の情けで生かされ、そのことにすら気づかずに悪あがきをした老いぼれにも、意地と恥の感覚は残っておるからな」

「そう、残念ね」

　神の城を見たことですっかり毒気を抜かれ、己の所業を振り返って情けなさを思い知ってしまったタオ。堕おちるところまで堕ちて恨み言をわめき散らしていたときに見た神の城は、それだけ彼の心を揺さぶったのだ。

　もっとも、神の城を見たことで己の所業を反省し、心を入れ替えた人間はタオだけではない。神の城がアルファト上空を通過するほんの数分。ただそれだけの時間、神の城が上空にいたことをきっかけに、アルファト全体での犯罪発生率が急激に下がり、逆に汚職などの自首件数が急増していた。

　なお、ステルスモードであるはずの神の城がなぜ見えていたのかだが、新たに前線に送り込まれる兵の士気を煽あおるため、マルクト王に頼まれてその間だけ解除してあったのだ。

　神の城を使った士気高揚の効果は抜群だったが、それとは別に予想外の成果が発生したため、現在マルクト王宮は非常に忙しいことになっている。

「とんだ見込み違いだったけど、まあいいわ。まったく目がないわけでもなさそうだし、少しぐらい……」

　世間話を装いながら、少しでもマルクトや五大国家に打撃を与えられるネタはないかと探りを入れること数十分。完全にオルディアに興味をなくしたように安酒を飲み始めたタオを見て、小さく肩をすくめながら何やら仕掛けを施そうとするオルディア。

　次の瞬間、突如ウォルディス方面から供給されてくる瘴気が、急激に減り始める。

「な、何？」

　あまりに急激な変化に、思わずオルディアの口から戸惑いの言葉が漏れて出る。

　その様子を見るともなしに見ていたタオは、我関せずの態度を崩さず安っぽい干し肉をつまみに安酒を飲み続けている。

『オクトゥム、ザーバルド。何が起こったか分かる？』

『アランウェンの眷けん族ぞくどもが、大群となって何かを投下しながらウォルディス東海岸方面へ向かって移動中。そろそろ首都に到着する、といったところか。聖気の減少効果や直撃を受けた雑兵のやられ方を見る限り、恐らく投下しているのは連中が聖水と呼んでいる類たぐいのものだろう』

『数、多い。駆逐、不可能』

『いろいろ阻止するための手は打ったが、残念ながらどれも大した効果は上げられなかった。一番の問題は、たった今、そちらへつながる補給ラインを破壊されたことか。現在迂う回かいしながら新たなラインを構成中だ』

『そう。でも、聖水の類ならば、どう頑張ったところでウォルディス全土にばらまけるほどの数は用意できないはず。けれど、このタイミングで攻勢に出たということは、何らかの形で尋常ではない生産能力を確保したと考えるのが妥当ね。であるなら、その生産拠点を叩いて……』

　ザーバルドとオクトゥムの報告を聞き、とっさに対処方法を考えたところでオルディアの表情が渋くなる。

　この状況で大量生産の拠点を持っている、となると、神の城の内部しかあり得ない。そもそも、ウォルディス全土を爆撃できるほどの物量を地上で生産しているのであれば、オルディアの情報網に引っかからないはずがない。どんなに上手に隠したところで不自然な点が出てくるものだ。

　なのに、この期に及んでまったくその気配がないとなると、単純な消去法で神の城以外に可能な場所が存在しなくなる。そもそもの話として、神の城という最高の生産拠点があるのだから、わざわざ地上の各国に生産を振る理由がない。

　もっとも、最大の問題は、オルディアの能力でも神の城内部に干渉できないことである。入るだけなら誰でも入れるルーフェウス大図書館の禁書庫と違い、宏の神の城は彼の許可がなければどうやっても出入りできない。それはもはや物理法則などと同列のシステムなので、オルディアでは抜け道を探すことすらできずに従うしかないのだ。

『生産拠点を直接叩くのは、多分私達には不可能ね。状況から推測した感じ、多分例の城の中にあるようだし』

『確かに、あの城の内部には手が出せん。だが、ならばどうする？』

『計画を実行するしかないわね。正直、準備不足もいいところだから、今から実行するのは気が進まないけど、四の五の言ってられる状況でもないし』

『分かった』

　ザーバルドの問いかけに覚悟を決めてそう答え、集合場所の座標を教えて転移を開始する。こういうときオクトゥムは、基本的に黙ってオルディアの決定に従う。それが、邪神から生まれたときから変わらぬ、彼らの役割分担である。

「……邪魔したわね」

「何があったかは知らんが、まあせいぜい悪あがきすればよかろうさ」

　結局、時間切れでこれといった処置を施せなかったタオ相手に軽く挨拶をし、さっさと転移するオルディア。それを見送ったタオは、何もかもに興味を失ったように、酔っぱらうためだけに安酒をあおる作業に戻る。

「さて、ウォルディスが首尾よく滅んだら、我が祖国ミンハオの墓守でもしに行くかな……」

　現ウォルディスの関係者と思おぼしき女の焦りの見える行動。それを見てウォルディス滅亡を確信したタオは、なんとなく残りの人生をどう過ごすかを決める。

　はからずも一人の男の心と人生を立て直すきっかけを与えてしまったことに気がつかぬまま、オルディアは最後の戦いに挑むため、宏達の仕掛けた罠わなに飛び込んでいくのであった。
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「がっ!?」

　転移すると同時に強烈な一撃を受け、踏ん張りきれずに地面に叩きつけられるオルディア。先制攻撃を食らうことは予想していたものの、想定外の威力に耐えきれなかったのだ。

　どうやらそれはオクトゥムやザーバルドも同じらしく、慌てるほどではないが無視もできない程度のダメージを受けた上で、完全に動きを止められていた。

「っ！　今の攻撃、どこから……!?」

　想定外とはいえ、ダメージ自体は微々たるもの。自然回復で即座に完治とまではいかないが、すでにほぼ回復している。

　問題なのは、不意打ちを受けた上にどこから飛んできたのかが分からないこと。諜ちょう報ほう特化のオルディアが察知できないとなると、目視できる距離からの狙撃ではない。だが、それだけの射程で今ほどの威力となると、三発も同時に撃てるような攻撃は存在していない。

　この数千年で初めて遭遇する状況。

　冷静さこそ失っていないものの、オルディアは咄とっ嗟さには対処方法を思いつけなかった。

　この時、索敵と思考にオルディアが割いた時間は恐らく二秒に満たなかっただろう。そのわずかな時間が命運を分けたことを、オルディア達はこの直後に起こった出来事で嫌でも思い知ることになる。

「不意打ちの次は異界化か……。完全にはめられたわね……」

　同盟軍精鋭部隊の駐屯地が視界から消え、だだっ広い荒野に変化したのを確認したオルディアが自嘲気味に呟く。

　この手口、細かい違いはあるが完全に自分達が行った策の焼き直しである。

　無論、この後の展開はまったく違うものになるだろう。だが、向こうは逃げられるがこちらは逃げられないという点では、前回の宏達の立場と完全に同じである。

　自作した、もしくは自身より干渉力が弱い空間でない限り、異界化した空間やダンジョンに転移で出入りすることはできない。一部例外はあるが、このシステムはオルディア達にも適用される。

　今回はいくつかある例外のどれにもあてはまらないので、前回宏達をはめたときとは違い、オルディア達がこの空間から出るには、作り主だと思われる宏や春菜を仕留めるしか方法がない。

　もはや、完全に決着をつけるしかない。最初からその覚悟を決めてはいたが、その最後となりうる戦いが相手のペースで進んでいることには、嫌な予感しかしない。

　その嫌な予感は、早くも現実となった。

「転移反応確認！　攻撃を仕掛ける！」

「待ちなさい、ザーバルド!!」

　オルディアの制止もむなしく、ザーバルドから達也と真琴を襲ったのと同じ攻撃が放たれる。

　素直に一直線に飛ぶしか能がなく、飛んでいく速度も反射神経さえよければ十分回避可能な攻撃ではあるが、その分破壊力は申し分なく、コストも威力から考えれば驚くほど安い。当てるために工夫が必要な攻撃だが、それゆえにこういうタイミングで使うにはもってこいである。

　転移直後の、どうやっても避けられない無防備な瞬間を狙った一撃。オルディア達ですら攻撃を食らうしかなかった、転移系のスキルや能力が持つ致命的な欠陥。攻撃を仕掛けるには、ある種理想的なタイミング。そこを狙って放たれたザーバルドの一撃は、五つの転移反応のうち後方の四つを見事にとらえていた。

　現れた何かを完全に飲み込み、圧倒的な威力で消滅させようとするザーバルドの破壊光線。次の瞬間、恐ろしい威力の衝撃がオルディア達を襲った。

「ぐっ!?　何だこれは!?」

『……かなり痛かった。この痛みは生まれて初めて……』

「……完全にひっかけられたみたいやな……」

　衝撃が来る瞬間、転移してきたものの正体をバッチリ見てしまったオルディアが、悪あがきの一環として吉よし村むらの姿になりながらザーバルドとオクトゥムにそう告げる。

　宏達より先に転移してきたのは、僧兵のようないかつい顔を持つ手足のついたカブのような植物であった。そのサイズは大体直径九十センチほど。お化け蕪かぶなどと呼ばれる類の大きさである。

　もうお分かりであろう。宏達が囮として転移させたのは、最大サイズの聖職者ポメだったのだ。

　それだけのサイズともなると、重量が人間と大差なくなってくる。故に、探知能力では闇の主にすら劣るザーバルドの場合、正体を見抜けず完全に騙だまされてしまったのだ。

　しかも、今回のポメは今まで破裂してきた中では最大の大きさを誇る。それが四つ、いや、ザーバルドの攻撃の余波で五つ全部破裂したのだ。いかにオルディア達といえど、無傷で済むなどあり得ない。結果として、無視できぬほどのダメージを受けてしまっていた。

　この罠の悪質な点は、いくらオルディア達が注意を払ったとしても、結局は戦闘中の余波や衝撃が原因でポメが破裂し、ダメージを受けてしまうことであろう。

「か弱い女一人にビビって、せっこいことしおってからに」

　遅れて転移してきた宏達に対し、吉村の姿で悪態をついてみせるオルディア。多少なりとも動揺してくれれば儲けもの、くらいの感覚で試してみたのだが、残念ながら予想どおり、宏に動揺した様子は見られない。

　もっとも現在の宏は、神しん鎧がいオストソルのおかげで、どんな表情をしているかまったく分からない。ただ威風堂々と巨大なポールアックスを構えて佇たたずんでいるだけである。

　念のために反応を見ること数秒。その間に宏達が起こした行動は、いつでも仕掛けられるように武器を構えたことと、狼おおかみの意匠が施された盾のようなものを大量に展開したことのみ。積極的に攻勢に出てくる様子はない。

「……つれないわね。リベンジなんだから、もうちょっと何か反応を見せてくれても罰ばちは当たらないと思うのだけど？」

　やるだけ無駄と悟ったオルディアが、リソースの無駄遣いを避けるために変身を解除する。変身そのものは特に何かを消費するわけではないが、本来の姿でなければできないことやコストが増えることが多数あるのだ。

　そんな軽口にも、一切反応を見せない宏達。余裕のなさからくる態度、という感じではないが、かといって油断しているわけでもない。

　そんな宏達の様子に、大量の冷や汗が溢あふれだすことを自覚するオルディア。はっきり言って、プレッシャーが半端ではない。そうでなくても、宏や春菜を相手に正面から喧けん嘩かを売っても勝負にならないというのに、宏が身につけている装備がまた恐ろしい威圧感を放っているのだ。

　あれに殴りかかったら、殴った自分が重傷を負う。

　あの斧おのを振り下ろされたら、間違いなくひとたまりもなく粉砕される。

　それが分かるだけに迂う闊かつに手を出せず、だが、宏達がいつ動くかも分からない。

　合体シークエンスに入ってしまえばその間は恐らく向こうも手出しはできなかろうが、それとて確実とは言えない。

　せめて向こうから攻撃を仕掛けてくれればいろいろとやりようもあるが、その気配もない。

　ポメの爆発でタイミングを外されたとはいえ、オルディアはさっさと合体に入っていなかったことを後悔していた。

『オクトゥム、ザーバルド。何とか合体する隙を作るわよ』

『だったら、こちらで一撃入れてみよう。オクトゥムは念のため隠れていろ』

『分かった』

　最低限、合体しなければどうにもならない。そのことを理解して一か八かの賭けに出るオルディア達。必要なのは、合体シークエンスが始まるまでの一瞬。その一瞬をしのげば、合体完了までの数秒は無傷でしのげる。

　その後は、自分達が暴走しようが関係ない。もとより負け戦が確定しているのだから、考えるべきは一矢報いることのみ。

　不退転の覚悟で、即座に出せる最大威力の攻撃を放つザーバルド。

　単純な破壊力だけなら、恐らく天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうの最低出力に迫りうる攻撃。本来なら、攻撃そのものは無傷で防げても、余波で巻き上げられた瓦が礫れきや破片などを完全に防ぐのは不可能であろう大技。何より重要なのは、物理攻撃ゆえにレジストされる心配がないことだろう。

　普通なら十分に牽けん制せい以上の仕事をこなせるはずのこの攻撃は、神鎧オストソルに向かって放つには致命的な欠点を抱えていた。

「これやったら、最初から仕掛けてもよかったか」

　ザーバルドが放つ物理属性の破壊光線。よけたところで着弾時の余波で致命的な被害を受けるであろうそれに対し、そんな一言とともに何かの技のモーションを行いながら真正面から突っ込んでいく宏。

　宏に攻撃が当たろうとしたその瞬間、破壊光線は百八十度進路を変え、ザーバルドを飲み込もうとしていた。

　オストソルが持つ神器としての特殊能力。その中でも最も象徴的なものが、この反射能力だ。反射できるのは飛び道具限定で、術者を中心に全周囲に爆発や暴風、落雷などを発生させるタイプの範囲攻撃は反射できず、爆風による破片や瓦礫は反射できても爆風そのものは反射できない、など細かい制約はあるが、逆にいえばほぼ全ての飛び道具が跳ね返せる反則級の能力である。

　ザーバルドが放った攻撃は、着弾時に大爆発を起こすタイプの、いわゆるビームやレーザーと同じような光線が飛んでいく技だ。残念ながら、オストソルの反射機能が最も得意としているタイプの攻撃である。

「ちっ!!」

　反射されるという予想外の結果に、慌てて地中に潜んでいたオクトゥムの体内に逃げ込むザーバルド。その直後に着弾、ではなく、宏の技が発動する。

「トマホークレインや!!」

　ハンマー投げの要領で、空高く神しん斧ぷレグルスを放り投げる宏。投げられたポールアックスは空中で分裂し、大量の斧となって雨のように降り注ぐ。投げたと同時に宏の手にレグルスが戻ってきているところがポイントである。

　その大量のポールアックスが地面に落ちるタイミングに合わせて、春菜が破壊光線の速度制御を解除。一呼吸置いて発生する大爆発。

「どっちもカス当たりやな」

「まあ、本命じゃないからしょうがないよ」

　降り注いだ大量のポールアックスに阻まれ、密閉された爆発を観察した宏と春菜が、結果を断言する。別段直撃を受けたところでソーマとアムリタの効能で無効化できるとはいえ、防げる攻撃でダメージを受けるのも馬鹿らしいと考えて、一応対処したのだが効果は微妙だった。

「やっぱ、しょっぱなから大技に走ったらよかったか？」

「相手がカウンター技を持ってないとも限らないから、すぐに仕掛けなかったのは間違いじゃなかったと思うよ。基本的にこっちの手札の大半は割れてるし、カウンター技は状態異常に頼らずに行動不能に持ち込む技も結構あるしね」

　宏と春菜の会話を聞いていたオルディアが、合体シークエンスに入りながら小さく舌打ちする。春菜の時間操作も含め、ほとんどの攻撃に対して一回だけは確実にカウンターを決める技をどうにか構築したのだが、警戒されてしまうと空振りになる可能性が高い。

　やはり、最初から合体しておくべきだったと後悔しつつも、オルディアは裏で着実に合体作業を進めていた。

「なんにしても、なんぞ裏でごちょごちょやっとるから、まだ油断はできん」

「神酒の効果も、残り時間がどれぐらいあるか分からねえしな」

　宏の言葉にあわせて、達也が注意すべき要素を補足する。

　装備こそ更新しているものの、宏と春菜以外が相手の攻撃を食らえばひとたまりもない、という問題は完全には解決していない。装備更新の効果はあくまで、最大火力の攻撃を食らわない限りは回復が間に合うかも、程度のものだ。それに、春菜もオルディア達の攻撃で肉体が消滅しても簡単に復活できるというだけで、宏のように無効化できているわけではない。

　元々短期決戦の前提でソーマとアムリタを両方同時に飲んできたが、その持続時間が過ぎれば再使用可能となるまでの三分前後は死亡するリスクが発生する。スケープドールをはじめとした死亡対策の効果は復活しているが、それも最大で三回まで。それほど当てにできるものでもない。

　そのあたりの警戒心を察知してか、周囲に浮かぶ狼の意匠が入った盾ことセンチネルガードが、護衛対象である春菜達、それも特に死亡リスクが高い達也と真琴、澪の三人をがっちり守るように動いている。

　ソーマとアムリタの持続時間は、基本五分。念のために春菜がタイム・ドミネイションを使い、強化系の魔法やアイテムの持続時間を倍に延長しているが、それでも十分とは言いがたい。

　できることなら、もっと持続時間を延ばすか再使用可能までの時間を短縮したいところだが、新米女神である春菜の力では、エクストラスキル級のアイテムやスキルに対して干渉するのはこれが限界である。

（なるほど。何か強力な効果がある消耗品を使っているけど、制限時間がそれほど長くないようね。もしかしたら、もう少し挑発して粘ればよかったのかしら？）

（そうなったら、カウンター潰つぶしの攻撃が飛んでくるか、あの女神が何か妙な手を思いつくかするだろうよ。特に神化したての神は権能の定義があいまいな分、何を起こすか分からん）

（余計なこと、考えない。初志、貫徹）

　新たに出てきた情報に妙な色気を出したオルディアを、合体の途中で意識がつながったザーバルドとオクトゥムが窘たしなめる。

　その言葉に意識を切り替え、合体に集中するオルディア。もはや何をしたところで止められないところまで合体作業は進んでいるが、それがすなわち合体成功に直結しているわけではない。

　何しろ、強い魂と自我を持つ三者の融合合体だ。自我があるだけでも合体の最中に強い反発が発生するのに、よりにもよってオルディア達はある意味単独で完成している存在である。その反発の大きさは空前にして絶後で、一歩間違えればそのまま全員揃って消滅しかねない。

　一応オルディアの自我を主体として残し、それを核にザーバルドとオクトゥムの人格や思考をサブとして統合することで事前に合意はしていたが、それでも己の自我を保とうとするのは本能に根ざした行動だ。自分が消えることに納得していたところで、抵抗をやめることはできない。

　オルディアは執念で今にも反発しあって消えそうになる自我を保ち、ザーバルドとオクトゥムは気合いと根性で反発しないように手放そうとする。その三者の気合いと根性と執念が実を結び、暴走一歩手前の状態ではあるが魂の統合を成し遂げた。

（このまま何もせずに暴走してたまるものですか!!）

　声にならない叫び声を上げながら、一気に合体作業を最後まで推し進めるオルディア。空間が歪ゆがみ、捻ねじれ、暴れまわる。

「なんか来おるで！」

　宏が警告の声を上げる。それとほぼ同時に、空間がひび割れ暴風が吹き、足元から錐きり状の突起が多数飛び出す。春菜が対応する前にそれら全てをセンチネルガードが防ぎ、その間に達也達が大技の準備を終わらせる。

（刺し違えて──でも、神殺し──は────成──す!!）

　空間の割れ目から現れたのは、あちらこちらが名状しがたい形状になっている、吐き気がするほどの邪悪さを備えた巨大な甲かっ冑ちゅう姿の女性であった。




　　　　☆




「性根のよう出とる姿やな、また」

　神斧レグルスを構え直し、若干震えが混じった声でうんざりしたようにぼやく宏。

　その言葉を聞いたのか、吉村をはじめとした宏のトラウマとなっている女の姿を大量に生み出す合体オルディア。他にも、禁書庫内部にある異世界の情報体との接続点で仕入れた数々のデータをもとに、他のメンバーの軽いトラウマも再現して見せる。

　実はこの時点ですでに、合体オルディアはほとんど制御を失っており、その行動に意味があるかどうかなど考えていない。結果として、宏達の神経を逆なですることには成功したものの、冷静さを失わせるところまでは行かなかった。

「舐なめた真似してくれとるけど、今更こんなんで逆上する思っとんねんやったら、頭悪いにもほどがあんで」

　憮ぶ然ぜんとした表情でそんなことを言いながら、とりあえずこれ以上うっとうしいことをさせないように一撃入れようと斧を振り上げる宏。そこに澪が待ったをかける。

「師匠、ボクが先にやる」

「ええけど、何で？」

「妙なカウンター技を持ってないとも限らない。まだ神酒の効果が残ってる間に、仮に行動不能になってもほとんど問題ない人間が確認しておいたほうがいい」

「……正直、あんまり気が進まんのやけど……」

「ボク、大威力の新技とか持ってないから、これぐらいしないと役に立てない」

「そんなん、気にする必要あらへんで」

「師匠。ボクに、あれを克服するチャンスを頂戴」

　どんな建前にも首を縦に振ってくれそうにない宏に対し、正直に本音を告げる澪。

　その言葉と表情に、宏が諦めたように頷うなずく。

「春菜さん、フォロー頼むわ」

「分かってるよ」

　震える腕で弓を構える澪を見ながら、いざというときのために備える宏と春菜。

　一方、完全に暴走状態に入った合体オルディアは無秩序に暴れまわるが、センチネルガードによってその無駄の多い攻撃を全て防ぎきられ、苛いら立だったようにエネルギーを溜め始める。

　澪はそのタイミングを見切ってインフィニティミラージュを発動、そのまま巨竜落としを放つ。

　大量に降り注ぐ巨竜落としに反応し、何やら衝撃波のようなものを放つ合体オルディア。ほぼ同時に着弾した最初の数発の弓の軌跡を捻じ曲げ、攻撃を行った澪に対しても直接干渉する。

　さすがにエクストラスキルともなると反射などはできないようで、軌跡こそ変えられたが、技が澪自身に牙をむくことはなかった。だが、それとは別口の干渉により、ぐったりとその場に膝をつく。

「澪!?」

「大丈夫。ちょっと立ちくらみしただけ」

「……精神体の頭と心臓の部分を揺らされたみたいだね。知らずにやられてたら多分、私とか宏君でも技を不発するぐらいには集中が乱されると思う」

「アムリタやろうがソーマやろうが、精神側から干渉されたときの生理的な反応までは防げんからな。しかも食らったん観察した感じ、魔法とかとはまたちゃうやり方で抵抗せなあかんっぽいわ。下手に合体する前にしかけとったら、えらい目見るとこやったかもな」

　春菜と宏の解説を聞き、表情を引き締める真琴。

　恐らく一度見れば宏も春菜も対応できるだろうが、真琴には無理だ。さらに厄介なことに、真琴は技の性質上、どうしても接近戦を挑まねばならない。

「とりあえず真琴さん、確認するからちょっと仕掛けんの待って」

「分かったわ」

　宏の言葉に従い、技の準備を維持したままゴーサインを待つ真琴。

　真琴が待っている間に、先ほども使った神斧レグルス専用のエクストラスキル・トマホークレインを叩き込んでみる宏。

　トマホークレインの最大の長所は、攻撃型のエクストラスキルとしてはあり得ない、五秒という短いクールタイムにある。しかも、斧が落ちるタイミングをある程度任意で調整できるため、敵のカウンター技の仕様を確認するのには非常に便利なのだ。

　そのトマホークレインを二度発動し、おおよその性質を摑む宏。三度目を発動させると同時に、春菜と真琴、達也に指示を出す。

「春菜さん、最初の三本が着弾したらあいつの時間止めたって。真琴さん、春菜さんが時間止めたらすぐに足元の名状しがたい感じの部位をできるだけ全部ぶった切って。それが終わったら兄貴が全力のエナジーライアットや」

「分かったよ。……タイム・ドミネイション！」

　宏の言葉が終わるとほぼ同時に最初の一本が着弾、春菜の返事に合わせて二本目が当たり、そこから春菜がタイミングを取りやすいように三本目を当てる。

　その三本目の着弾に合わせて、指示どおり全力でタイム・ドミネイションを使う春菜。当然のごとく抵抗などできなかった合体オルディアは、使おうとしていた大技を振るう前に完全に動きを止められてしまう。

　時間経過による回復などを許さないために、体感時間を停止させるなどという温ぬるいことではなく、時間経過そのものを完全に止めてしまっている。

　普通なら、時間経過が止まると受けたダメージは発生しないが、そこはそれ。女神という理不尽を体現する存在になっているだけあって、外部からの干渉で起こる変化はそのまま発生するようにきっちり制御されている。

　つまり、この時点で合体オルディアは、一方的に殴られることしかできなくなったのだ。

「こいつを極めたら、神だって斬れるわよ？　奥義、疾しっ風ぷう斬ざん・神かむ威い!!」

　お膳立てが整ったのを確認し、イグニッションソウルを維持したまま最強の疾風斬を放つ真琴。できるだけ、という宏の要望に応え、因果すらも斬り裂く一瞬の連続攻撃で、名状しがたい形状をした全ての部位を塵ちりとなるまで斬り捨てる。

「恐らく、これが人類最強の破壊力だろうな。行け、エナジーライアット!!」

　ソーマの回復分も全て投入し、ひたすら圧縮しまくった魔力を純粋な破壊力に変換して解き放つ達也。溜めの間にアムリタが効果を発揮していた影響か、それとも魔力以外のものであったなら原子崩壊を起こしかねないほど圧縮した成果か、金こん剛ごう不ふ壊え発動中の宏にすら多少はダメージが出るかもしれないほどの威力となったエナジーライアットが、合体オルディアを飲み込む。

　普通であるなら、ここまでやられれば跡形もなく消滅するものである。

　だが、さすがに邪神から直接生まれた三幹部の融合体だからか、それともオルディアの執念のたまものか、八割方崩壊した状態でありながらも、合体オルディアはまだ立っていた。

　もっとも、彼女はもう完全に死に体である。最後の力で反撃しようにも、春菜がタイム・ドミネイションを解除しなければ動くこともできない。タイム・ドミネイションを振り払おうにも、真琴と達也の攻撃に耐えて消滅を免れるだけで精いっぱい。

　せめて順序が逆であれば、時間を止められていたとしてもオクトゥムの特性を発揮してダメージをある程度帳消しにできた。実際、澪が叩き込んだ大量の巨竜落としのダメージも、宏が最初に放ったトマホークレインのダメージも、すでに合体オルディアからは消えている。

　だが、疾風斬の特殊効果ゆえか、ほとんど無限とも言える再生力を発揮できるはずのオクトゥムの特性が、まったく発揮されることなくずたずたにされてしまったのだ。

　オクトゥムの特性が発揮できないだけならまだいい。オクトゥムの特性を宿していた名状しがたい形状の部位を全て破壊されたことで、どうにかこのダンジョン化した空間の外から瘴気の供給を受けていた補給ラインが完全に断たれてしまった。

　カウンター技を警戒され特性を見切られた時点で、合体オルディアは完全に詰んでいたのである。

「止とどめは、ヒロの仕事だな」

「そうね。あたし達はすっからかんだし、春菜にはあれを削りきれる技ってないでしょ？」

「それ以前に、あのクラス相手だとまだ、タイム・ドミネイションを維持しながら大技使うの、安定しないんだ」

「そもそも、師匠のリベンジがまだ」

　完全に時間を止められ、特殊能力を潰され、エネルギーとなる瘴気の不足で徐々に崩壊していく合体オルディア。それに対して止めを刺すように、全員が宏に対して促す。

「せやな。ほな、神器限定技があれに対してどんだけ効果あるか、いっちょ検証といくか」

　達也達に促され、慎重に位置を調整しながらレグルスに対して大量のエネルギーを注ぎ込むと、そのまま普通に攻撃するときのように、大きく振り上げて振り下ろす。

「ジオカタストロフや!!」

　宏の掛け声に合わせ、斧全体が急激に巨大化する。合体オルディアに攻撃が当たったのは、斧ふ刃じんが神の城すら余裕で両断しかねないほどの大きさになったときであった。

　回避するだけなら問題なくできたであろう。だが、たとえ回避などしたところで、まったく意味などなかったことははっきりしている。

　それだけの圧倒的な質量と運動エネルギーに加え、さらに神器専用技特有の特殊なエネルギーにより、周辺一帯にエクストラスキル・ジオカタストロフの名にふさわしいだけの破壊がまき散らされる。

　放ったのが宏で、なおかつセンチネルガードによってがっちり守られていなければ、余波で日本人メンバーも全滅していたであろう。

　そこには、創造神が新たな世界を創るために、古き世界を一度更地にするための作業に通じる何かがあった。

　当然、動きを完全に封じられているオルディアが、それを防ぐことなどできはしない。

　そもそも、たとえカウンター技がどうであれ、最初からこれを放たれていれば抵抗の余地なく消滅するしかなかった。宏達にトラウマがなく過剰に警戒していなければ、もっと早くに勝負がついていたのである。

　死亡が確定した時点で、オルディアの残り香が最後の意地で宏のトラウマをえぐり直すが、レグルスを元のサイズに戻す宏の姿には、特に影響は見られない。

「ビビって仲間死なす恐怖に比べたら、クソアマごときに見せられたフラッシュバックなんぞ、何ぼのもんでもあらへんわ」

　完全に消失する直前の、ほんのかすかなオルディアの残り香に向けて、吐き捨てるように言い放つ宏。完全に消え失せたところで、ようやく震えを素直に表に出す。

「宏君、大丈夫……？」

「こればっかりは、本能に直結しとる反応やからなあ……」

　宏の返事に、この場にいる全員が渋い顔をする。仲間に対してこそ一気に改善したものの、それもトラウマを別のトラウマで上書きしただけで、宏の女性恐怖症は治ったわけではないのである。

「まあ、こっから先は、向こう帰った後にカウンセリングでも受けながら気長に治すわ」

「そうだね。焦ってこじらせるぐらいなら、その方が絶対いいよ」

　宏の言葉に、真剣な顔で春菜が同意する。できれば、今回のトラウマももうちょっと穏便な形に落ち着いてくれるといいのだが、とは本人には言いづらい春菜達の本音だ。

「師匠、春はる姉ねえ、お腹減った。とりあえず戻ろう」

「せやな。地味に今の戦闘、ものすごいカロリー食うた感じやし」

「そうだね。さっきはあり合わせを軽くしか食べてないし、久しぶりにちゃんとした厨ちゅう房ぼうで作ったご飯食べようね」

　澪の一言で、あっという間に日常に戻る一同。

　こうして、オルディア達を圧倒的なやり方で叩きのめすことにより、完璧とは言えないながらもいろいろなことを克服した一同であった。








邪神編　第一八話






「ふう、食った食った」

「やっぱり、ちゃんとしたご飯はいいわよね……」

　主観時間で数カ月ぶりとなるまともな食事を堪能し終え、幸せそうにため息を漏らす達たつ也やと真ま琴こと。無事に戻ってきた一行は、公約どおりちゃんとしたと称するにはかなり豪勢な昼食を食べ尽くしていた。

　一応作戦決行前に食べてはいるのだが、あり合わせで作ったやや小さめの肉挟みパン一個だけ、という、若い身体にとって食べたうちに入らない分量しか口にしていない。

　確かに戦闘中はソーマの効能で無限のエネルギーを得ていたが、それと空腹とは別問題。あくまでも神酒は酒であり、コップ一杯や二杯で満腹になるような効能はない。たとえ効果時間中であっても、カロリーは別枠で消費するのだ。

　つまるところ、昼に食するには重いはずのフルコースといえど、十分に平らげられる程度には宏ひろし達は空腹だったのだ。

「皆さんものすごい食いつきでしたけど、リハビリ中に何かあったんですか？」

　あまりの食いっぷりを見て、アルチェムが不思議そうな顔で質問する。

「何かあったっつうか、な」

「甘えが出ないように、リハビリ中の食事は仕留めたモンスターの食材のみ、ドロップ以外の調味料は使用量に上限あり、ってルールで潜ってたのよ」

「多分そのルールにしてなかったら、ボク達克服できてない」

　達也と真琴と澪みおの返事に一瞬啞あ然ぜんとし、思わず顔を見合わせてしまうエアリスとアルチェム。

　不慮の事故で食料を失った、などというケースならともかく、最初からその前提で潜るなど、いくら死なないダンジョンといえども無謀に過ぎるのではないだろうか。

　そもそもダンジョンのモンスターは、必ずしも食えるとは限らない。今回は宏が自由に仕様を決定できるダンジョンなので問題はないが、それでも間違いなく無謀と言っていい行為であろう。

「……それはまた、厳しいですね……」

「最初の頃は割と過剰反応でやりすぎて、ご飯にありつけない日も結構あった……」

　いろいろ迷った末にそうコメントしたエアリスに対し、どこか遠い目をしながら澪が答える。

　さすがにリハビリどころではなくなるため、水だけは自由に飲んでいたのだが、それがかえって空腹感とわびしさを増幅して精神的に来るものがあった。

　決められた量の塩をなめ、水を飲むだけの日が何日も続けば、一時的にとはいえ暴力にさらされる恐怖心などどこかに行ってしまうものだ。

　そんな追い詰められた状況を何度か乗り越えているうちに、いつの間にか普段どおりの戦いができるようになっていた。

「正直、宏と春はる菜なには申しわけないことしたわ……」

「別に無理に付き合わなくてもよかったのに、俺らと一緒に一週間ぐらい断食ってこともしょっちゅうだったからなあ……」

「しかも、ボク達がイライラして喧けん嘩かするたびに仲裁してもらったし」

「あのなあ。何ぼ何でも、仲間ひもじい思いしとるときに、僕らだけ飯食えるかいな」

「そうだよ。それに、今回の件はみんなの連帯責任なんだから、私と宏君だけが免除されるのもおかしいし」

　真琴と達也の言葉に、宏と春菜が反論する。断食状態が続くたびに、同じような会話をしていたのは記憶に新しい。空腹にイライラして喧嘩をしたこともしょっちゅうで、その度に神になったおかげで飢えに強くなっている宏と春菜に仲裁されたものだ。

　はっきり言って、二度と同じことはしたくない。そう言い切れるほど過酷な数カ月。テレビなどで紹介されているプチ断食などとは、間違っても同列に扱えない体験。

　達也と澪を除き、こちらの世界に飛ばされてきてからも含めて、今まで食事にだけは一度も困ったことがなかった宏達が、初めて経験した飢餓状態。

　達也と澪は、こちらに飛ばされた直後に盗賊につかまって二日ほど飲まず食わずを強いられたが、あの時は脱水症状の方がきつく、それほど強烈な飢えは感じなかった。それゆえに、二人にしても本当の意味で飢えと直面したのは今回が初めてである。

　それを乗り越えたことで、宏達の絆がより一層深まったのは間違いない。連帯感を醸成するのに、同じ苦境を乗り越えることに勝る手段はないのだ。

　そんな宏達の会話を、美お味いしすぎる食事の余韻に浸っていたリーファだけが、ピンとこない様子でキョトンとしている。

　まだまだファーレーン語での会話が不自由な上、割と最近まで毒物などの理由でまともに食事ができない日常を送っていたのだから、一週間の断食が過酷だと言われてもピンとこないのも仕方がないだろう。

　かつてのエアリスも食事で苦労していたが、神殿にさえいれば粗末ではあっても飢えない程度の食事はできていた。王族なのに下手をするとスラムの子供と大差ないぐらい飢えが日常にあったリーファと、一応食うには困っていなかったエアリスを同列に扱うのは無理だろう。

　きっとリーファと感覚が一致するのは、レラとファム、ライムの三人だけである。

「そういや、思わず飯に必死になってて忘れてたが、オクトガルの空爆はどうなってんだ？」

「ポメの消費量が減ってきてるから、そろそろ終わるんじゃないかな？」

　腹も心も落ち着いたところで、ようやく空爆のことに意識が向かう達也。その質問に、消費されているポメの量から現状を予想して答える春菜。

　ピーク時には兆の単位でも足りなかったポメの消費量も、今は億単位まで減っている。恐らく、ウォルディスでも最も南北に広がっている地域を抜けたのだろう。

　生産量を調整しながらそんなふうに消費量を観察していると、突然急激に消費量が減少に転じる。

　どうやら東海岸に到着したらしい、などと考えながら生産量を一気に絞っていると、間もなくポメの消費が止まる。

「ただいま～」

「みんなゴールしたの～」

「お帰りなさい。お疲れ様」

　戻ってきたオクトガルに春菜がねぎらいの言葉をかけると、それに合わせてリセットが大量の料理を運びこんでくる。

「わ～い、ご馳ち走そう～」

「お腹減ったの～」

　食堂に持ち込まれた神々の晩ばん餐さんに、オクトガルがわっと群がる。

　当人達からすればほとんど遊んでいたようなものではあっても、さすがに世界三位の国土面積を持つ国を、北端から南端まで幅数キロから十数キロメートルほどの帯となるようにつなぐとなると、数を維持するのはかなりのエネルギーが必要だったらしい。

　さらに言うならば、出発前に神々の晩餐を食べた上でソーマとアムリタでドーピングをかける、などという反則的なやり方をしていなければ、いくらオクトガルが謎生物の頂点に立つイレギュラー種族といえども、兆を超えるほどの数に増えることはできない。

　今回はなりたてほやほやの新米とはいえ、神が二柱も直接関わっているからこそ実現できたが、普通の人間や普通の国家だとどうあがいても実行不可能である。

　余談ながら、現在のオクトガルの数は十数万程度。ドーピング効果が切れたため、個体数は調整中である。

　元々毎秒数千単位から数万単位で個体数が変わる生き物なので、増えたら増えっぱなし、などということにはならない。

「う～ま～い～ぞ～！」

「まいう～、まいう～！」

「三つ星の、通～!!」

　次々と運び込まれてくる料理をどんどん平らげていくオクトガル。日頃の食事量と比較すると、間違いなく数十倍以上食べている。

　しかも、入れ替わり立ち替わり新たなオクトガルが現れては食っていくため、現在どれぐらいの数がいるのかすら不明だ。

「今日はいつになく食べてるけど、そんなに食べて大丈夫？」

「前借りした分の補充中～」

「前借り～」

「丸刈り～」

「丸坊主～」

　春菜の質問に、謎生物らしい便利な生態的特性を答えるオクトガル。

　ヒューマン種どころか大食らいで有名な巨人族やドワーフですら、一食ではそこまで食べないと断言できる量を平らげていくオクトガルの様子を見ながら、さすが謎生物の頂点に立つ生き物は違う、などと妙な感心をする春菜。

　もっとも、オクトガルに比べれば普通の範はん疇ちゅうに収まるだけで、この城にいるひよひよやラーちゃんも、生き物としては大概おかしい性質を持ち合わせているのだが。

「それで、ウォルディスはどうなったのかな？」

「地上全部浄化完了～」

「ボスっぽいの逃げた～」

「変態がドルおじちゃん達連れて追跡中～」

「追跡できるんだ……」

　オクトガルの言葉に、思わずなんとなく遠い目をしてしまう春菜。見ると、他の日本人メンバーも同じようにどこか遠い目をしている。

　変態というのはバーストのことを指すのだろう。

　ほぼそのベクトルが宏にだけ向いているとはいえ、実際のところはレイニーも変態度合いでは大差ないのだが、オクトガルはレイニーのことは『レイニーちゃん』と呼ぶ。

　なので、ほぼ間違いなく変態というのはバーストのことである。

　正直なところ、バルドクラスですらぽこぽこ空間転移を行う邪神教団の連中を追跡するのは、そう簡単なことではない。だが、ワイ太郎達のことを考えると不可能ではない気がするのが趣深い。

「って、ドルおじさん？」

「また、不思議な組み合わせねえ……」

　バーストとドーガという接点のなさそうな組み合わせに、どうにも不思議な気持ちになってしまう一同。

　そもそも、最初から見せ札として注意を集める前提で行動していたレイニーと違い、バーストは立場の上ではごく一般的なアサシンだ。いつも妙な仮面をつけていて誰も今現在の素顔を知らないとはいえ、よその国の重鎮であるドーガに顔を売っていいのか、非常に疑問である。

　まあ、ワイバーンの群れを手て懐なずけていろいろ好き放題やり始めた時点で、顔が売れるも何もないのは確かだろうが。

「ワイ太郎便利～」

「有志連合運搬～」

「レイニーちゃん別任務～」

「なるほどね」

　自分達が聞いても大丈夫なのか、という情報が次々とオクトガルから飛び出してくる。こんなに情報管理がゆるくていいのか、と一瞬心配になる宏達だが、実際には意外と口が堅いことを知っているエアリスやアルチェムは平然としている。

「あの、ちょっと質問いいですか？」

「何かな？」

「ワイ太郎っていうのは？」

　食後のお茶を嗜たしなみつつ、オクトガルの食べっぷりを眺めながら聞くとはなしに会話を聞いていたアルチェムが、不思議そうにそう質問する。

　変態というのがバーストであるということは分かっているが、バーストが復帰したときはエアリスともども神の城の神殿にこもっていたため、その時にあった諸もろ々もろは一切知らないのだ。

　その質問に、どう答えるべきかと視線を交わす宏達。

「まあ、ざっくり言うたら、変態兄さんが仏教の力で手懐けたワイバーンや。仏教の影響か妙なパワーアップしとってなあ……」

「気性が穏やかで優しい、頭のいいワイバーンなんだけど、ものすごく身体大きいんだよね」

「ん。ドルおじさんとか十人ぐらい乗せても普通に飛べそうなぐらい大きい。あと、聖属性ブレスが強力」

　とりあえず、他に説明しようがないから、と、詳しい経緯を省略してどんな存在かだけを説明する宏達。

「……もしかして、そのワイバーンってバーストさんをさらっていった……？」

「多分そうやろうな」

「……あの人、誰に聞いてもまごうことなき変態だって言い切られるのに、びっくりするようなことを平然とやってのけるところがありますよね……」

「そりゃまあ、単なる変態だったら国家が重用するわけがないんだから、どんな形であれびっくりするような能力を見せるのは当然じゃない」

　自分をさらっていったワイバーンを手懐ける。どこから突っ込んでいいのか分からない情報に思わず遠い目をするアルチェムに、どこか悟ったような様子で真琴がある種の真実を口にする。

「……いくら実力があって目を見張るような成果を出すといっても、ああいう人を無理に抱え込んで利用するのって、どうなんでしょうね……？」

「……まあ、国家というものはいろいろな人材を使いこなす必要がありますから……」

　アルチェムの素朴な疑問がにじんだ言葉に、思わず苦笑しながらそんなコメントを漏らすエアリス。多少目が泳いでいるのは、レイニーをはじめとした幾人かの、人格面で癖が強い人材について思い出してしまったからだろう。

　自身もどちらかといえばそっち側に属することについて目をそらしているエアリスだが、せいぜい食事にこだわりが強いぐらいで、ブーメランが直撃するところまでは行っていない感じではある。

「国を運営するって、いろいろ大変なんですね」

「人がたくさん集まれば、どうしても話し合いや綺き麗れい事ごとだけですまない部分も出てきます。それに、大多数は性格的にも倫理的にも問題のない人だとしても、人数が増えればやはり変わった人というのが混ざってくるものですし」

　アルチェムの正直な感想に、エアリスがわずかに聖女モードが入った態度でそう応じる。

　実際問題、全員がそうではないにしても、有能な人間というのはどこかしら変わった部分を持っていることが多い。変人全てが優秀な人材ではないにしても、変人だからといって誰もかれも排除していては人材が集まらないのだ。

「……」

　そんなアルチェムとエアリスの会話を、どことなく複雑そうな表情で聞き流しているリーファ。

　先ほどと同様にところどころ知らない単語が出てくるため話についていけないというのもあるが、それ以上に微妙にもれているバーストについての評価に、命と心を救われた身の上としていろいろ複雑なものがあるのだ。

　変態とかそういった単語はまだ教わっていないが、理解できる単語や文章のニュアンスから、バーストがどういう認識をされているのかはなんとなく察することができる。そして、その認識については恩人として感謝しているリーファですら否定できない。

　冷静にかつ客観的に見れば、彼の言っていることもやっていることも、弁護の余地なく変態なのは間違いない。では救いようのない悪人なのかというとそうではなく、善人とは言えないまでも、自身の父や兄をはじめとした外道と比較すれば圧倒的にまっとうな人物なのも事実である。

　せめて言動を正し行動に移す前に許可を取るようにすれば、もう少しちゃんと評価されそうな気がするのが実に歯がゆい。そのあたりが、リーファの複雑な表情につながっている。

　なお、バーストはリーファには一度もコードネームを名乗っていないが、どうしても知りたいと珍しくわがままを言ったリーファのために、専属の侍女が許可を取ってとりあえずコードネームと所属だけは教えている。

「まあ、とりあえずそのへんのことは置いとこか。国の運営云うん々ぬんはうちらが口挟むこっちゃないし、あの兄さんに関しては仕事と美容に関する能力だけは信用して問題あらへんし」

「信用できちゃうのが複雑なんだよね。しかも、美容に関する能力と姿勢は信用できても、その関連の行動は全然信用できないというか……」

「美容がらみになると、後先とか対象の女の人が受ける評価とか、そういうことは全然考えないわよね、あの変態」

「そのあたりが、いまいち信用できないというか評価できないんだよね、実際。まあ、今は関係ないから話変えよう」

　宏の話題転換に、思わずバーストの最大の問題点に言及してしまう春菜と真琴。もっとも、リーファの複雑そうな表情に気がついてすぐに春菜が話を変えるのだが。

「で、この後どうする？　向こうに戻るための障害って、あとは邪神だけだと思うんだけど」

「そらもう、全員分の神器装備揃そろえんの最優先に決まっとるやん。このまま迂う闊かつに突っ込んで、あのクソアマの二の舞とかアホのすることやで」

「まあ、そうだよね」

「とりあえず、今日はこれから、真琴さんの刀の最終調整の予定や。何とか目途はつきそうでな」

　自分の刀と聞いて、思わず目を輝かせる真琴。人間には使えないと言われていたので、半ば諦めていたのだ。

「あたしに使えそうなの？」

「多分いけるところまでは落としこめるわ。ただ、能力落としても入れられる鞘さやがあらへんから、普段は分割して運用っちゅう形になるけど」

「使えるってだけで十分よ」

　若干申しわけなさそうに言う宏に対し、上機嫌に真琴がそう告げる。なんだかんだで、一応全員分の装備は形になりそうだ。

「それと、ウォルディスが完全に落ち着いたら、あっちこっち回って素材回収やな」

「そうだな。足りてないのって何がある？」

「固有素材は春菜さんのレイピアと澪の弓、それから全員分の神衣と革鎧よろい系、軽装系、っちゅうとこやな。そのうち、軽装系に関してはありあわせの改造で何とかなりそうやから、大変なんは神衣用の素材だけやな」

「なるほどな。ウォルディスで集まるのか？」

「断言はできん。マルクトにあるダンジョンにも、怪しいところはあるしな」

　そんな感じで、真琴の刀が形になってから予定を話し合っていると、落ち着いていたはずの食卓に変化が。

「お腹いっぱ～い」

「次はチェムちゃんで遊ぶ～」

「チェムちゃん進化～」

「おっぱいボイン～」

「ひゃん!?　ひ、人前でいきなり、はう!?」

　最初だけ騒いで後は大人しく食事を続けていたオクトガルが、満腹になったという理由でアルチェムにセクハラを開始したのだ。

　もっとも、進化して胸が大きくなったと取られそうな発言をしているが、一連の騒動においてアルチェムのバストサイズは一切変わっていない。むしろ、大きくなったのはどちらかというとエアリスの方である。

「揉もみ心地進化～」

「ボインボイン～、たゆんたゆん～」

「チェムちゃん身体は立派～」

「性的には子供～」

「春菜ちゃんも身体立派～」

「チェムちゃんも春菜ちゃんもムッチリ～」

「春菜ちゃんムッツリスケベ～」

「うう、最近の自分を振り返るととても否定できない」

　アルチェムのとばっちりを受けて、どこか悟りを開いた様子で必死にセクハラに耐えていた春菜が、オクトガルの戯言ざれごとをどこか悲しそうな表情で認めてしまう。

　なお、相変わらずエアリスとリーファはオクトガル的にセクハラの対象ではないらしく、手を出すと危険、とか言いながら放置している。

「……なあ、春菜さん。作業に行ってもてええ？」

「あ、うん。宏君にこの方面で助けを求めるとか、そんな無理強いをする気はないから」

「……ほな、悪いんやけど」

「ん。私達は私達で、何とかしておくよ」

　居心地の悪さに逃げを打つ宏を、どこか慈愛に満ちた瞳で見送る春菜。一定年齢以上の女性がオクトガルからセクハラを受けるのは、もはやそういうものだと完全に割り切った態度である。

　結局、同じように逃げを打った達也と、リセットの手によってオクトガルがセクハラを始める前に隔離されたエアリスとリーファが出ていき、ついに我慢の限界を超えて大いにもだえる羽目になる春菜達であった。




　　　　☆




　宏達の食事にオクトガルが乱入してきた、ちょうどその頃。

「……脱出は間に合ったが、あそこまでやられてしまえば、もはやウォルディスの地は使い物にはなるまい……」

　どうにか脱出に成功した偽王は、ガストールにまで逃げ延びていた。

　とはいえ、脱出に成功したのは偽王のみ。他の部下や同僚は逃げ遅れて全滅している。蓄えた瘴しょう気きもほぼ空にされてしまい、何より三幹部が完全に消滅してしまった。

　各地に残党が残っているとはいえ、数の面でも質の面でも戦力としては心もとない。

　そもそも、新たに戦力を生み出せるのは、邪神本体と偽王だけなのだ。正直な話、ここからの再起は非常に難しいと言わざるを得ないだろう。

「三千年前の大敗以上に追い詰められたか……」

　あまりに落ちぶれた現状に、自嘲気味に吐き捨てる偽王。

　三千年前、舞台装置であるこちらの神々と戦ったときも、最終的には壊滅寸前まで追い込まれていた。それでも、三千年前はほぼ相打ちとはいえザナフェルをあと一歩のところまで追い込み、他の神々も地上に簡単に介入できない程度には消耗させることができた。

　ザナフェルと相打ちになったとはいえ、主である邪神自体は大したダメージを受けておらず、単にこちらの神々への追撃その他が不可能な状態にされてしまっただけだった。

　今回は、邪神こそ健在ではあるが、それ以外に希望を持てる要素がない。

　ザナフェルは不安定ながらも復活し、他の神々もこれまでにほとんど介入していないため余力たっぷり。何より致命的なのが、三千年前は深手を負って眠りについただけだった三幹部が、存在の根底から完全に消滅してしまったことだろう。

　部下や同僚は時間さえかければどうにかなるが、三幹部に関しては邪神が再び直接生み出さない限りどうにもならない。残念ながら、偽王には自分を超える存在を作り出す能力はないのだ。

「だが、まだ完全に終わったわけではない。儂わし一人しか生き延びられなかったとはいえ、この地には隠れる場所も聖気も十分にある。時間さえかければ、今一度……」

　偽王が再起を誓う言葉を言い終えるより先に、上空から何かが襲いかかってくる。

「くっ！」

　とっさに短距離転移で回避し、襲いかかってきた相手を確認する偽王。

「ワイバーン？　いや、それだけではないな」

　襲いかかってきたワイバーンの背に何かがいたのを視認し、顔をしかめる。

　普通、ワイバーンは自身の背中に何かを乗せたりはしない。少なくとも、完全に野生のワイバーンではあり得ないことだ。

　ではワイバーンが何かを背中に乗せるのは、どういうときなのか？

　最初からそういうふうに育てられた場合か、もしくは何者かにより操られている場合。あとは人間などに手懐けられてしまった場合のみである。

　そのいずれであっても、攻撃してきた時点で偽王の敵なのは間違いない。

「ぬう、ワイバーン風情が!!」

　旋回して再び攻撃しようとしてくるワイバーンに対し、怒りにまかせて偽王が反撃する。

　ひらりと反撃をかわし、ブレスを吐き出しながら地面すれすれまで下降してくるワイバーン。

　そのブレスの光に阻まれ、偽王はワイバーンの背から誰かが飛びおりてくるのを見落としてしまった。

「ふんっ!!」

　苦手属性である聖属性のブレス。それを軽く顔をしかめながらブロックしている偽王に対し、死角から鋭く槍やりが突き込まれる。反射的にブロックして防ぐと、今度は逆方向から巨大な剣が振り下ろされる。それを紙一重で回避したところで、背中から衝撃。

「がぁ!?」

　見事に心臓をぶち抜かれ、さらに連続攻撃で首を一撃で斬り落とされる偽王。

　背後から攻撃を仕掛けた誰かが立ち去ると同時に、槍、大剣、鈍器、ナイフなどの攻撃が偽王の身体を襲い、合間を縫って聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうが着弾する。

「俺も人のことは言えねえが、あんた達も容赦がないねえ」

「この手の輩やからは、これぐらいやっておかんとすぐに復活するからの」

　偽王を背後から攻撃した仮面の男の呆あきれるような言葉に、フルプレートの老人が偽王の頭を突きさしながらそう答える。

　説明するまでもないだろうが、仮面の男はバーストで、フルプレートの老人はドーガである。今日のバーストの仮面はスマイルマスクで、ドーガの鎧は宏が身につけていたオリハルコン製のフルプレートに更新されている。

　他にこの場にいるのは一風変わった構造の執事服と侍女服を着た男女、ドーガと同じくフルプレートで固めたドワーフ、砂漠の戦士と思おぼしき軽装の女性、学者風の中年女性である。

　執事と侍女はセバスティアンのティアンとディフォルティアのジョゼットである。この一団には、戦力としてだけではなく、バーストのお目付け役としても同行している。

　ドワーフはフォーレの猛将ダイテス。超大型のハンマーを己の得物とする重戦士だ。その攻撃能力は、大技が下手に使えない威力のタイタニックロアとジオカタストロフしかない宏など足元にも及ばない。

　砂漠の戦士風の女性はアイリーン、ミシェイラ女王の影武者も務める、ダールでも三本の指に入る軽戦士である。純粋な接近戦においては、春菜を余裕で凌りょう駕がするであろう実力を持つ。

　学者風の女性はラウラ。ルーフェウス学院の助教授で、この世界屈指の魔法使いだ。正統派の魔法使いとしては、こちらに飛ばされてきた直後の達也なら余裕で上回れる、聖天八極砲やヘルインフェルノなどの大魔法を使える数少ない魔法使いである。

　その実力ゆえにここ数年世界中を飛び回っており、現在のローレン王が置かれていた立場に対し何もできなかったことを悔やんでいる、性根の優しい女性でもある。

　彼らはオクトガルから偽王が逃げ切ったと報告を受けてすぐに編成された、追撃のための特別部隊だ。それぞれジャンルは違えど各国が誇る精鋭であり、連携について目をつぶるならば、この世界で屈指の戦闘能力を持つ集団であろう。

　人数的にも重量的にも、普通ならワイバーン一頭で運びきれるものではない。

　だが、ワイ太郎は普通のワイバーンとは言いがたく、御み仏ほとけの教えに目覚めるとともに身体が大型化。飛行能力、飛行速度、仏敵を探し出し制圧する能力などが大幅に強化されており、フル装備の人間の十人やそこら乗せたところで、大陸の端から端まで最大速度で余裕で飛べる。

「ドーガにアサシンよ。くっちゃべっておらんで、お主らもどんどん攻撃せんかい」

「そうですよ。さすがに親玉の一体だけあって、斬っても斬ってもすぐ復活するんですから」

「……この手の輩やからはこれぐらいやっても全然足りん、に、訂正が必要なようじゃな」

「……そうだなあ」

　目の前でどんどん再生していく偽王をひたすら攻撃しながら、手を休めているドーガ達に文句を言うダイテスとアイリーン。それに対して、ため息まじりに愚痴のような言葉を漏らすドーガとバースト。ここまで再生がしつこいと、確かに何かやりそうだ。

　そんなドーガの勘が正しかったことを証明するように、斬り刻まれた際に飛び散った血が一カ所に集まり、反撃に移ろうとする。

「ふん、そろそろ来ると思っておったわい」

　起死回生の反撃を、正面から余裕を持ってブロックするドーガ。

　宏のような過剰なほどの防御性能こそ持ち合わせてはいないが、代わりにドーガは騎士として強敵の攻撃を防ぎ続けてきた勘と経験を持つ。その実力は、偽王クラスの攻撃ぐらいは楽勝で潰つぶせる。

　ラウラ助教授を潰すために最大火力で放たれた攻撃は、最強クラスの壁に正面から完全に止められてしまい、何の痛つう痒ようも与えられずに終わってしまう。

「悟られんようにこっそり準備したとはいえ、この程度の攻撃しかできんあたり、随分弱っておるようじゃなあ」

「ですが、このまま削りきれるかというと怪しい感じですね。ダイテス殿とアイリーン殿の攻撃はいまいち効果が薄いようですし、私の魔力も無尽蔵というわけではありませんし」

「残念だが、俺の攻撃は不意打ち以外は普通のアサシンより上、って程度だからな。こういうタフで物理攻撃に耐性があるタイプとは、致命的に相性が悪い」

「……どうにも手詰まりな感じじゃのう。オクトガルあたりが、爆撃に使った例のポメを大量に持ってきてくれれば、話は早いんじゃが……」

「呼んだ～？」

　どうにも手詰まり感が漂う空気の中、やらないよりはましだろうと攻撃を続行しながらぼやいていると、ドーガの言葉を聞きつけたとしか思えないタイミングでオクトガルが現れる。

「お主、どうやってここに？」

「ドルおじちゃんのツボから～」

「そういえば、持ってきておったのう……」

　唐突に現れたオクトガル達の言葉に、そういえばそうだったと納得するドーガ。伝令用に持たされていたのを、すっかり忘れていたのだ。

「まあ、細かいことは置いておくかのう。逃げたウォルディス王を発見、現在攻撃中なんじゃが、なかなか強力なモンスターだけあって、こちらの攻撃手段だとどうにも決め手に欠けおってのう」

「ポメ所望～？」

「投げていい～？」

「おう。まだ弾があるなら、どんどん叩たたきつけてやってほしいところじゃ」

「りょうか～い」

　ドーガに頼まれ、嬉うれしそうに三匹ほどのオクトガルが転移してくる。どうやら、先ほどの空爆がものすごく楽しかったらしい。

「ひっさ～つ」

「八連装ポメ榴りゅう弾だん砲ほう～」

「遺体遺棄～」

　三匹で偽王を囲むと、一気に大量の聖職者系ポメを投げつけるオクトガル達。

　その足の動きは異常なほどに速く、ドーガ達の動体視力をもってしてもまったく動きが見えななかった。あまりの投とう擲てきスピードと爆発までの時間の短さに、ポメが口にしているはずの念仏も聖句もまったく聞こえてこない。

　聖職者系ポメは爆発の際に爆音を立てないため、立て続けに吹いてくる非物理的な浄化の風がなければ、本当に投げているかどうかも判断できなかったであろう。

　そんな、その場にいる人間には気持ちいい風が軽く吹いてくる以上の影響は一切ない猛攻だが、偽王にとっては致命的な攻撃である。

　しかも……、

「そろそろ止とどめ～」

「超特大ポメ榴弾砲～」

「遺体遺棄～」

　三匹同時に、自分どころか下手なヒューマン種の幼児より巨大なポメを投げ落としたのだから、たまったものではない。

　これまでの逃避行とオクトガルの空爆で瘴気を大量に消耗し、不意打ちを受けていいように殴られ続けた偽王には、それだけの攻撃に耐えるだけの力は一切残っておらず、今際いまわの際きわに言葉を残す余力すらなく今度こそ完全に消滅する。

「勝利～」

「ビクトリ～」

「ドロップ回収～」

　ほぼ浄化され切ったコアだけ残して完全に消滅した偽王を見て、妙に嬉しそうに飛び回るオクトガル。そのまま宣言どおり偽王のコアを回収して、さっさと帰っていく。

「……正直、アズマ工房がフォーレの味方でよかったわい」

「……ダールもです」

「ローレンは、正直紙一重でした。本当に、現陛下には頭が上がりません」

「つうか俺、ああいう最期だけは勘弁願いたいわ」

「まったくじゃのう」

　あまりに身も蓋ふたもない終わり方に、偽王に対して心の底から同情しつつ、こういう最期だけは絶対嫌だという点で一致する追撃隊であった。




　　　　☆




「ようやく、いろいろ落ち着いたようだの」

「うん。正直、ちょっと気分的に力が抜けてる感じ」

　午後のお茶の時間。リセットからお茶を受け取ったアンジェリカが、春菜と達也の様子を見てそう口にした。

　アンジェリカの用事というのは簡単で、現在神の城の保護下にある村人達について相談に来たのである。

　ウォルディス情勢にケリがつく見通しが立ち、そろそろ避難させている村人や隠れ里の住民の帰還について話し合う必要があるだろう、ということで、不在であるヘンドリックの代わりに訪ねてきたのだ。

「それにしても、本当に気が抜けておるな」

「まだ邪神本体が残ってるから、こんなふうに気を抜くのは早いにもほどがあるんだけど、ね……」

「まあ、それも仕方あるまい。我はそれほど大したことは聞いておらんが、少なくともお主が神化せざるを得なかった程度には、いろいろ大変だったのだろう？」

「うん、まあ……」

　どことなくぐったりした様子の春菜に、達也とアンジェリカが苦笑する。

　現在の春菜は、今までにないぐらい気持ちがたるんでいる。

　もっとも、それも仕方がないことだ。

　何しろ、春菜は体感時間で数カ月間、ずっと力を発動した状態で気を張り続けていたのだ。神となった身の上からすれば、体感時間だろうが実時間だろうがたかが数カ月ぐらいは大した時間ではないとはいえ、なりたてほやほやの新米からすれば、かなり精神的に疲れる作業である。

　一度死んで神化したところから今に至るまで常に緊張状態を強いられ、さらに死者蘇生の反動で三日ほど心身ともに厳しい時間を過ごしたのだ。三幹部の消滅とウォルディスの壊滅という形で大きな区切りがついた今、春菜の気がたるんでしまうのも無理はない。

　結局のところ、今回の一連の事態は春菜の負担が最も大きかったのだ。

「あれだけのことをやっても直接動くことはなかったのだ。三日やそこら気を抜いたところで、問題はなかろう」

「そうだとは思うけど、今回ピンチになったのも、結局そういう油断があったせいだって側面もあるから……」

「だからこそ、意識を切り替えるために、気を抜けるときには気を抜いておくべきであろう？」

　油断と慢心からの全滅がいまだに尾を引いているようで、気を休めるのにちょうどいいタイミングだというのに、これだけ気持ちがたるんでいながら素直に休もうとしない春菜。

　そんな春菜をアンジェリカが窘たしなめる。隠れ里に長年引きこもっていた箱入りの世間知らずとはいえ、三千年以上生きた人生経験は伊だ達てではないらしい。

「それに、地上のしがらみはお主らが一掃した。後は神と神との戦いなのだから、ここからは本来、五大神をはじめとした神々が何とかすべき問題だ。少なくとも、お主達が気を休めて英気を養っている間ぐらいは、神々が抑えこむだろうよ」

「それも理解してないわけじゃないんだけど、こっちの神様のルールってよく分からないから、どうにも心配があるんだよね」

「そこは気にしてもしゃあない。つうか、そういう気分の時に気を張ろうとしても無駄だ。ここは大人しく、のんびり油断しようぜ」

「う～ん……」

　アンジェリカと達也の説得に、微妙に垂れた状態を維持しながら気のない返事をする春菜。中途半端な疲れゆえに、逆にそういう切り替えが上う手まくいかない感じらしい。

　そんな春菜の様子に小さくため息を漏らすと、とりあえず本題を口にするアンジェリカ。

「ウォルディスのことにケリがついたようだし、そろそろ我らが保護している者達を、元の暮らしに戻してやりたいのだが……」

「あ～、そうだね。まだ先だっていっても、邪神との戦いにこの城が無関係っていうのは無理だし、早いうちに戻ったほうがいいかも」

「そこは同意するが、ウォルディスの近くに住んでた連中は王様達と相談してからがいいな。あくまでケリがついたのはウォルディスとの戦争であって、そこから派生した混乱は何一つ片付いてねえし」

「それもそうだよね。どっちにしてもこれからどんどん寒くなってくるし、いったん全員隠れ里に移る感じで進めるのがいいんじゃないかな？」

「そうだな。隠れ里なら、年内に移動し終わるだろうしな」

「我らとしても、その方が助かる」

　春菜と達也の意見に、小さく頷うなずくアンジェリカ。ヘンドリックとも前もって相談し、大体決めてあった内容とほぼ同じである。

「必要なものとか手伝ったほうがいい事柄とか、遠慮なく言って」

「ずいぶん世話になっておるから、これ以上手を借りるのは気が引けるのだがな」

「気分転換とかそういう事情もあるから、むしろどんどん言ってくれるとありがたいかも。どうにも、いろいろ引っ張っちゃってて……」

「そうか。ならば遠慮なく頼むとしよう」

「うん」

　頼ってもらえるのが嬉しいのか、アンジェリカの返事に満面の笑みで応える春菜。

　春菜の笑顔を見て、少々ほっとした様子でやれやれという態度をとるアンジェリカ。

「とりあえず、移動開始をいつにするか、だよね」

「人数が人数ゆえ、準備と段取りに数日かかるだろうな。逃げてくるときは身一つだったとはいえ、こちらにいる間に多少は私物が増えておる。それらをどうするか決めねばならん」

「お城動かしたほうがいいんだったら、治療中の兵士さん達のことも考えないといけないしね」

「ここからゲート開いて一発で、ってわけにはいかないのか？」

「そこは聞いてみないと分からないよ。このお城は何ができて何ができないのか把握してるのって、宏君とローリエちゃんだけだし」

　そのまま、避難民達を元の生活に戻す具体的な段取りについて話し合いを重ねる春菜達。実際に城の機能を使う宏やローリエが不在だが、計画の叩き台を作るだけなので、わざわざいろいろ作業がある彼らを呼んでこなくてもいいかと考えたのである。

　話をすること十分、城の機能など関係なく行えることが出揃ったあたりで、春菜達の会議室に闖ちん入にゅう者しゃが現れる。

「ママ発見！」

　可愛かわいらしい澄んだ幼い声で、力強くそう宣言する闖入者。その声の方に全員の視線が集中する。

　視線の先には、ライムと同年代かさらに年下といった年齢の、春菜を五歳ぐらいにしたらこんな感じ、という全裸の幼女がいた。パッと見た印象は春菜そっくりだが、よく見るとエアリスやアルチェムともどことなく似ている。

　なお、幼女だと断定している理由は簡単で、ついていなかったからである。

「ママ？　誰のことだ？」

「少なくとも、我ではないぞ」

「何だろうね？」

　現れた幼女の姿に嫌な予感がしつつも、とりあえずパッと思いつく範囲で心当たりがなくて首をかしげる春菜。

　達也とアンジェリカも、春菜が無関係ではないが直接かかわってもいないだろうと半ば確信しつつも、では誰がこんな悪趣味なことをするのか、となると思いつかない。

　できるとすれば宏だけだが、やるかと言われるとまずありえないだろう。

「ママ～!!」

　そんな、不審なものを見るような視線をものともせずに春菜に突進する闖入者幼女。

「……ハルナ、お主の子供というには随分育っておるようだが」

「なあ、春菜。いくらなんでも、女神の力を使って妊娠期間を誤魔化すのはどうかと思うぞ？」

「……実際に私が妊娠してたんだったら、前々からもっと態度に出てるよね普通!?」

　半ばオチを予想していたこともあり、パニックにならないようにあえて茶化すように春菜に突っ込むアンジェリカと達也。

　嬉しそうにしがみついてくる幼女にパニクりながらも、ひどいことを言ってくる二人に春菜が全力で抗議の言葉をぶつける。

「というか、実際どういうことじゃ？」

「私に聞かれても困るんだけど!!」

　アンジェリカの本気の質問に、気が動転していることを隠そうともせずに叫ぶ春菜であった。
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